
鹿児島大学埋蔵文化財調査室年報Ⅸ E】 X

平成5 ■ 6年度

鹿児島大学埋蔵文化財調査室

1995年3月



序

平成5年から6年にかけて鹿児島大学は建築ラッシュでした。郡元団地に限っても、教育学部音楽美術
棟・同教育実践研究指導センター、福利厚生施設（生協食堂など)・地域共同研究センター・稲盛会館・中
央図書館等の新築があり、新しい建物がつぎつぎと姿を現しました。

遺跡の上にある鹿児島大学では、当然のことながら、建築に先立つ埋蔵文化財調査を免れることができ
ません。そのため、平成5年から埋蔵文化財調査室は多忙を極め、予定していた平成5年度の「鹿児島大
学埋蔵文化財調査室年報」の発行を見送らざるをえませんでした。調査が一段落した現在、平成5年1月
から6年12月に行われた調査報告と4年度調査の未報告分を併せ｢鹿児島大学埋蔵文化財調査室年報Ⅸ。
X」として発行する運びになりました。

これらの調査により、郡元団地の中央図書館新築地や附属中学校の校庭からは古墳時代の住居跡力輔認
されました。また、地域共同研究センター敷地の調査では、同じく古墳時代の河川跡とそれに付随する杭
列が検出されました。ここからは、木製鋤等を含む多種多様な遺物が出土しており、古墳時代の農業の実
態が明らかにされることが期待されます。

桜ヶ丘団地では、縄文時代早期の包含層が確認されましたので、同地域の建築に当たっては、より‘慎重
な調査が必要です。

埋蔵文化財調査室には全学のご協力を頂いておりますが、なお大きな問題をかかえております。調査の
数が増えるにしたがい出土する遺物数は増加しています。現在は各学部へ保管を依頼しておりますが、こ

のような在り方は出土品の保管･整理･研究に支障をきたします｡早急にこれらの遺物を保管･展示し、加

えて出土品の研究ができる施設ができますように、各学部のご協力をお願いする次第です。

平成7年3月

埋蔵文化財調査委員会

委員長安藤保
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1本年報は鹿児島大学構内において､鹿児島大学埋蔵文化財調査室が平成5年1月4日から平成6年12
月31日までに行った調査活動の成果をまとめたものである。調査報告は平成4年度分（平成5年1～
3月）をⅡ部，平成5年度分（平成5年4月～平成6年3月）をⅢ部、平成6年度分（平成6年4月～
12月）をⅣ部とし、Ⅱ・Ⅲ部を年報Ⅸ、Ⅳ部を年報Xとする。I鹿児島大学の立地と環境、鹿児島大
学構内遺跡調査要項、受贈図書目録は両年報の共通項目とする。なお、郡元団地P－4．5区（音楽美
術科棟建設地）と郡元団地O－7区（福利厚生施設建設地）における発掘調査報告、中央図書館南側移
植及び撤去工事に伴う立合調査における出土遺物の報告を付編として掲載した。

2本書に掲載している発掘調査及び立合調査は、鹿児島大学埋蔵文化財調査室が担当した。個々 の調査
の担当者は各調査報告に記述した。調査における図面の担当は以下の通りである。

Ⅱ、2：中村直子・松村みどり・前幸男、Ⅲ、2：中村・池口洋人、Ⅲ、3：大西智和・峰山いづみ、

Ⅲ、4：中村・池口・陣内高志、Ⅲ、5：前・松村・中村・峰山、付編i:中村・大西・黒木綾子・前・

古津生・西谷彰・横手浩二郎、付編Ⅱ：中村・大西・黒木・前・松村・田野辺昭穂・西庄司

3本書の作成にあたっては，埋蔵文化財調査室が行った。遺物の実測の担当は以下の通りである。

Ⅱ、2：中村、Ⅲ、3：峰山、Ⅲ、5：中村、Ⅳ、2：中村、付編I:古津・大西・峰山・中村、付編

Ⅱ：峰山・中村、付編Ⅲ：中村

製図はI、Ⅱ、2，Ⅲ、2，Ⅲ、4，m5，Ⅳ、2，付編Ⅲ：中村、Ⅲ．3：峰山、付編I:古津・

峰山・小原愛・星野恵美、付編．2：峰山が担当した。

写真撮影は峰山・大西が行った。

執筆はⅡ、3と付編Iを大西が、Ⅱ2とⅢ、5を中村と前が、その他を中村が行った。編集はⅢ、3

と付編Iを大西が、その他を中村が行った。

4本書掲載の発掘調査にあたっては本田道輝氏(鹿児島大学法文学部助手)・新田栄治氏(鹿児島大学教

養部教授)・森脇広氏(鹿児島大学法文学部教授)・渡辺芳郎氏(鹿児島大学法文学部助教授)・新東晃一

氏・前迫亮一氏（鹿児島県埋蔵文化財センター）・山崎純男氏（福岡市教育委員会）にご教授を賜った。

また、本書報告の石器については雨宮瑞生氏にご教授を賜った。英文翻訳については、新田栄治氏・中

植満美子氏にご協力いただき、ご教授を賜った。

5発掘調査による遺物の保管は､埋蔵文化財調査室の管理の下､各学部､部局が収蔵している。また、図

面・写真などの資料は埋蔵文化財調査室に保管している。



凡例

l昭和60年6月1日の埋蔵文化財調査室の設置を機として､鹿児島大学構内におけるこれからの埋蔵文
化財調査に便であるように鹿児島大学構内座標を郡元団地と桜ケ丘団地（旧宇宿団地）とに設定した。
その設置基準は以下のようである。

(1)郡元団地では、国土座標第2座標系(X=-158.200,Y=-42.400)を基点として一辺50mの方
形地区割りを行った(Fig.3参照)。

（2）桜ケ丘団地では、国土座標第2座標系(X=-161.600,Y=-44.400)を基点として一辺50mの
方形地区割りを行った(Fic.4参照)。

2本年報において報告を行った調査地点については､立合調査地点を除き、Fie.2～Fie.4にその位置を
記している。

3本年報におけるレベル高はすべて海抜を表し、方位は真北方向を示す。

4本書で使用した遺構の表示記号は以下の通りである。

sk:土壌sd:溝状遺構p:ピット

5遺物については観察表を作成した。その表記、表現については以下の通りである。

色調：『新版標準土色帖」（農林水産技術会議事務局監修）を使用し、この色調に当てはまらないものに
ついては、「～に類似」と表記した。

胎土：粒子の大きさで喋（～3ram)・粗砂粒・砂粒・細砂粒・微細な砂粒に分けた。また、砂粒の種類に

ついては、特定できないものはその色調で表記した。

法量：復元による法量は、（）をつけた。

6本文中の遺物番号は、挿図、図版、遺物観察表と一致させた。
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4.4c層出土土師器（真下から）

PL.64郡元団地O－7区（福利厚生施設建設地）における発掘調査(13)………………………234
1.4c層出土遺物3(表)2.4c層出土遺物3(裏)3.4c層出土寛永通賓（表）

4.4c層出土寛永通賓（裏）
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1．2．4c・4e層出土土錘，銃弾（側面）2．2．4c・4e層出土土錘，銃弾（真上から）
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PL､66郡元団地O－7区（福利厚生施設建設地）における発掘調査(15)………………………236
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1.5b層出土遺物1(表)2.5b層出土遺物1(裏）

PL.68郡元団地O－7区（福利厚生施設建設地）における発掘調査(17)………………………238
1.5b層出土遺物2(表)2.5b層出土遺物2(裏）
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I鹿児島大学構内遺跡の立地と環境

鹿児島大学構内遺跡が所在する鹿児島市は、薩

摩半島東岸部のほぼ中央に位置する。鹿児島市

は、東側の湾岸部以外はシラス台地に囲まれ、シ

ラス台地と諸河川によって形成された沖積平野に

分かれる。鹿児島大学構内遺跡のうち、本書に掲

載する調査地域は郡元団地、桜ヶ丘団地、教育学

部附属養護学校である。

郡元団地は、標高7mほどで、鹿児島市の沖積

平野のほぼ中央に位置する。東側は鹿児島湾に向

かい、西にはシラス台地が後背地となっている。

周辺では、一の宮遺跡'）など弥生時代から古墳時

代の遺跡が多い。郡元団地でも、これまでの調査

によって、弥生時代・古墳時代・中世・近世の遺

物包含層が確認されており、特に古墳時代の住居

跡が密集している。また、住居跡の集中する場所

は、理学部から教養部の一帯と、教育学部附属小

学校・中学校から運動場の南西側一帯の2ケ所が

確認されており、集落の中心地があったことがう

かがえる。

ご耳’二J

方

〃

・へ”
ー

今

四 〃

▲

砂

P

▲

“

j六

V

Fig.1鹿児島市の位置

同じく、教育学部附属養護学校は郡元団地から

北方約4kmの沖積平野の奥部に位置する。甲突川

の東岸で、付近には弥生時代の遺跡として知られ

る玉里遺跡2)や古墳時代の遺跡である甲突川川底

遺跡3）・刑務所跡遺跡4）などがあり、郡元団地周

辺と同様、弥生時代や古墳時代の遺跡が多い地域

である。

桜ケ丘団地は郡元団地の約2.5km南の亀ケ原台地

上に位置する。鹿児島市のシラス台地上の遺跡

は、縄文時代早期から後期にかけての遺跡が点在

しており、弥生時代や古墳時代の遺跡が少ない。

桜ヶ丘団地では、これまでの調査で縄文時代草創

期・早期・弥生時代前半期の遺物包含層が確認さ

れており、特に、南部九州でも少ない遺構である

弥生時代前半期の住居跡は貴重な資料である。

註

1)河口貞徳「一の宮遺跡の報告」『考古

学雑誌」37-41951

2）麻生孝行「有溝の石庖丁」「鹿児島県

考古学会紀要」21952

山之内宏行・出口浩編「鹿児島市文化

財基本調査報告書」鹿児島市文化財調

査報告書（5）鹿児島市教育委員会

1988

3）山之内宏行・出口浩編「鹿児島市文化

財基本調査報告書」鹿児島市文化財調

査報告書（5）鹿児島市教育委員会

1988

4）註3）に同じ
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I鹿児島大学撒内巡跡の立地と環境

Fig.2鹿児島大学構内遺跡の位置3=1/50000
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Fig.3鹿児島大学郡元団地構内図S=1/4000
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I鹿児島大学構内遺跡の立地と環境

Fig.4鹿児島大学桜ケ丘団地構内図S=1/4000
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平成4年度 (平成5年1 3月）Ⅱ ～

調査報告

調査の概要
●
旬

Ⅱ
Ⅱ

1

2 立合調査の報告



n.i調査の概要

平成5年1月から3月において、発掘調査(1

件）と立合調査（6件）を実施した(Tab.1)。

92-4では、中央図書館の増築予定地の南側172

㎡の範囲の発掘調査を行った。この周辺では、古

墳時代の住居跡が密集して発見された釘田第1地

点1)が北東に位置しており、古墳時代の土器を主

体とする包含層が一帯に広がっている。

92－4の調査でも、古墳時代の住居跡を1基確認

した。住居跡の北側が調査区外に広がっていたた

め全形は明らかにできなかったが、平面形は柄鏡

形を呈するもので、その両脇に浅い土壌を配して

いる。これまで郡元団地で検出した古墳時代の住

居跡は方形が圧倒的に多く、それとは形態を異に

している。

住居跡は調査区の北西隅に位置し、これより東

側では検出していない。釘田第1地点で検出した

住居跡の範囲がこの地点で終わる可能‘性が高い。

また、住居跡を検出した上層で溝状遺構を2条

検出している。

立合調査では、新しい建築物の環境設備整備に

関係する工事に伴う調査が多かった。

92-Eでは教育学部付属小学校の北側で、やはり

古墳時代のものであろうと考えられる溝状遺構を

確認した。また､92-Jでは多量の古墳時代の土器

が包含層中より出土し、玉利ケ池周辺に良好な遺

跡が存在していることを示唆している。

註

1)松永幸男・坪根伸也編「第Ⅲ章鹿児島大学埋蔵文

化財調査室設置以前の調査」「鹿児島大学埋蔵文化

財調査室年報I昭和60年度」鹿児島大学埋蔵文化

財調査室1986

「付編．釘田第一地点（鹿児島大学教養部）遺跡発掘

調査報告一遺構及び遺構出土遺物編一」『南九州地

域における原始・古代文化の諸様相に関する総合的

研究」平成3年度教育研究学内特別経費研究成果報

告書鹿児島大学法文学部1992

2）「第Ⅱ部第1章平成4年度（平成4年4月～

12月）調査の概要」「鹿児島大学埋蔵文化財調査室

年報Ⅷ」鹿児島大学埋蔵文化財調査室1993

Tab.1平成4年度（平成5年1～3月）調査一覧表

調査の種類調査No 調査・工事名 期間 地区

発掘調査

立合調査

92-4

92-D

92-E

92-F

92-G

92-J

92-H

中央図書館増築予定地に1月20日～3月30日郡元団地L－6区
おける発掘調査

農学部附属農場鉄骨ハウ3月1日～9日郡元団地B－9区
ス取設工事

教育学部附属小学校等幹3月10日～4月1日郡元団地P～R－5～

線改修電 気 工 事 7 . T － 6 区

教育学部音楽美術科棟新3月11日～31日郡元団地0－3～5区

営設備工事

中央図書館西側・北側樹3月15日～17日郡元団地H－7．J一

木移植および 撤 去 工 事 8 ． K － 5 ． 7 区

玉利ケ池南側道路側溝改3月17日郡元団地1－6区
修工事

農学部農芸化学科等屋内3月23日～25日郡元団地P－5区

消火栓改修工事

9



Ⅱ平成4年度の調査報告

Ⅱ、2立合調査の報告

部はバケツ形に広がる器形を呈するものであると

思われる。2は絡縄突帯をもつ胴部片で突帯直下

には、突帯をつまんだユビオサエの痕が明瞭に

残っている。

平成4年度（平成5年l～3月）においては6

件の立合調査を実施した。以下、隣接する地点ご

とに説明を行う(Tab.1)。

92-D農学部附属農場鉄骨ハウス取設工事

に伴う立合調査（FiR､5．Fig.6）

馬術馬房南側部分において、鉄骨ハウス取設の

ため､幅1m×1m､深さ30～70cmほどの基礎部

分の掘削を52カ所行った。掘削範囲のうち、南側

で地表下約30cmから水田層と考えられる灰色の粘

質土が露出したが、ほとんどが盛土の範囲で掘削

を終了した。

盛土中から土器が2点出土している(Fie､6)。

2点とも「成川式」と総称される古墳時代の土器

様式のうち、最も新しいタイプの笹貫式の翌形土

器である。lはまっすぐ立ち上がる口縁部で、胴

92-E附属小学校等幹線改修工事に伴う立

合調査(Fie.7a～f・Fie.8)

工事は附属小･中学校付近一帯で幅0.7m、深さ

0.7～1.3m、長さ280mにわたる溝と、マンホー

ル埋設のため2m四方の範囲を､1.6～2mの深さ

までの掘削を行った。以下、プライマリーな層の

堆積力瀧認できた地点について土層の観察結果を

記す。

a地点

l層盛土，南側に落ち込んでいる，層厚110～

160cm

2層灰褐色，やや粘質のシルト，水田層，層厚

50～Ocm

b地点

l層盛土，層厚100cm

印
Fig.592-D調査地点S=1/2000

刀 ｛

1

l率〆宮、
ノ

ノ

OL 一－聾、

Fig.792-E-92-H調査地点S=1/2000Fig.692-D出土遺物S=1/3
ﾉ0



Ⅱ、2立合調査の報告
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2層灰褐色，やや粘質のシルト，水田層,a地

点2層と同一層，層厚50cm

3層灰色，硬くしまったシルト，層厚5～10cm

4層黄色，シルト混じり砂，パミスを多く含

む，層厚8cm

5層灰白色，細砂層，層厚5cm

6層黒褐色，泥炭層，層厚50cm

c地点

l層盛土，層厚30cm

2層明黄褐色，シルト質砂，層厚2Ocm

3層暗褐色，シルト質砂，層厚10cm

d地点(Fie.8)

l層盛土

2層暗灰褐色，シルト質砂層

3層明褐色，シルト質砂，パミスの小粒を含み

鉄分が浸透している

4層シルト質砂層，パミスの小粒を多く含む

5層上部は4層と粗砂層との混土，遺構の埋土

6層上部は明黄褐色のシルト，下部は暗黒灰色

シルト，境界が不明瞭

7層黒褐色，シルト質砂，軽石・喋を含む、層

厚10cm

8層明黄白色～黄橿色，粗砂層，軽石や喋を含

む，層厚30～50cm

e地点

l層盛土，層厚80cm

2層暗灰白色，粘質の砂質シルト，鉄分が少し

浸透，水田層，層厚15cm

f地点

l層褐色，シルト質砂，盛土，層厚30～50cm

2層黒色，シルト質砂

3層黄褐色，砂層

このうち、d地点では7．8層を掘り込んだ遺

d地点層位断面図:断面図S=1/40

構を検出した(Fie.8)05層土を埋土とし、下部

に軽石を多く含んでいる。底面付近から磨滅した

土器片が多く出土した。このような埋土の堆積状

況から、遺構は溝状の遺構であろうと考えられ、

壁の層位観察から、北東一南西方向に走っている

と推定できる｡時期は含まれる土器片が小片だが、

古墳時代の土器であろうと推定でき、遺構も該期

のものである可能‘性が高い。

92-H教育学部附属小学校等屋内消火栓改

修工事(Fie.7e-Fie.9)

本工事では、配管埋設のため、幅60era、深さ

80eraにわたって掘削を行った。貸地点においてプ

ライマリーな層が確認できたが、R地点以北では

盛土であった。以下、層の説明を行う。

l層盛土，層厚55cm

2層暗灰褐色，シルト質砂，層厚10cm

3層暗灰褐色，シルト，層厚25cm

l層中より土器数点が出土した。このうち、図

示できるものはFie.9の1点である。これは、古

墳時代の尭形土器の脚台で、胴部との接合部で上

部を欠損している。脚は少し湾曲しながら外へ開

く器形を呈する。

、
3

05m
一

Fig.992-H出土遺物

S=1/3

〃
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92-F教育学部音楽美術科棟新営電気設備

工事に伴う立合調査（FiR.10・FiR.11）

本工事では教育学部音楽美術科棟北側道路部分

において幅1m、深さ1．3m、長さ80mほどの掘

削を行った。なお､一部はマンホール埋設のため、

2m四方の範囲を、深さ2mまで掘削を行った。

掘削地点全域においてプライマリーな堆積力瀧認

されたため、a～dの4地点において土層観察を

行った。

a地点

l層盛土および客土，層厚82cm

2層灰褐色，シルト，やや粘質で鉄分の浸透が

みられる，層厚35cm

3層暗灰褐色，シルト質砂，層厚15cm

4層黒色，シルト，やや粘質，層厚25cm

5層黄褐色砂層，層厚30cm

6層灰褐色砂層

b地点

l層盛土，層厚40cm

2層灰色，シルト，バミス粒を含む，層厚30cm

3層灰黄色，シルト，鉄分の浸透がみられる，
層厚20cm

4層灰色，シルト，鉄分の浸透がみられる，層

厚10cm

5層灰黄色，シルト，鉄分の浸透がみられる，
層厚12cm

6層暗灰黄色，シルト，粘質が強い，層厚8cm

7層黒褐色，シルト，粘質が強い，層厚3Ocm

8層黄白色，粗砂

c地点

l層側溝および客土，層厚10cm

2層灰褐色シルト，粘質強<鉄分の浸透がみら

れる，層厚30cm

3層茶褐色シルト，粘質強い，層厚20cm

4層黒褐色，シルト，層厚10cm

5層黄褐色，粗砂層

d地点

l層盛土，層厚90cm

2層褐色，砂混じりシルト，バミス粒みられ

る，層厚15cm

3層黄褐色，砂混じりシルト，パミス粒みられ

る，層厚20cm

4層茶褐色，シルト

a地点の4層、b地点の7層、c地点の3．4

層、。地点の4層が黒色から茶褐色を帯びる郡元

団地一帯に広がる古墳時代の遺物包含層に対応す

るものである。本調査地点では地表下約120～

135cmに位置し、盛土とこれらの層との間に水田

層と考えられる層が複数層挟まれている。遺物

は,b地点付近の5層中より陶磁

器2点が、。地点3層中より土錘◎

篭禰鰯:1伽
幅1.2cmの筒状を呈する。器表はゆ05m

がんでおり、一部ハケ状の調整痕一
が認められる。 Fig.1192-F出二

遺物8=1/3

92-G中央図書館西側・北側樹木移植お

よび撤去工事(Fie.12)

中央図書館の増築に伴う樹木の移植のため、

a～d地点で立合調査を行った。b・c．。地点

ではいずれも盛土中での掘削で、埋蔵文化財への

影響はなかった。

a地点では3ケ所の、南北190cm、東西160cm

の範囲を地表下80cmまでの掘削を行ったところ、

表土でとどまったが、底面に水田層と考えられる

灰褐色シルト質砂層が露出した。遺物は出土しな

かった。

92-J玉利ケ池南側道路側溝改修工事に伴

う立合調査(Fie.lle．f･FiR.13）

本地点は、玉利ケ池の南側に位置する道路側溝

の改修工事に伴って掘削工事を行っているのを埋

蔵文化財調査室員が発見し、急迩立合調査を行っ

た。しかし､すでに掘削工事が終了していたため、

土層の観察及び遺物の採集にとどまったものであ

る。掘削は、幅80cm、地表下約1mにわたってい

る。以下、士層の説明と出土遺物の説明を行う。

e地点

l層盛土，層厚5Ocm

巨
一

Fig.1092-F調査地点

5=1/2000

ﾉ2



Ⅱ、2立合洲盗の報告

2層明灰褐色，かたいシルト質砂，層

厚30cm

3層明黄褐色，砂混じりシルト質砂，

層厚10cm

4層明褐色，シルト質砂，層厚lOcra

5層暗褐色，シル1､質砂，層厚3cm

f地点では、1層が地表下85cmに及

び、その直下に5層が露出していた。1

層は西に傾斜しているため、f地点付近

から掘削は盛土の範囲にとどまっていた

と考えられる。

遺物は廃土中や掘削した断面から採集

したが、遺物に付着していた土から、5

層に包含されていたものであったと思わ

れる。5．6は斐形土器の口縁部で、ど

ちらもまっすぐあるいは少し端部を内湾

させながらバケツ形に開く形態を呈する

ものである。7は梁の脚部である。脚部

断面が三角形を呈し、低い脚台である。

8～10は高坪で、いずれも外面に赤色顔

料を添付している。8は杯部の口縁部

’
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Ⅱ平成4年度の調査報告

で、少し内湾する器形を呈する。9．10は脚の上

部である。7以外は、古墳時代の土器に比定で

き、5．6は笹貫式である。

FIg No 器種 部位

6 1 翌 口縁部

6 2 喪 突帯

9 3 喪 底部

11 4 土錘

13 5 翌 口縁部

13 6 喪 口縁部

13 7 翌 底部

13 8 高杯 杯部

13 9 高杯 脚部

13 10 高杯 脚部

ﾉイ

Tab.2平成4年度立合調査における出土遺物観察表

出土層

5

5

5

色調・紬調

浅黄色2.5Y7/3.

外面；褐色10YR

4/6．内面；にぶい

黄色2.5Y6/4.

褐色7.5YR4/6.

にぶい黄褐色

10YR5脚．

浅黄燈色10YR8/3.

外面；灰黄褐色l0

YR4〃・内面；にぶ

い黄燈色10YR7/3.

赤褐色5YR4/6.

外面；赤褐色2.5

YR4/8.内面；浅黄
燈色10YR8/3.

外面；赤色10R4/8.

内面；鉄分付着のた

め不明．

外面;1OR4/6．内

面；灰色5Y4/1.

胎土・磁胎

砂粒を多く含む．

石英，雲母，赤色

粒，黒色粒．

砂粒を多く含む．

石英，雲母，赤色
粒，黒色粒．

粗砂粒～細砂粒を

多く含む．石英,

白色粒，黒色粒．

細砂粒を含む．石

英，白色粒，黒色
粒．

細砂粒，微細な砂
粒を含む．石英，

白色粒，黒色粒．

砂粒，細砂粒を多

<含む．石英，赤
色粒，黒色粒．

喋，細砂粒を含

む．石英，白色
粒．

細砂粒を少し含

む．石英．

鉄分付着のため不

明．

細砂粒を多く含

む．石英，白色
粒．

調整・施文

ナデ

外面；ナデ．内面；

ナデ？．

内面；ハケ？のちナ

デ．他；ナデ．

ハケ状の平行のスジ

が認められる．

ナデ．

外面；突帯付近ヨ

コナデ，上部ハケ

のちナデ，下部ナ

デ．内面；ナデ．

ナデ．

外面；横方向のミガ

キ．内面；ナデ．

鉄分付着のため不

明．

外面；縦方向のミガ

キ．内面；ナデ．

備考

古墳時代の土器．外

面；スス付着．内

面；摩滅している．

弥生土器？、脚径

(8.2)cm.

長さ;3.75cm.幅 ツ

1.2an.

古墳時代の土器．

古墳時代の土器．外

面；スス付着．

弥生土器？、脚径

(9.7)cm.

古墳時代の土器．外

面；赤色顔料貼付．

古墳時代の土器．外

面；赤色顔料貼付．

鉄分が全体に付着し
ている．

古墳時代の土器．外

面；赤色顔料貼付．
摩滅が著しい．
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設地における試掘調査

Ⅲ、4郡元団地M・N－3．4区（水泳プール建

設地）における試掘調査報告

Ⅲ、5立合調査の報告



Ⅱ l調 査の概要

平成5年度には、6件の本調査と2件の試掘調

査、13件の立合調査を行った(Tab.3)。

発掘調査では､93．1と93-6において古墳時代の

住居跡を確認している。931は昨年度に引き続い

て中央図書館の増築予定地を調査したもので、4

軒の住居跡と4条の溝状遺構を検出した。また、

93-6では、郡元団地の運動場から教育学部附属中

学校の校庭の調査を行ったが､全部で11軒の住居

跡を検出している。この地点検出の住居跡は少な

くとも2時期の土器様式に伴うもので、集落の形

態や位置の時期的な移り変わりを知る重要な資料

となった。

93．4では古墳時代の包含層とされていた層か

ら、多量の弥生時代中期から終末期の遺物が出土

した。また、その層の直下から多くのピットを検

出したが、この中には、l間×l間の掘立柱にな

るものも認められた。特に、南部九州では遺跡自

体も少ない弥生時代後期の遺物が比較的多く出土

しており、他地域の技法を取り入れた土器なども

みられることから、該期の地域間の情報や物質の

交流を探る貴重な資料といえるだろう。

92．1においても、弥生時代中期の土器が、やは

り古墳時代を主体とする遺物包含層中から比較的

大きな破片である程度の量が出土している。弥生

時代の安定した遺物包含層が確認できたことは、

遺跡の形成時期や当時の環境の解明に示唆を与え

るものである。

93-5では弥生時代から古墳時代に相当すると考

えられる河川跡とそれに付随する杭列が検出した。

河川跡は、釘田第8地点1)、情報処理センター2）

や工学部情報工学科棟3)の敷地の調査で確認され

ており、特に釘田第8地点では同じような杭列が

出土している。これらは近世まで、何度も流路を

変えていたようだが、およそ東西方向の流路上に

あり、93．5はその最も東側に位置するものであ

る。河川の埋土からは多くの土器の他、紡錘車な

どの石器､木製品などの多種多様な遺物が出土し、

当時の人々の生活に迫れる資料であるといえる。

93－2では、中世までの複数の水田層の下に、砂

層を挟んで泥炭層を検出した4)。泥炭層は放射性

炭素による年代測定法によると、4410±90y.

B.P.～4890±90y.B.P.という結果を得られた。ま

た、その層のプラント・オパール分析や樹種・種

子同定によってイネが検出された。この結果は、

当時の生業や環境に関して、重要な問題を含んで

いるが､調査では当時の遺構･遺物は確認できず、

また、郡元団地全体をみても、当時の埋蔵文化財

に関する資料は出土していない状況である。この

泥炭層は郡元団地に所々見受けられるもので、今

後の調査で、自然科学分析を頻繁に行い、蓋然性

を高めていく必要があるだろう。

試掘調査では92.3と92－7，2ケ所の調査を行っ

たが、どちらの建設工事も、埋蔵文化財には影響

はないという判断ができる結果であった。

立合調査は、郡元団地､桜ヶ丘団地で行われた。

郡元団地では、中央図書館と教養部周辺で掘削が

古墳時代の包含層に達し、その際、多量の土器が

出土した。

桜ヶ丘団地では、中央機械室から看護婦宿舎ま

で､桜ヶ丘団地北部分の調査を行った。その結果、

看護婦宿舎東側で縄文時代早期の遺物包含層を確

認した。桜ヶ丘団地はもともと縄文時代から古墳

時代の遺跡として知られていたが、桜ケ丘団地の

造成時にかなりの掘削が行われている。今回の調

査によって、北側では縄文時代早期の層から残っ

ていることが確認できた。

註

1)「第Ⅲ章鹿児島大学埋蔵文化財調査室設置以前の

調査」「鹿児島大学埋蔵文化財調査室年報I」鹿児

島大学埋蔵文化財調査室1986

2）「第Ⅲ章鹿児島大学埋蔵文化財調査室設置以前の

調査」「鹿児島大学埋蔵文化財調査室年報I」鹿児

島大学埋蔵文化財調査室1986

「付編鹿児島大学郡元団地G・H－9・10区

（電子計算機室増築地）における花粉分析結果」

「鹿児島大学埋蔵文化財調査室年報Ⅲ昭和62年

度」鹿児島大学埋蔵文化財調査室1988

「付編Ⅲ鹿児島大学電子計算機室新築工事に伴う埋

蔵文化財発掘調査報告(昭和58年度鹿児島県教育

委員会調査)」「鹿児島大学埋蔵文化財調査室年報Ⅵ

平成2年度」鹿児島大学埋蔵文化財調査室1991

3）「付編Ⅱ、鹿児島大学郡元団地H－11．12区（工

ﾉﾌ
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ﾉ8

学部情報工学科校舎建築予定地）における発掘調査

報告」「鹿児島大学埋蔵文化財調査室年報Ⅶ平成

3年度」鹿児島大学埋蔵文化財調査室1992

「付編I.鹿児島大学構内遺跡郡元団地H－11．

12区，工学部情報工学科建設地発掘調査河2出土

遺物の紹介」『鹿児島大学埋蔵文化財調査室年報Ⅷ

平成4年度」鹿児島大学埋蔵文化財調査室1993

4）この調査は既に平成6年11月に報告書を作成して

いる。

「鹿児島大学構内遺跡郡元団地L－11．12区」鹿

児島大学稲盛会館建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報

告書鹿児島大学埋蔵文化財調査室1994

Tab.3平成5年度調査一覧表

調査の種類調査Nq 調査・工事名 期間 地区

発掘調査93-1中央図書館増築地における発掘調査平成5年5月13日～郡元団地K・L－6
9月10日区

93－2稲盛会館建設予定地における発掘調平成5年5月17日～郡元団地L－11．12
査 9月29日区

93－4教育学部教育実践研究指導センター平成5年10月12日～郡元団地P－4区
建設地における発掘調査12月24日

93－5地域共同研究センター建設地におけ平成6年1月10日～郡元団地H-ll区
る発掘調査4月19日

93－6運動場における発掘調査平成6年1月10日～郡元団地M～T－7
4月19日～12区

93－8工学部液体窒素タンク建設地におけ平成6年3月23日～郡元団地H-ll区
る発掘調査30日

●●●●■●■●●●卓●●●●由申●由●●■●○巳。●●e●｡●■●■●●●●●●●●●●･●●●◆p○●●■e■e●■C●●●●●●●●●◆●●●●●●●●●●■●●■･●■●●■■●●申◆●●●O●●甲●●●■｡●●■■●●■●●●●●●●●■●●｡C●ゆ｡●●､●●●●●■G●色白｡白●申●由●早●●｡●●●●●G●■●■●●由●●●●$の●●●■●●●●■｡●■●●●●●●O●●●｡●●●｡■●■●●■●●●●●●●●●●●●■●●巳●●●●●●●

試掘調査93－3教育学部付属養護学校日常生活訓練平成5年10月25日～鹿児島市下伊敷一丁
施設建設地における試掘調査11月4日目10番1号

93－7郡元水泳プール新営工事に伴う事前平成6年3月22日～郡元団地M・N一
の試掘調査25日3．4区

｡■●、■岳●■●、●●●申●●●●D■●申｡｡■●｡●●■●●■●■■●■●､●●●●●■･●●●｡■●■■●■■●■●●■●●●●●C●｡◆●｡●●｡●､●●■■●■■●■｡◆●●｡●●｡●●｡■●｡■●●●●■●●色色●●｡●●●●●●｡。。●｡●●●●■a●色白●申■●申申争｡早●｡■●●●G●■●■●●●●●･●G●●■●､■●■●■＆●■●■●●●●●◆●●●●■●｡●●■●■■●●●●●｡●●●●●●■●●■｡●●●●●●●申今●●●申●●甲

立合調査93-A福利厚生施設新営電気設備工事平成5年4月1日～郡元団地N－5．
2 8日6,0-7区

93-B医学部附属病院ガス埋設管分岐部掘平成5年4月5日桜ケ丘団地H・I－
削 調査10区

93-C医学部附属病院基幹設備（冷凍機設平成5年5月13日桜ケ丘団地F・G－
備）工事12区

93-D医学部附属病院看護婦宿舎改修機械平成5年6月10日桜ケ丘団地H-10区
設備工事

93-F図書館新営その他電気設備工事平成5年7月15日～郡元団地K－5．6
30日区

93-G図書館新営その他機械設備工事平成5年8月2日～郡元団地K－4～6
6日区

93-H教育学部教育研究指導センター新営平成5年10月20日～郡元団地P－5．
電気設備工事 3 0 日 6 , Q - 6 区

93-1医学部附属病院中央機械室等新営工平成5年11月16日桜ケ丘団地G-10-
事 11区

93-J郡元環境設備（電気設備）工事平成5年11月19日～郡元団地H～L一
2 5 日 6 ． 7 区

93-K農学部道路舗装工事平成5年12月6日郡元団地E－5．
6,C-6区

93-L稲盛会館建設に伴う電源等配線引込平成5年12月17日郡元団地J・K-ll
み管路敷設工事区

93-0教養部樹木移植工事平成6年2月2日郡元団地K－5区

93-N中央図書館南側掘削工事 平成6年2月17日郡元団地L－5．6
区



Ⅲ、2郡元団地H-11区（工学部液体窒

素タンク建設地）における発掘調

査報告

1調査に至る経過

鹿児島大学工学部において、液体窒素タンクの

建設が計画された(Fie.3．Fie.14)。建設予定地

は、弥生時代や古墳時代の土器を中心とした多量

の遺物を出土した河川跡を検出した‘情報工学科

棟1)､地域共同センター2)､情報処理センター3)の

隣接地にあたり、埋蔵文化財への影響が考えられ

I 中央実

□ □

_分

□
E一ー。

瞳築学科

0 30m
－

Rq.14調査地点S=1/1000

た。建設工事での掘削が地表下1.5mにとどまる

予定であることから、調査もこの深さまでを行う

ことにした。

2調査体制

調査は下記の体制で、平成6年3月23日～30

日まで行った。

調査主体者鹿児島大学埋蔵文化財調査室長

上村俊雄

調査担当鹿児島大学埋蔵文化財調査室

中村直子

発掘調査作業員名越ヒデ子・盛満アイ子・狩集

エミ子・脇ツルエ・岩戸エミ子

3調査の経過

調査にあたっては、タンク建設範囲に幅2mを

拡張した4m四方のトレンチを設定した。調査は

層ごとに掘削を行ったが、調査地点が緑地の築山

になっていたため、基準としていた道路面から地

表下1.5mの面で掘削を終了した。層はほぼ整合

的に堆積しており、遺構・遺物などは認められな

かった。

0 1m
－

7.0m

6.0m

Fig.15北壁層位断面図S=1/40
〃



Ⅲ平成5年度の調査報告

4層位

l層盛土

2層灰色5Y1/4.砂質シルト,5mm大以下の軽

石粒を含む

3層灰色5Y1/5,砂質シルト,5mm大以下の軽

石粒を含む

4層灰黄色2.5Y2/5,砂質シルト,5mm大以下

の軽石粒を含む

5層明黄褐色10YR8/6,シルト質砂

6層灰黄褐色10YR2/6,粗砂混じりシルト質

砂，2～3ram大の軽石を含む

7層黄褐色2.5Y1/6,シルト，粘性はなく、マ

ンガンを含む

5まとめ

今回は地表下1.5mまでの調査であったが､7つ

の層を確認できた。色調や鉄分などの浸透具合か

20

ら、複数の水田層であると考えられる。5層・6

層は水平に堆積しているが、2～4層は北に傾斜

している。隣接地での調査でも、上部に水田層が

確認されており、それらと符合するものである。

遺物が少ないため、各層の時期を決定すること

ができないが、6層から土師器の胴部片が1点出

土している。周辺の調査でも土師器は出土してお

り、中世の層である可能性もある。

註

1)「付編Ⅱ鹿児島大学郡元団地H－11．12区（工

学部情報工学科校舎建築予定地）における発掘調

査」『鹿児島大学埋蔵文化財調査室年報Ⅶ」鹿児島

大学埋蔵文化財調査室1991

2）本書Ⅲ．lに概要を説明

3）「第Ⅲ章鹿児島大学埋蔵文化財調査室設置以前の

調査」「鹿児島大学埋蔵文化財調査室年報I」鹿児

島大学埋蔵文化財調査室1986年

「付編Ⅱ鹿児島大学郡元団地G・H－9・10区

（電子計算機室増築地）「鹿児島大学埋蔵文化財調

査室年報Ⅲj鹿児島大学埋蔵文化財調査室1988年



Ⅲ、3教育学部附属養護学校日常生活訓練

施設建設地における試掘調査報告

1調査に至る経過

鹿児島大学では､鹿児島市下伊敷一丁目10番1

号に所在する教育学部附属養護学校内に日常生活

訓練施設の建設が予定された(Fie.2)｡予定地は養

護学校敷地の北東隅にあたり(Fie.16)、予定地の

北約150mの地点には弥生時代前期の遺物が出土

した玉里遺跡が位置している1)。また、かつて試

掘調査が行なわれた地点2)よりも標高が1mほど

高く、自然地形がよく残っていることが予想され

た。以上のことから、埋蔵文化財調査室では本建

設予定地において試掘調査を実施し、遺構および

遺物の有無の確認をすることになった。

2調査体制

ら11月4日まで行った。

調査主体者鹿児島大学埋蔵文化財調査室長

上村俊雄

調査担当鹿児島大学埋蔵文化財調査室

大西智和・峰山いづみ

発掘調査作業員谷村勝・岩戸トシ子・岩戸ミツ

子・末吉ミヤ・末吉ナミ・末吉サチ子

3調査の経過

今回の調査では、長さ5m×幅1mのトレンチ

を平行に2カ所設定し、西側からNo.lトレンチ、

No.2トレンチとした(Fie.17)。両トレンチを同時

に掘り下げたが､地表面から約2.2m掘り下げたと

ころで、トレンチの壁面が崩れるおそれがでてき

たため､重機によって幅を一部拡張した。その後、

試掘調査は下記の体制で平成5年10月25日かそれぞれの拡張部分を掘り下げた。

－－－－－一一一一一一一一一-－－＝

、、
館体育

／
、

、
○○

~、雲

＝

肋1トレンチ

＝

胸2トレンチ

~廷這50m0
崎 か‐

Fig.16教育学部附属養護学校構内図S=1/1500

I
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Ⅲ平成5年度の調査報告

Fig.17トレンチ配置図S=1/400

No.lトレンチでは地表面から約1.7m下までが

客土であった。地表下約2.9mで泥炭層になり、掘

り進めていくと次第に水が湧き出し、掘り下げが

困難になったため､地表下約4.2mで掘り下げを中

止した。ボーリングステッキで確認したところ、

地表下4.7mで砂層になることがわかった。

No.2トレンチは約1.4mの客土が見られた。地表

下約2.5mで泥炭層になり、掘り進めていくとNo.l

トレンチと同様に、次第に水が湧き出し、掘り下

げが困難になってきたため､地表下約3.6mで掘り

下げを中止した。

いずれのトレンチからも遺構は検出されなかっ

た。

トレンチ壁面の写真撮影、層位断面図を作成し

た後､埋め戻しを行ってすべての作業を終了した。

4層位 (Fie.18)

No.lトレンチ

地表下約4.2mまで掘り下げた。l層は表土、

2～4層は客土、5．6層は水田層、9～23層は

22

泥炭層である。泥炭層はいずれの層もアシやヨシ

と思われる葉や茎を含んでいる。

以下に各層についての概要を述べる。

l層表土層（耕作土）、褐灰色(5YR4/1)を
呈する。

2層客土、にぶい黄褐色(10YR4/3)を呈する

砂質土をベースとし、2～3cm大の黄燈色の粒

子、こぶし大までの黒褐色粘土、l～2cm、ま

れに5cm大のバミス、貝殻を含む。非常に堅く

しまっている。

3層客土、灰色(5Y4/1)を呈する砂層で、

l～2cm大までのバミスを含む。

4層客土、にぶい黄色(2.5Y6/3)を呈するシ

ラスをベースとし、灰～暗灰色の粘土、1cm大

のパミスを含む。

5層オリーブ黒色（7.5Y3/1)を呈する砂～シ

ルト質のやや粘性のある層で、l～2cm大のバ

ミスを含む。水田層と考えられる。

6層灰黄褐色(10YR4/2)を呈する細砂～シル

ト層。2cm大までのバミスを含み、やや堅い層

である。水田層と考えられる。

7層黄灰色(2.5Y4/1)を呈する細砂～シルト



Ⅲ、3教育学部附属推護学校日常生活訓練施設建設地における試掘調査
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Fig’18層位断面図S=1/50

含む。

11層泥炭層で、オリーブ黒色(5Y3/1)を呈す

る。

12層泥炭層で、灰色(5Y6/2)を呈し、細砂を

含む。

13層泥炭層で、黒色(5Y2/1)を呈する。

14層泥炭層で、オリーブ黒色(5Y3/2)を呈す

る。

質のやや粘性がある層である。2cm大までのパ

ミスを含む。

8層黒褐色(2.5Y3/2)を呈する細砂～シルト

質のやや粘性がある層である。2cm大までのパ

ミスを含む。

9層泥炭層で、オリーブ黒色(5Y3/1)を呈す

る。

10層泥炭層で、灰色(5Y5/1)を呈し、細砂を

23



Ⅲ平成5年度の調査報告

15層泥炭層で、灰色(5Y5/2)を呈し、細砂を

含む。

16層泥炭層で、オリーブ黒色(5Y3/1)を呈す

る。

17層泥炭層で、灰オリーブ色(5Y5/2)を呈

し、細砂を含む。

18層泥炭層で、黒色(5Y2/1)を呈する。

19層泥炭層で、灰色(5Y6/2)を呈し、細砂を

含む。

20層泥炭層で、オリーブ黒色(5Y3/1)を呈す

る。

21層泥炭層で、灰オリーブ色(5Y5/2)を呈

し、細砂を含む。

22層泥炭層で、オリーブ黒色(5Y3/1)を呈す

る。

23層泥炭層で、灰オリーブ色(5Y4/2)を呈す

る。

No.2トレンチ

地表面から約3.6mまで掘り下げた｡地表面から

2.2mのところまで水没したため､それよりも下の

実測はできなかったが､No.lトレンチと同様､泥

炭層が検出された。

以下に各層の概要を述べるが、①層～④層まで

はNo.1トレンチのl～4層と一致するため省略

する。

⑤層黄灰色(2.5Y4/1)を呈するシルト質でや

や粘‘性がある層である。水田層と考えられる。

下部にはやや赤みを帯びた粗砂も見られる。

No.lトレンチの5層に対応する。

⑥層オリーブ褐色（2.5Y4/6)を呈するシル

トー砂層で、l～2cm大のパミスを含む。水田

の床土と考えられる。No.lトレンチの6層に

対応する。

⑦層黄灰色（2.5Y5/1)を呈するシルト質で、

やや粘性のある層である。1cm大までのパミス

を含む。

⑧層褐灰色(10YR4/1)を呈するシルトー細砂

層で、シルト質の部分は粘性がある。5mm大

のバミスを含む。

⑨層暗灰黄色(2.5Y5/2)を呈する細砂層であ

るが場所によって若干色が異なっている。

⑩層灰黄褐色(10YR4/2)を呈する粗砂層であ

るが、下部には赤みがかっている部分も見られ

る。

⑪層暗灰黄色(2.5Y4/2)を呈する粘土層を

2イ

ベースとし、黒褐色・黄褐色の粘土をブロック

状に含む。l～2cm大くらいまでのパミスを含

む。

5遺物

遺物として土器などがごく少量出土している。

土器についてはいずれも小破片で摩滅しているも

のがほとんどである。Fie.19はNo.2トレンチ⑤

層から出土した陶器の蕊の口縁部である。口縁部

上面は水平な面を持ち、端部は若干丸みを帯びて

外方に突出している、内面の端部も内側に若干突

出している｡外面には､オリーブ黒色(7.5YR2/2)

の不透明軸がかかけられており、口縁部上端面は

無紬である。内面は横方向のカキメが施され、部

分的に軸がかかっている。器肉の色調は赤色

(10Y5/7)で、胎土には砂粒、白色粒子を多く含

んでいる。

その他に､No.lトレンチの2層から牛乳瓶の破

片、4層からガラス瓶の破片、土器片2点、5層

から土器片5点、瓦片2点､薬きょう1点(PL.4

－2)、8層から土器片1点が出土している。

No.2トレンチでは､④層から土器片1点､瓦片

2点､⑤層から土器片1点、『君お代」と書かれた

ガラス瓶(PL.4-3)が出土している。

了
．

Fig.19出土遺物S=1/3

6 ま と め

本調査地点は、弥生時代前期の玉里遺跡に近接

しているため、同時期の包含層の存在が想定され

た。しかし、本試掘調査では近～現代の水田層を

確認したものの、その下は水性作用などによる二

次堆積層と、泥炭層であり、遺物の出土は非常に

少なく、それらの層の形成年代を知ることはでき

なかった。また、両トレンチにおいて遺構を検出

することはできなかった。



註

1）

2）

Ⅲ、3教育学部附属養護学校日常生活訓練施設建設地における試掘調交

麻生孝行「有識の石庖丁」『鹿児島県考古学会紀

要」2，1952

「第Ⅱ部第3章鹿児島大学教育学部附属養護学第3章 鹿児島大学教育学部附属養護学

校校舎建設予定地における試掘調査報告」『鹿児島

大学埋蔵文化財調査室年報Ⅵ平成2年度」鹿児島

大学埋蔵文化財調査室、1991
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Ⅲ平成5年度の調査報告

Ⅲ、4郡元団地M-N-3-4区(水泳プー

ル建設地）における試掘調査報告

1調査に至る経過

鹿児島大学では、教育学部の東側に水泳プール

の建設が計画された。予定地周辺では、釘田第6

地点'）、郡元団地N・O－5区2)の発掘調査を行っ

ており、水路や溝状遺構を検出している。このた

め、プール予定地でもこれらに類似した状況であ

ることが予想され、埋蔵文化財調査室では試掘調

査を実施した。

2調査体制

調査は平成6年3月22日～25日まで下記の体制
で行った。

調査主体者鹿児島大学埋蔵文化財調査室長

上村俊雄

Fig.20トレンチ配置図3=1/1000

1トレンチ南壁

一 2トレンチ東壁

Fig.21層位断面図S=1/4025



Ⅲ、4郡元団地M・N－3．4区（水泳プール建設地）における試掘調査

調査担当鹿児島大学埋蔵文化財調査室

室員中村直子

発掘調査作業員寺光ミツ子・安部松伊都子・増

満ミエ子・請園チリ・請園アキエ・西村チエ

子・池口洋人・陣内高志

3調査の経過

建設予定の範囲のうち、北側と南側にそれぞ

れ、lトレンチ、2トレンチを設定した

(FiR.20)o1トレンチは東西5m、南北1m

で、2トレンチは東西1m、南北5mである。両

トレンチを並行して層ごとに掘り下げ作業を行っ

た。l層が非常に厚く、その直下に古墳時代の遺

物包含層と対応すると思われる2層を検出した

が、l層・2層ともに遺物はほとんどなく、砂層

まで達したところで層位断面図を作成し、作業を

終了した。

4層位 (FiR.21)

1トレンチ、2トレンチとも層の堆積状況は同

じであった。以下、層について説明を行う。

l層lトレンチ：砂利層および盛土，2トレン

チ：耕作土

2層黒色5YR1.7/1,シルト，下部は砂混じり

で、色も薄い

3層暗灰黄色2.5Y4/2,粗砂，軽石を含む

2層は郡元団地に広がる古墳時代を主体とする

遺物包含層と同一層であるが、lトレンチ、2ト

レンチとも遺物はこの層からは出土しなかった。

5まとめ

今回の調査では、地表下約l～1.5mまでは現代

の撹乱を受けており、プライマリーな層はそれ以

下から検出した。しかし、古墳時代の包含層と同

一であると考えられるこの層も、本地点では無遺

物層であった。平成3年に発掘調査を行った音楽

美術科棟建設地の発掘調査結果3）をみると、2層

と同一の層が、東に傾斜しており、東ほど遺物の

量は少なかった。これらのことから、本地点では

安定した遺跡は形成されていないと考えられる。

ただし、約70m北方に位置する法文学部ではこの

層から遺物が出土しており、遺物が包含される範

囲に注意する必要があろう。

註

1)松永幸男・坪根伸也編「第Ⅲ章鹿児島大学埋蔵文

化財調査室設置以前の調査」「鹿児島大学埋蔵文化

財調査室年報I昭和60年度」鹿児島大学埋蔵文化

財調査室1986

2）「付編Ⅲ鹿児島大学工学部機械工学科校舎建設に

伴う埋蔵文化財発掘調査報告」「鹿児島大学埋蔵文

化財調査室年報Ⅱ」鹿児島大学埋蔵文化財調査室

1987

3）本書付編Iに調査報告を掲載
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Ⅲ平成5年度の調査報告

Ⅲ、5立合調査の報告

平成5年度では、10件の工事に伴い､立合調査

を実施した。ここでは、隣接した調査地点ごとに

調査結果を記載する。

93-A福利厚生施設新営電気設備工事

(Fie.22a～c)

教育学部第2体育館と教育学部校舎間の道路部

分、教育学部文系研究棟の西側を幅60era、深さ

120cm、長さ100cmにわたって掘削を行った。以

下、土層の観察結果を記す。

a地点

l層アスファルトおよび客土，層厚5cm

2層灰黄色，シルト，パミス小粒少量含む，層

厚40cm

3層黄褐色，シルト，鉄分の浸透がみられる，
層厚25cm

4層淡黄褐色，シルト，鉄分の浸透がみられ

る，層厚15cm

5層黒色，シルト，層厚35cm

2～4層は水田層と思われる。5層は、郡元団

1咽I

可I
」附匿幼稀歴

1 F

Fig.2293-A-93-H調査地点S=1/2000

28

地一帯に広がる古墳時代の遺物を主体とする遺物

包含層に対応すると思われるが、本地点では非常

に粘質の層で、遺物は出土しなかった。

b地点

l層客土（シラス），層厚60cm

2層灰褐色，炭混じりの砂質土層，2～3cm大

の軽石を含む，層厚10cm

3層灰褐色，シルト質砂層，2～3cm大の軽石

を含む，層厚10cm

3層は水田層の可能性が考えられる。

c地点

1層客土，層厚90cm

2層黄灰褐色，シルト質砂,1cm大の軽石を含

む，層厚10cm

2層は水田層の可能'性が高い。

92-H教育学部教育研究指導センター新営

電気設備工事に伴う立合調査(Fie.22d-

f)

本工事は、教育学部文系研究棟から音楽美術科

棟の南側を東西方向に幅50cmにわたって掘削を

行った。以下、地点ごとに層位の説明を行う。
d地点

l層盛土，層厚70cm

2層暗褐色，砂質シルト，黄色バミスを多く含
む，粘質

e地点

l層客土，層厚50cm

2層暗灰黄色(2.5YR5/2),砂まじりシル

ト，層厚4cm

3層灰黄褐色(10YR4/2),砂まじりシルト，
層厚11cm

4層10YR2/2,黒褐色シルト，層厚27cm

5層砂層，層厚30cm

f地点

l層客土、層厚50cm

2層e地点2層に同じ，層厚5cm

3層黄褐色(2.5YR5/4),砂まじりシルト，
層厚8cm

4層暗黄褐色(10YR6/8)．粗砂まじりシル



－戸050 m
－

、

＝

Fig.2393-B93-0調査地点S=1/2000

卜，層厚14cm

5層e地点4層に同じ，層厚24cm

6層砂層層厚40cm

5層上面から溝状の遺構が掘り込まれ、南西か

ら北東方向に走っている｡埋土は4つに分層でき、

上から①黄褐色砂層7cm、②鉄分が固まった硬い

層2cm、③暗褐色砂層20cm、④5層土18cmであ

る。

93-B医学部付属病院ガス埋設管分岐部掘

削工事（FiR.23a．b・Fi質24）

本工事においては、看護婦寮東側および寄宿舎

西側の2地点を1m×1m、深さ0.9～1.3mにわ

たって掘削を行った。調査の結果、2地点ともプ

ライマリーな層の堆積が同じような状況で確認さ

れた。以下、堆積状況の説明を行う。

l層撹乱および客土，層厚40cm

2層明茶褐色，0.5～1cm大のパミスを含み粒子

細かい，層厚40cm

3層明茶褐色，シルト,1cm大のパミスをまば

らに含む，層厚30cm

4層明黄褐色，粗砂,1cm大のバミスを多量に

含む

2層はアカホヤ火山灰、4層は薩摩火山灰であ

る。4層は相当厚<堆積しているものと思われ、

その下限は確認できなかった。また3層は、平成

元年度にMRI-CT棟建設地において行った発掘調

査1)の際に確認した縄文時代早期の遺物包含層と

獲蕊"州輪
1

0 5 m
一 一一

Fig.2493-B出土遺物S=1/3

レ

Ⅲ．5立合調査の報告

同一層にあたると思われる。

また、A地点においてはl層中ではあるが、貝

殻文円筒系土器の底部が1点出土した(Fie.24)。

平底で､底面から直線的に立ち上がる器形を呈し、

外面には貝殻条痕を施している。底部の断面に接

合痕が認められる。

93-C医学部付属病院基幹設備（冷凍機設

備）工事（FiR.23c・d）

本工事においては看護婦寮北側斜面および中央

機械室北側を幅0.7～0.8m、深さ0.8～1.4m、総

延長70mにわたって掘削を行った。以下､土層の

観察結果を記す。

c地点

l層盛土，層厚30cm

2層アカホヤ層，層厚5cm

3層黒褐色，黄色パミスを含む，層厚10cm

4層薩摩火山灰層，層厚100cm

5層チョコ層

2層および3層は斜面の上部においてのみ検出

された。3層は、縄文時代早期の遺物包含層であ

る。

d地点

30～50cmの客土の下から、c地点の5層の一部

およびシラスが堆積しているのを確認した。

中央機械室は看護婦寮より数メートル下がった

場所に位置するが、造成の際にシラスに達するま

で掘削されたものと思われる。今回の調査におい

ては、遺物・遺構等は検出されなかった。

93-F図書館新営その他電気設備工事に伴

う立合調査(FiK.25a～d・FiR.26）

教養部研究棟の南側緑地帯を幅80cm、深さ

60～120eraにわたって掘削を行った。本地点周辺

は郡元団地内でも埋蔵文化財の包含される密度が

最も高いところである｡掘削工事を行ったところ、

やはり古墳時代を主体とする包含層が露出した。

以下、観察地点ごとに土層の説明を行う。

a地点

l層盛土，層厚40cm

2層灰白色，シルト質砂，層厚15cm

3層褐色がかった灰色，シルト質砂，鉄分浸

透，層厚8cm

4層黄灰色，シルト質砂，鉄分浸透，層厚15cm

5層灰白色，シルト，鉄分浸透，層厚12cm
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Ⅲ平成5年度の調査報告
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Fi9.2593-F'93-G'93-J'93-0'93-N調査地点

S=1/2000

6層黒褐色，シルト，層厚10cm

b地点

l層盛土，層厚20cm

2層灰色，シルト質砂，層厚2ocm

4層黄灰色，シルト質砂，層厚S5cm

6層黒褐色，シルト，層厚20cm

c地点

1層盛土，層厚95cm

6層黒褐色，層厚35cm

2～5層は水田層であると考えられる。6層は

古墳時代を主体とする遺物包含層で、土器が数点
出土した。

d地点(Fie.26)

この地点では6層下の砂層まで掘削が及んで

おり、断面に砂層を掘り込んだ遺構を確認した。

周囲の発掘調査例から古墳時代の住居跡の可能性

が高く、5層以下のみの土層断面図を作成した。

6層はふかふかして軟らかく、上層との境界付

近10cm幅に土器片が集中していた｡断面図の網掛

けをした部分はおそらく遺構の立ち上がり部分と

考えられ、東側の6層の最下部には1cm大の炭か

所々に見受けられた。このような状況から、遺構
は住居跡と考えられる。

93-G図書館新営その他機械設備工事に

伴う立合調査(FiR.25e・Fig.27）

本工事では、教養部研究棟の南側緑地帯と道路

を横切って、Ijlg80cm、深さ95cmにわたって掘削

を行った｡e地点において土層の観察を行ったが、

93-F図書館新営その他電気設備工事に伴う立合調

査のb地点の層の堆積状況とほとんど同じであっ

た。ただし、本調査では、遺物が多く出土した。

Ｐ
一
一
一

－－1デー2
’

8

、一
L一

0 10an
一ﾛ

Fi9.2793-G出土遺物S=1/3
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Ⅲ、5立合調禿の報告

遺物はいずれも廃土中より採集したもので、出

土した層は不明であるo2は陶器の口縁部で、器

種は不明である。玉縁状の器形を呈する。3は青

磁の皿である。口縁部は緩やかな波状を呈し、胴

部は屈曲する。内面に草花文であると考えられる

文様が施されている。4は土錘である。筒状を呈

し、端部が少し欠損している。

5から10は古墳時代の土器である。5から7は

尭形土器である。6は休部と脚部との接合部で欠

損しており、接合のためにつけたユビオサエの凹

凸が明瞭に残っている。8．9は高坪で、両方と

も外面に赤色顔料を添付している。10は琳形土器

の底部で､体部立ち上がりには明瞭な稜線を持ち、

少し膨らむ底面である｡これも、外面に赤色顔料・

を添付している。

を11カ所行った。このうち，照明柱部分において

は掘削が包含層中にまで及んだ地点がf地点であ

る。以下、その説明を行う。

f地点

l層コンクリート及び客土，層厚40cm

2層黄褐色2.5Y5/4,砂混じりシルト，パミス

を含む，層厚Ibcm

3層灰黄褐色10YR4/2,シルト質砂，パミスを

含む，層厚8cm

4層黒褐色10YR2/2,シルト，層厚38cm

5層黒色5YR1.7/1,シルト，まれに3～5cm大

のパミスを含む，層厚30cm

6層砂層，層厚80cm

4層中より土器数点を出土した。そのうち、図

化できるものについて説明を行う(Fig.28)。

いずれも古墳時代の土器である。11は発形土器

の突帯部である。突帯は断面三角形を呈するが、

シャープな作りではなく、下部が少し膨らんでい

る。12は平底を呈する壷の底部である。底面や器

表は少しゆがんでおり、弥生時代の壷の平底と比

べると、調整が粗雑で、立ち上がりも急であるこ

とから、古墳時代のものと判断した。13は高坪の

杯部で、接合部で下部は欠損し、外面に赤色顔料

が付着している。14は鮒･形土器の口縁部である。

少し内湾気1床に立ち上がる器形を呈し、口縁部の

長さから大型の財形土器であると考えられる。

93-J郡元環境設備（電気設備）工事

(Fig.25f・Fie.28)

工事は教養門入り口から農学部に至る南北方向

の長さ約350mの道路沿いの部分において照明柱

部分で150cm、配管部分で60～70cmほどの掘削

-圧二二
11

93-0教養部樹木移植工事に伴う立合調査

(Fig.25SFiR.29)

教養部では、講義棟南の中庭に銀杏の移植を行

い120×160cmの範囲を深さ1111にわたって掘削

した。以下、土層の説明と出土した遺物の説明を

行う。

l層盛土，層厚60cm

2層褐色10YR4/4,砂混じりシルト，パミスを

多く含む，層厚20cm

3層黒褐色7.5YR3/1,シルト，軽石際を含む，

層厚2Ocm

3層は、上面に土器片が多く集中して含まれて

いた。ただし、土器片は小片が多く、その中で図

化できたのはFie.29のみである。15は古墳時代の

I

0

’、
～

＝

'〃
一
一
唯
一

ひ
縄
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9

ロ

Fig.2993-0出土遺物S=1/3Fig.2893－｣出土這物S=1/3
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Ⅲ平成5年度の調査報告

アスファルト

1

－ -6.0m

Fig.3093-N北壁層位断面図S=1/40

尭形土器で、胴部の絡縄突帯である。

93-N中央図書館南側掘削工事に伴う立合

調査（Fig.25h．FiR.30．FiR,31）

工事は中央図書館南側を東西に走る道路沿い部

分で幅1～1.5m、深さ0.7～0.8m、長さ約40m

の掘削を行った。本地点では平成4年度の中央図

書館増築予定地の調査2)から、古墳時代を中心と

した遺物・遺構等の存在力雛認されており、それ

らへの影響が考えられた。掘削地東側南壁および

北壁においては、3層に掘り込まれたほぼ南北方

向に流れる溝が2条検出された。これらの溝は平

成4年度の中央図書館南側増築予定地の発掘調査

の際に検出された溝に続くものと思われ、南壁の

土層断面図を作成した(FiR.30)。

l 層 客 土

2層灰色10Y5/1.シルト

3層にぶい黄褐色10YR4/3,シルト，明褐色
7.5YR5/8の鉄分浸透がみられる

4層黒色7.5YR2/1,シルト，粘質

①．②明褐色7.5YR5/8,粗砂，パミスを含む

4層中より土器が出土した(Fie.3l)。口唇部を

欠損しているが、口縁部が上向きになっており、

弥生時代中期の喪形土器だと考えられる。

32

〔7裾一
05m
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Fig.3193-N出土遺物3=1/3

93-L稲盛会館建設に伴う電源等配線引込

み管路敷設工事(Fie.32)

工事は稲盛会館建設予定地東側の道路，工学部

管理棟北側道路および海洋土木工学科西側花壇を

幅70cm,深さ80～170cra,長さ40mにわたって

掘削を行った。ほとんどの部分でプライマリーな

層が確認された。土層は隣接する稲盛記念会館建

設予定地(平成5年度調査）の6a～13層に対応

する3)。遺物および遺構等は検出されなかった。

050m

－一一

Fig.3293-L調査地点3=1/2000

註

1)「第Ⅱ部第2章鹿児島大学宇宿団地E－8．9

区における発掘調査報告」「鹿児島大学埋蔵文化財

調査室年報V平成元年度」鹿児島大学埋蔵文化財
調査室1989

2）本書Ⅱ.1に概要を掲載

3）「鹿児島大学構内遺跡郡元団地L－11．12区一

鹿児島大学稲盛会館建設に伴う埋蔵文化財発掘調査
報告書一」鹿児島大学埋蔵文化財調査室1994



FIg Nq器種 部位

24 1 深鉢 底部

27 2 鉢？ 口縁部

27 3 皿？ 口縁部

27 4 土錐

27 5 翌 口縁部

27 6 翌 底部

27 7 認 底部

27 8 高杯 杯部

27 9 高杯 脚部

27 10 財 底部

28 11 蕊 突帯

28 12 壷 底部

28 13 高杯 杯部

28 14 増 口縁部

29 15 翌 口縁部

31 16 翌 口縁部

Tab､4平成5年度立合調査における出土遺物観察表

出土層

カク

ラン

カク

ラン

カク

ラン

カク

ラン

カク

ラン

カク

ラン

カク

ラン

カク

ラン

カク

ラ ン

4

4

4

4

色調・紬調

外面；燈色7.5YR6/
6．内面；体部黄灰色

2.5Y4/1,底部浅黄
色2.5Y7/4.

透明紬，灰白色7.5

Y7/2に類似．貫入あ

り．胎土；灰白色

5Y7/2に類似．

透明紬，オリーブ灰

10Y5/2に類似．胎

土；灰白色10Y7/1.

にぶい黄褐色

10YR5/4.

口唇部；灰白色

2.5Y8/2.外面；黒
色．内面；鉄分付着

のため不明．

外面；にぶい黄燈色

10YR7/3．内面；暗
灰黄色2.5Y5/2類似．

灰黄色2.5Y7/2.

外面；（赤色顔料付

着のため）赤色10R

4/6．内面；黒色

外面；（赤色顔料付

着のため）赤色10R

5/6．にぶい黄橿色

10YR7/3.

外面；（赤色顔料付

着のため）赤色

7.5R4/8.

灰黄色2.5Y7/2.

にぶい黄燈色

10YR7/4.

外面；（赤色顔料付

着のため）にぶい赤

色7.5R4/4.内面；に
ぶい黄燈色10YR7/3.

外面；燈色5YR6/6.

にぶい黄燈色10YR7

/2．灰色7.5YR6/6.

内面；燈色7.5YR6/6.

淡黄色2.5Y8/3.

にぶい黄色2.5Y6/3.

胎土・磁胎

喋粗砂粒～細砂粒

を含む．白色粒，

石英，黒色粒．

微細な砂粒を少し

含む．

黒色の微細な砂粒

を少し含む．

喋，砂粒を多く含
む．石英．

喋～細砂粒を多く

含む．石英，黒色
粒．

喋，粗砂粒～砂粒

を多く含む．赤色

粒，黒色粒，石
英．

砂粒を含む．石

英，白色粒，赤色
粒．

粗砂粒～細砂粒を

含む．赤色粒，石

英．

喋，砂粒を含む．
赤色粒，石英．

砂粒を多く含む．

赤色粒，石英，黒
色粒．

砂粒を多く含む．

白色粒，赤色粒，

石英，黒色粒．

微細な砂粒を含

む．白色粒．

粗砂粒～細砂粒を

含む．赤色粒，

色粒，白色粒．

黒

喋，砂粒を含む．
赤色粒，石英 里

9，G℃、

色粒．

粗砂粒～細砂粒を

多く含む．石英，

金雲母，白色粒，
黒色粒．

調整・施文

外面；貝殻条痕．内

面・底面；ナデ．

施紬．

施紬．施文；片彫

り．

ハケ状の平行のスジ

が認められる．

ナデ．

外面；ナデ．内面；

ハケのちナデ．

外面；ナデ．内面；

ハケのちナデ．

外面；ハケのち横方

向のミガキ．内面；

ナデ．

外面；細かい横方向

のミガキ．

外面；ミガキ？．内

面；ナデ？．

外面；突帯付近ヨ

コナデ，他ナデ．
内面；ハケのちナ
ー●

ア．

外面・内面；ハケの
ちナデ．底面；ナ

デ．

外面；ミガキ．内

面；ナデ．

内面口唇部；丁寧な

ナデ．他；ハケのち
ナデ．

ナデ．

ヨコナデ．

Ⅲ．5立合調査の報告

備考

縄文土器．

陶器．

青磁．

長さ;4.5cm・幅 ，

2.4an.

古墳時代の土器．鉄

分付着．

古墳時代の土器．

古墳時代の土器．外

面；赤色顔料貼付．

古墳時代の土器．外

面；赤色顔料貼付．

古墳時代の土器．底

径;(6.2)cii).外面；
赤色顔料貼付．鉄分

が破片全体に付着．

弥生土器．底径(7.1)
cm・器形がかなりゆ

がんでおり，器表の
凹凸が激しい．

古墳時代の土器．屈

曲部径(13.0)cni・外
面；赤色顔料貼付．

古墳時代の土器．口

径(13.0)cm・外
面；黒斑あり．

弥生土器．
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IV.1調査の概要

Ⅳ、1調査の概要

平成6年4月から12月は、発掘調査2件、立合

調査14件を行った。以下、その概要を記す。

発掘調査は、桜ケ丘団地で2件行った。94-1で

は弥生時代前半期の住居跡が出土した。この調査

地点は昭和62年度に行った1－8区の調査')の北

に隣接しており、前回の調査に引き続く成果で

あった。旧地形は南へ傾斜しているが、本地点で

は水平に造成しているため、北側では弥生時代の

包含層はほとんど残っておらず、遺構も南側を中

心とするものであった。

その下層では、縄文時代早期の包含層力瀧認で

きた。北側に位置する94.2においても、縄文時代

早期の包含層から残存しており、94-2では該期の

住居跡が1軒、94-1では集石遺構が1基検出され

た。これまで遺構は、これらの調査区より東に位

置するMRI-CT棟の敷地での調査2)で、該期の包

含層と土壌状遺構を検出したのみで、これらが加

わることで、複合的な遺構の在り方がわかってき

た。

これらの遺跡は桜ヶ丘団地の北東側で確認でき

たわけだが、94-Hの立合調査において、北西側の

層位の状況を把握することができ、地下げをされ

ているグランド北側には遺跡は残っていないとい

う結果を得られた。しかし、旧地形をある程度残

している看護婦宿舎西側からは包含層が残存して

おり、周辺の埋蔵文化財への配慮が必要である。

郡元団地での立合調査では、郡元団地運動場周

辺で古墳時代の土器が多く出土した。特に球技場

Tab.5平成6年度(4～12月）調査一覧表

調査の種類調査Nq 調査・工事名 期 間 地 区

発掘調査94-1医学部難治性ウイルス疾患研究セン5月10日～7月28日桜ケ丘団地1－8区
ター建設地における発掘調査

94－2医学部受水槽建設地における発掘調5月16日～6月15日桜ケ丘団地G-ll区
査

●●9号､■●epU■●,｡｡●｡●O●●｡●●●･●●白●CCG●to●申●●｡■凸｡■●●■●●■●●●●●■●●■●●●●●■●､■●､｡●｡■●申卓●申●●申●｡申申阜●の由由由由●●■■●■■●由■●白白●●●●●●●●､●●●●●･●､q●･句●p①｡●●｡●早早･●早早④｡早■p■●●｡●●･阜争申自●白白｡●●●●岳●●●■●●■e､■●｡■●■●｡■●。｡●p句●p甲●･屯●●●●･●●●｡申●●O●●●●■●色白●｡●●●●e●●●●●●■G■■●■■

立 合 調 査 9 4-A稲盛会館環境整備工事4月8日郡元団地K・L－11区

94-B郡元団地運動場電気設備工事4月26日郡元団地0-11区

94-C教育学部教育実践研究指導センター5月9日郡元団地P－6区

新営機械設備工事

94-D郡元団地基幹設備（身障者等）工事5月9日郡元団地E－5区

94-E・郡元団地球技場改修工事7月21日,9月7日郡元団地O・P－9～
I ・J 11区

94-F郡元団地水泳プール新営電気設備工8月2日～5日郡元団地M～0－4．
事 5 区

94-G農学部エレベータ電気配線工事8月21日郡元団地E－5区

94-H医学部附属病院クリーンルーム設備8月22日～9月2日桜ケ丘団地K・’－10

工 事区

94-K特高受変電設備工事（理学部)10月13日郡元団地J－7区

94-M郡元団地図書館新営その他機械設備8月26日郡元団地K－6区

工事

94-N郡元団地基幹設備（特高受変電設11月2日～17日郡元団地G-10～12区

備）工事

94-0農学部植物機能解析ガラス・網室取12月26日郡元団地B－9区
設工事
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Ⅳ平成6年度の調査報告

南西部の遺物の密度は高く、平成5年に実施した

運動場の発掘調査の結果3）と合わせると、一帯に

集落跡がかなり広い範囲で広がっているようであ

る。

註

1）「第3章鹿児島大学宇宿団地1－8区（医学部臨

38

床研究棟増築地）における発掘調査報告」「鹿児島大

学埋蔵文化財調査室年報Ⅲ」鹿児島大学埋蔵文化財調

査室1988

2）「第2章鹿児島大学宇宿団地E－8．9区(MR

I-CT装置棟建設地）における発掘調査報制「鹿

児島大学埋蔵文ｲ耐調査室年報v」鹿児島大学埋蔵文

化財調査室1990

3）本書Ⅲ．lにおいて概要を説明している。



Ⅳ、2立合調査の報告

Ⅳ、2立合調査の報告

平成6年度には、14件の立合調査を実施した。

隣接した調査地点ごとに説明を行う。

94-A稲盛会館環境整備工事に伴う立合

調査(Fie.33)

稲盛会館の北側入り口スロープ部分の掘削を行

うため、立合調査を行った。掘削は、地表下175

cmまで及んだ。層は7層あり、水平に堆積してい

た。以下、土層の説明を行う。

1層盛土，層厚110cm

2層にぷい黄褐色10YR4/3,シルト質砂,1cm

大のバミスを含む，層厚10cm

3層暗灰黄色2.5Y4/2,シルト質砂，粘‘性やや

あり，マンガンの浸透みられる，層厚12cm

4層灰白色10YR7/1,シ

！
ルト質砂，粘質，稲盛会

館発掘調査時の9層に相

当，層厚15cm

5層灰黄褐色10YR4/2,

シルト質砂，やや粘質

マンガンの浸透みられ

る,1cm大のパミス含

む，層厚10cm

0 5 0 m
－

Fig.3394-A調査地点

3=1/2000

6層

い，

7層

黒褐色7.5YR3/2,シルト質砂，少し砂つぼ

1cm大のパミス含む，層厚8cm

にぶい黄褐色10YR5/4,粗砂層，層厚20cm

94-B郡元団地運動場電気設備工事

（FiR.34a。b・FiR.35）

本調査では、平成5年度に発掘調査を行った照

明灯の基礎部分間の配線のための掘削工事に伴

い、立合調査を実施した。掘削深度は地表下90cm

ほどに及んだが、ここでは埋蔵文化財に影響の

あった球技場西側での調査について説明を行う。

これまでの調査によってこの周辺は古墳時代を

主体とする遺物包含層やその時期の住居跡などの

遺構が検出しているが、今回の調査では、a地点

とb地点においてそれらをやはり確認している。

以下、地点ごとに説明を加える。

a地点

平成5年度に行った運動場発掘調査のNq15トレ

ンチとNal6トレンチの間を幅60cmにわたって掘削

をおこなった。

l層灰色5Y1/5,粗砂混じりシルト質砂，軽

石・喋を多く含む，層厚18～30cm

2層にぷい褐色7.5YR3/6,シルト質砂，鉄分が

浸透，層厚5～15cm

0 5 0 m

岸一可→

Fig.3494-B・94－E・94－1．94-J調査地点3=1/2000
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Ⅳ平成6年度の調恋報告

運動場発掘調査のNo.17トレンチから西側に約H

m、Ipg60cm、深さ80cmにわたって掘削を行った。

層位は、a地点とほぼ同じであるが、全体的に西へ

傾斜している。掘削した溝の断面から、4層の落

ち込みを確認した。土器は西側に多く出土した

が、a地点と異なり、いずれも小片であった。

遺物は古墳時代の土器で、11．13はb地点、他

はa地点で出土した。lから9は斐形土器であ

る。2．3は絡縄突帯を施す胴部片である。4，

5は胴部の脚台付近で、接合痕が認められる。

6～9は脚台付近の破片で、6．7とも脚と体部

との接合がわかる資料である。

3層明黄褐色2.5YR6/6,粗砂混じりシルト質

砂，鉄分浸透，層厚0～15cm

4層赤灰色2.5YR1/4,砂混じりシルト，層厚

50～12cm

5層灰黄色2.5Y2/7,砂

遺物包含層である4層の検出面が東にむかって

傾斜し、表土も少し厚くなっているのが確認でき

た。西から12m付近で4層が薄くなり、一部分だ

け5層が露出している。4層の厚い部分は住居な

どの遺構である可能性が高いo4層中から、遺物

が多量に出土した。

b地点

ﾉー
11

ノ’

6

一
一
一
一
一
一

Ｉ 、
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一一言
ラ

ヘニ
ー

一
一
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一

、
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15

10

、 10cm

16

Fig.3594-B出土遺物S=1/3
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Ⅳ、2立合調査の報告

10は壷の胴部で、胴部最大径の部分よりかなり

上部に1条突帯を施している。突帯には刻み目を

有し、刻みの中に胴部調整に施しているハケの単

位とほぼ同じハケ状のすじが認められ、ハケエ具

による刻み目であると推定できる。11～16は高坪

である。11．12は杯部で、どちらも外面に赤色顔

料を施している。12の外面調整は、屈曲部以下は

縦方向の磨き、屈曲部以上は横方向の磨きを施し

ているが、その後、屈曲部に縦方向の短いみがき

を施しているのが特徴的である。みがきも丁寧で

ある。13～16は脚部であるが、13と16は赤色顔

料が添付されている。14．15とも非常に磨滅して

いるため、磨滅によって赤色顔料が落ちたものと

推測できる。13は縦方向にみがきを施している

が、ミガキは幅約1cmごとに5mm間隔の帯状に

なっており、ミガキを施されていない場所にミガ

キ調整前に施されていた横方向のハケ目が観察で

きる。

d地点

すべて表土であった。

e地点

l層表土，層厚45cm

2層にぶい褐色7.5YR5/3,シルト質砂,c地点

2層に対応，層厚5cm

3層黒褐色7.5YR2/2,シルト,e地点4層に対

応，層厚5cm

f地点はl層が15cm、2層25cm、3層5cmの層

厚で、表土が薄くなるが、貝地点以北は、表土45

cmの範囲で掘削が終わり、埋蔵文化財への影響は

なかった。

この調査では、c地点の4層とe地点近くのl

層埋土の撹乱土蛎および3層から遺物が出土して

いる。このうち、図示できるもののみ説明を加え

る(Fie.36)。

いずれも蕊形土器である。17．18は体部と脚部

の接合部分である。どちらも残存部が小さいた

め、詳細な器形を知ることはできないが、脚台の

上部が少し下がって、体部の内面形に即した形態

であると推定できることから、尭形の脚部でも比

較的新しい形態を呈すると推定できる。19は脚部

である。端部が外に踏ん張るような形態を呈し、

内面に接合痕が認められる。

94-E-94-I．94-J郡元団地球技場改修工

事に伴う立合調査(Fie.34C～輿・Fig.36）

本調査地点では、球技場の内部と西側の掘削工

事に伴った立合調査を行った。以下、地点ごとの

観察結果を記す。

c地点

l層表土，層厚15cm

2層にぶい黄褐色10YR5/3,0.5cm大のバミス

を含む，水田層

3層褐色7.5YR4/4,シルト質砂，粘質

4層黒褐色10YR2/3,シルト質砂，古墳時代の

遺物包含層

94-F郡元団地水泳プール新営電気設備工

事に伴う立合調査(Fie.37)

電気配管埋設のための掘削工事に伴ってa～g

の7カ所で土層の観察を行った。その結果、f・

g地点でのみプライマリーな層が検出され、他は

表土および撹乱中での掘削にとどまった。

脇
向
企

C

茎≦二、 ／19

010m
－

Fig.3694-E-94-1・94－」

出土遺物3=1/3

Fig.3794-F調査地点3=1/2000
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Ⅳ平成6年度の調交報告

^o~語

050m
－

Fig.3894-H調査地点3=1/2000

があり、プライマリーな層力職っているのが地表

下約40cmからである。3層が19cm、それ以下は4

層である。

f地点

l層が76cm堆積し、その直下は4層である。

3層が縄文時代早期の遺物包含層である。これ

が残存しているのが、c地点からf地点までの間

である。また、東から西に旧地形が傾斜してお

り、そのため3層は東ほど層厚が薄く、残りが悪

いようである。遺物は出土しなかった。

l層表土および客土，層厚52cm

2層黄灰色2.5Y5/1,粘質を帯びたシルト質

砂，層厚16cm

l層は畑の耕作土とシラスの客土である。2層

は、水田層であると考えられる。遺物は出土しな

かった。

94-H医学部付属病院クリーンルーム設備

工事に伴う立合調査(Fie.38)

受水槽への配管埋設のための掘削工事に伴い立

合調査を行った。平成6年5～6月に行った受水

槽建設地における発掘調査結果から、この周辺で

は縄文時代早期の遺物包含層を確認していたが、

その西側のグランドはかなり桜ヶ丘団地の造成時

に掘削されているらしく、受水槽周辺とはかなり

の標高差があった。そのため、グランドの東西隅

（a．b地点）で試掘調査を行った。その結果、

表土や盛土の直下にはシラスが堆積しており、こ

の地点間は埋蔵文化財に影響がないと判断し、溝

の掘削に伴う立合調査はc地点から東で行った。

以下、土層を観察した地点ごとに説明を行う。

c地点

1層表土，層厚33cm

3層暗褐色10YR3/4,シルト質砂，若干粘性が

ある，バミスを含む，層厚40cm

4層明黄褐色10YR6/8,サツマ火山灰層，パミ

スを多く含む，層厚30cm

5層暗褐色7.5YR5/8,サツマ火山灰層，粘質，

層厚10cm

d地点

1層表土，層厚16cm

2層褐色10YR4/4,シルト，アカホヤ，層厚39

cm

e地点

この地点は、l層の下にさらに撹乱された土壌

94-M郡元団地図書館新営その他機械設備

工事に伴う立合調査(Fie.39)

中央図書館北側道路を幅60cm、深さ85cmにわ

たって掘削を行った。この地点は、既掘部であっ

たが、西壁が旧掘削部の壁にあたり、土層観察が

できたため、その説明を行う。

l層アスファルトと砂利，層厚28cra

2層灰色，水田層，層厚17cm

3層黄灰色，砂混じりシルト，層厚30cm

4層黒灰色，シルト，層厚10cm

4層が古墳時代を主体とする遺物包含層である

が、本調査では遺物は認められなかった。

川
Ｊ
司

Fig.3994-M調査地点3=1/2000
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94-N郡元団地基幹設備（特高受変電設

備）工事に伴う立合調査(Fie.40)

実験農場の南側の道路から駐輪場を東西に130

mにわたって掘削を行った。その間、2カ所にマ

ンホールを設置している。深さは、マンホールで

は約300cm、溝では185cmである。調査地点の南

側では、発掘調査によって河川跡力雅認されてお

り1)、その埋土から縄文時代から近世までの多く

の遺物が出土している。本地点でも同じような状

況であることが推測でき、立合調査を実施した。

a地点

l層表土，層厚50cm

2層褐灰色10YR5/1,砂質シルト，水田層？，

鉄分多く浸透，軽石混じり，層厚80cm

3層褐灰色10YR4/1．黒褐色10YR3/1,軽石混

じりシルト，鉄分浸透，粘質，層厚9cm

4層淡黄色2.5Y8/4～浅黄色2.5Y8/4,シル

ト，粘質，層厚10cm

5層黒色7.5YR2/1,シルト，粘質，層厚16cm

6層灰褐色，シルト，層厚7cm

7層黒色，シルト，層厚11cm

8層灰白色，上部は細砂層で下部ほど軽石混じ

一
＝

Fig.4094-N調査地点3=1/2000

Ⅳ、2立合調査の報告

りの粗砂層になる，層厚50cm

9層黒色，泥炭層，層厚37cm

b地点からは5層が東に傾斜し、5層上面に砂

層が入る。また、9層の泥炭層がc地点周辺で厚

く、黒色と灰色の層に分層できる。放射性炭素年

代測定のため、この地点で、5層と9層の泥炭層

のサンプリングを行った。

b地点より東側も、土層の大きな変化はなかっ

たが、河川跡と推定できる8層をはじめとして、

遺物の出土はみられなかった。

94-0農学部植物機能解析ガラス・網室取

設工事に伴う立合調査(Fi質.41)

網室の立て替えのため、深さ約95cmの掘削を

行った。この地点は、ほとんど表土中での掘削に

とどまっていたが、南東隅に一部、地表下85cmの

あたりから、2層が露出していた。これは、黄灰

色の砂質の層で、軽石を含む。あるいは、客土で

ある可能性もある。遺物は出土しなかった。

0 5 0 m

－

Fig．4194-0調査地点3=1/2000
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Ⅳ平成6年度の調査報告

Tab.6平成6年度立合調査における出土遺物観察表

ｲイ

FIg Nq 器種 部位
出 土

地点
出土層 色調・紬調 胎土・磁胎 調 整 ・ 施 文 備考

35 1 翌 ロ縁部 B 4 にぶい黄澄色

10YR7/4.

砂粒を多く含む．

石英

色粒

， 白色粒，赤

黒色粒．

ナデ 古墳時代の土器．

35 2 蕊 胴部 B 4 外面；スス付着のた

め黒色．内面；にぶ

い黄橿色10YR7/2.

粗砂粒～砂粒を多
<含む．石英，赤

色粒，黒色粒．

外面；ナデ．内面；

ハケのちナデ．

古墳時代の土器．外

面；スス付着．

35 3 喪 胴部 B 4 外面；にぶい黄橿色

10YR7/3,突帯付近
灰色N4/1．内面；浅

黄燈色10YR8/3.

砂粒を多く含む．

白色粒，赤色粒，
石英，黒色粒．

ナデ． 古墳時代の土器．

35 4 翌 底部 B 4 外面；にぶい黄燈色

10YR6/3.内面；灰

黄褐色10YR6/2類
似．

粗砂粒～微細な砂

粒を多く含む．白

色粒，石英，黒色
粒．

外面；ハケ？のちナ

デ．内面；摩滅のた

め不明．

磨滅が著しい．

35 5 翌 底部 B 4 外面；にぶい黄色

2.5Y6/4．内面；橿色
7.5YR6/6.脚台内

面；にぶい黄褐色

10YR5/3.

粗砂粒～細砂粒を

多く含む．白色

粒，赤色粒，石

英．

外面；ハケ？のちナ

デ．他；ナデ．

35 6 艶 底部 B 4 明赤褐色5YR5/6. 粗砂粒～細砂粒を

含む．赤色粒，白

色粒．石英，黒色

粒．

外面；体部ハケ？

の ち ナ デ ， 脚 部 ナ

デ．内面；ハケ？の

ちナデ．底面；ナ

デ．

脚径7.75cm.

35 7 蕊 底部 B 4 にぶい黄

10YR6/4.

橿色 細砂粒を含む．石

英，黒色粒，白色

粒．

ハケのちナデ． 古墳時代の土器．脚

径(9.8)cm.

35 8 翌 底部 B 4 灰黄色2.5Y7/2. 砂粒，細砂粒を含

む．石英，黒色

粒，赤色粒．

外面；ナデ．内面；

ハケ？のちナデ．

古墳時代の土器．

35 9 喪 底部 B 4 外面；明赤褐色

5YR5/6．内面；浅黄

色2.5Y7/3.

砂粒を多く含む．

白色粒，石英，黒

色粒．

外面；ナデ．内面；

ハケのちナデ．

古墳時代の土器．

35

35

10

11

壷

杯
増

高
か

肩部

口縁部

B

A

4

4

外面；黒褐色

10YR3/2.内面；明
赤褐色5YR5/6.

外面；赤色10R4/8.

内面；褐灰色

10YR5/1類似．

操～細砂粒を含

む．白色粒，赤色

粒，石英．

砂粒～細砂粒を少

し含む．赤色粒，

白色粒，石英．

外面突帯；ナデ．

他；ハケのちナデ．

ミガキ？
－－－－－

古墳時代の土器．外

面；赤色顔料貼付．

磨滅が著しい．

35 12 高杯 杯部 B 4 外面；赤色10R5/8.

内面；黄灰色2.5Y4/1

類似．

粗砂粒～微細な砂

粒を含む．赤色

粒，白色粒，石
英．

外面；下部・屈曲部

縦方向のミガキ．他

横方向のミガキ．内

面；ミガキ．

古墳時代の土器．外

面；赤色顔料貼付．

35 13 高杯 脚部 A 4 外面；赤褐色

2.5YR4/8．内面；褐

灰色10YR4/1.

細砂粒を含む．白

色粒，赤色粒，石

英．

外面；ハケのち縦方

向のミガキ．内面；

ケズリのちナデ．

古墳時代の土器．外

面；赤色顔料貼付．

35 14 高杯 脚部 B 4 外面；にぶい黄燈色

10YR6/4から黒色．
内面；暗灰色N3/1.

微細な砂粒を含

む．白色粒，石

英．

外面；ミガキ．内

面；ナデ．

古墳時代の土器．

35 15 高杯 脚部 B 4 橿色5Y6/6. 細砂粒を多く含

む．白色粒，赤色
粒，石英．

外面；ハケのちミガ

キ．内面；ハケ？の

ちナデ．

古墳時代の土器．脚

径;(14.6)cm.磨

減が著しい．

35

36

36

16

17

18

高杯

麺

喪

脚部

底部

底部

B 4 外面；赤色10R4/6.

内面；灰黄色

2.5Y7厘．

外面；黄褐色2.5Y5/3

類似．内面；にぶい

黄褐色10YR5/3.脚

部内面；にぶい赤褐

色5YR5/6類似．

にぶい黄褐色

10YR7/4.

微細な砂粒を含

む．石英

粒．

白色

際～細砂粒を多く

含む．石英，黒色

粒，白色粒．

砂粒を多く含む．

白色粒，赤色粒，
石英．

外面；横方向のミガ

キ．内面；板状の工

具による擦過．

外面；ハケのちナ

デ．内面；ナデ．

ナデ．

古墳時代の土器．外

面；赤色顔料貼付．

脚径(12.1)cm.

36 19 艶 底部 外面；にぶい黄燈色

10YR6/4.内面；にぶ
い黄色2.5Y6/3類似．

砂粒，細砂粒を多

<含む．白色粒，

黒色粒，石英．

脚端部付近；ナデ．

他；ハケのちナデ．



鹿児島大学構内遺跡調査要項

鹿児島大学埋蔵文化財対策委員会規則

（設置）

第1条本学に，鹿児島大学埋蔵文化財対策委員

会（以下「委員会」という。）を置く。

（審議）

第2条委員会は，本学の施設計画を円滑に行う

ため埋蔵文化財に関する次の事項を審議する。

(1)基本計画の策定に関すること。

（2）調査結果に基づく対策に関すること。

（組織）

第3条委員会は，次に掲げる委員をもって組織

する。

(1)学長

（2）各学部長，教養部長，附属図書館長，医

学部附属病院長および歯学部附属病院長

（3）事務局長

（4）学生部長

（委員長）

第4条委員会に委員長を置き，学長をもって充

てる。

2委員長は，委員会を招集し，その議長とな

る。

（議事）

第5条委員会は，委員の3分の2以上の出席を

もって成立し，議事は出席委員の3分の2以上

をもって決する。

（委員以外の者の出席）

第6条委員会が必要と認めるときは，委員以外

の者を出席させ，意見を聴くことが出来る。

（調査委員会）

第7条委員会は，本学の埋蔵文化財の調査を行

なうため，埋蔵文化財調査委員会（以下「調査

委員会」という。）を置く。

第8条調査委員会は次の事項を審議する。

(1)調査実施計画に関すること。

（2）第13条に規定する調査室の室長等の選

任に関すること。

（3）第13条に規定する調査室の予算に関す

ること。

（4）その他埋蔵文化財及び第13条に規定す

る調査室の業務に関すること。

第9条調査委員会は，次に掲げる委員をもって

組織し，学長が任命する。

(1)各学部及び教養部の教授，助教授，講

師の中から選任された者各1名

（2）第15条2項に規定する調査室長

2前項第1号の委員の任期は2年とし，委員に

欠員が生じた場合の補欠委員の任期は，前任者

の残任期間とする。

第10条調査委員会に委員長を置き，前項第1項

第1号の委員の中から互選により選出する。

2委員長は委員会を招集し，その議長とな

る。

第11条調査委員会は，委員の過半数の出席を

もって成立し，議事は，出席委員の過半数を

もって決する。

第12条調査委員会が必要と認めるときは，委員

以外の者を出席させ，意見を聴くことができ

る。

（調査室）

第13条調査委員会に，本学の埋蔵文化財の調査に

関する業務を行うための埋蔵文化財調査室（以

下「調査室」という。）を置く。

第14条調査室は，次の業務を行なう。

(1)調査実施計画の立案

（2）発掘調査，分布調査及び確認調査

（3）調査報告書の作成

（4）その他必要な事項

第15条調査室に，室長，主任及びその他必要な

職員を置く。

2室長は，本学の考古学に関する教官の中か

ら委員会が推薦し，学長が任命する。

3室長は，調査委員会の定める方針に基づき

調査室の業務を掌理する。

4室長の任期は2年とする。ただし，再任を

妨げない。

5主任は，調査室の職員の中から，特に埋蔵

文化財に関する専門知識を有する者を調査委員

会が推薦し，学長が任命する。

6主任は，室長の命を受けて調査室の業務を

処理する。

7職員は，調査室の業務に従事する。

（その他）

第16条埋蔵文化財に関する事務は，事務局施設

部において行なう。

付則

lこの規則は，昭和60年4月18日から施行す

‘5
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…

鹿児島大学構内遺跡調査要項

る。

2この規則の施行後最初に任命される委員及び

室長の任期は，第9条第2項及び第15条第4項

の規定にかかわらず，昭和62年3月31日まで

とする。

3鹿児島大学埋蔵文化財対策委員会規則（昭和

51年1月22日制定）は，廃止する。

・鹿児島大学埋蔵文化財対策委員会（平成6年4

月1日現在）

委員長早坂祥三（鹿児島大学学長）

委員仲村政文（法文学部長）

イ6

伊牟田経久（教育学部長）

佐竹巌（理学部長）

佐藤築一（医学部長）

酒匂崇（医学部付属病院長）

小片丘彦（歯学部長）

末田武（歯学部附属病院長）

前田明夫（工学部長）

橋口勉（農学部長）

茶園正明（水産学部長）

田川日出夫（教養部長）

冨田裕一郎・藤盛健（連合農学研究科長）

砂本宏一（事務局長）

辰村吉康（学生部長）

荒川譲（附属図書館長）

鹿児島大学埋蔵文化財調査委員会委員（平成6年

4月1日現在）

委員長安藤保（教育学部教授）

委員柳原敏昭（法文学部助教授）

坂元隼雄（理学部助教授）

秋山伸一（医学部教授）

長岡英一（歯学部教授）

前田滋（工学部教授）

西中川駿（農学部教授）

板倉隆夫（水産学部助教授）

新田栄治（教養部教授）

上村俊雄（調査室長併任法文学部教授）

鹿児島大学埋蔵文化財調査室

室長(併）法文学部教授上村俊雄

主任(併）法文学部助手中村直子

（併）法文学部助手大西智和

技術補佐員

技術補佐員

技術補佐員

技術補佐員

前幸男
（平成4年4月～

平成6年3月）

松村みどり
（平成5年1月～

平成6年3月）

峰山いづみ

（平成5年4月～）

古津生
（平成6年4月～）
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大

分
市

歴
史

資
料

館
大

分
市

歴
史

資
料

館
年

報
大

分
市

歴
史

資
料

館

別
府

大
学

附
属

博
物

館
だ

よ
り

N
q

3
9

,
4

0
別

府
大

学
附

属
博

物
館

鹿
児

島
県

立
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

埋
文

だ
よ

り
第

鹿
児

島
県

立
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

3
，

4
号

鹿
児

島
大

学
情

報
処

理
セ

ン
タ

ー
広

報
1

9
9

4
V

o
l

.
鹿

児
島

大
学

情
報

処
理

セ
ン

タ
ー

7
N

o
l

鹿
児

島
大

学
南

西
地

域
研

究
委

員
会

総
合

研
究

平
成

3
・

鹿
児

島
大

学
南

西
地

域
研

究
委

員
会

4
年

度
屋

久
島

南
九

州
縄

文
通

信
N

o
7

南
九

州
縄

文
研

究
会

南
西

地
域

研
究

資
料

セ
ン

タ
ー

報
告

N
q

5
0

,
5

1
南

西
地

域
研

究
資

料
セ

ン
タ

ー

読
谷

村
立

歴
史

民
俗

資
料

館
紀

要
第

1
7

,
1

8
号

読
谷

村
教

育
委

員
会

・
歴

史
民

俗
資

料
館

資
料

館
だ

よ
り

N
q

2
7

読
谷

村
立

歴
史

民
俗

資
料

館

タ
ー

上
反

町
遺

跡
発

掘
調

査
報

告
書

（
財

)
岩

手
県

文
化

振
興

事
業

団
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

人
当

I
遺

跡
発

掘
調

査
報

告
書

側
)

岩
手

県
文

化
振

興
事

業
団

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー

仁
沢

瀬
遺

跡
群

発
掘

調
査

報
告

香
（

財
）

岩
手

県
文

化
振

興
事

業
団

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー

川
井

館
跡

発
掘

調
査

報
告

書
（

財
）

岩
手

県
文

化
振

興
事

業
団

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー

泉
屋

遺
跡

発
掘

調
査

報
告

書
側

）
岩

手
県

文
化

振
興

事
業

団
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

兵
庫
館
跡
・
梅
ノ
木
台
地
Ⅱ
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
（
財
）
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー

法
量
野
I
遺
跡
・
中
屋
敷
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
（
財
）
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー

明
通

遺
跡

発
掘

調
査

報
告

醤
（

財
）

岩
手

県
文

化
振

興
事

業
団

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー

阪
称

)
水

戸
浄

水
場

予
定

地
内

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
側

)
茨

城
県

教
育

財
団

書
白

石
遺

跡

一
般
国
道
6
号
東
水
戸
道
路
改
良
工
事
地
内
埋
蔵
文
化
側
)
茨
城
県
教
育
財
団

財
調

査
報

告
I

中
ノ

割
遺

跡
･

小
山

遺
跡

･
諏

訪
前

遺
跡

･
高
原
古
墳
群
･
沢
幡
遺
跡
･
高
原
遺
跡
･
北
屋
敷
遺
跡

茨
城
県
自
然
博
物
館
(
仮
称
)
建
設
用
地
内
埋
蔵
文
化
財
側
)
茨
城
県
教
育
財
団

調
査

報
告

書
I

原
口

遺
跡

・
北

前
遺

跡

主
要
地
方
道
茨
城
鹿
島
線
道
路
改
良
工
事
地
内
埋
蔵
文
側
)
茨
城
県
教
育
財
団

化
財

調
査

報
告

書
梶

山
城

跡

牛
久
北
部
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
埋
蔵
文
化
財
側
)
茨
城
県
教
育
財
団
，
住
宅
・
都
市
整
備
公
団
っ

調
査

報
告

沓
(

I
)

ヤ
ツ

ノ
上

遺
跡

<
ぱ

開
発

局

土
浦
北
工
業
団
地
造
成
地
内
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
I
側
)
茨
城
県
教
育
財
団
，
住
宅
・
都
市
整
備
公
団
つ

原
田

北
遺

跡
I

・
原

田
西

遺
跡

<
ぱ

開
発

局

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
年
報
第
3
号
(
平
成
5
年
度
）
（
財
)
茨
城
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー

下
野

国
分

寺
跡

Ⅸ
栃

木
県

教
育

委
員

会
金

山
遺

跡
I

栃
木

県
教

育
委

員
会

向
田

西
遺

跡
栃

木
県

教
育

委
員

会
広

表
窯

跡
栃

木
県

教
育

委
員

会
砂

田
A

遺
跡

栃
木

県
教

育
委

員
会

大
境

遺
跡

栃
木

県
教

育
委

員
会

栃
木

県
埋

蔵
文

化
財

保
護

行
政

年
報

〔
平

成
3

年
度

〕
栃

木
県

教
育

委
員

会
岩

井
遺

跡
側

)
君

津
郡

市
文

化
財

セ
ン

タ
ー

七
人

掘
込

遺
跡

側
)

君
津

郡
市

文
化

財
セ

ン
タ

ー
西

郷
遺

跡
・

万
崎

古
墳

群
側

)
君

津
郡

市
文

化
財

セ
ン

タ
ー

川
島

遺
跡

発
掘

調
査

報
告

書
側

)
君

津
郡

市
文

化
財

セ
ン

タ
ー

打
越

遺
跡

・
神

明
山

遺
跡

側
)

君
津

郡
市

文
化

財
セ

ン
タ

ー
竹

岡
十

三
塚

遺
跡

側
)

君
津

郡
市

文
化

財
セ

ン
タ

ー

図
録

・
目

録

歴
史
資
料
目
録
(
3
)
－
生
活
・
産
業
資
料
一

一
田

村
・

沖
宿

遺
跡

の
調

査
一

開
か

れ
た

古
代

へ
の

扉

平
成

5
年

夏
季

企
画

展
一

第
8

回
泉

州
の

遺
跡

一
須

恵
器

の
始

ま
り

を
さ

ぐ
る

地
下

に
眠

る
神

戸
の

歴
史

展
Ⅸ

釧
路

市
立

博
物

館

土
浦

市
立

博
物

館

側
)

大
阪

府
埋

蔵
文

化
財

協
会

神
戸

市
教

育
委

員
会

・
神

戸
市

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー

広
島

県
立

歴
史

博
物

館

広
島

県
立

歴
史

博
物

館

広
島

県
立

歴
史

民
俗

資
料

館

広
島

県
立

歴
史

民
俗

資
料

館
・

江
の

川
水

系
漁

携
文

化
研

究
会

大
牟

田
市

歴
史

資
料

館

サ
ル

か
ら

ヒ
ト

ヘ
ー

股
古

の
文

化
と

瀬
戸

内
一

遊
戯

宴
一

中
世

生
活

文
化

の
ひ

と
こ

ま
－

ひ
ろ

し
ま

の
青

銅
器

川
に

生
き

る
一

江
の

川
の

漁
携

文
化

一

大
牟

田
市

歴
史

資
料

館
展

示
図

録
I

調
査

報
告

書

阿
寒

川
水

系
総

合
調

査
報

告
書

釧
路
市
教
育
委
員
会
(
釧
路
市
立
博
物
館
）
．
（
財
)
前

田
一

歩
園

財
団

・
阿

寒
町

教
育

委
員

会

側
)

岩
手

県
振

興
事

業
団

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー

側
)

岩
手

県
文

化
振

興
事

業
団

側
)

岩
手

県
文

化
振

興
事

業
団

(
財

)
岩

手
県

文
化

振
興

事
業

団
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

(
財

）
岩

手
県

文
化

振
興

事
業

団
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

(
財

）
需

手
県

文
化

撮
興

事
業

剛
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

八
幡
野
Ⅱ
遺
跡
発
掘

調
査

報
告

書
館

Ⅳ
遺

跡
発

掘
調

査
報

告
書

湾
台
Ⅱ
．
湾
台
、
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書

石
曽

根
遺

跡
発

掘
調

査
報

告
書

上
鬼
柳
I
遺
跡
発
掘
調

査
報

告
番

と
八

永
順

、
澗

鮮
繁

鰯
溺

森
報

昏
爵



発
行

所
名

書
発

行
所

書
名

石
才

南
遺

跡
Ⅱ

・
清

児
遺

跡
Ⅱ

側
)

大
阪

府
埋

蔵
文

化
財

協
会

兵
主

廃
寺

側
)

大
阪

府
埋

蔵
文

化
財

協
会

高
安
古
墳
群
芝
塚
古
墳
一
八
尾
市
神
立
1
0
8
1
の
農
業
側
)
八
尾
市
文
化
財
調
査
研
究
会

用
地
道
路
新
設
工
事
に
伴
う
古
墳
の
発
掘
調
査
報
告
一

太
子
堂
遺
跡
く
第
1
次
調
査
・
第
2
次
調
査
報
告
書
＞
側
)
八
尾
市
文
化
財
調
査
研
究
会

八
尾
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
I
跡
部
遺
跡
(
第
側
)
八
尾
市
文
化
財
調
査
研
究
会

7
次
調
査
)
Ⅱ
跡
部
遺
跡
(
第
8
次
調
査
)
Ⅲ
跡
部
遺
跡
(
第

9
次
調
査
)
Ⅳ
小
阪
合
遺
跡
(
第
2
2
次
調
査
)
V
小
阪
合
遺

跡
(
第
2
3
次
調
査
)
Ⅵ
小
阪
合
遺
跡
(
第
2
4
次
調
査
)
Ⅶ
中
田

遺
跡
(
第
1
1
次
調
査
)
Ⅷ
中
田
遺
跡
(
第
1
2
次
調
査
)
Ⅸ
中
田

遺
跡
(
第
1
3
次
調
査
)
X
美
園
遺
跡
(
第
1
次
調
査
)
X
I
美

園
遺
跡
(
第
2
次
調
査
)
X
Ⅱ
東
郷
遺
跡
(
第
3
9
次
調
査
）

x
m
久
宝
寺
遺
跡
(
第
1
5
次
調
査
)
X
Ⅳ
成
法
寺
遺
跡
(
第

9
次
調
査
)
X
V
竹
測
遺
跡
(
第
3
次
調
査
)
X
Ⅵ
植
松
遺

跡
(
第
1
次
調
査
)
X
Ⅶ
太
子
堂
遺
跡
(
第
4
次
調
査
)
X
1
I

東
弓
削
遺
跡
(
第
6
次
調
査
)
X
Ⅸ
田
井
中
遺
跡
(
第
9
次

調
査
）

八
尾

市
埋

蔵
文

化
財

発
掘

調
査

報
告

I
東

弓
削

遺
跡

側
)

八
尾

市
文

化
財

調
査

研
究

会
鮪
4
次
調
査
)
Ⅱ
久
宝
寺
遺
跡
(
第
1
次
調
査
)
i
n
久
宝
寺

遺
跡
(
第
6
次
調
査
)
Ⅳ
萱
振
遺
跡
(
第
4
次
調
査
)
V
萱
振

遺
跡
(
第
5
次
調
査
)
Ⅵ
萱
振
遺
跡
(
第
8
次
調
査
）

古
曽

部
遺

跡
発

掘
調

査
概

要
高

槻
市

教
育

委
員

会
新

池
新

池
埴

輪
製

作
遺

跡
発

掘
調

査
報

告
書

高
槻

市
教

育
委

員
会

塚
穴

古
墳

群
高

槻
市

教
育

委
員

会
鴫

上
遺

跡
群

1
7

高
槻

市
教

育
委

員
会

軽
部

池
西

遺
跡

Ⅲ
財

団
法

人
大

阪
府

埋
蔵

文
化

財
協

会
雪

野
山

古
墳

Ⅲ
雪

野
山

古
墳

発
掘

調
査

団
陶

邑
・

大
庭

寺
遺

跡
Ⅲ

大
阪

府
教

育
委

員
会

．
（

財
)

大
阪

府
埋

蔵
文

化
財

協
会

陶
邑

・
伏

尾
遺

跡
Ⅱ

大
阪

府
教

育
委

員
会

・
財

団
法

人
大

阪
府

埋
蔵

文
化

財
協

会

雲
井

遺
跡

第
1

次
発

掘
調

査
報

告
書

神
戸

市
教

育
委

員
会

押
部

遺
跡

神
戸

市
教

育
委

員
会

本
山

遺
跡

第
1

2
次

調
査

の
概

要
神

戸
市

教
育

委
員

会
井

根
口

遺
跡

発
掘

調
査

報
告

書
兵

庫
県

教
育

委
員

会
雨

流
遺

跡
(

本
文

編
・

図
版

編
）

兵
庫

県
教

育
委

員
会

岡
田

2
号

墳
兵

庫
県

教
育

委
員

会
下

相
野

窯
祉

一
近

世
丹

羽
焼

の
調

査
一

兵
庫

県
教

育
委

員
会

河
津

館
祉

兵
庫

県
教

育
委

員
会

鴨
庄

古
窯

跡
群

(
1

)
－

南
1

号
窯

跡
一

兵
庫

県
教

育
委

員
会

鴨
庄
古
窯
跡
群
(
2
)
一
上
牧
2
．
7
．
8
号
窯
跡
一
兵
庫
県
教
育
委
員
会

桑
原

遺
跡

兵
庫

県
教

育
委

員
会

戸
井

町
坪

1
号

窯
兵

庫
県

教
育

委
員

会
高

川
古

墳
群

兵
庫

県
教

育
委

員
会

国
領
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
(
蓮
町
・
井
森
杉
・
石
風
呂
兵
庫
県
教
育
委
員
会

地
区
の
調
査
）

一
千

葉
県

木
更

津
市

一
薮

台
遺

跡
群

薮
台

I
．

Ⅱ
．

Ⅲ
情

)
総

合
技

研
。

（
財

)
君

津
郡

市
文

化
財

セ
ン

タ
ー

遺
跡

・
六

医
王

寺
遺

跡
・

上
馬

船
遺

跡

一
千

葉
県

袖
ヶ

浦
市

一
清

水
井

遺
跡

レ
ラ

ン
ド

ミ
ヤ

ザ
キ

株
式

会
社

．
（

財
)

君
津

郡
市

文
化

財
セ

ン
タ

ー

一
千

葉
県

袖
ヶ

浦
市

一
中

六
遺

跡
Ⅱ

袖
ヶ

浦
市

．
（

財
)

君
津

郡
市

文
化

財
セ

ン
タ

ー

一
君

津
郡

袖
ヶ

浦
町

一
策

田
遺

跡
・

三
ツ

田
台

遺
跡

．
藤

田
観

光
株

式
会

社
.

（
財

)
君

津
郡

市
文

化
財

セ
ン

大
竹

古
墳

群
(

1
)

タ
ー

ー
千

葉
県

富
津

市
一

前
三

船
台

遺
跡

富
津

市
環

境
部

環
境

保
全

課
。

（
財

)
君

津
郡

市
文

化
財

セ
ン

タ
ー

一
千

葉
県

木
更

津
市

一
田

蔵
中

塚
遺

跡
木

更
津

市
．

（
財

)
君

津
郡

市
文

化
財

セ
ン

タ
ー

－
千

葉
県

木
更

津
市
一

小
浜

遺
跡

群
V

俵
ケ

谷
古

墳
木

更
津

市
小
浜
土
地
区
画
整
理
組
合
。
（
財
)
君
津
郡

群
・

マ
ミ

ヤ
ク

遺
跡

市
文

化
財

セ
ン

タ
ー

平
成

3
年

度
陵

墓
関

係
調

査
概

要
・

書
陵

部
所

蔵
の

石
宮

内
庁

陵
墓

課
製
品
、

湘
南

藤
沢

キ
ャ

ン
パ

ス
内

遺
跡

第
1

巻
総

論
慶

応
義

塾
藤

沢
校

地
埋

蔵
文

化
財

調
査

室
吉

岡
堀

ノ
内

横
穴

墓
群

上
土

棚
遺

跡
(

縄
文

時
代

編
）

綾
瀬

市
教

育
委

員
会

f
士

棚
南

遺
跡

天
然

記
念

物
総

合
診

断
報

告
書

(
第

3
報

）
神

奈
川

県
教

育
委

員
会

池
子

遺
跡

群
I

N
o

2
地

点
・

N
O

1
－

B
地

点
池

子
神

奈
川

県
立

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー

米
軍

家
族

住
宅

建
設

に
と

も
な

う
調

査

平
台

貝
塚

横
浜

市
中

区
本

牧
緑

ケ
岡

横
浜

緑
ケ

丘
高

神
奈

川
県

立
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

等
学

校
敷

地
内

試
掘

調
査

任
海

遺
跡

・
吉

倉
A

遺
跡

・
吉

倉
B

遺
跡

富
山

県
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

富
山

県
小

杉
町

・
大

門
町

小
杉

流
通

業
務

団
地

内
遺

富
山

県
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

跡
群

第
1

0
．

1
1

次
発

掘
調

査
概

要

元
三

ケ
根

古
墳

群
・

城
土

原
9

．
1

0
号

古
窯

跡
岐

阜
県

・
財

団
法

人
岐

阜
県

文
化

財
保

護
セ

ン
タ

ー
深

沼
遺

跡
岐

阜
県

・
財

団
法

人
岐

阜
県

文
化

財
保

護
セ

ン
タ

ー
中

茂
遺

跡
岐

阜
県

八
幡

土
木

事
務

所
・

財
団

法
人

岐
阜

県
文

化
財

保
護

セ
ン

タ
ー

国
道

4
1

号
線

改
良

工
事

に
伴

う
発

掘
調

査
報

告
書

建
設

省
・

財
団

法
人

岐
阜

県
文

化
財

保
護

セ
ン

タ
ー

藤
原

遺
跡

建
設

省
・

財
団

法
人

岐
阜

県
文

化
財

保
護

セ
ン

タ
ー

追
分

遺
跡

・
下

開
田

村
平

遺
跡

水
資

源
開

発
公

団
・

財
団

法
人

岐
阜

県
文

化
財

保
護

セ
ン

タ
ー

鶴
尾

山
城

跡
・

深
戸

遺
跡

日
本

道
路

公
団

・
財

団
法

人
岐

阜
県

文
化

財
保

護
セ

ン
タ

ー

ヒ
タ

キ
廃

寺
・

打
田

遺
跡

・
阿

形
遺

跡
ほ

か
三

重
県

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー

伊
賀

国
府

跡
・

箕
升

氏
館

跡
ほ

か
三

重
県

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー
天

白
遺

跡
三

重
県

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー

東
浦

遺
跡

・
椋

本
南

方
遺

跡
ほ

か
三

重
県

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー
近
畿
自
動
車
道
(
久
居
～
勢
和
)
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
･
三
重
県
教
育
委
員
会

報
告

一
第

3
分

冊
1

0
－

鳥
居

本
遺

跡

京
都

工
芸

繊
維

大
学

構
内

遺
跡

発
掘

調
査

報
告

書
京

都
工

芸
繊

維
大

学
吉

田
団

地
遺

跡
調

査
委

員
会

京
都
大
学
構
内
遺
跡
調
査
研
究
年
報
1
9
8
9
～
1
9
9
1
年
度
京
都
大
学
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

大
阪

市
平

野
区

長
原

遺
跡

発
掘

調
査

報
告

V
側

)
大

阪
市

文
化

財
協

会
吉

井
遺

跡
側

)
大

阪
府

埋
蔵

文
化

財
協

会
軽

部
池

西
遺

跡
Ⅲ

側
)

大
阪

府
埋

蔵
文

化
財

協
会

へ ℃

（



I

ざ

書
名

三
田

市
川

除
・

藤
ノ

木
遺

跡

山
垣
遺
跡
一
「
里
長
」
関
連
遺
櫛
の
調
査
一

寺
中

遺
跡

七
日
市
遺
跡
(
I
)

七
日
市
遺
跡
(
Ⅱ
）

篠
山

城
採

石
場

芝
崎

遺
跡

周
世

入
相

遺
跡

州
本

城
武

家
屋

敷
跡

一
州

本
山

手
公

舎
建

設
事

業
に

伴

う
発

掘
調

査
報

告
書

一

住
吉
宮
町
遺
跡
群
K
坊
ケ
塚
遺
跡
）

住
吉

宮
町

遺
跡

発
掘

調
査

報
告

書
小

犬
丸

遺
跡

I

小
犬

丸
遺

跡
Ⅱ

小
路

大
町

遺
跡

発
掘

調
査

報
告

庄
境

1
号

墳

上
ノ

島
遺

跡

上
栂

遺
跡

上
板

井
遺

跡
発

掘
調

査
報

告
書

上
板

井
古

墳
群

森
遺

跡

深
江

北
町

遺
跡

深
江
北
町
遺
跡
(
Ⅱ
）

神
戸

ハ
ー

バ
ー

ラ
ン

ド
遺

跡

杉
ケ

川
遺

跡

青
野
ダ
ム
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
報
告
香
(
1
)

青
野
ダ
ム
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
報
告
番
(
2
)
本
文
編
・

図
版

縞

相
生

市
・

緑
ケ

丘
窯

赴
群

多
利
遺
跡
群
発
掘
調

査
報

告
多

利
向

山
古

墳
群

対
中

大
垣

内
遺

跡

大
国

山
遺

跡

鷹
取

町
遺

跡

沢
の

浦
古

墳
群

谷
町

筋
遺

跡

淡
路

・
志

知
川

沖
田

南
遺

跡

中
井
古
墳
群
・
中
井
鴨

池
窯

跡
中

後
瀬

遺
跡

中
尾

城
跡

丁
・
柳
ケ
瀬
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
瞥
一
本
文
編
・
図
版

編
一

長
谷

貝
塚

長
尾
・
沖
田
遺
跡
(
I
)

長
賎

遺
跡

発
行

所

兵
庫

県
教

育
委

員
会

兵
庫

県
教

育
委

員
会

兵
庫

県
教

育
委

員
会

兵
庫

県
教

育
委

員
会

兵
庫

県
教

育
委

員
会

兵
庫

県
教

育
委

員
会

兵
庫

県
教

育
委

員
会

兵
庫

県
教

育
委

員
会

兵
庫

県
教

育
委

員
会

兵
庫

県
教

育
委

員
会

兵
庫

県
教

育
委

員
会

兵
庫

県
教

育
委

員
会

兵
庫

県
教

育
委

員
会

兵
庫

県
教

育
委

員
会

兵
庫

県
教

育
委

員
会

兵
庫

県
教

育
委

員
会

兵
庫

県
教

育
委

員
会

兵
庫

県
教

育
委

員
会

兵
庫

県
教

育
委

員
会

兵
庫

県
教

育
委

員
会

兵
庫

県
教

育
委

員
会

兵
庫

県
教

育
委

員
会

兵
庫

県
教

育
委

員
会

兵
庫

県
教

育
委

員
会

兵
庫

県
教

育
委

員
会

兵
庫

県
教

育
委

員
会

兵
庫

県
教

育
委

員
会

兵
庫

県
教

育
委

員
会

兵
庫

県
教

育
委

員
会

兵
庫

県
教

育
委

員
会

兵
庫

県
教

育
委

員
会

兵
庫

県
教

育
委

員
会

兵
庫

県
教

育
委

員
会

兵
庫

県
教

育
委

員
会

兵
庫

県
教

育
委

員
会

兵
庫

県
教

育
委

員
会

兵
庫

県
教

育
委

員
会

兵
庫

県
教

育
委

員
会

兵
庫

県
教

育
委

員
会

兵
庫

県
教

育
委

員
会

兵
庫

県
教

育
委

員
会

兵
庫

県
教

育
委

員
会

兵
庫

県
救

育
委

員
会

書
名

発
行

所

東
武

庫
遺

跡
兵

庫
県

教
育

委
員

会
特

別
史

跡
姫

路
城

跡
Ⅱ

兵
庫

県
教

育
委

員
会

半
田

山
兵

庫
県

教
育

委
員

会
平

野
大

墓
兵

庫
県

教
育

委
員

会
墓

山
古

墳
兵

庫
県

教
育

委
員

会
宝

林
寺

北
遺

跡
兵

庫
県

教
育

委
員

会
北

園
遺

跡
発

掘
調

査
報

告
香

兵
庫

県
教

育
委

員
会

北
青

木
遺

跡
兵

庫
県

教
育

委
員

会
本

庄
町

遺
跡

兵
庫

県
教

育
委

員
会

明
石

城
跡

Ⅱ
兵

庫
県

教
育

委
員

会
明

石
城

武
家

屋
敷

跡
兵

庫
県

教
育

委
員

会
野

村
構

居
跡

兵
庫

県
教

育
委

員
会

有
年

原
・

田
中

遺
跡

発
掘

調
査

報
告

兵
庫

県
教

育
委

員
会

養
久

・
乙

城
山

兵
庫

県
教

育
委

員
会

落
地

遺
跡

兵
庫

県
教

育
委

員
会

寵
子

向
イ

山
兵

庫
県

教
育

委
員

会
龍

野
城

兵
庫

県
教

育
委

員
会

緑
ケ

丘
遺

跡
兵

庫
県

教
育

委
員

会
浪

滝
遺

跡
兵

庫
県

教
育

委
員

会
龍

谷
古

墳
・

宅
原

遺
跡

兵
庫

県
教

育
委

員
会

一
般
国
道
9
号
(
安
来
道
路
)
建
設
予
定
地
内
埋
蔵
文
島
根
県
教
育
委
員
会

化
財
発
掘
調
査
報
告
書
Ⅳ
（
越
峠
遺
跡
・
宮
内
遺
跡
）

一
般
国
道
9
号
安
来
道
路
建
設
予
定
地
内
埋
蔵
文
化
財
島
根
県
教
育
委
員
会

発
掘

調
査

報
告

書
西

地
区

I

一
般

国
道

9
号

松
江

道
路

建
設

予
定

地
内

埋
蔵

文
化

島
根

県
教

育
委

員
会

財
発

掘
調

査
報

告
書

Ⅲ
（

才
ノ

峠
遺

跡
）

古
曽
志
遺
跡
群
発
掘
調
査
報
告
書
一
朝
日
ケ
丘
団
地
造
島
根
県
教
育
委
員
会

成
工

事
に

伴
う

発
掘

調
査

一

国
道
4
3
1
号
線
バ
イ
パ
ス
建
設
予
定
地
内
埋
蔵
文
化
財
発
島
根
県
教
育
委
員
会

掘
調

査
報

告
書

Ⅳ
八

色
谷

古
城

群

志
津
見
ダ
ム
建
股
予
定
地
内
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
l
島
根
県
教
育
委
員
会

板
屋

Ⅱ
遺

跡

石
見
空
港
建
設
予
定
地
内
遺
跡
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
島
根
県
教
育
委
員
会

査
報

告
書

石
台
遺
跡
Ⅱ
一
馬
橋
川
河
川
改
修
に
伴
う
発
掘
調
査
報
島
根
県
教
育
委
員
会

生
一

口 父
ケ
平
遺
跡
・
中
ノ
原
遺
跡
・
タ
タ
ラ
山
第
1
・
第
2
島
根
県
教
育
委
員
会

遺
跡

埋
蔵

文
化

財
発

掘
調

査
報

告
書

Ⅳ
(

図
版

編
）

島
根

県
教

育
委

員
会

埋
蔵

文
化

財
発

掘
調

査
報

告
番

Ⅳ
(

本
文

編
）

島
根

県
教

育
委

員
会

岡
山

大
学

栂
内

遺
跡

調
査

研
究

年
報

1
0

岡
山

大
学

埋
蔵

文
化

；
鹿

田
遺

跡
3

－
第

5
次

調
査

一
岡

山
大

学
埋

蔵
文

化
；

草
戸

千
軒

町
遺

跡
発

掘
調

査
報

告
I

広
島

県
草

戸
千

軒
町

i
広
島
大
学
統
合
移
転
地
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
年
報
Ⅲ
広
島
大
学
統
合
移
転
j

雨
滝

山
奥

1
4

号
墳

寒
川

町
教

育
委

員
会

江
口

貝
壕

1
－

縄
文

中
期

縄
一

鯉
嬢

大
学

渋
血

･
学

郎
号

岡
山
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

岡
山
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所

広
島
大
学
統
合
移
転
地
埋
蔵
文
化
財
調
査
委
員
会

寒
川

町
教

育
委

員
会

鯉
嬢
大
学
渋
文
学
部
考
古
学
研
究
室



書
名

発
行

所
発

行
所

書
名

道
後

城
北

遺
跡

群
Ⅱ

松
山

市
教

育
委

員
会

松
山

市
埋

蔵
文

化
財

調
査

年
報

V
松

山
市

教
育

委
員

会
．

（
財

)
松

山
市

生
涯

学
習

振
興

財
団

和
気

・
堀

江
の

遺
跡

松
山

市
教

育
委

員
会

。
（

財
)

松
山

市
生

涯
学

習
振

興
財

団

影
浦

谷
古

墳
松

山
市

教
育

委
員

会
．

（
財

)
松

山
市

生
涯

学
習

振
興

財
団

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー

古
照

遺
跡

一
第

6
次

調
査

一
松

山
市

教
育

委
員

会
．

（
財

)
松

山
市

生
涯

学
習

振
興

財
団

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー

来
住

廃
寺

遺
跡

松
山

市
教

育
委

員
会

．
（

財
)

松
山

市
生

涯
学

習
振

興

財
団

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー

江
口

貝
塚

第
2

次
・

第
3

次
発

掘
調

査
資

料
1

9
9

0
～

波
方

町
教

育
委

員
会

・
愛

媛
大

学
考

古
学

研
究

室
1
9
9
1

ひ
び

の
き

サ
ウ

ジ
遺

跡
Ⅱ

側
)

高
知

県
文

化
財

団
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

チ
シ

古
城

跡
側

)
高

知
県

文
化

財
団

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー
十

万
遺

跡
Ⅱ

側
)

高
知

県
文

化
財

団
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

岡
豊

城
跡

Ⅱ
一

第
6

次
発

掘
調

査
報

告
書

一
側

)
高

知
県

文
化

財
団

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー

県
史

跡
鹿

持
雅

澄
邸

跡
側

)
高

知
県

文
化

財
団

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー
高

知
県

遺
跡

詳
細

分
布

調
査

概
報

一
土

佐
・

吾
川

ブ
ロ

ッ
高

知
県

教
育

委
員

会
ク

ー

高
知

県
遺

跡
地

図
一

土
佐

・
吾

川
ブ

ロ
ッ

ク
ー

高
知

県
教

育
委

員
会

竹
シ

マ
ツ

遺
跡

・
宮

崎
遺

跡
高

知
県

大
方

町
教

育
委

員
会

大
谷

古
墳

財
団

法
人

高
知

県
文

化
財

団

土
佐

山
田

北
部

遺
跡

群
十

徒
I

l
i

田
町

教
育

委
員

会

足
河

内
遺

跡
・

炭
釜

遺
跡

下
関

市
教

育
委

員
会

九
州

大
学

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
－

九
州

大
学

筑
紫

地
九

州
大

学
春

日
原

地
区

埋
蔵

文
化

財
調

査
室

区
遺
跡
群
一
(
第
1
冊
）

九
州

大
学

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
－

九
州

大
学

筑
紫

地
九

州
大

学
春

日
原

地
区

埋
蔵

文
化

財
調

査
室

区
遺
跡
群
一
(
第
2
冊
）

塩
田

町
文

化
財

調
査

報
告

書
第

7
集

古
文

書
学

習
資

塩
田

町
教

育
委

員
会

料
一

塩
田

町
文

化
財

調
査

報
告

書
第

9
集

古
文

書
学

習
資

塩
田

町
教

育
委

員
会

料
二

吉
浦

神
社

周
辺

遺
跡

調
査

概
報

笹
谷

遺
跡

・
吉

浦
遺

塩
田

町
教

育
委

員
会

跡
B

・
日

千
田

遺
跡

・
大

黒
町

遺
跡

戊
遺

跡
I

三
日

月
町

教
育

委
員

会

沙
子

遺
跡

鎮
西

町
教

育
委

員
会

特
別

史
跡

片
桐

且
元

陣
跡

木
村

重
隆

陣
跡

鎮
西

町
教

育
委

員
会

久
里

双
水

古
墳

確
認

調
査

概
要

報
告

(
2

)
唐

津
市

教
育

委
員

会

山
田

団
六

遺
跡

(
I

)
唐

津
市

教
育

委
員

会

枝
去

木
山

中
遺

跡
唐

津
市

教
育

委
員

会

十
蓮

Ⅱ
遺

跡
唐

津
市

教
育

委
員

会

菅
牟

田
西

山
遺

跡
(

I
)

唐
津

市
教

育
委

員
会

千
々

賀
古

園
遺

跡
唐

津
市

教
育

委
員

会

竹
木

場
前

田
遺

跡
(

I
)

唐
津

市
教

育
委

員
会

中
尾

ニ
ツ

枝
(

1
)

唐
津

市
教

育
委

員
会

唐
ノ

川
遺

跡
群

唐
ノ

川
高

峰
遺

跡
(

I
)

唐
津

市
教

育
委

員
会

唐
ノ

川
遺

跡
群

唐
ノ

川
西

ノ
吹

遺
跡

唐
津

市
教

育
委

員
会

唐
津

市
内

遺
跡

確
認

調
査

(
8

)
唐

津
市

教
育

委
員

会

唐
津

市
内

遺
跡

確
認

調
査

(
5

)
唐

津
市

教
育

委
員

会

唐
津

市
内

遺
跡

確
認

調
査

(
6

)
唐

津
市

教
育

委
員

会
日

ノ
出

松
遺

跡
唐

津
市

教
育

委
員

会

湊
松

本
遺

跡
(

I
)

唐
津

市
教

育
委

員
会

宇
宿

小
学

校
遺

跡
熊

本
大

学
文

学
部

考
古

学
研

究
室

高
島

古
墳

群
一

熊
本

県
八

代
市

高
島

町
高

島
山

所
在

の
八

代
市

教
育

委
員

会

遺
跡

調
査

一

ボ
ウ
ガ
キ
遺
跡
一
大
分
県
中
津
市
所
在
縄
文
集
落
調
査
三
保
の
文
化
財
を
守
る
会
・
中
津
市
教
育
i

報
告

書
一

下
郡

遺
跡

群
大

分
市

教
育

委
員

会

中
津

城
跡

(
二

の
丸

）
・

相
原

廃
寺

V
中

津
市

教
育

委
員

会
藩

校
進

惰
館

跡
・

相
原

廃
寺

Ⅳ
．

中
原

遺
跡

中
津

市
教

育
委

員
会

九
日

田
遺

跡
姶

良
郡

牧
園

町
教

育
委

員
会

カ
メ

コ
遺

跡
伊

仙
町

教
育

委
員

会

志
布

志
リ

ゾ
ー

ト
開

発
事

業
に

伴
う

埋
蔵

文
化

財
発

掘
夏

井
土

光
遺

跡
発

掘
調

査
会

調
査

報
告

書
夏

井
土

光
遺

跡

牟
礼

ケ
城

跡
金

峰
町

教
育

委
員

会

橋
牟

礼
川

遺
跡

、
指

宿
市

教
育

委
員

会
橋

牟
礼

川
遺

跡
Ⅳ

指
宿

市
教

育
委

員
会

橋
牟

礼
川

遺
跡

V
指

宿
市

教
育

委
員

会
南

摺
ケ

浜
遺

跡
K

南
摺

ケ
浜

土
壌

墓
群

）
指

宿
市

教
育

委
員

会
南

摺
ケ

浜
遺

跡
Ⅱ

指
宿

市
教

育
委

員
会

鹿
児

島
サ

ン
・

オ
ー

シ
ャ

ン
・

リ
ゾ

ー
ト

埋
蔵

文
化

財
鹿

児
島

県
教

育
委

員
会

分
布
調
査
報
告
書
(
I
)

歴
史

の
道

調
査

報
告

瞥
第

一
集

出
水

筋
鹿

児
島

県
教

育
委

員
会

北
薩
・
伊
佐
地
区
埋
蔵
文
化
財
分
布
調
査
報
告
書
(
Ⅱ
）
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会

県
営

畑
地

帯
総

合
土

地
改

良
事

業
曾

於
東

部
二

期
地

区
鹿

児
島

県
曾

於
郡

志
布

志
町

教
育

委
員

会
賜

り
府

上
工

区
)

に
伴

う
埋

蔵
文

化
財

確
認

調
査

報
告

書

下
田

遺
跡

志
布
志
町
立
志
布
志
中
学
校
屋
内
運
動
場
改
築
事
業
に
鹿
児
島
県
曾
於
郡
志
布
志
町
教
育
委
員
会

伴
う

埋
蔵

文
化

財
発

掘
調

査
報

告
書

星
塚

遺
跡

鹿
児

島
県

立
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

竹
牟

礼
遺

跡
鹿

児
島

県
立

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー
中

里
遺

跡
鹿

児
島

県
立

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー

消
水

城
跡

鹿
児

島
市

教
育

委
員

会
谷

山
菊

池
城

跡
一

墓
地

公
園

建
設

計
画

に
伴

う
緊

急
発

鹿
児

島
市

教
育

委
員

会

掘
調

査
報

告
書

一

平
成
5
年
度
鹿
児
島
大
学

工
学
部
フ
ア
カ
ル
テ
イ
・
デ
イ
鹿
児
島
大
学
工
学
部

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
委
員
会
報
告
書
(
平
成
6
年
3
月
）

南
別

府
城

跡
一

城
山

遺
跡

一
知

覧
町

教
育

委
員

会
床

並
B

遺
跡

入
来

町
教

育
委

員
会

三
保

の
文

化
財

を
守

る
会

・
中

津
市

教
育

委
員

会

吻 弓

＄



I

受
贈

図
書
目
録
(
1
9
9
4
年
4
月
1
日
～
1
9
9
5
年
1
月
2
0
日
）

書
名

発
行

所
書

名
発

行
所

い い
単

行
書

日
女

道
か

静
み

昭
和

の
大

修
理

3
0

周
年

記
念

誌

荒
神

谷
遺

跡
と

環
日

本
海

(
東

海
）

荒
神

谷
遺

跡
を

た

ず
ね

て

大
阪
文
化
財
セ
ン
タ
ー
研
究
助
成
報
告
書
一
研
究
更
更
財
団
法
人
大
阪
文
化
財
セ
ン
タ
ー

V
o
l
.
1

大
阪
文
化
財
研
究
-
2
0
周
年
記
念
増
刊
号
一
財
団
法
人
大
阪
文
化
財
セ
ン
タ
ー

側
)
八
尾
市
文
化
財
調
査
研
究
会
事
業
報
告
平
成
5
財
団
法
人
八
尾
市
文
化
財
調
査
研
究
会

年
度

下
田

遺
跡

発
掘

調
査

財
団

法
人

大
阪

府
埋

蔵
文

化
財

協
会

大
阪

府
埋

蔵
文

化
財

協
会

研
究

紀
要

2
財

団
法

人
大

阪
府

埋
蔵

文
化

財
協

会
ひ

ら
か

た
文

化
財

だ
よ

り
第

1
9

,
2

0
号

財
団

法
人

枚
方

市
文

化
財

研
究

調
査

会
枚
方
市
文
化
財
年
報
1
3
(
1
9
9
1
年
度
分
）
財
団
法
人
枚
方
市
文
化
財
研
究
調
査
会

昭
和

6
3

年
度

神
戸

市
埋

蔵
文

化
財

年
報

神
戸

市
教

育
委

員
会

平
成

3
年

度
神

戸
市

埋
蔵

文
化

財
年

報
神

戸
市

教
育

委
員

会
平

成
4

年
度

遺
跡

現
地

説
明

会
資

料
神

戸
市

教
育

委
員

会
城

郭
研

究
室

年
報

V
o

l
.

3
1

9
9

3
姫

路
市

立
城

郭
研

究
室

兵
庫
県
埋
蔵
文
化
財
情
報
ひ
ょ
う
ご
の
遺
跡
1
5
～
兵
庫
県
教
育
委
員
会
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

1
7
号

文
化

財
畢

報
第

十
一

集
奈

良
大

学
文

学
部

文
化

財
学

科
む
か
し
む
か
し
の
そ
の
む
か
し
～
益
田
市
上
久
々
茂
土
島
根
県
教
育
委
員
会

居
跡

・
大

峠
遺

跡
の

発
掘

調
査

か
ら

～

島
根
県
教
育
庁
文
化
課
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
年
島
根
県
教
育
委
員
会

報
Ⅱ

平
成

5
年

度

島
根
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
4
～
島
根
県
教
育
庁
文
化
課
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

9
号

古
代

文
化

研
究

第
2

号
島

根
県

古
代

文
化

セ
ン

タ
ー

岡
山
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
報
第
1
1
号
岡
山
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

蒜
山

研
究

所
研

究
報

告
第

1
9

号
岡

山
理

科
大

学
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
第
1
7
～
2
1
号
広
島
県
立
歴
史
博
物
館

年
報
第
1
5
号
一
平
成
5
(
1
9
9
3
)
年
度
一
広
島
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
・
広
島
県
立
み
よ
し
風

土
記

の
丘

歴
風

ニ
ュ

ー
ス

第
9

,
1

0
号

広
島

県
立

歴
史

民
俗

資
料

館
・

広
島

県
立

み
よ

し
風

土
記

の
丘

梅
光
女
学
院
大
学
地
域
文
化
研
究
所
通
信
N
q
1
9
梅
光
女
学
院
大
学
地
域
文
化
研
究
所

松
山
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
年
報
Ⅵ
平
成
5
年
度
松
山
市
教
育
委
員
会
・
財
団
法
人
松
山
市
生
涯
学
習

振
興

財
団

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー

九
州

文
化

史
研

究
所

紀
要

第
三

十
九

号
九

州
大

学
文

学
部

九
州

文
化

史
研

究
施

設
春

日
市

埋
蔵

文
化

財
年

報
1

平
成

4
年

度
春

日
市

教
育

委
員

会

u
s
m
N
o
2
8
～
3
4
大
分
県
立
宇
佐
風
土
記
の
丘
歴
大
分
県
立
宇
佐
風
土
記
の
丘
歴
史
民
俗
資
料
館

史
民

俗
資

料
館

ニ
ュ

ー
ス

宇
佐
風
土
記
の
丘
歴
史
民
俗
資
料
館
年
報
1
9
9
1
大
分
県
立
宇
佐
風
土
記
の
丘
歴
史
民
俗
資
料
館

宇
佐
風
土
記
の
丘
歴
史
民
俗
資
料
館
年
報
1
9
9
2
大
分
県
立
宇
佐
風
土
記
の
丘
歴
史
民
俗
資
料
館

宇
佐
風
土
記
の
丘
歴
史
民
俗
資
料
館
年
報
1
9
9
3
大
分
県
立
宇
佐
風
土
記
の
丘
歴
史
民
俗
資
料
館

F
u

n
a

i
府

内
及

び
大

友
氏

関
係

遺
跡

総
合

調
査

大
分

市
歴

史
資

料
館

研
究

年
報

Ⅱ

大
分

市
歴

史
資

料
館

ニ
ュ

ー
ス

N
q

2
4

～
2

7
大

分
市

歴
史

資
料

館
大

分
市

歴
史

資
料

館
年

報
1

9
9

3
年

度
大

分
市

歴
史

資
料

館
大

分
市

歴
史

資
料

館
年

報
(

平
成

5
年

度
）

大
分

市
歴

史
資

料
館

古
代
を
探
る
’
9
4
歴
史
の
ふ
る
さ
と
県
民
セ
ミ
ナ
ー
鹿
児
島
県
立
蝿
菌
文
化
財
セ
ン
タ
ー

日
本

城
郭

研
究

セ
ン

タ
ー

島
根

県
斐

川
町

逐
次

刊
行

物

釧
路

市
立

博
物

館
紀

要
第

1
8

輯
釧

路
市

立
博

物
館

釧
路

市
立

博
物

館
報

N
q

3
4

4
.

3
4

5
釧

路
市

立
博

物
館

調
査

年
報

6
平

成
5

年
度

財
団

法
人

北
海

道
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

紀
要

B
Y

(
財

）
岩

手
県

文
化

振
興

事
業

団
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

研
究

ノ
ー

ト
3

号
側

)
茨

城
県

教
育

財
団

年
報

1
3

平
成

5
年

度
（

財
)

茨
城

県
教

育
財

団

歴
史

人
類

第
2

2
号

筑
波

大
学

歴
史

・
人

類
学

系

研
究

紀
要

第
2

号
（

財
)

栃
木

県
文

化
振

興
事

業
団

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー
年

報
第

4
号

(
平

成
6

年
度

）
（

財
)

栃
木

県
文

化
振

興
事

業
団

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー

調
査

研
究

報
告

第
7

号
埼

玉
県

立
さ

き
た

ま
資

料
館

き
み

さ
ら

づ
一

第
4

，
5

号
一

側
)

君
津

郡
市

文
化

財
セ

ン
タ

ー

君
津

郡
市

文
化

財
セ

ン
タ

ー
研

究
紀

要
Ⅵ

側
)

君
津

郡
市

文
化

財
セ

ン
タ

ー

君
津
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
年
報
N
o
l
l
-
平
成
4
年
度
-
(
財
)
君
津
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー

ふ
く

い
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
N

q
2

5
,

2
6

福
井

県
立

博
物

館
岐

阜
市

歴
史

博
物

館
研

究
紀

要
第

6
号

岐
阜

市
歴

史
博

物
館

岐
阜

市
歴

史
博

物
館

年
報

N
o

8
平

成
5

年
度

岐
阜

市
歴

史
博

物
館

博
物

館
だ

よ
り

N
q

2
7

～
2

9
岐

阜
市

歴
史

博
物

館

名
古

屋
市

博
物

館
研

究
紀

要
第

1
7

巻
名

古
屋

市
博

物
館

名
古

屋
市

博
物

館
だ

よ
り

9
7

～
1

0
2

名
古

屋
市

博
物

館

三
重

県
埋

文
セ

ン
タ

ー
通

信
み

え
N

q
1

3
,

1
4

三
重

県
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

第
3

回
三

重
県

埋
蔵

文
化

財
発

掘
調

査
速

報
展

’
9

3
発

三
重

県
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

掘
三

重

滋
賀

埋
文

ニ
ュ

ー
ス

第
1

6
9

～
1

7
6

号
滋

賀
県

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー

京
都

府
埋

蔵
文

化
財

情
報

第
5

1
号

財
団

法
人

京
都

府
埋

蔵
文

化
財

調
査

研
究

セ
ン

タ
ー

京
都

府
埋

蔵
文

化
財

情
報

第
5

2
号

財
団

法
人

京
都

府
埋

蔵
文

化
財

調
査

研
究

セ
ン

タ
ー

京
都

府
埋

蔵
文

化
財

情
報

第
5

3
号

財
団

法
人

京
都

府
埋

蔵
文

化
財

調
査

研
究

セ
ン

タ
ー

京
都

府
埋

蔵
文

化
財

情
報

第
5

4
号

財
団

法
人

京
都

府
埋

蔵
文

化
財

調
査

研
究

セ
ン

タ
ー

大
阪

市
文

化
財

情
報

葦
火

4
9

～
5

3
号

側
)

大
阪

市
文

化
財

協
会

大
阪

市
文

化
財

情
報

葦
火

5
0

号
別

冊
創

刊
号

～
5

0
側

)
大

阪
市

文
化

財
協

会
号

総
目

次

高
槻

市
文

化
財

年
報

平
成

4
年

度
高

槻
市

教
育

委
員

会
側
)
大
阪
文
化
財
セ
ン
タ
ー
設
立
2
0
周
年
記
念
公
開
シ
財
団
法
人
大
阪
文
化
財
セ
ン
タ
ー

ン
ポ

ジ
ウ

ム
み

る
き

く
ふ

れ
る

原
始

・
古

代
の

コ
メ

作
り

農
耕

の
捜

構
と

ま
つ

り



u
n

w

書
名

埋
文

だ
よ

り
第

6
号

鹿
児
島
大
学
南
西
地
域
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
報
告

南
西
地
域
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
報
告
第
5
2
号

沖
縄
県
立
博
物
館
紀
要
第
2
0
号

沖
縄
県
立
博
物
館
年
報
N
o
2
7

読
谷
村
立
歴
史
民
俗
資
料
館
紀
要
第
1
8
,
1
9
号

発
行

所

鹿
児

島
県

立
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

N
q
5
3
南
西
地
域
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー

南
西

地
域

研
究

資
料

セ
ン

タ
ー

沖
縄

県
立

博
物

館

沖
縄

県
立

博
物

館

読
谷

村
立

歴
史

民
俗

資
料

館

図
録

・
目

録

釧
路
市
立
博
物
館
収
蔵
資
料
目
録
(
Ⅳ
)
歴
史
資
料
目
録
釧
路
市
立
博
物
館

(
4
)
一
生
活
資
料
一

古
代
オ
リ
エ
ン
ト
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
暮
ら
し
の
考
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
博
物
館

古
学

展

三
重
県
の
祭
記
遺
跡
一
ま
つ
り
の
か
た
ち
さ
ま
ざ
ま
一
斎
宮
歴
史
博
物
館
・
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

図
録
農
耕
の
技
術
と
ま
つ
り
池
島
・
福
万
寺
遺
跡
財
団
法
人
大
阪
文
化
財
セ
ン
タ
ー

の
調

査
か

ら

第
9
回
泉
州
の
遺
跡
展
一
平
成
5
年
度
発
掘
調
査
成
財
団
法
人
大
阪
府
埋
蔵
文
化
財
協
会

果
・
堺
市
下
田
遺
跡
の
銅
鐸
と
木
製
品
一

企
画

展
示

古
代

人
と

動
物

神
戸

市
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

開
館
5
周
年
記
念
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
新
収
蔵
資
料
展
広
島
県
立
歴
史
博
物
館

開
館
五
周
年
記
念
・
春
の
特
別
企
画
展
日
本
琴
始
め
広
島
県
立
歴
史
博
物
館

一
福

山
琴

へ
の

流
れ

－

日
本
の
な
か
の
ア
ジ
ア
文
化
一
漢
字
・
南
画
・
仏
像
一
広
島
県
立
歴
史
博
物
館

開
館
5
周
年
記
念
◆

秋
の

特
別

企
画

展

歴
史
部
門
展
福
山
藩
の
教
育
と
文
化
一
江
戸
時
代
後
広
島
県
立
歴
史
博
物
館

期
を

中
心

に
－

古
墳

と
大

陸
文

化
広

島
県

立
歴

史
民

俗
資

料
館

第
1

2
回

特
別

展
豊

後
の

博
学

後
藤

碩
田

大
分

市
歴

史
資

料
館

調
査

報
告

書

越
中
畑
Ⅳ
．
越
中
畑
V
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
東
北
側
)
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

横
断
自
動
車
道
秋
田
線
建
設
関
連
遺
跡
発
掘
調
査

観
音
館
跡
発
掘
調
査
報
告
書
東
北
横
断
自
動
車
道
秋
側
)
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

田
線

建
設

関
連

遺
跡

発
掘

調
査

岩
手
県
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
略
報
(
平
成
5
年
度
分
）
側
)
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

新
山
権
現
社
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
一
般
県
道
長
坂
側
)
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

束
稲
前
沢
線
箱
石
橋
橋
梁
整
備
事
業
関
連
遺
跡
発
掘
調
査

千
手
堂
・
羽
黒
山
麓
I
．
Ⅱ
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
東
側
)
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

北
横
断
自
動
車
道
秋
田
線
建
設
関
連
遺
跡
発
掘
調
査

塚
野
I
・
塚
野
Ⅱ
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
東
北
横
断
側
)
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

自
動
車
道
秋
田
線
建
設
関
連
遺
跡
発
掘
調
査

煤
孫
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
香
東
北
横
断
自
動
車
道
秋
側
)
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

田
線

建
設

関
連

遺
跡

発
掘

調
査

白
木
野
i
n
Ⅲ
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
東
北
横
側
)
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

断
自
動
車
道
秋
田
線
建
設
関
連
遺
跡
発
掘
調
査

元
袋

遺
跡

一
第

2
次

発
掘

調
査

報
告

書
一

仙
台

市
教

育
委

員
会

昭
和

北
遺

跡
一

発
掘

調
査

報
告

番
一

仙
台

市
教

育
委

員
会

書
名

発
行

所

仙
台

東
郊

条
里

跡
発

掘
調

査
報

告
書

仙
台

市
教

育
委

員
会

富
沢
・
泉
崎
浦
・
山
口
遺
跡
（
7
）
－
富
沢
遺
跡
第
8
7
次
仙
台
市
教
育
委
員
会

発
掘

調
査

報
告

書
一

茨
城

県
自

然
博

物
館

(
仮

称
)

建
設

用
地

内
埋

蔵
文

化
財

側
)

茨
城

県
教

育
財

団

調
査

報
告

書
Ⅱ

高
崎

貝
塚

伊
奈
．
谷
和
原
丘
陵
部
特
定
土
地
区
画
整
備
事
業
地
内
茨
城
県
．
（
財
)
茨
城
県
教
育
財
団

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
書

l
西

ノ
脇

遺
跡

・
前

田
村

遺
跡

一
般
県
道
谷
田
部
藤
代
線
道
路
改
良
工
事
地
内
埋
蔵
文
茨
城
県
．
（
財
)
茨
城
県
教
育
財
団

化
財

調
査

報
告

書
日

枝
西

遺
跡

・
上

岩
崎

南
遺

跡

岩
井
幸
田
工
業
団
地
造
成
事
業
地
内
埋
蔵
文
化
財
調
査
茨
城
県
。
（
財
)
茨
城
県
教
育
財
団

報
告

書
姥

ケ
谷

津
遺

跡
・

南
開

遺
跡

阪
称
)
上
高
津
団
地
建
設
事
業
地
内
埋
蔵
文
化
財
調
査
茨
城
県
住
宅
供
給
公
社
．
（
財
)
茨
城
県
教
育
財
団

報
告

書
寄

居
遺

跡
・

う
ぐ

い
す

平
遺

跡

牛
久
北
部
特
定
土
地
区
画
整
備
事
業
地
内
埋
蔵
文
化
財
住
宅
・
都
市
整
備
公
団
つ
く
ば
開
発
局
．
（
財
)
茨
城

調
査

報
告

書
(

Ⅱ
）

中
久

喜
遺

跡
県

教
育

財
団

土
浦
北
工
業
団
地
造
成
地
内
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
Ⅱ
住
宅
・
都
市
整
備
公
団
つ
く
ば
開
発
局
。
（
財
)
茨
城

原
田

北
遺

跡
Ⅱ

.
西

原
遺

跡
県

教
育

財
団

国
指

定
史

跡
上

高
津

貝
塚

A
地

点
一

史
跡

整
備

事
業

土
浦

市
教

育
委

員
会

に
伴

う
発

掘
調

査
報

告
書

一

一
千
葉
県
富
津
市
一
飯
野
陣
屋
二
の
丸
跡
一
富
津
市
下
岩
漂
正
道
．
（
財
)
君
津
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー

飯
野

宅
地

造
成

に
伴

う
埋

蔵
文

化
財

調
査

一

一
千

葉
県

君
津

市
一

郡
条

里
遺

跡
Ⅲ

君
津

市
．

（
財

)
君

津
郡

市
文

化
財

セ
ン

タ
ー

下
総

国
分

寺
跡

平
成

元
～

5
年

度
発

掘
調

査
報

告
書

市
立

市
川

考
古

博
物

館
一

千
葉

県
君

津
市

一
戸

崎
城

山
遺

跡
c

地
点

小
野

明
．

（
財

)
君

津
郡

市
文

化
財

セ
ン

タ
ー

一
千

葉
県

富
津

市
一

横
峰

遺
跡

千
葉

県
木

更
津

土
地

改
良

事
務

所
．

（
財

)
君

津
郡

市
文

化
財

セ
ン

タ
ー

一
千

葉
県

富
津

市
一

上
北

原
古

墳
千

葉
県

木
更

津
土

地
改

良
事

務
所

.
（

財
)

君
津

郡
市

文
化

財
セ

ン
タ

ー

一
千
葉
県
袖
ヶ
浦
市
一
美
生
遺
跡
群
’
第
1
地
点
東
京
湾
観
光
株
式
会
社
．
（
財
)
君
津
郡
市
文
化
財
セ

ン
タ

ー

一
千
葉
県
木
更
津
市
一
林
遺
跡
Ⅱ
道
路
改
良
工
事
(
市
木
更
津
市
。
（
財
)
君
津
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー

道
1
4
5
号
線
)
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
Ⅲ

千
葉
県
君
津
市
外
箕
輪
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
有
限
会
社
君
津
日
の
丸
．
（
財
)
君
津
郡
市
文
化
財

セ
ン

タ
ー

一
千

葉
県

袖
ケ

浦
市

一
下

向
山

遺
跡

有
限

会
社

芝
崎

．
（

財
)

君
津

郡
市

文
化

財
セ

ン
タ

ー

畝
傍
陵
墓
参
考
地
石
室
内
現
況
調
査
報
告
平
成
四
年
宮
内
庁
書
陵
部
陵
墓
課

度
陵

墓
関

係
調

査
概

要

県
道
上
粕
屋
厚
木
線
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
伴
一
般
県
道
上
粕
屋
厚
木
線
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
団

う
埋

蔵
文

化
財

発
掘

調
査

伊
勢

原
市

N
q

1
4

遺
跡

伊

勢
原
市
N
o
1
6
0
遺
跡

神
奈

川
県

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
3

6
神

奈
川

県
教

育
委

員
会

神
奈
川
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
2
1
宮
神
奈
川
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

ケ
瀬
遺
跡
群
Ⅳ
北
原
(
N
o
9
)
遺
跡
(
2
)
北
原
(
N
o
l
l
)
遺

跡
宮

ケ
瀬

ダ
ム

建
設

に
と

も
な

う
調

査



い も

香
名

神
奈

川
県

伊
勢

原
市

八
幡
谷
戸
遺
跡

海
老
名
本
郷
(
Ⅸ
）

海
老
名
本
郷
(
皿
）

阿
弥
陀
堂
遺
跡
・
深
作
裏
垣
内
遺
跡

陰
地

遺
跡

荒
城

神
社

遺
跡

諏
訪

洞
砦

跡

尾
崎

遺
跡

伊
勢

寺
廃

寺
・

下
川

遺
跡

ほ
か

一
般
国
道
2
3
号
中
勢
道
路
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

概
報
Ⅵ

一
般
国
道
2
3
号
中
勢
道
路
(
9
工
区
)
道
路
建
設
事
業
に

伴
う
松
ノ
木
遺
跡
・
森
山
東
遺
跡
・
太
田
遺
跡
発
掘
調

査
報

告

一
般
国
道
4
2
号
松
阪
・
多
気
バ
イ
パ
ス
埋
蔵
文
化
財

発
掘

調
査

概
報

Ⅳ

山
城

遺
跡

・
北

瀬
古

遺
跡

名
賀

郡
青

山
町

勝
地

～
妙

楽
地

川
南

D
遺

跡
・

勝
地

中
世

墓
群

発
掘

調
査

報
告

一
般
国
道
1
6
1
号
(
湖
北
バ
イ
パ
ス
)
建
設
に
伴
う
今
津
町

内
遺

跡
発

掘
調

査
報

告
書

高
田

館
遺

跡

一
般
国
道
1
6
1
号
(
高
島
バ
イ
パ
ス
)
建
設
に
伴
う
新
旭
町

内
遺

跡
発

掘
調

査
報

告
書

V
針

江
川

北
(

Ⅱ
)

遺
跡

・

吉
武

城
遺

跡

瀬
田

川
波

深
工

事
他

関
連

埋
蔵

文
化

財
発

掘
調

査
報

告

番
I

蟹
谷

遺
跡

・
石

山
遺

跡

上
町

台
地

の
遺

跡
一

大
阪

市
天

王
寺

区
清

水
谷

町
の

調

査
一

大
坂
城
下
町
跡
I
一

扶
桑

道
修

町
ピ

ル
建

設
工

事
に

伴

う
発

掘
調

査
一

大
阪
市
平
野
区
長
原
・

瓜
破

遺
跡

発
掘

調
査

報
告

Ⅳ

-
1
9
8
4
年
度
大
阪
市
長
吉
瓜
破
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
施

行
に

伴
う

発
掘

調
査

報
告

書

鴫
上
遺
跡
群
1
8

図
録

大
坂

城
跡

の
調

査
3

若
江
遺
跡
第
4
4
次
発
掘
調
査
報
告

西
ノ
辻
遺
跡
第
3
5
次
発
掘
調
査
報
告

西
ノ
辻
遺
跡
第
3
6
次
発
掘
調
査
報
告

東
大
阪
市
下
水
道
事
業

関
係

発
掘

調
査

概
要

報
告

-
1
9
9
2
年
度
一

八
尾

市
埋

蔵
文

化
財

発
掘

調
査

報
告

I
田

井
中

遺
跡

徳
紀
遺
跡
）
Ⅱ
八
尾
南
遺
跡
(
第
1
0
次
調
査
)
Ⅲ
東
弓
削

遺
跡
(
第
3
次
調
査
）

八
尾

市
埋

蔵
文

化
財

発
掘

調
査

報
告

Ⅲ
I

久
宝

寺
遺

跡
(
第
4
次
調
査
)
Ⅱ
小
阪
合
遺
跡
(
第
1
9
次
調
査
)
Ⅲ
小

阪
合
遺
跡
(
第
2
0
次
調
査
)
Ⅳ
東
郷
遺
跡
(
第
3
3
次
調
査
）

発
行

所

八
幡

谷
戸

遺
跡

調
査

団

富
士

ゼ
ロ

ッ
ク

ス
株

式
会

社
・

本
郷

遺
跡

調
査

団

富
士

ゼ
ロ

ッ
ク

ス
株

式
会

社
・

本
郷

遺
跡

調
査

団

財
団

法
人

岐
阜

県
文

化
財

保
護

セ
ン

タ
ー

財
団

法
人

岐
阜

県
文

化
財

保
護

セ
ン

タ
ー

財
団

法
人

岐
阜

県
文

化
財

保
護

セ
ン

タ
ー

財
団

法
人

岐
阜

県
文

化
財

保
護

セ
ン

タ
ー

財
団

法
人

岐
阜

県
文

化
財

保
護

セ
ン

タ
ー

三
重

県
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

三
重

県
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

三
重

県
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

三
重

県
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

三
重

県
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

三
重

県
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

滋
賀
県
教
育
委
員
会
・
(
財
)
滋
賀
県
文
ｲ
耐
保
護
協
会

滋
賀
県
教
育
委
員
会
・
(
財
)
滋
賀
県
文
ｲ
耐
保
護
協
会

滋
賀
県
教
育
委
員
会
・
(
財
)
滋
賀
県
文
ｲ
耐
保
護
協
会

側
)

大
阪

市
文

化
財

協
会

側
)

大
阪

市
文

化
財

協
会

側
)

大
阪

市
文

化
財

協
会

高
槻

市
教

育
委

員
会

財
団

法
人

大
阪

文
化

財
セ

ン
タ

ー

財
団

法
人

東
大

阪
市

文
化

財
協

会

財
団

法
人

東
大

阪
市

文
化

財
協

会

財
団

法
人

東
大

阪
市

文
化

財
協

会

財
団

法
人

東
大

阪
市

文
化

財
協

会

財
団

法
人

八
尾

市
文

化
財

調
査

研
究

会

財
団

法
人

八
尾

市
文

化
財

調
査

研
究

会

書
名

発
行

所

V
東
郷
遺
跡
(
第
3
5
次
調
査
)
Ⅵ
八
尾
南
遺
跡
(
第
7
次
調

査） 三
ケ
山
西
遺
跡
Ⅱ
主
要
地
方
道
枚
方
・
富
田
林
・
泉
財
団
法
人
大
阪
府
埋
蔵
文
化
財
協
会

佐
野
線
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
報
告
書

主
要
地
方
道
岸
和
田
・
牛
滝
山
・
貝
塚
線
建
設
に
伴
う
財
団
法
人
大
阪
府
埋
蔵
文
化
財
協
会

芝
ノ

垣
外

遺
跡

Ⅱ
一

発
掘

調
査
報
告
書
－

上
フ
ジ
遺
跡
m
・
三
田
古
墳
都
市
計
画
道
路
泉
州
山
財
団
法
人
大
阪
府
埋
蔵
文
化
財
協
会

手
線

建
設

に
伴

う
発

掘
調

査
報
告
書

男
里
遺
跡
都
市
計
画
道
路
樽
井
男
里
線
建
設
に
伴
う
財
団
法
人
大
阪
府
埋
蔵
文
化
財
協
会

発
掘

調
査

報
告

書

池
田
寺
遺
跡
Ⅳ
近
畿
自
動
車
道
松
原
海
南
線
・
都
市
大
阪
府
教
育
委
員
会
・
財
団
法
人
大
阪
府
埋
蔵
文
化

計
画
道
路
泉
州
山
手
線
・
和
泉
中
央
丘
陵
新
住
宅
市
街
財
協
会

地
開

発
事

業
に

伴
う

発
掘

調
査

報
告

書

野々
井
遺
跡
近
畿
自
動
車
道
松
原
す
さ
み
線
建
股
に
大
阪
府
教
育
委
員
会
・
財
団
法
人
大
阪
府
埋
蔵
文
化

伴
う

発
掘

調
査

報
告

瞥
財

協
会

野々
井
西
遺
跡
・
O
N
2
3
1
号
窯
跡
近
畿
自
動
車
道
松
大
阪
府
教
育
委
員
会
・
財
団
法
人
大
阪
府
埋
蔵
文
化

原
す

さ
み

線
建

設
に

伴
う

発
掘

調
査

報
告

書
財

協
会

神
並
遺
跡
皿
一
第
二
阪
奈
有
料
道
路
建
設
に
伴
う
神
並
東
大
阪
市
教
育
委
員
会
・
財
団
法
人
東
大
阪
市
文

遺
跡

第
1

3
次

発
掘

調
査

概
要

報
告

書
一

化
財

協
会

西
ノ
辻
遺
跡
第
2
3
次
発
掘
調
査
報
告
東
大
阪
市
教
育
委
員
会
・
財
団
法
人
東
大
阪
市
文

化
財

協
会

高
塚

山
古

墳
群

発
掘

調
査

概
要

神
戸

市
教

育
委

員
会

出
合

遺
跡

第
2

7
次

発
掘

調
査

報
告

書
神

戸
市

教
育

委
員

会
神
戸
市
垂
水
区
垂
水
・
日
向
遺
跡
第
1
.
3
,
4
神
戸
市
教
育
委
員
会
・
財
団
法
人
神
戸
市
ス
ポ
ー

次
調

査
(

日
向

地
区

・
陸

ノ
町

地
区

）
ツ

教
育

公
社

神
戸
市
兵
庫
区
大
開
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
誓
神
戸
市
教
育
委
員
会
・
財
団
法
人
神
戸
市
ス
ポ
ー

ツ
教

育
公

社

氷
上
郡
埋
蔵
文
化
財
分
布
調
査
報
告
書
(
1
)
兵
庫
県
兵
庫
県
氷
上
郡
教
育
委
員
会
・
奈
良
大
学
文
学
部
考

氷
上

郡
市

島
町

古
学

研
究

室

百
塚

第
一

遺
跡

鳥
取

県
西

伯
郡

淀
江

町
教

育
委

員
会

福
岡

谷
ノ

上
遺

跡
発

掘
調

査
報

告
書

鳥
取

県
西

伯
郡

淀
江

町
教

育
委

員
会

今
津

岸
の

上
遺

跡
発

掘
調

査
報

告
書

鳥
取

県
淀

江
町

教
育

委
員

会
今

津
岸

の
上

遺
跡

発
掘

調
査

報
告

書
Ⅱ

鳥
取

県
淀

江
町

教
育

委
員

会
小

波
原

畑
遺

跡
発

掘
調

査
報

告
書

鳥
取

県
淀

江
町

教
育

委
員

会
大
下
畑
遺
跡
・
小
波
原
畑
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
鳥
取
県
淀
江
町
教
育
委
員
会

北
尾

宮
廻

遺
跡

発
掘

調
査

報
告

書
鳥

取
県

淀
江

町
教

育
委

員
会

淀
江

町
内

遺
跡

発
掘

調
査

報
告

書
Ⅳ

鳥
取

県
淀

江
町

教
育

委
員

会
百
塚
遺
跡
群
Ⅲ
小
波
林
ノ
奥
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
淀
江
町
教
育
委
員
会

益
田
市
上
久
々
茂
土
居
跡
遺
跡
出
土
鉄
津
・
鉄
釘
の
金
島
根
県
教
育
委
員
会

属
学

的
調

査

斐
伊
川
放
水
路
建
設
予
定
地
内
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
島
根
県
教
育
委
員
会

報
告

書
I

三
田

谷
Ⅱ

遺
跡

・
上

沢
I

遺
跡

上
久々

茂
土
居
跡
・
大
峠
遺
跡
一
一
般
国
道
1
9
1
号
改
島
根
県
教
育
委
員
会
・
建
股
省
浜
田
工
事
事
務
所

築
に

伴
う

埋
蔵

文
化

財
発

掘
調

査
報

告
書

一

津
島
岡
大
遺
跡
4
－
第
5
次
調
査
一
(
大
学
院
自
然
岡
山
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

科
学
研
究
科
棟
新
営
予
定
地
）



掛

沓
名

草
戸
千
軒
町
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
Ⅱ
北
部
地
域
南
半

部
の

調
査

江
口
貝
塚
Ⅱ
一
縄
文
後
晩
期
編
一

愛
媛
県
松
山
市
葉
佐
池
古
墳
一
木
棺
が
の
こ
さ
れ
た
横

穴
式

石
室

の
調

査
一

古
照
遺
跡
一
第
7
次
調
査
一

斎
院

の
遺

跡
北

斎
院

地
内

上
野

遺
跡

斎
院

烏
山

石
井
幼
稚
園
遺
跡
南
中
学
校
構
内
遺
跡
一
第
2
次
調

査
一

大
峰
ケ
台
丘
陵
の
遺
跡
朝
美
漂
1
次
・
客
谷
古
墳
群

B
地
区
・
朝
日
谷
l
号
墳

東
山
古
墳
群
－
4
．
5
次
調
査
一

北
久
米
浄
蓮
寺
遺
跡
～
3
次
調
査
地
～

来
住
・
久
米
地
区
の
遺
跡
Ⅱ
来
住
廃
寺
1
8
．
2
0
次
・

久
米

窪
田

森
元

3
次

妙
見
山
古
墳
概
報
集
成
発
掘
調
査
概
報
I
．
Ⅱ
．
、

九
州
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
－
九
州
大
学
筑
紫
地

区
遺
跡
群
一
(
第
三
冊
）

影
塚
東
遺
跡
(
弥
生
時
代
編
)
一
福
岡
県
嘉
穂
郡
桂
川
町

大
字
土
師
所
在
遺
跡
群
第
7
地
点
の
調
査
一

瀬
戸
古
墳
群
一
福
岡
県
嘉
穂
郡
桂
川
町
大
字
瀬
戸
所
在

古
墳

群
の

調
査

－

西
田
地
区
遺
跡
群
I
一
嘉
穂
郡
桂
川
町
大
字
土
師
所
在

西
田

地
区

遺
跡

群
の

調
査

－

土
師
地
区
遺
跡
群
V
一
福
岡
県
嘉
穂
郡
桂
川
町
大
字
土

師
所
在
影
塚
横
穴
墓
群
（
1
地
点
）
・
長
迫
・
寿
命
隈
北

飯
塚
牟
田
南
(
2
地
点
)
等
各
遺
跡
の
調
査
－

土
師
地
区
遺
跡
群
Ⅵ
一
福
岡
県
嘉
穂
郡
桂
川
町
大
字
土

師
所
在
寿
命
隈
西
・
寿
命
隈
東
・
飯
塚
牟
田
北
・
八
王

子
横
穴
墓
群
等
各
遺
跡
の
調
査
－

土
師
地
区
遺
跡
群
Ⅶ
一
嘉
穂
郡
桂
川
町
大
字
土
師
所
在

大
坪
遺
跡
・
赤
松
浦
遺
跡
等
の
調
査
－

土
師
地
区
遺
跡
群
Ⅷ
一
嘉
穂
郡
桂
川
町
大
字
土
師
所
在

影
塚
横
穴
墓
群
(
2
地
点
）
．
二
塚
遺
跡
等
の
調
査
一

須
玖

五
反

田
遺

跡

久
里
双
水
古
墳
調
査
概
要
（
3
）

高
峰
遺
跡
（
2
）

唐
津
市
内
遺
跡
確
認
調
査
（
9
）
土
地
開
発
に
伴
う
市

内
遺
跡
確
認
調
査
報
告

徳
蔵
谷
遺
跡
(
1
)

発
行

所

広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所

愛
媛
大
学
法
文
学
部
考
古
学
研
究
室

松
山

市
教

育
委

員
会

松
山
市
教
育
委
員
会
．
（
財
)
松
山
市
生
涯
学
習
振
興

財
団

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー

松
山
市
教
育
委
員
会
・
財
団
法
人
松
山
市
生
涯
学
習

振
興

財
団

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー

松
山
市
教
育
委
員
会
・
財
団
法
人
松
山
市
生
涯
学
習

振
興

財
団

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー

松
山
市
教
育
委
員
会
・
財
団
法
人
松
山
市
生
涯
学
習

振
興

財
団

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー

松
山
市
教
育
委
員
会
・
財
団
法
人
松
山
市
生
涯
学
習

振
興

財
団

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー

松
山
市
教
育
委
員
会
・
財
団
法
人
松
山
市
生
涯
学
習

振
興

財
団

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー

松
山
市
教
育
委
員
会
・
財
団
法
人
松
山
市
生
涯
学
習

振
興

財
団

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー

松
山
市
教
育
委
員
会
・
財
団
法
人
松
山
市
生
涯
学
習

振
興

財
団

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー

大
西
町
教
育
委
員
会
・
愛
媛
大
学
考
古
学
研
究
室

九
州
大
学
春
日
原
地
区
埋
蔵
文
化
財
調
査
室

桂
川

町
教

育
委

員
会

桂
川

町
教

育
委

員
会

桂
川

町
教

育
委

員
会

桂
川

町
教

育
委

員
会

桂
川

町
教

育
委

員
会

桂
川

町
教

育
委

員
会

桂
川

町
教

育
委

員
会

春
日

市
教

育
委

員
会

唐
津

市
教

育
委

員
会

唐
津

市
教

育
委

員
会

唐
津

市
教

育
委

員
会

唐
津

市
教

育
委

員
会

書
名

発
行

所

鹿
児
島
県
姶
良
町
教
育
委
員
会

鹿
児
島
県
肝
属
郡
串
良
町
教
育
委
員
会

梨
川

内
村

前
遺

跡
(

1
)

唐
津

市
教

育
委

員
会

夏
女

遺
跡

熊
本

県
教

育
委

員
会

小
野

・
大

魔
遺

跡
大

分
県

安
岐

町
教

育
委

員
会

永
添
遺
跡
・
中
津
城
跡
(
御
用
屋
敷
跡
）
・
ホ
ヤ
池
窯
跡
中
津
市
教
育
委
員
会

1
9
9
3
年
度
中
津
地
区
遺
跡
群
発
掘
調
査
概
報
(
Ⅵ
）

原
遺

跡
株

式
会

社
ゼ

エ
ム

エ
場

建
設

に
伴

う
埋

蔵
文

中
津

市
教

育
委

員
会

化
財

発
掘

調
査

報
告

姶
良

町
中

世
城

館
跡

鹿
児

島
県

姶
良

町
教

育
委

員
会

県
営
農
免
農
道
整
備
事
業
(
第
2
肝
属
中
央
地
区
)
に
伴
鹿
児
島
県
肝
属
郡
串
良
町
教
育
委

う
埋

蔵
文

化
財

発
掘

調
査

報
告

書
稲

村
城

跡

鹿
児
島
サ
ン
・
オ
ー
シ
ヤ
ン
・
リ
ゾ
ー
ト
地
域
埋
蔵
文
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会

化
財
分
布
調
査
報
告
書
(
Ⅱ
）
指
宿
地
区
(
指
宿
市
・
喜

入
町

・
山

川
町

・
開

聞
町

・
頴

娃
町

・
三

島
村

）
平

成

5
年

度

北
薩
・
伊
佐
地
区
埋
蔵
文
化
財
分
布
調
査
報
告
書
(
Ⅲ
）
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会

宮
之

城
町

・
薩

摩
町

平
成

5
年

度

歴
史

の
道

調
査

報
告

書
第

二
集

大
口

筋
・

加
久

藤
鹿

児
島

県
教

育
委

員
会

筋
・

日
向

筋

県
営
ほ
場
整
備
事
業
栄
田
地
区
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
鹿
児
島
県
串
良
町
教
育
委
員
会

掘
調

査
報

告
書

中
川

A
遺

跡
・

中
川

B
遺

跡
・

浅
井

作
遺

跡

橋
牟
礼
川
遺
跡
Ⅵ
(
概
報
)
指
宿
駅
西
部
土
地
区
画
整
理
鹿
児
島
県
指
宿
市
教
育
委
員
会

事
業

に
伴

う
発

掘
調

査
概

要
報

告
書

橋
牟
礼
川
遺
跡
Ⅶ
橋
牟
礼
川
遺
跡
範
囲
確
認
調
査
報
鹿
児
島
県
指
宿
市
教
育
委
員
会

告
香

南
迫
田
遺
跡
ふ
る
さ
と
農
道
整
備
事
業
に
伴
う
確
認
鹿
児
島
県
指
宿
市
教
育
委
員
会

調
査

報
告

書

榎
崎
B
(
I
)
遺
跡
一
郷
之
原
町
店
舗
建
設
工
事
に
伴
う
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
教
育
委
員
会

埋
蔵

文
化

財
発

掘
調

査
報

告
書

一

岡
泉
(
Ⅳ
)
遺
跡
一
特
殊
農
地
保
全
整
備
事
業
(
西
原
台
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
教
育
委
員
会

地
区

)
に

伴
う

埋
蔵

文
化

財
発

掘
調

査
報

告
書

一

岡
泉
(
V
)
遺
跡
一
特
殊
農
地
保
全
整
備
事
業
(
西
原
台
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
教
育
委
員
会

2
期
地
区
)
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
一

岡
泉
(
Ⅵ
)
遺
跡
一
特
殊
農
地
保
全
整
備
事
業
(
西
原
台
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
教
育
委
員
会

地
区

)
に

伴
う

埋
蔵

文
化

財
発

掘
調

査
報

告
書

一

岡
泉
(
Ⅶ
)
遺
跡
一
特
殊
農
地
保
全
整
備
事
業
(
西
原
台
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
教
育
委
員
会

Ⅱ
期
地
区
)
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
一

岡
泉
(
Ⅷ
)
遺
跡
一
特
殊
農
地
保
全
整
備
事
業
(
西
原
台
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
教
育
委
員
会

地
区

)
に

伴
う

埋
蔵

文
化

財
発

掘
調

査
報

告
書

一

高
付
(
Ⅱ
)
遺
跡
一
土
地
区
画
街
路
新
設
工
事
(
白
崎
．
新
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
教
育
委
員
会

川
町

)
に

伴
う

埋
蔵

文
化

財
発

掘
調

査
報

告
書

一

松
の
岡
(
I
)
遺
跡
一
霧
島
ケ
丘
公
園
造
成
事
業
に
伴
う
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
教
育
委
員
会

埋
蔵

文
化

財
発

掘
調

査
報

告
書

一

前
畑
(
Ⅱ
)
遺
跡
一
郷
之
原
町
給
油
所
建
設
工
事
に
伴
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
教
育
委
員
会

う
埋

蔵
文

化
財

発
掘

調
査

報
告

書
一



u
l

q

書
名

発
行

所

谷
平
(
Ⅲ
)
遺
跡
一
霧
島
ケ
丘
公
園
整
備
事
業
(
改
良
舗
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
教
育
委
員
会

装
新
設
工
事
)
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
一

谷
平
遺
跡
(
Ⅳ
．
V
)
一
霧
島
ケ
丘
公
園
造
成
工
事
に
伴
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
教
育
委
員
会

う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
一

ト
カ

ラ
列

島
の

考
古

学
的

調
査

鹿
児

島
県

十
島

村
教

育
委

員
会

県
営
ほ
場
整
備
事
業
針
持
地
区
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
鹿
児
島
県
大
口
市
教
育
委
員
会

掘
調

査
報

告
永

葉
山

遺
跡

県
営
圃
場
整
備
事
業
(
平
出
水
地
区
)
に
伴
う
埋
蔵
文
化
鹿
児
島
県
大
口
市
教
育
委
員
会

財
発
掘
調
査
報
告
書
馬
場
A
遺
跡
・
馬
場
B
遺
跡
・

辻
町

遺
跡

知
覧

城
跡

(
二

）
鹿

児
島

県
知

覧
町

教
育

委
員

会
林

川
(

向
林

川
)

遺
跡

鹿
児

島
県

知
覧

町
教

育
委

員
会

一
般
国
道
2
2
0
号
鹿
屋
バ
イ
パ
ス
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
鹿
児
島
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

報
告
書
(
Ⅶ
）
榎
崎
B
遺
跡

西
原
段
Ⅱ
遺
跡
過
疎
基
幹
農
道
整
備
事
業
北
3
期
地
曾
於
郡
大
隅
町
教
育
委
員
会

区
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書

川
路
山
遺
跡
平
成
5
年
度
県
営
シ
ラ
ス
対
策
関
連
事
曾
於
郡
大
隅
町
教
育
委
員
会

業
須
田
木
地
区
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概
要
報

告
書

鳴
神
遺
跡
平
成
4
年
度
大
隅
町
八
合
原
土
地
区
画
整
曾
於
郡
大
隅
町
教
育
委
員
会

理
事
業
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概
要
報
告
書
(
そ

の
1

)

向
ノ
段
・
大
丸
・
小
迫
頭
遺
跡
大
隅
町
道
沖
上
～
神
大
隅
町
教
育
委
員
会

牟
礼
線
道
路
改
良
整
備
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付編I郡元団地P－4．5区（音楽美術

科棟）における発掘調査報告

l調査に至る経過

鹿児島大学では郡元一丁目20番6号に所在する

教育学部の音楽美術科棟を建て替えることになり、

Fie.3-2がその建設予定地とされた。本地点の

西側に近接して水町遺跡（郡元団地P－6．7地

点)があり、昭和59～60年に行われた調査によっ

て、水田、溝などの遺構が検出され、土器などの

遺物も出土している1)。本地点においても昭和63

年に試掘調査が行われ、溝状遺構やピットなどが

検出され、また、成川式土器などの遺物が出土し

ている2)。

以上の調査結果から新校舎の建設にあたって、

建設予定地においても事前に埋蔵文化財発掘調査

を行うこととなり、平成4年6月16日から10月

3日にかけて実施した。

2調査の体制

調査主体者鹿児島大学埋蔵文化財調査宰宰長

上村俊雄

調査担当鹿児島大学埋蔵文化財調査室

室長上村俊雄

室員中村直子・大西智和・黒木綾子・

前幸男

発掘調査作業員脇ツルエ・脇俊子・吉永セツ子・

裳谷ミエ子・岩戸トシ子・末吉ナミ・谷口テ

ル・野下チリ子・柳田キミ子・柳田二三子・岩

戸ミツ子・中原チヅ子・盛満アイ子・名越ヒデ

子・福永花江・岩戸エミ子・野下ヨシエ・坂口

ミエ子・寺光ミツ子・石谷サチ子・増満ミエ

子・請園チリ・請園アキエ・西村チエ子・諏訪

田フサエ・福永シノブ・安倍松伊都子・松下ミ

チ・末吉ミヤ

3調査の経過

調査にあたっては、まず、試掘調査の結果を参

照にして、現地での立合いのもと、表土を重機に

よって除去した。その結果、調査区の北半分は以

前に建物があり、その基礎工事のために地表から

平均で約1m下のところまで撹乱されていること

がわかった。調査区西側の便所と調査区東端の南

北に敷設された汚水管はともに使用中のものであ

るため、以後の掘り下げは行わなかった。

掘り下げにあたっては、南北と東西に1本ずつ

層位断面観察用のベルトを残した。

調査の結果、3b層上面で畦状の遺構を検出した

(FiK.42)o3b層から6層にかけて、9基の土壌、

13条の溝および、239基のピットを検出した。各

遺構の実測、測量、写真撮影を行い、調査区の壁

面および、層位観察用のベルトの断面実測図を作

成して調査を終了した。なお、遺物としては、遺

構や包含層から土器を中心に約4400点が出土し

た。

4 層 位 (FiR.43．44）

l～6層までの基本層位を確認した。3～5層

はさらにいくつかの層に細分することができた。

l層表土層。暗灰黄色(2.5Y5/2)を呈するシ

ラスの二次堆積士。

2層表土層。燈色(5YR7/6)を呈するシラス

の二次堆積土。

3a層黄灰色(2.5Y5/1)を呈するシラスの二次

堆積土。鉄分が浸透しており、パミスが含まれ
る。

3b層灰黄褐色(10YR6/2)を呈する粗いシルト

質砂層。0.5cm大のパミスを含む。

3c層明褐色(10YR6/4)を呈する小粒パミス混じ

りのシルト質砂層。シラスの二次堆積土であ
る。

4a層にぶい黄燈色(10YR6/4)を呈するシルト

質砂層で、小粒のパミスが混ざり、鉄分が浸透

している。シラスの二次堆積土である。

4b層黄褐色(10YR5/6)を呈し、小粒のパミス

を含むシルト質砂層。3b層と砂層の混土層であ

59
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Fig.42這構平面図3=1/250

る。

4c層明黄褐色(10YR6/8)を呈するシルト質砂

層で、小粒のパミスが混ざり、鉄分が浸透して

いる。シラスの二次堆積土であるo5d層を基調

として黄色砂をブロック状に含む。

Id層暗褐色を呈する、4c層が暗くなった層。

4e層黄褐色(10YR5/6)を呈する、小粒のパミ

スを含むシルト質砂層。あるいは、淡黄色

(2.5Y7/3)から明黄褐色(10YR6/8)を呈す

る細砂を基調とする層。東から西方向に傾斜し

て、縞状に堆積しており、粗砂が混ざる。

If層図面58明黄褐色(10YR6/8)を呈する粗

いシルト質砂層、または、黄褐色(10YR5/8)

を呈する、鉄分が多く浸透したシルト質砂層。

0.5cm大のパミスを含む。

5a層明黄褐色(10YR6/8)を呈し、粗砂を基調

とする。5只層をブロック状に含み、また、パミ

スも含む。5c層と同一の層であると考えられ

る。

5b層暗赤褐色(5YR3/2)を呈する細かいシル

ト質細砂層。5只層に鉄分が浸透した感じの層で

ある。

nd層黒色(7.5YR2/1)を呈するシルト層で、

粘性は無く、パミスの際を若干含む。

60

5f層黒褐色(10YR3/2)を呈するシルト層で、

粘性は無く、パミスの篠を若干含む。

5fi層黒色(10YR2/1)または極暗赤褐色

(2.5YR2/2)を呈するシルト層で、粘性は無

く、パミスの篠を若干含む。

6層黄褐色(10YR5/6)～黒褐色(2.5Y3/2)

を呈する粗砂層。グラデーションで下ほど薄く

なり、2～4cm大のパミスを多く含む。

基本土層の他、局部的に以下の層を観察するこ

とができた。

①SDHの埋土。にぶい赤褐色(5YR4/4)を

呈するシルト質砂層。堅くしまっており、OU層

土をブロック状に含む。

②SD4の埋土の上層。黄褐色(10YR5/8)を

呈するシルト質砂を基調とし、黄灰色(2.5Y5/

1）土をブロック状に含む。0.5cm大のパミスを

含み、下部には粗砂が混ざる。

③SD4の埋土の下層。オリーブ黒(5Y3/1)

を呈するシルト質砂を基調とし、6層士をブ

ロック状に含む。

④SD2の埋土。灰黄褐色(10YR6/2)を呈す

るシルト質砂層。1cm大のパミス、マンガンを

含む。4e層と考えられる粗砂をブロック状に含







む。

⑤SD1の埋土。2.5Y5/3(黄褐色）を呈する

シルト質砂を基調とし、5g層をブロックで含

む。0.5cm大のパミスを含む。

⑥SD1の埋土。⑤層士と⑧層土の混土。

⑦SD6の埋土。オリーブ黒色(5Y3/1)を呈

するシルト質砂層で、5只層土が混ざる。SD4

の埋土と非常に似ている。

⑧4e層と粗砂層の混土。縞状に操などを多く含

む。

⑨5月層と非常に似ているが、軟らかいため、樹

痕の可能性が高い。

⑩5月層に鉄分が浸透した層で、非常に堅い。

⑪SD1の埋土、3a層を基調とし、4e層が混ざ

る。パミス、喋などを含む。

⑫4e層を基調とし、5層土をブロック状に含

む。

⑬3a層を基調とし5b-5f層をブロック状に含む

混土である。粘性が無く軟らかい。

⑭SD7の埋土。上部は明黄褐色(10YR6/8)

を呈する粗砂層。下部は褐色(10YR4/6)を呈

する粗砂層であるが、細砂も見られる。

⑮暗黄褐色(2.5Y6/8)を呈し、粒子は細かく

粘‘性は無い。鉄分が浸透している。4c層に類似

する層である。

⑯SD3の埋土。淡黄色(2.5Y8/4)の細砂と

粗砂力鴇状に堆積しており、底の方には5b層土

が薄く堆積している。⑱層に類似している。

⑰黄褐色(10YR5/6)を呈するシルト質砂層。

小粒のバミスを多く含む。

⑱SK5の埋土。黄色(2.5Y7/8)の細砂と粗

砂力鵜状に堆積。底の方には5b層が薄く堆積し

ている。⑯層に類似している。

⑲5f層と同じであるが、この部分では2層に分

けられ、その上部に相当する、黒褐色

(10YR2/3)～褐灰色(7.5YR4/1)を呈する
シルト層。

⑳5f層と同じであるが、この部分では2層に分

けられ、その下部に相当する、黒褐色(2.5Y3/

2）～にぶい黄褐色(10YR4/3)を呈するシル
ト層。

⑳灰黄褐色(10YR5/2)シルト質砂層で、パミ

スが混ざる。

⑫黄褐色(10YR5/6)を呈するシルト質砂層
で、パミス、鉄分の固まりを含む。

⑬明黄褐色(10YR6/8)を呈するシルト質砂層

4．層位

で、バミス、鉄分の固まりを含む、堅くしまっ

た層である。

⑭黄燈色(10YR7/8)を呈する砂層を基調と

し、底には27層土をブロック状に含む。

⑮灰黄褐色(10YR5/2)を呈するシルト質砂層

で、マンガンを含む。

⑳灰黄色(2.5Y7/2)細砂層で、マンガンを含

む。

⑰灰黄色(2.5Y6/2)を呈する砂混じりの細砂

層。マンガンを多く含み、小粒のパミスも含

む。

⑳SD1の埋土。黄褐色(2.5Y5/3)を呈し、

シルト質砂を基調とし、パミスを含む。

⑲橿色（7.5Y6/8)を呈するシルト質砂を基調

とする層である。底には6層土がブロックで含

まれる。

⑳SD7の埋土。上部は明褐色(7.5YR5/8)を

呈し、下部は暗褐色(7.5YR6/3～3/4)を呈する

細砂で、5月層を縞状に含む。

⑳褐灰色(5YR5/1)を呈するシルトと、5月層

土、パミス操との混土。

⑫黒色(10YR2/1)を呈するシルト層。ピット

の埋土と考えられる。

⑬灰黄色(2.5Y6/2)～にぶい黄燈色(10YR7/

3）を呈する粗砂を基調とし、灰黄褐色(10YR

6/2）を呈する細砂が縞状に堆積している。

⑭にぶい黄褐色(10YR4/3)を呈するシルト質
砂層。

⑮にぶい黄燈色(10YR6/3)を呈する粘性の無

いシルト質砂層。非常に軟らかいため樹痕と考

えられる。

⑳黒褐色(7.5YR3/1)を呈するシルト層。ピッ

トの埋土であると考えられる。

⑰黄灰色(2.5Y4/1)を呈するシルト質砂に、

明黄褐色(2.5Y6/8)の鉄分を非常に多く含む
層。

5遺構と遺構出土の遺

物

3～6層にかけて、畝、溝状遺構13条、土壌状

遺構9基、ピット239基を検出した。以下に各層
ごとに検出された遺構および出土遺物の説明を行
いたい3）。

6夕
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(1)3層検出の遺構(Fig.47)

畝

調査区南東部の3b層で､20数条の細長いわずか

な落ち込みを検出した。埋土は3a層土で、それら

のほとんどが北西一南東向きであるが、わずかに

北東一南西向きのものもある。それぞれの落ち込

みの間隔は必ずしも一定ではないが、これらが検

出された層は水田層と考えられることから、これ

らは畝に伴う落ち込みであると判断した。ほとん

どの落ち込みは北西一南東向きであるが、これは

すぐ東側で､同じ3b層から検出されたSD1と同

じ向きである。方向などから考えて、これらが関

係を有していた可能'性は高いと考えられる｡なお、

畝からの出土遺物はほとんど無いため、これらが

用いられていた年代を直接推定することはできな

い。

SK1(Fie.45)

調査区南東部の3b層上面で検出されたが、遺

物は出土しなかった｡楕円形に近い形態を呈する。

約1.8m×1.5mを測り、深さは約15cmほどであ

る。先述の畦と同じ検出面であるが、直接の切り

A

A

合い関係はつかめない。SD1や畝と関連のある

遺構である可能性は高いと推定できることから、

｢稲積み」であると考えたい。埋土は、黄色砂質シ

ルトと3b層の混土である。

SK6

調査区東端の3b層上面で検出された。複数の土

城が組み合わさっている。全体の形を知ることは

できず､性格は不明である。検出した規模は約2.6

X2.3mで、遺物は出土していない。

SD1(Fie.48．46)

調査区北西部～南東部にかけての3b層上面で検

出された。北西一南東向きである。検出した部分

の長さは約25m、幅約0.8m、深さ約0.3mであ

る。底の部分にさらに四角形状の落ち込みが連続

して見られる｡埋土は基本的に砂(細砂～粗砂)で

05an
ー－一

Fig.46SD1出土の遺物S=1/3

－A｡

A’

5.8m

、

Fig.453層検出の遺構SKIS=1/20
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A－

A

E

5巡柵と巡柵出土の遺物

－A’

A・

5.8m

1m

Fig.504層検出の遺構SK2S=1/20

一

〃
ノ

ノ

A－

○○

、

A
そ

L－－－－－－－=－－4

Fi9.514層検出の遺構SK38=1/20

－A'

A，

5.7m

、

ある。層位断面図（Fig.43．44）では、⑤．⑥。⑪．⑳層
がSD1の埋土である。遺物は陶磁器を中心に数点が出土
している。

Fig.46-1は須恵器の杯で､高台を伴う。高台の取り付け
られた場所や高台の形態から、中村浩氏による編年のⅣ型
式以後に比定できると考えられる。

(2)4層検出の遺構(Fi.cr.49)

SK2Fie.50)

調査区南東部の4c層上面で検出され

た。楕円形で、長径約1.5m、短径0.95

m、深さ約0.2mを測る。内部に直径

20cm、深さ7cm程の落ちこみがある。

埋士は3b層と粗砂の混土である｡遺物は

出土していない。

SK3Fig.5l)

調査区南東部の4c層上面でSK2と隣

接して検出された。一部試掘トレンチに

よって切られているが円形を呈し、直径

は約1.1m、深さは約0.15mである。中

央部にわずかな窪みが見られる。埋土は

3b層と粗砂の混土である｡遺物は出土し

ていない。

SK2．3はSK1と形態などが類似

しており、SK1と同様､「稲積み」の可
能性が考えられる。

S K 8

調査区中央部南端の4b層で検出され

た。検出された形は略三角形を呈し、規

模は約1.2×0.6m、深さは0.2̂ 5mであ
る。埋土の一部はSD2の埋土であるた

め、SD2と関連する遺構である可能性

万
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が高いが、SD2とは連続していないため、SD

2との関わりを断定することはできない。FiR.43
の層位断面図では④．⑬層が埋土に相当する。

SK9

調査区南西部の4f層で検出された。楕円形を呈

し、埋土は3層土である。規模は西側が調査区外

に延びるため不明であるが、残存部で長径1．35

m、短径1.04mを測り、深さは0.41mである。

SD2(Fie52～56)

調査区北西部～南東部にかけての4b層上面で検

出された。北西一南東向きで、南東に向かって傾

斜している。検出した長さは約25m、幅は約0.7

m､深さは深い部分で約0.4mである。Fiff.43-④

層が埋土に相当する。遺物は陶磁器類を中心に

200点以上が出土している。

FiR.53-2～4は磁器の碗の小破片である。4

の内外面には貫入が見られる。5．6は磁器の小

杯と考えられる小破片である。7は磁器であるが

器種は不明。8．9は磁器の碗。8の畳付は無粕

である。9には赤色の色絵が施される。10．11は

磁器の皿の小破片である。ともに透明の粕がかけ

られている。12は磁器の碗の底部付近で、内面の

見込みには砂目力職り､透明の粕が施されている。

13は磁器であるが器種は不明o14は半磁器の鉢

と考えられ、内外面には貫入が見られる。15．16

は磁器の皿である。16の畳付は無粕である。17．

18は磁器の茶家である。17の底部は無紬である。

紺色の色絵が施される。円形状に色絵が描かれて

おらず、外方に突出する場所があるため、注ぎ口

の付近の破片と思われる。18は紫色の色絵で蝶々

を描いている。

19は陶器の碗である。内面見込みに3カ所砂目

が見られる。内面には部分的に白色の紬がかけら

れている。高台内面には蛇の目状に粘土を削り

取った痕跡が残る。高台畳付～高台内面は無粕で

ある。20も陶器の碗であるが､内面見込みには蛇

の目が見られ､砂目と思われる痕跡が残っている。

内面と外面体部には飴色の粕がかけられ、その上

から透明紬がかけられている。21は陶器の碗また

は皿と考えられる｡内面見込みには蛇の目が残る。

内面と外面の体部には飴色の紬の上に透明粕がか

けられるが、外面体部下方は透明粕のみがかけら

れる。内外面に貫入が見られ､底部は無紬である。

22は皿と考えられる。内面見込みには蛇の目が残

る。内面と外面体部には白色の軸が、外面につい

”

ては流掛状にかけられ、その上から透明粕がかけ

られている。外面体部下方は透明紬のみがけられ

る。内外面には貫入が見られ、畳付と高台内面は

無粕である。23は碗で、内面見込みには蛇の目が

見られる。内面と外面体部には飴色の粕の上に透

明粕がかけられる。外面体部下方は透明紬のみで

あり、畳付と高台内面は無粕である。内面には貫

入も見られる。24は碗で磨滅は激しいが、内面に

は透明の紬が残っている。25は碗で、内面見込み

には蛇の目が見られる。外面の底部は無粕で、外

面上部は飴色の紬、その他には薄い緑色の紬がか

けられている。26は碗で､内外面には灰色(飴色）

の軸がかけられる｡27～33は陶器の蕊の口縁部で

薩摩焼と考えられる。27にはオリーブ黒色の粕が

かけられているが、口縁上端面は無紬である。29

には緑灰色の粕がかけられているo30にはオリー

ブ黒色の粕がかけられるが、口縁上端部は無紬で

ある。31の口縁端部は丸みを帯びており、下方に

突出している｡オリーブ黒色の紬がかけられるが、

口縁端部は無粕である。32の外面にはわずかな凹

凸が見られる。口縁部上端面にはカキメ状の痕跡

が残る。緑褐色の粕がかけられるが、口縁部上端

面は無粕である。33には灰白色の粕がかけられる

が、口縁部上端面は無粕である。34は陶器で、オ

リーブ褐色の粕がかけられ、内外面には貫入が見

られる。薩摩焼と思われるが器種は不明。

FiR.54-35～37は染付の碗である。35-36の

口縁端部はわずかに外反し、高台の畳付は無紬で

ある。36は外面に網目文が施される。37は外面に

文字が書かれている。38は染付の小杯で高台の畳

付は無紬である。39は染付の小型碗と考えられ

る。40～46は染付の碗の小破片である。43は外

面に貫入が見られる｡45の口縁端部付近の内面は

無紬であるo47-48は染付であるが､小破片のた

め器種は不明である｡49は碗で外面にたこ唐草文

が施される。50は染付の碗の口縁部～体部の小破

片である。51～57は染付の碗の体部～底部で､い

ずれも畳付は無紬である。54は体部がまつすぐに

立ち上がる形態を呈し、畳付は無粕である。56の

畳付とその付近は無紬である。57の畳付は無軸で

ある。58～63は染付の皿である。58の外面には

花弁と葉が描かれる。60の内外面にたこ唐草文が

描かれている。64は染付の蓋と考えられる。かえ

りの部分は無紬である。

Fig.55-65は陶器の口縁部小破片であるが､器

種は不明である。外面には飴色の紬が、内面には
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白色の紬がかけられ、内面には貫入が見られる。

66は陶器の胴部小破片である｡低い突帯が2条見

られ､灰色の紬がかけられている。67は陶器の翌

の胴部小破片である。突帯が2条見られ、上側の

突帯には刺突が施されている。黒褐色の紬がかけ

られている。68は陶器の蕊の底部と思われる小破

片である。黒褐色の紬がかけられ、底部は一部に

紬が付着するものの、基本的には無粕である。薩

摩焼と考えられる。69は陶器の要の底部付近であ

る。内外面の一部にはカキメ状の痕跡が残る。内

面には灰オリーブ色の軸がかけられている。70は

陶器の底部付近であるが、底部中央部に直径2セ

ンチほどの穴があけられていることから植木鉢と

判断した。内外面にはカキメが施され、外面には

暗オリーブ褐色の軸がかけられている。71．72は

揺鉢の口縁部付近である。注ぎ口を有し、内外面

ともカキメが施されている。71の内面の溝は7本

が1つの単位となる工具によって付けられており、

その単位の幅は1.7cmである。内外面に黒褐色の

粕がかけられており、口縁端部上面は無紬である。

72の内面には黒褐色､外面には灰オリーブ色の粕

がかけられるが、口縁端部上面は無粕である。

73．74は福鉢の底部と考えられる小破片である。

73の内面は磨滅しており、溝の凹凸は残っていな

い。しかし、溝の窪み部分であった場所に残った

粕から播鉢と判断できる。紬は風化しており、灰

白色を呈する。74は播鉢の底部の小破片である。

灰褐色の粕が残っているが、内外面とも紬の風化

が激しく、内面は溝の窪み部にのみ紬が残ってい

る。75は陶器の仏飯器である。内外面には貫入が

見られる｡76～79は陶器の茶家でいづれも薩摩焼

と考えられる。76は蓋で黒褐色の紬が天井部外面

のみにかけられている。77～79は注ぎ口である。

77．78には暗赤褐色の粕がかけられている｡79は

釣り手掛と一体化したものである。オリーブ黒色

の紬が外面にかけられているo80は陶器であるが

器種は不明である。幅7.6cm､厚さ2.5cmの比較的

大きな把手が付き、把手の下側にはユビオサエの

跡が明瞭に残る。内外面にはカキメが施され、黄

灰色の紬が内面にのみ施されている。甑と考えら

れるが断定はできない。

81は青磁の口縁端部小破片で器種は不明､外面

には貫入が見られる。82～86は青磁の碗で82は

口縁部、83～86は底部付近である。82は内面に

花弁の文様が見られる。83の内面見込みには2匹

の魚の文様がスタンプされ、その間には「吉」の

字が見られる。外面には連弁状の文様がわずかに

残っている｡畳付と高台内面の一部は無紬である。

84は内面見込みに花弁が彫り込まれており、高台

付近は無紬である。85の高台は低くて幅があり、

内面と高台の畳付は無紬である。86の高台内面は

無粕である。

Fig.56-87は染付の花生である。ほぼまつすぐ

に立ち上がり、口縁部にいたる。外面はすべてに

粕がかけられているが、内面は上方にのみ施粕さ

れており、施紬部分については貫入が著しい。88

は陶製品である。内面は全面に、外面は先端部に

オリーブ黒色の軸がかけられている。何かの注ぎ

口と考えられる。89は寛永通宝で裏は無文であ

る。90．91は薬瓶である。90は薄い緑色を呈し

ており、91は無色である。色調は異なるものの、

同一の規格品であると考えられる。

92は土師器の杯と考えられ、糸切り底である。

93は翌の胴部で、1条の突帯が巡る。古墳時代の

辻堂原～笹貫式に比定できる。94は蕊の底部で、

内面には炭化物が付着している。弥生時代中期に

比定できる。

ピット(PI～3．9．12～14)

調査区南西部で検出されたp1～3．9-12は

=訓 )=ぱ
94

9̂0 92

凸 I一
一一

叩●

88

93

◎ 胃◎ 010m
一一一

89

Fig.56SD2出土の遺物(4)S=1/3(89:S=1/1)
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5遺構と遺構出土の遺物

で深さは6cmほどしかない｡埋土は灰褐色の少し

粘質のある土である。遺物は出土していない。

建物の柱穴になる可能性も否定できない｡しかし、

p1に対応するピットを検出することができな

かったため、断定はできない。
S K 5

調査区南東部の5b層上面で検出され､南側はカ

クランによって切られている｡細長い形状を呈し、

埋土はFic.43-⑬層である。検出した規模は長さ

(3)5層検出の遺構(FiK.57)

SK4(Fie､60)

調査区南東部の5a層上面で検出された｡不整形
約0.5m、幅0.3m、深さ約0.2mである。
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SK7（FiR､58．59）

調査区北部の5b層上面で検出され､5d層上面ま

で掘りこまれている。周囲はかなり削平されてお

り、残存部の規模は約2.3×2m、深さは0.15m

ほどである。埋土は溝の埋土に類似し、とくに5b

層上面で検出されたSD7の埋土と類似している。

このため、溝である可能性が高いといえるが、S

D7と連続するかどうかは決定できない。この遺

構からは100点以上の土器が出土し、また、須恵

器の出土も多いことが注意される。遺物は近接し

==一丁＝=＝－~アア95

－

96

0 10m
－

Fig.59SK7出土の遺物S=1/3

I

0 2m
－

O
、

て出土したものについても、ほとんど接合するこ

とができないことから、二次的な移動を受けてい

ると推測される。

Fici.59-95'96は須恵器の杯身と考えられる口

縁部小破片である。同一個体の可能‘性が高い。

SD3(FiK.60)

調査区南東部の5a層上面で検出した。北東一南

西向きで、南西に向かって傾斜している。検出し

た長さは約7.5m、幅約0.3m、深さは約0.08m

を測り、FiK.43－⑯層力哩土に相当する。遺物は

出土していない。

SD4（FiR.61．62）

調査区西側の5b層上面で検出し、北西一南東向

きで、南東に向かって傾斜している。検出した長

/〃

C

ノ
C・

し 滝
SD5

N>.

溌乏
Fig.605層検出の遺構SD3-SD5-SK4S=1/50

8イ





5遺構と遺構出土の遺物

廷－－」rブタ｜
一
切

液 ､ﾐミ
ベーニ事ごニーエー‐

98 99

0 10蜘
崖一・一一T一?→－－

Fig.62SD4出土の遺物S=1/3

、｜ぞ

ﾉ騨一L
104

ラグ盤企
101

L、ーゴヒーゴニゴ
100 102

0 10邸
トーーーーマー-－－

Fig.63SD6ti

さは23.6m､幅約0.6m､深さは深いところで､約

0.25m、浅いところで約0.12mを測る。FiR.43-

②．③層が埋土に相当する。

97は青磁の碗の口縁部小破片である。口縁端部

は肥厚し、内外面に貫入が見られる。98は須恵器

の要の胴部片と考えられる。99は土師器の杯の底

部である。

SD6出土の遺物 S=1/3

6㈹

SD5(Fie.60)

幅約0.35m、深さ0.03mを測る。調査区南東部

の5c層上面で検出した。北東一南西向きで南西に

向かって傾斜している。埋土は明黄褐色シルト質

砂で、細かいパミスを含む。遺物は出土していな

い。

SD6（FiR.61．63）

調査区西側～南東部にかけての5c層上面で検出

された｡北西一南東向きであるが､④－．区で北東

向きになる｡西側の底部はSD1と同様に四角形の

落ち込みが連続して見られる｡FiR.43-⑦層力狸土

に相当する◎幅約1m,深さ約0.15mを測る｡遺物は

成川式土器を中心に10数点が出土している。

100は青磁碗の底部である。内面見込みには花

文のスタンプがある。内外面には貫入が見られ、

畳付と高台内面は無粕である。101は瓦質の播鉢

の底部小破片である。102は土師器の碗である。

103は高杯の杯部～底部と考えられ、古墳時代に

比定できる。104は壷の頚部である。頚部はまつ

すぐに立ち上がり、外面にはハケメが残る。弥生

為
2m0

Fig.645層検出の遺構SD8S=1/50

時代から古墳時代のものに比定できる。

SD7(FiB.61)

調査区中央部付近の5b層上面で検出され､北西

一南東向きで、南東に向かって傾斜している。検

出部分の長さは22m、幅約1m、深さは約0.2m

87
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である。FiK.43－⑭．⑳層が

埋土に相当する。遺物は土器

片が数点出土している。 Ⅷ一A．
*:>-ｪ鈴ro一一

一

SD8(Fie.64)

調査区中央部付近の5b層

上面で検出し､北西一南東向

きである。検出部分の長さは

約5.5m､幅約0.9m､深さ約

0.12mである｡埋土の上層は

黄褐色粗砂､下層は5層と黄

褐色土の混土である。遺物は

出土していない。
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SD9(Fiff.65)

調査区南西部の5b層上面

で検出し､南西一北東向きで

ある。検出した部分の長さは

約1m，幅は約0.3m、深さ

約0.03mである。遺物は出

土していない。
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SD10(FiR.65)

調査区南西部の5b層上面

で検出し、北一南向きであ

る。検出した部分の長さは約

5m、幅は約0.3m、深さ約

0.03mである。遺物は出土し

ていない。

〔〆

.多“
2m0

－ 一

Fig.655層検出の遺構SD9-SD10-SD11S=1/50

SD11(Fig.65)

フー盲〃調査区南西部の5b層上面で検出し､北北西一

南南東向きである。検出した部分の長さは約

5.6m、幅約0.3m、深さは深いところで約0.07

mである。埋土はFig.43①に相当する。遺物は

出土していない。

《
，
ｍ

Ｏ
０
１
１011

眉一

Fig.66SD12出土の遺物S=1/3

SD12(Fig.69'66)

調査区南東部の5b層上面で検出した｡北東一南

西向きで南西に向かって傾斜している。検出した

部分の長さは約11.2m、幅約0.6m、深さ約0.08

mである｡遺物は古墳時代の土器を中心に10数点

が出土している。

Fig.66-105は高杯または増の口縁部小破片で

ある。外面には黒斑が見られる。古墳時代の辻堂

原～笹貫式に比定できる。106は喪の脚端部で、

復元によると径はかなり大きめである。古墳時代

に比定できる。

i

0
－

Fig.675層検出の遺構SD13S=1/50
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5遺構と遺構出土の遺物
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0 2m

Fig.695層検出の遺構SD12S=1/50

SD13(FiR.67)

調査区北西部の5b層上面で検出し､北西一南東

向きである｡検出部分の長さは2.5m,幅約0.5m、

深さは約0.03mである。遺物は出土していない。

ピット

5層で検出されたピットはP4～8．10．11．

15．17～51の42基で、調査区の南東側でまと

まって検出された。建物の柱穴と判断できるピッ

トは確認されていない。

”
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(4)6層検出の遺構(Fie.68)

ピット群(P52～239)

6層で検出されたピットはP52～239までの

188基である。調査区のほぼ全面に見られるが、

それらの並び方はランダムであり、また、規模も

まちまちである。建物に伴う柱穴であると判断で

きるピットは確認されていない。

6包含層出土の遺物

3a層出土遺物(Fig.70)

107は染付の碗で、畳付は無那illである。

O5Qn
－

Fig.703a層出土の遺物S=1/3

3b層出土遺物(Fig.71)

108は染付の碗の口縁部小破片である。

"~蕨 109

〃

－”~ﾉﾏー 悪
05cm
一

Fig.713b層出土の遺物S=1/3

4a層出土遺物(FijT.72)

109.110は青磁の碗の口縁部～体部にかけての

小破片である。109の外面には連弁文様が片彫り

されている。110は口縁部で外反し、口縁端部は

肥厚する。内外面には貫入が見られる。111は播

鉢の底部である。溝を刻む工具は7条が1つの単

位になるものと考えられ、その単位の幅は1.9cm

である。現状では刑Iは残っていない。

4c層出土遺物(FiR.73)

112は青磁の皿の口縁部から体部にかけての小

破片である。口縁端部付近で外反し、外面には連

弁状の隆起がある。内外面には貫入が見られる。

113は須恵器の蕊の口縁部である。口縁端部で外

方に肥厚し、1条の三角形を呈する突帯が巡る。

外面には平行タタキの痕跡が残るが、内面の当て

具痕は完全に消されている｡陶邑産のものよりも、

鹿児島県内の須恵器窯出土品に類似しているとい

える。9世紀頃のものと考えられる。114は莞の

口縁部小破片である。口縁部は外反し、口縁端部

110

0

111

10画、

Fig.724a層出土の遺物S=1/3

112

114

0 10口、
113 三轡、万感“

Fig.734c層出土の遺物S=l/3
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Fig.744e層出土の遺物S=1/3

で外方にわずかに肥厚する。断面が半円形を呈す

る突帯が1条巡る。古墳時代の東原～辻堂原式に

比定することができる。115は饗の口縁部小破片

である。口縁端部にわずかな窪みが見られる。内

外面には横～斜め方向のハケメの痕跡が残る。古

墳時代の笹貫式に比定することができると考えら

れる。

4e層出土遺物(Fkr.74)

116は磁器であるが器種は不明である。口縁端

部外面に赤色の色絵で1条の線が描かれる。117

も磁器であるが器種は不明である。ほぼ直立しな

がら口縁端部にいたり､器壁は非常に薄手である。

118は陶器の碗の底部付近である。残存部全面に

施紬されており、内外面には貫入が見られる。内

面見込みに2カ所胎土が付着している部分がある。

119は染付の碗の口縁部小破片である。120は染

付の皿の口縁部～体部にかけての小破片である。

121は青磁の碗の口縁部～体部にかけての小破片

である。内面上方には雷文が彫り込まれている。

122は陶器のキセルの先端部である。上部は少し

黒みがかっており、キセルとして使用されていた

ことがうかがえる。文様を凸線によって表現し、

その上から飴色の粕がかけられ､貫入が見られる。

曇二̂ 全皇
Fig､755a層出土の遺物S=1/3

5a層出土遺物(Fiff.75)

123は蕊の脚部の小破片である。内外面にはユ

ビオサエの痕跡が残る。

5b層出土遺物(Fi質.76．77）

Fig.76-124は須恵器の翌である。口縁端部で

上方に肥厚している。肩部の外面には平行タタキ

痕が、内面には同心円文の当て具痕が残る。陶邑

産のものよりも、鹿児島県内の須恵器窯の出土品

に類似しているといえるo9世紀頃のものと考え

られる。

125は蕊の口縁部～胴部の小破片である。口縁

は上方で外反し、内面にはハケメの痕跡が残る。

弥生時代の中津野式～古墳時代の東原式に比定で

きるol26～131は蕊の胴部小破片である。いずれ

も突帯に刺突が施されている。126．127の刺突部

分には布目圧痕が残っている。126は古墳時代の

東原～辻堂原式に比定できると考えられるo127

は古墳時代の辻堂原～笹貫式に比定できる。128

の内外面にはハケメの痕跡が残る。刺突に直交す

る線が見られることから、刺突にはハケエ具を用

いたものと考えられる。128.129は古墳時代の辻

堂原～笹貫式に比定できる。132は蕊の胴部小破

片と考えられ､古墳時代に比定できる。133～136

は喪の脚部の破片である。133．134は古墳時代に

比定できる。134の外面にはハケメの痕跡が残る。

135は厚み、形態などから弥生時代後期～中津野

式の時期に比定できる。136は厚み、形態などか

ら弥生時代後期～終末期に比定できる。

137は壷の口縁部で､外反しながら立ち上がる。

外面にはハケメの痕跡が残る。弥生時代終末期に

比定できる。138は壷の口縁部小破片で、ほぼ直
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94



立して立ち上がる。139は壷の頚部の小破片であ

る。胴部と頚部の境界には突帯が巡り、刺突が施

される。古墳時代の辻堂原～笹貫式に比定するこ

とができる。140～142は壷の胴部小破片で､突帯

には刺突が施される。いずれも弥生時代の中津野

式～古墳時代に比定できる。140の突帯はハケエ

具による刺突である。142の外面にはハケメの痕

跡が残る。143～146は壷の底部である。143～

145は平底､146はやや丸みがかった平底である。

143．144は弥生時代中期後半～終末期に比定で

きると考えられるが、底部に厚みがあることから

古墳時代のものである可能性も残る。145は弥生

時代後期～終末期に比定できる。146は弥生時

代終末期に比定できる。

147はおそらく鮒の口縁部と考えられ、古墳時

代の辻堂原～笹貫式に比定できる。

148は要と考えられる小破片である。やや外反

しながら立ち上がり､外面にハケメの痕跡が残る。

成川式で、笹貫式よりも古いものであると考えら

れる。

149は高杯の脚部である。外面には赤色顔料が

塗布されている。古墳時代の辻堂原～笹貫式に比

定できる。

150は土師器の杯である。

Fie.78-151は砥石である。実測図に示した平

面と左側面、下面は砥ぐのに用いられていたよう

である。

創
’

I

、_／、‐

、ー〆

帥
151

010師
一一

Fig.775b層出土の遺物(2)S=1/3

5d層出土遺物(Fiff.78)

152は須恵器の蕊の口縁部小破片である。

153～156は蕊の胴部小破片である。155は外反

6．包含層出土の遺物

しながら、156は内湾しながら立ち上がる。153～

155の突帯には刺突が施される。155は古墳時代

の東原～辻堂原式に比定できる。156は古墳時代

に比定できる。157～159は蕊の胴部～底部にか

けてであるol57．158は脚台部径が小さいことか

ら弥生時代の中津野式に比定できると考えられる。

159は古墳時代に比定できる。160～165は妻の

脚部である。160は弥生時代後期～中津野式に比

定できる。161．163．164は形態や厚みなどから

弥生時代の中津野式に比定できると考えられる。

166は壷の口縁部小破片で、外湾しながら立ち

上がる。弥生時代の中津野式～古墳時代に比定で

きると考えられる。167.168は壷の胴部小破片で

あるo167は突帯上に刺突が施される。168は幅

広の突帯上に細沈線が施される。古墳時代の辻堂

原～笹貫式に比定できる。169は壷の胴部である。

球形に近い形態を呈し、内外面にはハケメの痕跡

が残る。胴部最大径部に1条の突帯が巡り、刺突

されている。弥生時代後期～古墳時代の東原式に

比定できるが、中津野式の可能‘性が高い。170は

壷の胴部～底部である。径･器壁の厚さなどから、

小型のものと考えられる。外面にはハケ状の圧痕

が残る。弥生時代の中津野式以降のものに比定で

きると考えられる。

171は高杯の脚部である。弥生時代の中津野

式～古墳時代に比定できる。

172は蕊の口縁端部付近の小破片で、口縁上端

部は内側にやや突出している。口縁の下方が太く

先端が細く上向きであるという特徴から、弥生時

代中期後半頃に比定できる。173は莞の口縁部小

破片である。外方に突出し､端部に窪みを有する。

口縁部と口縁端部との接合面が観察できる。外面

には赤色顔料力溌っている。弥生時代中期中葉に

比定できる。

174は財の頚部～胴部の小破片で、古墳時代に

比定できる。

175は要の底部で､弥生時代中期に比定できる。

5f層出土遺物(Fig.79)

176は土師器の杯である。

177は莞の口縁部で、外湾しながら口縁端部に

至る。弥生時代の中津野式～古墳時代の東原式に

比定できると考えられる。178は喪の口縁部小破

片で､外方に肥厚している。179．180は蕊の胴部

小破片である。179は古墳時代の辻堂原～笹貫式

に比定できる。180の突帯には刺突が施され、布

目圧痕が残っている｡古墳時代に比定できる｡181
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6．包含府出土の遺物
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Fig.795幅出土の遺物S=1/3

は莞の脚部小破片である。胴部との接合面で剥離

している。

182は壷の頚部付近の小破片である。内外面と

もハケメが残る。内面には接合線が観察でき、ハ

ケメが消えていることから、ハケで調整を行った

後、接合されたことがわかる。古墳時代に比定で

きる。183は壷の胴部小破片である。突帯にはハ

ケエ具によると思われる刺突が施される。弥生時

代の中津野式～古墳時代に比定できる。184は壷

の胴部である。3条の突帯が巡り、内外面にはハ

ケメが残る。弥生時代の中津野式に比定できると

考えられる。185は壷の口縁部である。外湾しな

がら口縁端部に至り、口縁端部付近の内面はわず

かに窪む。内面にハケの痕跡が残る。

壷の胴部である。内面にはヨコハケが、外面には

縦方向のハケが施される。胴部最大径部には1条

の突帯が巡り、その上に刺突が施される。胴部上

方には黒斑が見られる。中津野式以降に比定でき

る。191は壷の底部である。内外面ともハケによ

る調整が行われているが、内面はその後ナデられ

ておりハケの痕跡はほとんど残っていない。弥生

時代の中津野式に比定できる。192は壷の底部の

小破片である。外面には黒斑が見られる。古墳時

代に比定できる。

5層出土遺物(FiB.81～86)

5．．5e・5f・5月層のいずれの層から出土したの

か特定できなかった遺物は5層出土とした。

193は陶器の碗の口縁部～体部の小破片である。

灰オリーブ色の紬がかけられているが、外面の紬

は風化している。194．195は染付の碗の口縁部～

体部にかけての小破片である。195の内面には雷

文が描かれる。5層は基本的に成川式土器の包含

層であると考えられることから、193～195につ

いては上部の層からの落ち込みの可能‘性が高い。

196は須恵器の蓋の小破片である。

197～205は莞の口縁部～胴部の破片である。

いずれも突帯を有する。197は内湾ぎみに立ち上

がる。突帯の上から刺突が施されるが、その痕跡

5g層出土遺物(Fte80)

186は蕊の口縁部で､外面にはハケメが残る。中

津野式に比定することができると考えられる。

187は翌の底部である。脚部の接合面で剥離して

いる。188は蕊の脚部である。弥生時代の中津野

式～古墳時代の東原式に比定できると考えられる。

189は壷の胴部小破片である。内外面にはハケ

が施される。胴部最大径部に1条の突帯が巡り、

ハケエ具によると思われる刺突が施される。弥生

時代の中津野式以降の時期に比定できる。190は
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は胴部にまで及んでいる。突帯の刺突部分の中心

には布目圧痕が、その周囲にはハケ状の痕跡力職

ることから、ハケエ具に布をかぶせて刺突された

ものと考えられる。古墳時代の笹貫式に比定する

ことができる。198はやや外反しながら立ち上が

り、口縁端部で内側にわずかに肥厚する。内面と

外面の突帯より上方にはヨコハケが、外面の突帯

よりも下方にはタテハケが施される。笹貫式に比

定できる。199～203．205はほぼまつすぐに立ち

上がる。200の内外面にはタテ～ナナメハケが施

される。笹貫式に比定できる。201の突帯は絡縄

突帯である。笹貫式に比定できる。202の突帯に

はハケエ具による刺突が施され、刺突の痕跡は器

壁にまで及んでいる。内面にはヨコハケが施され

る。笹貫式に比定できる。203は突帯の位置がき

わめて高く、突帯にハケエ具による刺突が施され

る。外面にはタテハケの痕跡が残る。笹貫式に比

定できる。204はやや内湾しながら立ち上がり、

突帯には刺突が施される。204.205は笹貫式に比

定できるo206は蕊の口縁部小破片で、外反しな

がら立ち上がる。笹貫式に比定できる。207は喪

の口縁部～胴部である｡突帯の位置はかなり高く、

突帯から上はやや外反している。外面には黒斑が

98

見られる｡古墳時代の辻堂原式に比定できる｡208

は喪の口縁部で、外面にはハケが施される。笹貫

式に比定できる。209は妻の口縁部で、内外面に

はハケが施される。中津野式に比定できる。210

は翌の口縁部である。中津野式に比定できると考

えられる。Fie.82-211は翌と考えられる口縁部

の小破片である。

212．213は喪の胴部で、上方で屈曲し、外面に

はハケが施される。212の内面はハケ後ナデが施

されている。213は弥生時代の中津野式に比定で

きると考えられる。214～236は蕊の胴部小破片

でいずれも突帯を有する。214～216．218は古墳

時代に比定できる。220は古墳時代の辻堂原～笹

貫式に比定できる。221は絡縄突帯を有する。古

墳時代の辻堂原～笹貫式に比定できる。222の突

帯はヨコナデが施され、平坦面を有している。古

墳時代の笹貫式に比定できる。223～236の突帯

には刺突が施され、いずれも古墳時代に比定でき

る。227～232の刺突はハケエ具によって施され

たものと考えられる。229の外面にはハケメが残

る。233の突帯に施された刺突には布目圧痕が残

る。235の刺突はハケエ具によるものと思われる。

237は蕊の胴部小破片で､突帯の上から外反する。
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突帯には刺突が施される。成川式土器であるが、

笹貫式より古いものと考えられる。

238～241は蕊の胴部～底部である。238～240

は脚台部の径が小さいことや脚部の形態などから

弥生時代の中津野式に比定できる。241は古墳時

代に比定できるo242～Fie.83-250は妻の胴部

である。242．247．249の外面と245の内外面に

はハケメが残る。242は弥生時代の中津野～古墳

時代に比定できる。243．244．246～250は古墳

時代に、245は弥生時代終末期～古墳時代に比定

できる。251～253-256は喪の胴部～底部であ

る。251は弥生時代の中津野式～古墳時代の東原

式に比定できる。252は脚台が低く、脚部径が小

さいこと、脚の開き方などから弥生時代の中津野

式に比定できる。253の底部の厚さはかなり薄い。

胴部外面にはハケメが残る。古墳時代の東原式に

比定できる。256の外面にはハケメの痕跡が残る。

弥生時代の中津野式に比定できる。254．255．

257～260は底部である。254の底部の厚さはか

なり薄い。弥生時代の中津野式～古墳時代に比定

できる｡255は弥生時代の中津野式に比定できる。

257～260は古墳時代に比定できる。259．260の

脚台内天井部は下方に膨らむ。このタイプのもの

は､本調査区ではそれほど多くない｡261～263は

要の脚部である。261は弥生時代後期～中津野式

に比定できる。262は接合面から剥離している。

弥生時代の中津野式～古墳時代の東原式に比定で

きる。263の脚部はかなり直に立ち上がる。弥生

時代の中津野式～古墳時代に比定できる。264～

272は婆の脚部小破片である。264は弥生時代の

中津野式に比定できると考えられるが、小型品の

ため断定はできない｡265.266は弥生時代の中津

野式～古墳時代に比定できる。267は古墳時代に

比定できる。

273～275は鉢と考えられる口縁部の破片であ

る｡いずれも口縁端部付近で外方に屈曲する｡273

の口縁端部は下方に肥厚している。成川式土器で

あると考えられる。Fig.84-276は鉢の胴部で、

内面にはハケメが残る。古墳時代に比定できる。

277は壷の口縁部である。やや外反しながら立

ち上がる｡成川式土器と考えられる。278～284は

壷の口縁部小破片である。いずれも外反しながら

立ち上がる形態を呈する。278は成川式土器と考

えられる。279は口縁端部付近の内面にわずかな

窪みがあり、口縁端部には明瞭な段を有する。外

面には縦方向のハケメが残る。弥生時代の中津野

6．包含層出土の遺物

式に比定できると考えられる。280の内面には横

方向のハケが､外面には縦方向のハケが施される。

281.284は成川式土器であると考えられる。282

は弥生時代の中津野式に比定できると考えられる。

285～287は壷の頚部小破片である。286と287

はかなり強く外反する。いずれも内面には横～斜

め方向のハケメが、外面には縦方向のハケメが残

る。成川式土器であると考えられる。288は壷の

頚部小破片である。古墳時代の辻堂原～笹貫式に

比定することができるo289～FiR.85－299．

301～306は壷の胴部の小破片であるo289～291

は幅の広い突帯を有するものである。289の突帯

の上には細かい沈線が斜め方向に、格子目状に施

される｡古墳時代の辻堂原～笹貫式に比定できる。

290～306の突帯には刺突が施される。290．291

の突帯上にはハケエ具による刺突が交差して施さ

れる。古墳時代の辻堂原～笹貫式に比定できる。

292の内外面と294の外面には縦方向のハケメが

残る。292～294の突帯に施された刺突にはいず

れも布目圧痕が見られる。古墳時代の笹貫式に比

定できる。295の刺突にはハケエ具が用いられて

いると考えられる。弥生時代後期～古墳時代に比

定できる｡297は成川式土器であると考えられる。

298は古墳時代に比定できる。299は弥生時代後

期～古墳時代に比定できる。302の外面には縦方

向のハケメが施される。突帯よりも上の位置に施

されたタテハケの一部は、突帯が取り付けられた

後に施されたことがわかる。303の外面には縦方

向のハケメが残る。305の内面には横方向のハケ

メが残る。外面には工具によるナデ痕が残る。

301～305は弥生時代後期～古墳時代に比定する

ことができる。306の内外面には赤色顔料が塗布

されている。弥生時代後期～古墳時代に比定でき

る。300は蕊であろうと考えられる。内面には横

方向のハケメが､外面には縦方向のハケメが残る。

突帯にはハケエ具によると思われる刺突が施され

る。古墳時代に比定できる。

307～313は壷の底部である。307～311は丸底

であり、311～313は平底である。307は古墳時代

に比定することができる。308の内面はハケ後ナ

デ調整が施される。弥生時代の中津野式～古墳時

代に比定できる。309の外面には縦方向のハケメ

が残り、内面調整はハケ後ナデである。弥生時代

の中津野式～古墳時代の東原式に比定することが

できる。310～312の底部付近には黒斑が見られ

る。弥生時代の中津野式に比定できる。313の外

10ノ
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付縞I郡元団地P－4．5区（音楽美術科棟）における発掘調査報告

面には縦方向のハケメが見られる。弥生時代後

期～中津野式に比定できる。

314は高杯の杯部である。杯部の中央部にわず

かな段を有する。杯部内面は黒みがかっている。

外面には赤色顔料が塗布されている。古墳時代の

辻堂原～笹貫式に比定できる。315．316は高杯の

口縁部である。315は口縁端部付近の外面がわず

かに窪む｡315．316は古墳時代の辻堂原～笹貫式

に比定できる。

317は要の口縁部小破片であると考えられる。

318は高杯の杯部の小破片である。外面に明瞭

な段を有し、その部分に接合線が観察できる。古

墳時代の辻堂原～笹貫式に比定できるo319-

322は高杯の脚部である。319の外面には赤色顔

料が塗布されている。古墳時代の辻堂原～笹貫式

に比定できる。321は脚部上方が膨らみを有する。

323～328は高杯の脚端部付近の小破片である。

324は端部にわずかな窪みを有し、内面はヨコハ

ケがわずかに残っている。326は端部付近でわず

かに肥厚している。

329は財の口縁部である。外面には赤色顔料が

塗布されている。古墳時代の辻堂原～笹貫式に比

定できる。330は増の頚部付近である。古墳時代

に比定できる。Fig.86-331は増の胴部である。

胴部最大径は中央よりも低い位置にある。外面の

頚部付近には赤色顔料が認められる。外面のほぼ

全体にわたって黒みがかっている。古墳時代に比

定できる。332は増の底部付近の小破片である。

平底で、外面底部付近には黒斑が見られる。古墳

時代の辻堂原～笹貫式に比定できる。

333～337は弥生土器の要の口縁部である。333

は口縁端部の大きさから小型の尭と考えられる。

333～336は弥生時代中期に比定できる。337は

弥生時代中期～後期に比定できる

338は弥生土器の壷の頚部である。現状で2条

の突帯力瀧認でき、外面には縦方向のハケメが残

る。弥生時代中期から後期に比定できる。339は

壷の胴部小破片である。多条の突帯を有し、内面

には横方向のハケメが残る。弥生時代中期から後

期に比定できる。340は弥生土器の壷の底部であ

る。

341は砂岩製の砥石である。実測図で示した両

方の面が砥石として使用された面であったと考え

られる。

6層出土遺物(FiK.88．89)

342は磁器の小杯である。出土したのは調査区

ﾉ0‘

の壁際であり、また、上の層は古墳時代の包含層

と考えられることから、この遺物は落ち込みによ

るものと考えられる。

層位断面観察用のベルトなどから出土の遺物

(FiK.88．89)

これらの遺物は調査終了直前に土層観察用ベル

トや、ベルトコンベヤの台として残していた部分

を調査した際に出土した遺物である。時間的な制

約から、平板にドットを落としてレベルを記入し

て取り上げることはできなかった。層位は不明の

ものがほとんどであるが、出土した遺物は古墳時

代のものが多いことから、5層出土のものが主で

あると考えられる。

FiK.88-343-344は陶器の皿である。343の内

面、外面、口縁部には灰白色の粕が、外面体部に

は透明粕がかけられる。内外面の口縁付近には貫

入が見られる。344の内面には透明紬がかけられ

ている。345は陶器の皿または碗と考えられる。

内面と外面の一部には透明粕がかけられ、貫入が

見られる。346～348は陶器の翌の口縁部小破片

である。いずれも薩摩焼と考えられる。346の口

縁部付近外面には1条の沈線が巡る。暗オリーブ

灰色の粕がかけられ､口縁端部上面は無粕である。

347にはオリーブ黒色の粕がかけられ、口縁端部

上面は無粕である。348には極暗褐色の紬がかけ

られるが、口縁端部上面は無軸もしくは薄くか

かっている程度である。口縁端部上面には砂目が

見られる。349は薩摩焼の茶家の口縁部～釣り手

掛部分である。暗灰黄色の紬がかけられている。

350は磁器の碗と考えられる口縁部小破片である。

内面には雷文が描かれるo351～355は染付の碗

の口縁部～体部にかけての小破片である。352の

外面には貫入が見られる。356は染付の碗と考え

られる。357～359は染付の碗である。358．359

の畳付は無軸である。359の内外面には貫入が見

られる。360は染付の皿の底部の小破片である。

畳付は無粕である。361は染付であるが器種は不

明。外面に貫入が見られる。362は青磁の碗の口

縁部小破片で、外面に片彫りがある。

363は須恵器の妻の口縁部である。口縁端部は

上方と下方にわずかに突出している。鹿児島県内

では比較的よく見られる形態のものであり、9世

紀頃のものと考えられる。

364は蕊の口縁部と考えられる。傾きや厚さか

らは高杯の可能性も否定できないが、高杯にして
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に比定できる。

373～FiR.89-375は喪の底部付近である。373

は弥生時代の中津野式～古墳時代に比定できる。

374.375は古墳時代に比定できる。376～377は

蕊の脚部である｡376.377は古墳時代に比定でき

る。378～380は尭の脚部小破片である。378は弥

生時代の中津野式～古墳時代に比定できる。

381は壷の口縁部と考えられる。弥生時代の中

津野式～古墳時代に比定できる。

382．383は壷の胴部小破片である。いずれの突

帯にも刺突が施される。382は古墳時代に、383

は弥生時代後期～中津野式に比定できる。384は

壷の胴部である。突帯にハケエ具による刺突が施

され、内面には縦方向のハケメが残るo385は壷

の胴部小破片である｡内面には横方向のハケメが、

外面には縦方向のハケメが残る。外面ハケが施さ

れた後突帯が取り付けられており、突帯にはハケ

エ具による刺突が施される。弥生時代後期～中津

野式に比定できる。

386は壷の胴部の破片である。387～389は壷の

底部である。387は丸底と平底との中間的な形態

を呈する。388．389は平底を呈する。387は弥生

望
E－－－－空』010an

Fig.876層出土の遺物S=1/3

は胎土力湘いため翌であると判断した。365は要

の口縁部～胴部である。突帯から上はほぼまつす

ぐに立ち上がり、口縁端部付近でわずかに外反す

る。突帯は非常に低く、その上に刺突が施される。

古墳時代の笹貫式に比定できる。366は蕊の口縁

部～胴部である。外反しながら立ち上がる。突帯

にはハケエ具によると思われる刺突が施される。

367は莞の口縁部～胴部と考えられ、外面にはタ

テハケが残る。

368～370は翌の胴部小破片である。369は古墳

時代に比定できる。370の突帯には刺突が施され

る。371．372は要の胴部～底部である。371は底

部付近に段を有し、脚部との接合面で剥離してい

る。371～372は弥生時代の中津野式～古墳時代

ﾉ”



6．包含層出土の遺物
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6．包含層出土の遺物

時代の中津野式に、388は弥生時代後期～中津野

式に、389は弥生時代の中津野式～古墳時代に比

定できる。

390～392は高杯の口縁部～杯部である。390の

外面には斜め方向のハケメが、内面には縦方向の

ハケメがわずかに残っている。390．391は古墳時

代の辻堂原～笹貫式に比定できる。392の口縁端

部はわずかにくびれる。内面には横方向のハケメ

が残る｡古墳時代の辻堂原～笹貫式に比定できる。

393は高杯の脚部である。外面にはミガキが施さ

れ、赤色顔料が塗布されている。古墳時代の辻堂

原～笹貫式に比定できる。394は高杯の脚部小破

片である。

396は尭の口縁部～胴部の小破片で突帯を有す

る。口縁端部にわずかな窪みを有する。古墳時

代の笹貫式に比定できる。397～399は莞の胴部

小破片である。いずれも突帯を有する。397は古

墳時代に比定できる。398．399の突帯にはハケエ

具によると思われる刺突が施される。398の突帯

に施された刺突は胴部にまで及んでいる。古墳時

代の笹貫式に比定できる。400～404は蕊の脚部

である。400は非常に小型の翌である。弥生時代

の中津野式に比定できる。他は古墳時代に比定で

きる。

405．406は弥生土器の要の口縁部である。405

は弥生時代中期に、406は弥生時代中期後半に比

定できる。
表土・カクラン出土の遺物(FiK.90)

395は磁器の皿と考えられる。内面には白色の

紬で突起が作られている。内面には貫入が見られ

る。

その他の遺物(Fig.91)
407は染付であるが器種は不明。408は染付の

碗の小破片である。409は莞の胴部の小破片であ
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る。内面にはヨコハケが施され、外面にはナナメ

ハケが施される。その後突帯が取り付けられ、ハ

ケエ具による刺突が施される。古墳時代の辻堂

原～笹貫式に比定できる｡410は増の底部付近で、

底部には黒斑が見られる。古墳時代の辻堂原～笹

貫式に比定できる。

7まとめ

層について

1．2層は表土層、3．4層は､検出された遺構

や層の特徴などから水田層であったと考えられる。

5層は成川式土器を中心とする包含層、6層は地

山で、砂層である。なお、この砂層中に貝殻など

は見られなかった。

3層から出土した遺物は少ないものの、遺物な

どを参考に、明治以降の年代を考えることができ

る。

4層は薩摩焼が出土していることなどから、江

戸時代以降の年代を想定したい。

5層はいずれも弥生時代から古墳時代の成川式

土器を包含する層である。しかし、古墳時代より

も新しい時期の須恵器も少量見られる。5層のう

ちでも下方に位置する5質層では弥生時代の中津野

式土器と判別できる資料の頻度が高いことから、

弥生時代の包含層である可能‘性もあるといえる。

その場合、5層にはかなりの時間幅が見込めそう

である。

調査の結果､地山面（6層上面)は東に向かって

低くなっていることがわかった。5層は調査区東

側でかなり厚く堆積しており、そのため、5層の

上端を追いかけるとほぼ水平になっている｡なお、

調査区西側で確認された5層は、5層のうちでも

下方に位置する層である5只層であることから、調

査区西側においても5只層より上位の層が、もとも

とは堆積していた可能性が高い。

ところで､5層は古墳時代を中心とする包含層、

4層は江戸時代以降の年代を想定した｡この場合、

時代のかなり隔たる層が接していることになる。

この要因として、自然作用（洪水などによる削

平)､あるいは水田を作るための整地などが考えら

れる。3．4層が水田層であると考えられること

から、後者の可能’性も高いものと思われる。

遺構について

調査区南東部の3．4層で、「稲積み」と考えら

〃 0

れる遺構を3基検出した(SD1～3)。｢稲積み」

は郡元団地F－3区（大学院連合農学研究科校舎

建設予定地）での発掘調査においても検出されて

おり4)､形態･規模､推定される年代は類似してい

るといえる。しかし、F－3区で確認されたよう

な「稲積み」内部に明確な柱穴を有するものは見

られなかった。その他の土壌状遺構については、

その性格を明らかにすることはできなかった。

ピットは4．5．6層から239基検出したが､建

物に伴うものと判断できるものはなかった｡また、

その他の'性格についても明確にすることはできな

かった。

溝状遺構は3．4．5層から全部で13条検出さ

れた。その方向はおおきく2つに分けることがで

きる。半数以上が北西一南東向き（SD1．2．

4．6．7．8．13)、次に多いのは北東一南西向

き（SD3．5．6．12)である。溝底の傾きが

明らかなものについては、南に向かって傾斜する

ものが多い。この傾向は、近接する水町遺跡5)で

の状況と同様である。

SD1の年代は出土遺物や、それが検出された

3層の年代、その下の層で検出されたSD2の出

土遺物を参考にすると明治時代以降の比較的新し

い時期を想定できる。

SD2は4層で検出され、多くの遺物が出土し

たが、ほとんどは陶器や磁器である。ガラス製の

薬瓶が出土していることなどから明治以降の比較

的新しい時期を推定できる。

SD3～12はいずれも5層で検出された。この

うち遺物実測図を掲載した遺構は、SD4．6．

12である。SD4で出土した青磁は小破片のた

め、時期を知ることができない。SD6の青磁碗

は12世紀以降の時期を推定できる。SD12は古

墳時代に比定できる遺物が出土しているが、検出

面は5b層であるため、その他の5b層検出の溝の

年代とそれほど変わらないと考えられる。溝の年

代としては、出土遺物が少ないため推定の域を出

ないものの、中世以降であると考えたい。

3層で検出されたSD1と5層で検出されたS

D6は､それぞれの年代は異なると考えられるが、

溝の底に長方形を呈する落ち込みが連続して見ら

れる点で共通している。人為的なものか、自然作

用によるものか決定できないが、比較的よく整っ

た落ち込みであるため、人為的なものである可能

‘性が高い。

3．4層上面から検出された溝、特にSD1に



ついては、そのすぐ近くから畝や「稲積み」遺構

が検出されているため、水田に伴うものであると

考えられる。SD2についてはその埋土中から、

かなり多量の遺物が出土しているため、水田に伴

うのかどうかを断定することはできないo5層で

検出されたSD3～13については、水田、あるい

は畑などの遺構が検出されていないため、その用

途についての結論を下すことはできない。

先述したように、地山のレベルは調査区西側に

向かって高くなっている｡一方、本調査地点の西

側に位置する福利厚生施設建設地における発掘調

査では、地山のレベルは東に向かって高くなって

いることがわかった。同様に、西側に位置する水

町遺跡でも地山のレベルは東に向かって高くなっ

ている6)^このことから、本調査地点の西側は微

高地であったと推定でき、本調査地点は微高地か

らの傾斜面に位置するものと考えられる。郡元団

地内では微高地を中心に古墳時代の住居跡が多数

検出されているが、本調査地点西側の微高地上に

住居跡が存在していたかどうかは不明である。こ

れらの調査地点からの出土遺物の多くが小破片で

あり、また、量的にもそれほど多くないというこ

とや、これらの調査の結果推定できる微高地の範

囲はそれほど広くないということから、この微高

地に住居が作られなかった可能’性の方が高いので

はないかと考えられる。

古代および中世の層は確認されていないため、

その後の状況は不明であるが、近世には、この傾

斜面はもはや存在せず、本調査地点一帯は水田と

して利用されていたといえる。

遺物について

本遺跡からは約4400点の遺物が出土した｡その

うちの大部分は土器である。土器は小破片のもの

が多く、接合することができた資料もそれほど多

くなかったため、二次的な移動を受けていると考

えられる。最も多く出土したのは弥生時代から古

墳時代にかけてのいわゆる成川式土器であるが、

溝(SD2)からは陶磁器も比較的多く出土した。

各層から須恵器もわずかに出土し、5層を中心に

弥生土器も少量ではあるが出土している。

郡元団地内から比較的多く出土する中世の土器

類は、ここではあまり見られなかった。これは､中

世に比定できる包含層が無いためと考えられるが、

該期の遺物が皆無というわけではない。中世の包

含層は水田造成あるいは洪水などの自然作用によ

り削平されたのではないかと考えられる。

7．まとめ

成川式土器のうち最も多い器種は喪、次に多い

のが壷であり、時期的には古墳時代後期に比定で

きる笹貫式の占める割合が最も高い。郡元団地で

はこれまでの発掘調査によって多量の成川式土器

が出土している。そのうち最も多く出土している

のは、笹貫式と呼ばれる型式のものである。本調

査地点でもその傾向に変わりはないといえるが、

弥生時代に位置づけられる中津野式のものも比較

的多いことが注意される。

弥生土器のうち最も多い器種は成川式土器と同

様、要であり、次に多いのが壷である。時期別に

見ると､中期に属するものの比率が高いといえる。
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財発掘調査報告書第4集、知覧町教育委員会、1993

4)鹿児島大学埋蔵文化財調査室「第3章鹿児島大学郡

〃2

元団地F－3．4区（大学院連合農学研究科校舎建

設予定地）における発掘調査報告」『鹿児島大学埋

蔵文化財調査室年報V平成元年度』鹿児島大学埋

蔵文化財調査室、1990

5)註1文献に同じ。

6)註1文献に同じ。
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Fig No． 器種 部位 出土層 色調・紬調 胎土・磁胎 調整・施文 備考

６
－
３

４
－
５

1

2

杯

碗

底部

口縁部

SD1

SD2

灰白色(10Y7/1)

灰白色(7.5Y8/1)/紬調透明

回転ナデ

施粕

須恵器，残存率1/8.底径

(8.55)cm

磁器

53 3 碗 口縁部 SD2 灰白色(7.5Y8/1)/紬調透明 施軸 磁器

53 4 碗 口縁部 SD2 灰白色(N8/0)/紬調透明，貫入 施軸 磁器

53 5 小杯 口縁部～

高台

SD2 灰白色(N8/0)/粕調透明，内面

文様：背灰色(5B6/1)
施軸，内面：文棟（文撤上

の軸剥離）

磁器

53 6 小杯 口縁部 SD2 灰白色(N8/0)/紬調緑透明，明

緑灰色(I0GY8/1)
施紬 磁器

53 7 ？
● 口縁部 SD2 灰白色(2.5GY8ﾉ1)/粕調緑色

緑灰色(5G5/1),貫入
施紬 磁器

53 8 碗 底部 SD2 灰白色(2.5GY8/1)/紬調白透

明，明緑灰色(7.5GY8/1)
施粕，高台遥付：無紬，外

面：回転へラケズリ？

磁器，残存率1/2,底径

(3.10)cm
53 9 碗 底部 SD2 灰白色(N8/0)/軸調透明 施紬，外・内面：色絵 磁器

53 10 Ⅲ 口縁部 SD2 灰白色(7.5Y8/1)/紬調透明，外
面：貫入

施軸 磁器

53 11 皿 口縁部 SD2 灰白色／粕調透明 施紬 磁器

53 12 碗 底部 SD2 灰白色(7.5Y8/1)/'紬調青透明，

明背灰色(IOBG刀1),高台下端文
棟：糧色(5YR7/6)

施紬，高台鐙付：無紬，内

面見込に砂目

磁器，残存率1/2.底径

(4.00)cm

53

53

13

14

？
｡

鉢

底部

口縁部

SD2

SD2

灰白色(N8/0)/紬調外面：樋色

{7.5YR7/6)～灰白色(10YR8/2)・透
明紬，内面：灰白色(2.5Y8/2)

灰白色(7.5Y7/1)/紬調白透明，

灰白色(2.5Y8/1),外面下部：透
明，貫入

ナデ，外面一部：施紬

施粕

磁器，残存率1/2，底径

(6.95)cm

半磁器

53 15 皿 口縁部～

高台

SD2 灰白色(N8/0)/紬調透明，口緑
蝋部：明褐色(7.5YR7ﾉ6)

施紬，内面：文様 磁器，残存率1/2，底径

(6.38)cm

53

53

53

16

17

18

Ⅲ

茶家

茶家

口縁部～

高台

底部

天井部～

口縁部

SD2

SD2

SD2

灰白色(2.5GY8/1-N8/0)/軸調透

明，口緑端部：明褐色(7.5YR
7/6)，内面文様：緑灰色(10GY6/1)
に類似

灰白色(10Y8/0/紬調透明，外

面文様：暗青灰色(5B4/I)に類似，
下嫡：栂色(2.5YR7/6)

灰白色(N8/0)/紬調透明，外

面：文様(青)：暗青灰色(5B4/I)に
類似，（紫)：紫灰色(5RP6/1)

施紬，内面：文様，高台隆

付：無紬

外・内面：施粕，外面：色

絵，底部外面：無紬

施紬，外面：文棟，かえ

り：無紬

磁器，残存率1/5,口径
(7.50)cm

磁器，外面

（注口？）

円形状に隆起

磁器，残存率:i/3.口径
(6.45)cm.天井部：穿

孔(直径3皿）

53 19 碗 底部 SD2 高台性付：桧色(5YR6/8).高台内

面：灰黄褐色(10YR6/2),器肉：に
ぶい掻色(7.5YR6/4)/粕調外
面：灰色(7.5Y6/1),内面：灰白色
(5Y8厘.7.5Y8/2)

外・内面：施紬，内面：文

様（流し掛け？） 内面見

込：砂目，高台礎付～高台

内面：無粕，高台内面蛇の

目状に削り取り

陶器，底径4.80cm

53 ” 碗 底部 SD2 外面下部～高台内面：灰黄褐色

(10YR4ﾉ2),器肉：青灰色
(10BG5/I)/紬調灰白色(5Y7/2),
外面中部：灰色(5Y4/1),透明紬

施紬，高台畳付～高台内

面：無紬，内面見込：蛇の

目(幅8皿)・砂目

陶器，残存率1/2.底径

(5.55)cm

53 21 碗or皿 底部 SD2 にぶい赤褐色(2.5YR5/4)/軸調

にぶい黄褐色(lOYR4/3)・浅黄色

(5Y7/3),透明粕，貫入

施紬（流し掛け） 高台～

高台内面：無紬・回転ナ

デ，内面見込：蛇の目(幅1

cm)

陶器，残存率1/2,底径

(5.15)cm

53 22 皿 底部 SD2 掻付～高台内面：黄灰色

(2.5Y4/1),器肉：褐色(7.5YR4/3)/
紬調外面上部・内面：白色紬：

灰白色(5Y8/2),外面~ド部：透明
紬，貫入

施紬

透明

白色（流し掛け）．

高台畳付～高台内

面：無紬・回転ナデ

陶器，残存率1/2，底径

(5.05)cm

53 23 碗 底部 SD2 高台外・内面：黄褐色(2.5Y5/3),
器肉：にぶい黄横色(IOYR5/4)/̂
調外面上部・内面：白色紬：灰

白色(5Y8/2).貫入，外面下部：透
明紬：灰黄褐色(10YR5/2)

施紬，白色・透明紬，高台

～高台内面：無紬・回転ナ

デ，内面見込：蛇の目(幅7

ﾛ皿）

陶器，残存率lﾉ2，底径

(3.75)cm

53 24 碗 底部 SD2 淡黄色(2.5Y8/3)/粕調内面：透
明

微粒子をわずかに含む 外面：風化，内面：施紬 陶器，残存率2/3，底径

(4.20)cm

53 25 碗 底部 SD2 内面見込・高台外内面畳付：黒褐

色(10YR7/2).器肉：糧色
(7.5YR7/6)/紬調薄い緑色：オ
リープ灰色(2.5GY6/1),外面上
部：灰白色(7.5Y7/2)

施粕，高台・高台内面：無

軸，内面見込：蛇の目(幅I
cm)

陶器，残存率1/4，底径

(4.65)cm

53 ” 碗 底部 SD2 梗色(7.5YR7/6)/粕調灰白色
(7.5Y7/1)

施粕，外面体部下部～高台

内面：無紬・回転ナデ
陶器，残存率I/4，底径

(4.75)cm
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53 27

53 28

53 29

53 30

53 31

53 32

53 33

53 34

輿 35

認 36

54 37

54 38

輿 39

餌 40

輿 41

54 42

54 43

輿 “

輿 45

輿 46

54 47

54 48

54 49

54 ”

輿 51

54 52

輿 53

54 剥

輿 55

餌 56

54 57
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器樋

艶

翌

翌

翌

受

饗

翌

？
■

碗

碗

碗

小杯

碗

碗

碗

碗

碗

碗？

碗？

碗

？
＆

？
ひ

碗

碗

碗

碗

碗？

碗

碗

碗

碗

部位 出土層

口縁部 SD2

口縁部 SD2

口縁部 SDZ

口縁部 SD2

口緑部 SD2

口縁部 SD2

口縁部 SD2

口縁部 SD2

口縁部～ SD2

商台

口縁部～ SD2

高台

口縁部 SD2

口縁部～ SD2

高台

口縁部 SD2

口縁部～ SD2

体部

口縁部～ SD2

体部

口縁部 SD2

口縁部 SD2

口縁部 SD2

口縁部 SD2

口縁部～ SD2

体部

口縁部 SD2

口縁部 SD2

口縁部～ SD2

体部

口縁部～ SD2

体部

体部～底 SD2

部

体部～底 SD2

部

体部～底 SD2

部

体部～底 SD2

部

底部 SD2

体部～底 SD2

部

体部～底 SD2

部

色調・紬調

口縁甥部：にぶい赤褐色

(2.5YR5/4).器肉：橿色(7.5YR7ﾉ6)
／粕調オリーブ黒色(7.5Y3/2)

外面～内面上部：燈色(5YR6/8),

器肉：樋色(5YR7/8)

口縁上端部：にぶい赤褐色

(2.5YR4/3).器肉：にぶい橿色
(2.5YR6/4)/紬調暗灰黄色
(2.5Y4/2)

外面一部・口縁上端部：褐色

(7.5YR4/3),器肉：にぶい赤褐色

(5YR5/3)/紬調オリーブ黒色
(10Y3/2)

口縁上端部：にぶい赤褐色

(5YR4/3),器肉：にぶい橿色

(5YR6/4)/粕調オリーブ黒色

(10Y3/2)

外面一部・口縁上端部：にぶい赤

褐色(5YR5/4).器肉：にぶい褐色
(7.5YR5/4)/軸調オリーブ灰色
(5GY5/1)

黒褐色(I0YR3/2).器肉：灰褐色

(7.5YR4ﾉ2)/紬調灰白色(5Y7/2)

にぶい樋色(7.5YR6/4)/紬調オ

リープ褐色(2.5Y4/6),貫入

灰白色(N8/0)/紬調透明

灰白色(N8/0)/軸調透明

灰白色(N8/0)/軸調透明

灰白色(N8/0)/紬調透明

灰白色(N8/0)/柚調透明

灰白色(2.5GY8ﾉ1)/紬調透明

灰白色(N7/0)/軸調白透明：明
オリーブ灰色(2.5GY7/1)

灰白色(7.5Y8/1)/紬調透明

にぶい黄椴色(10YR7/4)/粕調灰

白色(7.5Y7/1)

灰白色(N8/0)/粕調透明

灰白色(2.5GY8ﾉ1)/紬調透明．

明緑灰色(1Ⅸ｡Y8/1)

灰白色(2.5GY8ﾉ1)/軸調透明．

灰白色(5GY8ﾉ1)

灰白色(7.5Y8/1)/紬調透明

灰白色(10Y7/I)/軸調透明，貰
入

灰白色(10Y8/I)/紬調透明

灰白色(10Y8ﾉ1)/紬調透明

灰白色(I0Y8/1)/粕調透明

灰白色(5Y8/1)/紬調透明

灰白色(N8/0)/軸調透明，高台

畳付：にぶい黄授色(10YR7/4)

灰白色(N加')/紬調青透明：明
青灰色(5B7/1)

灰白色(5Y7ﾉ1)/粕調透明

灰白色(7.5Y8/1)/粕調緑透明：

明緑灰色(I0GY8ﾉ1）

灰白色(2.5GY8/1)/紬調透明

胎土・磁胎 調整・施文

“価78-川季夢囚tlP･計§ヤイ画一l里』

転ナデ

回転ナデ，外面～内面上

部：顔料？

施粕，口縁上端部：無軸.

回転ナデ

施紬．外面：部分的に無

紬，口縁上端部：無紬・回

転ナデ

施紬，口縁上端部：艇紬．

回転ナデ

施紬，外面一部・口縁上端

部：無紬・カキメ

施粕，回転ナデ，外・内面

一部：無紬・ヨコナデ，口

縁端部：無紬

施粕

施粕，外面・高台内面：文

様，高台鉦付：無紬

施粕，外面：文械，高台挫

付：無紬

施粕，外面：文棟（文字）

施粕，外面：文様，高台盤

付：無紬

施粕．外面：文様

施粕，外面：文禄

施粕，外・内面：色絵

施紬，外面：色絵

施粕，外面営色絵

施袖，外・内面：色絵

施粕，外面：色絵，口縁端

部上面～内面：無紬

施紬，外・内面：色絵

施紬，外・内面：色絵

施軸，外面：色絵

施軸，外面：色絵（たこ唐

草文）

施粕．外面：色絵

施粕，外・内面：色絵，高

台畳付：無紬

施紬，外・内面：色絵，高

台掻付：無紬

施紬，外・内面：色絵，高

台畳付：無紬

施紬，外・内面：色絵‘高

台畳付：無紬

施軸，高台外面：色絵，高

台畳付：無紬，内面見込：

蛇の目？

施紬，外面：色絵，高台姪

付：無粕

施紬，外面：色絵･高台蟹

付：無紬

備考

陶器（薩歴）

陶器？

陶器（薩摩）

陶器（薩摩）

陶器（薩摩）

陶器（薩摩）

陶器（薩摩）

陶器（薩摩？）

染付，残存率l/2，底径

(3.55)cm

蕊符7~蔑存軍1/2.-底i嘉一
(4.05)cm

染付，残存率lﾉ4，口経

(6.80)cm

染付，残存率刀3，底径

(2.34)cm

染付，残存率1/4,口径

(6.20)cm

染付，残存率lﾉ3，口径

(11.40)cm

染付 残存率Iﾉ6，口径

(1245)cm

染付 残存率1/6.口径

do3)cm

染付 残存率lﾉ6，口径

(1005)cm

染付

染付

染付

染付

染付

染付

染付

染1．，残存率lﾉ2，底後

(440)cm

染1．，残存率1/3.底径
(§ 00)cm

染（ －，残存率1ﾉ8，底徒

(f95)cm

染付，残存率】/4，底径

(3.95)cm

染付

染付

蕊1＝－、
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Fig No． 器樋 部位 出土層 色調・紬調 胎土・磁胎 調雛・施文 側考

54

４
－
４
’
４

５
ゞ
５
５

58

59

“

61

IⅢ

皿

IⅢ

IⅢ

口縁部～

休部

口緑部～

休部

口縁部～

体部

口縁部～

体部

SD2

SD2

SD2

SD2

灰白色(2.5GY8/1)/紬調透明

灰百琶而Y8/I)／紬調透明

灰白色(10Y8/I)/粕調透明

灰白色(10Y8/I)/軸調透明

施紬，外・内血：色絵（草

花）

施袖，内面：色絵（草）

施柚．外・内面：色絵（た

こ唐草文）

施袖，外・内面：色絵

染付，残存率lﾉ3，口径

(9.05)cm

染付，残存率1ﾉ6，口径

(12.90)cm

染付

染付

54 62 ml 口縁部～

体部

SD2 灰白色(N8/0)/紬調緑透明：明
緑灰色(7.5GY8/I)

施紬，内面：色絵 染付

54

舛

63

“

皿

蓋

I二I縁部～

休部

天井部

SD2

SD2

灰白色(N8/0)/柚調緑透明：明

緑灰色(10GY8/I)

灰白色(N8/0)/柚調透明

施紬，外・内面：色絵

施紬，外面：色絵，かえ

り：無紬

染付

染付

55

55

65

“

‘》
●

？
①

口縁部～

休部

胴部

SD2

SD2

明赤褐色(2.5YR5/6)/軸調外

面：褐色軸：灰褐色(7.5Y5/2),口
縁端部～内面：白色軸：淡黄色

(2.5Y8/3).WA

外面一部・突術部上部：灰黄褐色

(10YR4/2),器肉：にぶい赤褐色
(5YR5/4)/柚調灰色(7.5Y6/1)

施軸，外面：褐色軸，外面

一部・内面：白色紬，外面

下部：無紬

施軸，外面上部一部：軸掻

き取り(V字形）

陶器

陶器

55

55

67

68

髭

受？

胴部

底部

SD2

SD2

器肉：にぶい栂色(7.5YR6/4)/tt

調製褐色(IOYR2/3)

底面一部：灰褐色(5YR4/2),器

肉：横色(7.5YR7/6)/柚調黒褐

色(2.5Y3/2)

施紬，外面一部：無柚，上

側の突帯に刺突

施袖，底面一部：無粕

陶器（薩摩）

陶器（薩摩？）

55 69 尭 底部 SD2 底面：灰褐色(5YR4/2),器肉：灰

色(N4/0)/軸調外面：灰色

(5Y4/1),内面：灰オリーブ色
(7.5Y5/2)に頻似

外面：カキメ？，内面：施

紬・カキメ？，底面：一部

軸付蒲

陶器，残存率1/6.底径

(16.50)cm

55 70 植木鉢？ 底部 SD2 にぶい赤樋色(10R6/4)/柚調外
面：暗オリーブ褐色(2.5Y3/3) 面

■

外面：施紬・カキメ，内

面：無紬・カキメ？，内

底部：ナデ，底面：無紬
ナデ

陶器，残存率1/3，底径

(13.35)cm.底面中央

部：穿孔（径17画）

55

55

71

72

播鉢

播鉢

口縁部

口縁部

SD2

SD2

赤褐色(I0R4/3)/紬調外面：黒

褐色(5YR2/2)・灰オリーブ(5Y4/2)

にぶい樋色(2.5YR6/4)/紬調外
面：灰オリーブ(5Y4/2).内面：黒

褐色(7.5YR2/2)

微粒子（白色）をわずか

に含む

外面：施軸・カキメ

面：無柚・カキメ，

，内

溝は7

条が1単位で幅は1.7cm.P
縁端部：無紬・回転ナデ

外・内面：施軸・カキメ，

口縁端部：無軸・回転ナデ

陶器，残存率1/8．口径

(30.40cm) 注口付

陶器，注口付

55 73 揺鉢 底部 SD2 横色(5YR6/6)/袖調外～底面．
内面瀧凹部：灰白色(2.5Y7/1)

外～底面・内面溝凹部に粕

が残る

陶器，紬風化，溝：摩滅

55 74 描鉢 底郁 SD2 栂色(5YR6/6)/柚調外面．内面

櫛凹部：灰褐色(7.5YR5/2)

外面・内面櫛凹部に粕が残

る，内面・底部外面：無粕

陶器，紬風化，櫛：摩滅

55 75 仏飯器 口縁部～

脚部

SD2 にぶい黄樋色(10YR6/4)/軸調白
色：灰白色(2.5Y8/2).閏入

外・内曲：施紬

無紬・回転ナデ

脚内面： 陶器，残存率lﾉ2.Ill径

(5.15)cm

55 76 茶家 天井綿～

口縁部

SD2 口縁かえり～内面：にぶい褐色

(7.5YR5/4),器肉：にぶい燈色

(7.5YR7/4)/柚調外面：黒褐色

(2.5Y3/2)

外面：施紬

内面：無紬

口縁かえり～

回転ナデ

陶器（薩摩，茶家）

55

55

55

55

５
．
５
５

５
５
５

77

78

79

80

81

82

83

茶家

茶家

茶家

甑？

？
■

碗

碗

注口部

注口部

注口部

胴部

口縁部

口縁部

底部

SD2

SD2

SD2

SD2

SD2

SD2

SD2

紫灰色(5P6/I)/紬調外面：暗赤

褐色(2.5YR3/3),内面：暗赤灰色
(2.5YR3/1)

灰百画両YR7/1J/瑚調一ダWTW
赤褐色(IOR3/3),内面：赤灰色
(2.5YR4/I)

注口付根上部：灰赤色(I0R5/2),
器肉：暗緑灰色(I0GY4/1)/軸調
オリーブ黒色(7.5Y3/2)

内面：灰赤色(I0R6/2).器肉：緑

黒色(5G2/D-栂色(2.5YR6/6)/ffi
調内面：黄灰色(2.5Y6/1)

灰白色(N8/0)/紬調緑透明：明

緑灰色(I0GY8/1).闘人

灰白色(5Y7/1)/紬調緑透明：オ
リープ黄色(5Y6/3)

灰白色(N8/0)/柚調緑透明：明

緑灰色(5G7/1)

施袖

施紬

施紬，内面・釣り手掛：無
紬

カキメ・一部は後ナデ，内

面：カキメ・施軸，把手下

部：ユビオサエ

施紬

施紬，内面：片彫り（花

弁？）

施柚，外面：片彫り（蓮

弁？）

文字）

内面：文様（魚・

高台畳付：無粕．

回転ナデ，高台内面：無

紬・一部紬付茄

陶器（薩摩）

陶器（薩摩）

陶器（薩摩）

陶器

青磁

青磁

脊厩~衷存率万3
(5.15)cm

;~底雷
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器種

碗

碗

碗

花生

？
●

古銭

薬ピン

薬ピン

杯？

喪

変

杯？

杯？

碗

翌？

杯

碗

播鉢

碗

高杯

壷

高杯ortlf

蕊

碗

碗

碗

碗

播鉢

ⅢI

部位

底部

底部

底部

口縁部～

体部

注口？

蓋

底部

胴部

底部

口縁部

口縁部

ロ縁部

胴部

底部

底部

底部

底部

杯部～底

部

頚部

口縁部

脚部

ロ縁部～

底部

口縁部

口縁部

口縁部

底部

口縁部～

体部

出土厨

SD2

SD2

SD2

SD2

SD2

SD2

SD2

SD2

SD2

SD2

SD2

SK7

SK7

SD4

SD4

SD4

SD6

SD6

SD6

SD6

SD6

SD12

SDl2

3a

3b

4a

4a

4a

4c

色調・軸調

灰白色(N8/0)/紬調緑透明：明

緑灰色(10G7/1).貫入

灰白色(10Y8/1)/軸調外面・高

台内面：明緑灰色(10GY8/1)

灰白色(N加)/紬調透明

灰白色(5Y8/2)/紬調透明，貫入

にぶい樋色(7.5YR6/4)/軸調外
面半分～内面：オリーブ黒色

(5Y3/2i

オリーブ黒色(5Y3/2)

青透明

透明

浅黄燈色(10YR8ﾉ4).器肉：浅黄色
(2.5Y7/4)

外面：にぶい赤褐色(5YR4/4),内

面：灰黄褐色(10YR4/2)

外面：極色(7.5YR6/6),内面：暗

青灰色(5B4/1),器肉：灰白色
(7.5YR8ﾉ2)

灰色(N5/0)

灰色(N7/1)

灰白色(N加')/粕調緑透明：オ

リープ灰色(10Y6/2).貫入

外面：灰色(N4/0).器肉：灰白色

(N7/0)

浅黄樋色(7.5YR8/6)

灰白色(N7/0)/粕調緑色：オ
リープ灰色(5GY6/1).貫入

外面：黒褐色(10YR3/1),内面溝凹
部：灰色(N5/0).底面：にぶい横色
(2.5YR6/4).器肉：灰白色(5Y7/1)

梗色(5YR7/6),器肉：浅黄横色

(7.5YR8/4)

外面：栂色(7.5YR6/6).内面:(7/6)

外面：浅黄授色(7.5YR8/4),内
面：灰褐色(7.5YR6/2),器肉：灰
白色(5Y刀1)

外面上郁：灰色(7.5Y5/1).下部：に

ぶい黄樋色(10YR7/4),内面：灰色
(7.5Y5/1)

上郁：樋色(2.5YR6/6),下部：に

ぷい黄授色(I0YR7/4)

灰白色(N8/0)/粕調透明

灰白色(10Y8/1)/軸調透明

灰白色(5Y8ﾉ1)/柚調緑透明：オ

リープ灰色(5GY6/1)に類似，貫入

灰白色(N7/1)/粕調緑透明：オ
リープ灰色(2.5GY6/1)に類似，貫
入

内面：浅黄椴色(7.5YR8/6),器
肉：灰黄色(2.5Y6/2)

灰白色(10Y8/1)/軸調緑透明：

灰白色(10Y7/1),貫入

胎土・磁胎

気泡あり

細粒子・微粒子をわずか

に含む．

粗砂粒をわずかに含む

微粒子（白色）をわずか

に含む

微粒子（白色）をわずか

に含む

微粒子（赤色他）をわず

かに含む

微～細粒子をわずかに含

む

微～細粒子をわずかに，

砂粒～粗砂粒を含む

黒色砂粒・細粒子を含

む．

微～細粒子を若干含む

微～細粒子・砂粒～粗砂

粒を若干含む

調整・施文

施軸，内面：文様（花

弁？） 高台内面：一部無

紬

外面・高台内面：施粕，内

面・高台畳付：無紬

外・内面：施軸，高台内

面：無紬

外面～内面上部：施紬・回

転ナデ，外面：文様

外面先端部～内面：施紬．

回転ナデ？

内面：回転ナデ，外面：摩

減のため調整不明，底部：

糸切り

ナデ

ナデ

回転ナデ

回転ナデ

施紬

回転ナデ

廉滅のため調整不明

施軸，内面見込：花文のス

ダンプ，高台丑付～高台内

面：無紬・一部粕付着・回

転ナデ

ナデ？

回転ナデ？

ナデ？

外面：タテハケ後ナデ，内

面上部：ハケ後ナデ？(ハケ

メは残らない)・下部：ナ
デ，頚部と胴部の境界部分

にユピオサエ痕が残る

ヨコナデ

ナデ，脚端部：ヨコナデ

施紬，外面：絵付け，高台

畳付：無紬

施柚，外・内面：絵付け

施紬，外面：片彫り（蓮

弁？）

施粕

ナデ，外面：ヘラ状工具に

よるナデ？，内面の溝は7

本単位(1.9cm幅）

施紬

備考

青磁

青磁？

青磁？

染付

陶製品，股大径3.60cm

寛永通宝，唾Ⅲ2.32g

ガラス製，長き2.皿､，

幅2.25m

ガラス製，高さ6.95cm.
股大幅3.65cm

土師器

古墳時代辻堂原～笹n式

弥生時代中期

須恵器，96と同一個俸

の可能性

須恵器，95とI司一個体

の可能性

青磁

須恵器

土師器，衷存蕊砺7－藤'
(6.95)cm

青磁，残存率3脚，底径
5.95cm

瓦器？

土師器，残存率lﾉ4，底侭

(6.45)cm

古墳時代？

古墳時代辻堂原～笹凹式

古墳時代，残存率l/a底

径？（12.35）c、

染付，残存率1/5，口径

(9.25)cm

染付

青磁

青磁

青磁
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Fig No． 器狐 部位 出土廟 色調・紬調 胎土・磁胎 調整・施文 備考

73 113 髭 口縁部 4C 外面：灰色(7.5Y5/1),内面・器
肉：灰白色(7.5Y7/1)

外面下部

内面下部

口縁端部

タタキ後ナデ，

横方向のナデ，

回転ナデ

須恵器

73 114 変 口縁部 4c 外・内面：樋色(7.5YR7/6)～褐灰

色(7.5YR4/1),器肉：褐灰色
(5YR5/1)

砂～磯を若干含む 横方向のナデ，突帯部付

近：ヨコナデ

古墳時代東原～辻堂原式

73 115 艶 口緑部 4c 外面：黒褐色(7.5YR3/1),内面：

灰黄褐色(10YR6/2),器肉：灰白色
(I0YR8ﾉ2)

細粒子～砂粒を含む 斜め方向のハケ後ナデ，口

縁端部：ヨコナデ

古墳時代笹聞式？

74 116 ？
｡ 口縁部～

体部

4e 灰白色(10Y8/1)/紬調透明，口

縁端部：燈色(7.5YR6/6)

施紬，口縁端部：色絵 磁器，残存率lﾉ8，口径

(15.8)cm

74 117 ？
e 口縁部～

体部

4e 灰白色(5Y8/1)/紬調透明 施軸 磁器

74

74

118

119

碗

碗

底部

口縁部

4e

4e

灰白色(2.5Y8/2)/軸調外．内

面：灰白色(5Y7/1).高台内面：灰
白色(5Y7/2).貫入

灰白色(2.5Y8/2)/紬調透明

施軸，内面見込・高台催付

付近に胎土？付藩

施軸。外・内面：文様

陶器，残存率1/4，底径

(5.00)cm.内面見込に
2カ所胎土付蒲

染付

４
ゞ
４
－
４

７
－
７
－
７

120

121

122

Ⅲ

碗

キセル

口縁部～

体部

口縁部～

体部

4e

4e

4e

灰白色(7.5Y8/1)/紬調透明，外
面下部：灰白色(2.5Y8/2)

灰白色(N7/0)/軸調緑透Iﾘ]:*
リープ灰色{5GY6/1)に顛似

上部：にぶい黄橿色(10YR7/2),下
部：浅黄色(2.5Y7/3)/軸調飴紬

施紬，内面：絵付け，外面

下部：無紬

施紬，外面上端部：文様

(雷文）

施紬，雁首接続部内面：無

粕，粘土を突出させて文様

を表現

染付

青磁

陶器（薩摩？）

万
一
妬

123

124

翌

艶

脚部

口縁部～

胴部

5a

5b

樋色(7.5YR7/6)

灰色(N5/0).外面頚部:b紙v灰色
(5B3/I)

微～細粒子を若干，砂粒

(白色）をわずかに含む

ナデ，外・内面にユビオサ

エ痕が残る

口縁部～頚部：回転ナデ,外

面胴部：タタキ(平行)，内
面胴部：当て具痕(同心円

文)・上部は後ナデ

古墳時代

須恵器，残存率1/3,口径

(18.90)cm

76 125 艶 口縁部～

胴部

5b 外面：樋色(7.5YR6/8),内面:にぶ
い栂色(7.5YR6/4),器肉：オリー
プ灰色(2.5GY5/1)

微～細粒子・砂～磯（赤

色その他）を含む

外面・内面下部：ナデ，内

面上部：ハケ後ナデ？

弥生時代中津野式～古墳

時代東原式

76 126 受 胴部 5b 外・内面：にぶい褐色

(7.5YR6/3),器肉：明黄褐色
(10YR6/6)

微～細粒子を若干含む 外面：横方向のナデ，突帯

部付近：ヨコナデ，突帯刺

突部に布目圧痕，内面：ナ
デ

古墳時代東原～辻堂原式

76 127 翌 胴部 5b 外面：灰褐色(7.5YR4/2),内面：
にぶい樋色(7.5YR7/4),器肉：灰
白色(7.5YR8/2)

透明砂粒，微～細粒子を

若干含む

外面：横方向のナデ，突帯

部付近：ヨコナデ，突帯刺

突部に布目圧痕，内面：ナ

デ

古嫡時代辻堂原・笹貰式

76 128 髭 胴部 5b 外面：黒褐色(lOYR3/l)・明黄褐色

(I0YR6/6),内面：にぶい黄樋色
(I0YR7/4),器肉：灰黄褐色
(I0YR6/2)

砂粒を若干含む，微～細

粒子をわずかに含む

外面上部：タテハケ後ナ

デ？・下部：ナデ，突帯部

付近：ヨコナデ，突帯にハ

ケエ具による刺突，内面：

ナデ・下部：ヨコハケ

古蛎時代辻堂原・笹貰式

76 129 髭 胴部 5b 外面_上部：灰黄褐色(10YR6/2)-下

部：浅黄侭色(7.5YR8/4),内面：
樋色(7.5YR7/6),器肉：灰白色
{10YR8/2)

赤色その他砂粒．微～細

粒子を若干含む

ナデ，突術部付近：ヨコナ

デ，突帯に刺突

古噛時代辻堂原・笹貰式

６
－
６

７
’
７

130

131

艶

艶

胴部

胴部

5b

Sb

外面：にぶい黄樋色(10YR6/4),内

面：灰黄褐色(10YR6/2)

外面：明褐色(7.5YR5/6).内面：
浅黄梗色(7.5YR8/3),器肉：褐灰

色(7.5YR6/1)

微～細粒子を含む，砂粒

(透明他）を若干含む

微～細粒子を多く，砂粒

をわずかに含む

斜め方向のナデ，突帯に刺

突

ナデ，突滞部付近：ヨコナ

デ，突帯に刺突

古墳時代

76 132 髭？ 胴部 sb 外面：明黄褐色(10YR6/6).内面：
にぶい黄澄色(10YR7ｿ4).器肉：暗
灰黄色(2.5Y5/2)

砂粒（赤色）・微～細粒

子をわずかに含む

外面上部：斜め方向のハケ

後ナデ，内面：ナデ？，絡

縄突帯

古墳時代，絡純突帯

76 133 艶 脚部 5b にぶい横色(7.5YR7/4-5YR7/4),器

肉：淡横色(5YR8/4)

透明粗砂粒をわずかに，

微～細粒子を若干含む

ナデ 古城時代，残存率lβ，

底径(11.95)cm

76 134 塾 脚部 sb 外面：明黄褐色(I0YR6/6).内面：

明赤褐色(5YR5/6),器肉：暗赤褐
色(2.5YR3/3)

透明砂粒をわずかに，微

～細粒子（透明・白色そ

の他）を若干含む

外面上部：ハケ後ナデ，外

面下部・内面：横方向のナ
デ

古墳時代

76

76

76

135

136

137

翌

艶

壷

脚部

脚部

口縁部

5b

sb

5b

明黄褐色(10YR6/6)

外面：にぶい褐色(7.5YR5/4),内
面：灰黄褐色(10YR4/2),器肉：に

ぶい褐色(7.5YR5/4)

外面：にぶい黄橿色(I0YR6/3),内
面：灰黄褐色(10R5ﾉ2),器肉：灰
色(7.5Y4/l）

白色砂粒をわずかに，細

粒子（透明・白色その

他）を含む

白色砂粒をわずかに，微

粒子を若干含む

赤色細粒子・微～細砂粒

をわずかに含む

外・内面：横方向のナデ

外・内面：横方向のナデ

外面：タテハケ，内面：ナ

デ？，口縁端部：ヨコナデ

弥生時代後期～中津野式

弥生時代後期～終末期

弥生時代終末？，残存率

lﾉ8，口径(12.85)cm
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Fig No． 器狐 部位 出土層 色調・紬調 胎土・磁胎 調整・施文 備考

76 138 壷？ 口縁部 5b 外面：灰黄褐色(10YR4/2)・授色

(7.5YR7/6).内面：にぶい樋色
(7.5YR7/3)

1“ー秘』なLJ廷桓1口｡ ナデ

76 139
《
醜 頚部 5b 外面にぶい樋色(7.5YR6/4),内

面：樋色(5YR6/6),器肉：梗色
(5YR7/6)

磯・細粒子（赤色）を若

干，微～細粒子・砂粒を

含む

外面：タテハケ後ヨコナ

デ，突帯に刺突，内面上

部：工具によるナデ？・下

部：ナデ

古墳時代辻堂原～笹間

式，刻み目突帯（刺突）

76

76

76

76

76

76

76

76

76

140

141

142

143

l“

145

146

147

148

寺鱈

醐【

帝プ

型［

壷

寺鎧

1型

鉛F

亜［

マ ー

型2

壷

nn

兜

胴部

胴部

胴部

底部

底部

底部

底部

口縁部

口縁部

5b

5b

5b

Sb

5b

5b

5b

5b

5b

外面：にぶい褐色(7.5YR5/3),内

面：にぶい黄橿色(10YR7/2),器
肉：灰色{5Y4/I)

外面：にぶい樋色(5YR6/4).内
面：にぶい赤褐色(5YR5/3).接合

面：明黄褐色(10YR6/6),器肉：灰
褐色(5YR6ﾉ2)

外面：黄栂色(I0YR8/6),内面：に

ぶい黄樋色(10YR7/3),器肉：暗緑
灰色(10GY3/I)

外面・底面：にぶい糧色

(7.5YR7/4)・オリーブ黒色

(10Y3/1),内面：灰白色(2.5Y7/I)

灰白色(I0YR8/2),器肉：灰色

(10Y6ﾉ1)

外面：蹄緑灰色(5G3/I).内面：灰
黄褐色(I0YR5/2),器肉：灰黄褐色
(10YR5/2)

外面：褐色(7.5YR4/4),内面：燈

色(5YR7/6).器肉：明赤褐色
(5YR5/6)

外面：にぶい黄橿色(I0YR7/4).外

面一部・内面：黄灰色(2.5Y6/1)

外面：にぶい極色(7.5YR7/4).内
面：にぶい黄橿色(10YR7ﾉ3).器

肉：灰黄褐色(10YR6/2)

砂粒・微～細粒子（白色

その他）を含む

砂粒～磯（白色）をわず

かに

含む

微～細粒子を若干

砂粒（白色）・微～細粒

子を若干含む

粗砂粒（赤色・白色）を

わずかに，微～細粒子を

若干含む

微～細粒子を若干含む

赤色砂粒をわずかに，微

～細粒子（赤色・白色そ

の他）を若干含む

砂粒（透明・赤色その

他）を若干，微～細粒子
を含む

微～細粒子を若干含む

微～細粒子（透明・白色

その他）を若干含む

外・内面：横方向のナデ，

突帯にハケエ具による刺

突？

ナデ，外面一部：工具等に

よる挟り？，突帯部付近：

ヨコナデ，突帯に刺突

外面上部：ハケ，下部：ナ

デ？，突帯に刺突，内面：
ナデ

外面：ナデ，内面：摩滅の

ため調整不明

外面：ナデ，内面：摩滅の

ため調整不明

ナデ（工具によるナデ？）

横方向のナデ

外面：タテハケ，内面：ナ

デ，口縁鵡部：ヨコナデ

弥生時代中津野式～古壇

時代，刻み目突帯（刺

突）

弥生時代I

時代

弥生時代I

時代

弥生時代I

『藤野弐三こさ燕

F蔽野弐二M

F阿榎平二藩東
(～古噛時代？）残存‘喪

l〃，底径(7.60)cm

弥生時代IFﾘ阿穫平二縛莱
(～古墳時代？）底部完

全，底径(6.20)cm

弥生時代m二蒋束頑
残存率lﾉ6，底径（805）
“

弥生時代終末

舌扇蒔砺正董原三悪質菱

古墳時代薩賀天画前

76

76

77

78

78

78

149

150

151

152

153

154

高杯

杯

砥石

受

受

翌

脚部

底部

口縁部

胴部

胴部

5b

5b

5b

5．

5．

5．

灰色(5Y6/I),脚内面・器肉：浅諭

橿色(7.5YR8/6)/赤色顔料明赤
褐色(5YR5/8)

浅黄樋色(7.5YR8/6)

赤褐色(5YR4/6)～浅黄燈色

(10YR8/3)

灰色(N5/0).器肉：灰白色(N5/0)

外面：浅黄栂色(I0YR8/4).内面：
灰色(5Y4/I)

外面：にぶい褐色(7.5YR5/3).内

面：糧色(7.5YR7/6).器肉：浅黄
糧色(10YR8/3)

微～細粒子（白色その

他）を若干含む

砂粒（赤色）をわずかに

含む

微～細粒子（白色他）を

若干含む

微～細粒子を若干，砂粒

(白色）をわずかに含む

微～細粒子を多く，砂粒

を若干含む

ナデ？

ナデ？

回転ナデ

風化のため調楚不明，突帝

に刺突

外面：ヨコナデ，突帯に刺

突，内面：ナデ

古墳時代辻堂原～笹尚式

土師器， 充粟高苔

使用面3面，長さ8.05

cm，最大幅8.80cm.M

み:3.50cm.Jltfibisg

須悪器

78

78

78

78

78

78

78

155

156

157

158

159

160

161

兜

兜

艶

兜

受

艶

艶

胴部

胴部

胴部

~底部

胴部

~底部

底部

脚部

脚部

5．

5．

5．

5．

5．

5．

5．

外面：灰白色(10YR8/2),内面：樋

色(5YR6/6)・浅黄燈色(10YR8/3).
器肉：灰白色(10YR8/2)

外面：にぶい黄燈色(10YR6/3).内
面：暗灰色(N和)・灰白色

(2.5Y8/2).器肉：灰白色(2.5Y8/2)

外面：にぶい黄栂色(lOYR7/3)・に

ぷい赤褐色(2.5YR5/4).内面：浅
黄橿色(7.5YR8/4),脚内面：灰褐
色(5YR5/2),器肉：灰白色
(2.5Y7/1)

外面：にぶい樋色(7.5YR7/4),内

面：灰色(10Y5/1)

外面：

面：14

面：収

肉：〃

にぶい栂色(5YR7/4),内

にぶい黄燈色(I0YR7/2).脚内
：にぶい黄橿色(IOYR6/3),器
:灰色(5Y5/1)

浅黄栂色(I0YR8/3),器肉：橿色
(2.5YR7/6)

外面：樋色(5YR6/6),内面：灰褐

色(5YR6/2).器肉：浅黄燈色
(7.5YR8/6)

粗砂粒（赤色・白色）を

わずかに，微～細砂粒を

若干含む

粗砂粒（透明・赤色・白

色）をわずかに，徴～細

砂粒を若干含む

微粒子を若干，細粒子

(透明・白色・赤色他）

を多く含む

微～細粒子（赤色・白

色）を含む，砂粒～際

(白色他）を若干含む

微～細粒子（赤色その

他）を含む

砂粒（透明）をわずか

に，微～細粒子を含む

粗砂～細粒子（赤色）を

若干，細粒子を含む

外面：ナデ，突帯部付近：

ヨコナデ，突帯に刺突，内
面：ナデ

工具によるナデ？

ナデ，外面脚取付部：粘土

を脚台→胴部方向へと押し

つけて接合した痕跡が残る

ナデ，内面底部付近にユビ

オサエ痕残る

ナデ

ナデ

ナデ？

古墳時代東陳～辻堂原式

古墳時代

弥生中津野式？

弥生中津9

古墳時代，

乎天アー

~蔑存率1画一
脚取付部徒(7.10)cm

弥生時代 穫卿二可1祁野

式，残存率1/4.底径
(9.49)cm

弥生時代中津野式，残存

率lﾉ4，底径(8.15)cm
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Fig No. 器種 部位 出土層 色調・紬調 胎土・磁胎 調整・施文 愉考

78

78

78

78

78

78

78

78

78

78

78

78

78

78

79

79

79

79

79

79

79

79

79

162

163

164

l“

166

167

168

169

170

171

172

173

一
万
一
ｌ

－
ｍ

ｌ
布

４７

－
１

178

179

180

181

182

183

184

艶

艶

喪

髭

壷

令凸『

型［

一詫

珊『

三、〃

副【

商杯

魂

塾

iir

蕊

杯

喪

髭

髭

琵

艶

里9〃

$胆

壷

～

灘〔

脚部

脚部

脚部

脚部

口縁部

胴部

胴部

胴部

胴部～底

部

脚部

口縁部

口縁部

頚部～胴

部

底部

口縁～底

部

口縁部

口縁部

胴部

胴部

脚部

頚部～胴

部

胴部

胴部

5．

5．

5．

5．

5．

5．

5．

5．

5．

5．

5．

5．

5．

5．

5f

5f

sf

5f

5f

sf

5f

5f

5f

樋色(5YR7/6),脚端部：灰褐色

(5YR4/2).器肉：樋色{5YR6/6)

外面：にぶい栂色(7.5YR6/4)-にぶ

い赤褐色{5YR5/4).内面：灰黄褐
色(10YR5/2),器肉：糧色
(7.5YR7/6)

外面：にぶい栂色(7.5YR7/4),内

面・器肉：樋色(5YR6/6)

上部：栂色(5YR6/6),下部：にぶ
い黄栂色(10YR7/3)

外面：樋色(7.5YR7/6),内面：浅
黄梗色(I0YR8ﾉ3).器肉：褐灰色
(I0YR4/1)

外面：にぶい樋色(7.5YR7/4),内
面：にぶい黄栂色(10YR7/3),器
肉：褐灰色(10YR6/1)

外面：灰白色(7.5YR8/2)～にぶい

樋色(7/4)，内面：浅黄樋色

(10YR8/3).器肉：灰白色(2.5Y8/2)

外面：授色(7.5YR6/6),黒斑：灰
色(10Y4/1),内面．器肉：灰白色
(I0YR8/2)

外面：浅黄樋色(7.5YR8/4).内

面：灰白色(2.5Y8/1),器肉：灰色
(5Y4/I)

外面・脚内面：浅黄橿色

(10YR8/3),黒斑：灰黄褐色
(I0YR4/2).内面：にぶい黄栂色
(10YR7/2),器肉：浅黄燈色
(10YR8/3)

褐灰色(10YR4/1)-にぶい褐色

(7.5YR6/3),器肉：浅黄燈色
(7.5YR8/3)

浅黄樋色(7.5YR8ﾉ4).赤色顔料：

椴色(5YR6/8),器肉：黄灰色
(2.5Y6/1)

外面：樋色(5YR7/6),内面：淡黄
色(2.5Y8/3),器肉：根色(5Y7/6)-
黄灰色(2.5Y5/1)

外面：にぶい糧色(7.5YR7/4),内

面：褐灰色(7.5YR4/1),底面：に

ぶい黄樋色(IOYR7/3),器肉：にぶ
い樋色(7.5YR7/4)

浅黄樋色(10YR8/4)～褐灰色
(I0YR4ﾉ1),器肉：灰白色
(10YR7/1)-樋色(5YR7/6)

外面：オリーブ黒色(5Y3/1).内

面：浅黄栂色(7.5YR8ﾉ4),器肉：
浅黄侭色(7.5YR8/4)

外面：にぶい樋色(7.5YR6/4),内

面：黄灰色(2.5Y5ﾉI).器肉：灰白

色(I0YR8/2)

外面：浅黄栂色(7.5YR8/4)-灰褐色

(7.5YR5ﾉ2).内面：浅黄糧色
(7.5YR8/6)-灰白色(I0YR8/2),器
肉：浅黄樋色(7.5YR8/6)

外面：灰黄褐色(I0YR4/2),内面：
梗色(7.5YR7/6),器肉：にぶい黄
樋色(10YR7/3)

外面：灰白色(I0YR8/2)-糧色
(2.5YR6/6).内面：灰黄褐色
(I0YR6/2)

外面：樋色(7.5YR6/6).内面：浅

黄樋色(7.5YR8/4).器肉：灰色
(5Y4/I)

侭色(7.5YR6/6).器肉：にぶい樋
色(7.5YR7/3)

外面：栂色(7.5YR6/6),内面：燈

色(5YR6/8).器肉：桧色(7.5YR6/6)

微～細粒子を若干，砂粒

(赤色）をわずかに含む

微～細粒子（白色その

他）を若干含む

微～細粒子（白色その

他）を若干含む

微～細粒子・砂粒・刺l砂

粒(白色他)を含む，褐色
磯（大）・磯（灰色）を

わずかに含む

綴～細粒子（赤色・灰色

その他）を含む

微～細粒子を若干，砂粒

(赤色）をわずかに含む

砂粒～粗砂粒（赤色・白

色）・微～細粒子を蒋干

含む

1承fl-j~と右丁，和jfM-j→

(赤色・白色その他）を

多く含む

微～細粒子（赤色その

他）を含む

微粒子をわずかに含む

微～細粒子（赤色・照色

他）を若干，砂粒（透

明）をわずかに含む

砂粒～粗砂粒（透Iﾘ｣・赤

色）をわずかに，微～細

粒子を若干含む

微粒子（白色その他）を

わずかに含む

微～細粒子を含む

微粒子をわずかに含む

細粒子（赤色・照色その

他）を若干，砂粒（灰

色）をわずかに含む

微～細粒子（透Iﾘj他）を

わずかに含む

砂粒～磯（赤色）・微～

細粒子を若干含む

微～細粒子（透明その

他）を多く含む

微～細粒子（白色他）を

含む，砂粒（白色）を若

干含む

微～細粒子~(赤極そめ一

他）を含む．粗砂粒をわ

ずかに含む

微～細粒+を含む，砂粒

(赤色・白色）をわずか

に含む

微～細粒子・砂粒（赤

色・白色）を清干含む

横方向のナデ，脚端部：ヨ

コナデ

ナデ

ナデ，ユビオサエ痕残る

ナデ

ナデ？

ナデ，突帯部付近：ヨコナ

デ，突帯に刺突

外面：ナデ？，突帯に格子

目文

外面：ハケ，突帯部付近：

ヨコナデ，突帯に刺突，内

面：ハケ

ナデ，外面底部付近：ハケ

状圧痕

ナデ？

外面下部：タテハケ後ナ

デ？，口縁端部：ヨコナデ

ナデ，赤色顔料，口縁端

部：ヨコナデ

外面

面：

一
ナ
弧

:横方向のナデ，内
ナデ

穴~脚濡蔀雇三で牙可予王

ｦデアロ濠瑠蔀~ﾃ同転干亨

ナデ

ナデ

ナデ，突帯部付近：ヨコナ
デ

ナデ，突帯部付近：ヨコナ

デ・突帯刺突部に布目圧痕

横方向のナデ・タテハケ後

ナデ，頚部：横方向のナデ

外面上部：ユピオサエ・ナ

デ，外面下認：タテハケ後
ナデ

ファ，天.而面plリ皿・コューァ

デ，突帯にハケエ具？によ

る刺突

外面：タテハケ後ナデ，突

粥部付近：ヨコナデ，内
面：ヨコハケ後ナデ

残存率1/6.底径

(10.05)cm

弥生時代中津野式？

弥生時代中津野式？

弥生時代中津野式？か古

墳時代

古噛時代辻堂原～笹貰

式，幅広突帯

弥生時代後期～古墳時代

東原式，残存率l〃，胴

部径(27.60)cm

弥生時代中津野式以降？

弥生時代中津野式～古墳

時代，脚上部径完全

弥生中川後半

弥生時代中期中葉

古壇時代

弥生時代中期．残存率

刀3，底径(7.20)cm

土師器

弥生時代中津野式？～古

墳時代東原式？

古墳時代辻堂原～笹貰式

古城時代

接合面から剥離

古噛時代

弥生時代中津野式～古墳

時代

弥生時代中津野式



Fig No． 器種 部位

79 185 壷 口縁部

80 186 翌 口縁部

80 187 発 底部

80 188 受 脚部

80 189 壷 胴部

80 190 壷 胴部

80 191 壷 底部

80 192 壷 底部

81 193 碗 口縁部～

体部

81 194 碗 口縁部～

体部

81 195 碗 口縁部～

体部

81 196 蓋 口縁部

81 197 受 口縁部～

胴部

81 198 饗 口縁部～

胴部

81 199 尭 口縁部～

胴部

81 2” 喪 口縁部～

胴部

81 201 斐 口縁部～

胴部

81 202 受 口縁部～

胴部

8】 ”3 翌 口縁部～

胴部

81 2“ 翌 口縁部～

胴部

81 205 喪 口縁部～

胴部

ﾉ20

出土層

5f

5g

5g

5g

5g

5g

5g

5g

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

色調・紬調

にぶい撞色(7.5YR7/4),器肉：オ

リープ灰色(2.5GY5/1)

にぶい撞色(7.5YR7/4),内面口縁

端部：灰色(5Y6/1).器肉：灰色
(N4/0)

外面：にぶい橿色(7.5YR7/4),内

面：黒褐色(10YR3/2)
ぶい黄橿色(10YR6/3)

脚内面：に

外面：淡極色(5YR8/4-7.5YR8/2),
内面：浅黄橿色(10YR8/3).器肉：
浅黄橿色(10YR8ﾉ3)

橿色(5YR6/6),器肉：暗灰黄色

(2.5Y5/2)

外面：にぶい樋色(7.5YR7/4),黒

斑：暗灰色(N3/0)内面：にぶい黄
栂色(10YR7/3),器肉：黒褐色
(2.5Y3/1)

外面：淡極色(5YR8/4),黒斑：灰

色(N4/0),内面：灰白色
(7.5YR8/2).器肉：灰色(N4ﾉ0)

外面：灰白色(7.5YR8/2),内面：

黒斑：浅黄橿色(7.5YR8/4),器
肉：灰色(N6A

灰褐色(7.5YR4/2)/粕調外面：

灰白色(2.5Y7/1～N8/0),内面：黄
灰色(2.5Y6/1)

灰白色(N8/0)/紬調透明

灰白色(2.5Y8/1)/紬調透明，貰
入

灰色(N6/I)

外面：にぶい黄燈色(10YR7/3)-灰
黄褐色(10YR5/2).内面：授色
(7.5YR7/6),器肉：浅黄橿色
(10YR8/4)

にぶい橿色(7.5YR7/3)～褐色

(7.5YR4/4),器肉：浅黄樋色
(10YR8/4)

外面：黄灰色(2.5Y4/1),内面：糧
色(5YR6/6),器肉：褐灰色
(10YR5ﾉ1)

外面：褐灰色(10YR4/1)-にぶい黄

授色(10YR7/3),内面：浅黄橿色
(IOYR8/3).器肉：褐灰色
(10YR6/1)

外面：黒褐色(7.5YR〃l･lOYR

3〃)，内面．器肉：橿色(5YR7ﾉ6)

外面：にぶい黄橿色(10YR7/3)-に

ぶい樋色(7.5YR7/4),内面：にぶ
い授色(7.5YR7/3).器肉：灰褐色
(7.5YR5/2)

外面：浅黄樋色(10YR8/4).内面：

淡黄色(2.5Y8/4),器肉：淡黄色
(2.5Y8/4)

外面：灰黄色(2.5Y7/2).内面：樋

色(5YR7/6).器肉：灰色(5Y5ﾉ1)

外皿5鶏潤色(lOYR3ﾉZ)，外回失揃

部・内面：にぶい橿色(7.5YR
α4)，器肉：にぶい黄授色

(10YR7/2)

胎土・磁胎

微～細粒子（透明・白

色・赤色）を若干，粗砂

粒（赤色・白透明）をわ
ずかに含む

微～細粒子・砂粒（透

明・赤色・白色）を若干

含む

微～細粒子を含む，砂粒

(透明）をわずかに含む

駁～細粒子（透明その

他）を含む，砂粒（透

明・赤色・白色）をわず

かに含む

微～細粒子を若干，砂粒

(透明・白色）をわずか

に含む

微～細粒子を若干，砂粒

～籾砂粒（赤色・白色）

をわずかに含む

微～細粒子（白色・赤

色）を含む，砂粒（白色
その他）をわずかに含む

徴～細粒子・砂粒（透

明・赤色・白色）を若干

含む

微～細砂粒を若干，砂粒

(白色他）をわずかに含
む

微～細粒子を含む，砂

粒・磯（白色）をわずか

に含む

微～細粒子を若干含む

細粒子（白色その他）を

若干，砂粒（赤色・灰

色）をわずかに含む

微～細粒子を若干，砂

粒・磯（白色）をわずか
に含む

微～細粒子（透明その

他）を多く，砂粒（透
明）をわずかに含む

微～細粒子を多く，砂

粒・磯（白色）をわずか

に含む

微～細粒子を若干，砂粒

(灰色）をわずかに含む

調整・施文

ナデ，内面下部：ヨコハケ

外面：タテハケ後ナデ？，

内面：ナデ，口縁端部：ヨ
コナデ？

外面：ナデ，内面：工具に

よるナデ？，脚内面：ナデ

ナデ

外面：斜め方向のハケ，突

帯部付近：ヨコナデ，突帯

に刺突，内面：ハケ後ナデ

外面上部：斜め方向のハケ

後ナデ・下部：タテハケ後

ナデ，突帯部付近：ヨコナ

デ？，突帯に刺突，内面：
ヨコハケ後ナデ

外面：タテハケ，内面：ハ

ケ後ナデ（工具によるナ

デ？）

ナデ

施粕，外面：色絵

施粕，文様

施粕，文様

回転ナデ

外面：ナデ，口縁端部：ヨ

コナデ，突帯部：ヨコナ

デ，突帯にはハケエ具に布

をかぶせた状態で刺突，内
面：ナデ

外面上部：斜め方向のハケ

後ヨコナデ・下部：タテハ

ケ後ヨコナデ，突帯部付

近：ヨコナデ，内面：ヨコ

ハケ後縦方向のナデ，口縁
端部：ヨコナデ

横方向のナデ，内面一部：

工具によるナデ？，口緑端

部：ヨコナデ

斜め方向のハケ後ナデ

横方向のナデ，口縁端部：

ヨコナデ，絡縄突帯

ヨコナデ，突帯にハケエ具

による刺突，内面：斜め方

向のハケ後ナデ，口縁端
部：ヨコナデ

外面：タテハケ，突帯にハ

ケエ具による刺突

ナデ？，口縁端部：ヨコナ

デ？

ナデ？

備考

弥生時代？残存率1/6.P

径(22.00)cm

弥生時代中津野式？

接合面から剥離

弥生時代中津野式～古調

時代東原式？，残存率

1脚，底径(10.22)cm

弥生時代中津野式以降

弥生時代中津野式以降，

残存率1/8,胴部径
(20.50)cm

弥生時代中津野式

古墳時代

陶器，外面：紬風化，上

部の層からの落ち込みで

ある可能性大

染付，上の層からの落ち

込みである可能性大

染付，上部の層からの藩

ち込みである可能性大

須恵器

古墳時代笹貫式

古墳時代笹貫式

古墳時代？

画柾Iロザ1℃i世貝八，和束u夫

帯

古項時代笹貫式，絡縄突

帯

古墳時代笹貰式

古戦時代笹貰式

古填時代笹貰式

古墳時代笹貰式
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F19 No． 器種 部位 出土層 色調・軸調 胎土・磁胎 調整・施文 備考

81

81

81

81

206

207

208

209

喪

聾

翌

翌

口縁部

口縁部～

胴部

口縁部

口縁部

5

5

5

5

灰褐色(7.5YR5/2).器肉：明褐灰

色(7.5YR7/2)

外面：暗灰色(N3/0)-にぶい樋色

(7.5YR6/4),内面：燈色(5YR6/6),
器肉：灰白色(10YR8/2)

外面：橿色(5YR6/6).内面：褐灰
色(lOYR5/l)・灰白色(IOYR8/2).
器肉：灰白色(10YR8/2)

外面：浅黄横色(7.5YR8/3),内
面：淡糧色(5YR8/3).器肉：暗灰
色(N3/0)

微～細粒子（照色他）を

若干，砂粒（透明）をわ

ずかに含む

微～細粒子を含む．砂粒

(透明・白色）を若干含

む

微～細粒子（白色・黒色

他）を含む

微～細粒子（赤色他）を

若干含む

ナデ，口縁端部：ヨコナデ

'b〃4ノノI~Jvグノノヮ目印か抄囚【$P

突帯部付近：ヨコナデ

外面：タテハケ後ナデ，内

面：ナデ・工具痕？，口縁
鵜部：ヨコナデ？

外面：ハケ，内面上部：ヨ

コハケ，内面下部：ナデ

古噛時代笹貰式

古墳時代辻堂原式以降

古噛時代笹貰式

弥生時代中津野式？

81

１

１

１

８
８
皇
月

210

211

212

213

艶

翌？

髭

艶

口縁部

口縁部

胴部

胴部

5

5

5

5

燈色(5YR6/6).内面一部：にぶい

燈色(5YR7/3),器肉：にぶい授色
(5YR7/3)

外面

器肉
灰褐色(7.5YR6/2),内面．
横色(7.5YR7ﾉ6)

外面：横色(5YR6/6)-にぶい黄褐色
(10YR5/3),内面：明赤褐色

(5YR5/6),器肉：褐灰色(5YR5/1)

外面：明赤褐色(5YR5/6).内面：
灰黄褐色(10YR6/2).器肉：明赤褐
色(5YR5/6)-灰黄褐色(10YR6/2)

微～細粒子・砂粒（白

色）をわずかに含む

細粒子・砂粒（赤色）を

若干含む

細粒子（白色・灰色）を

含む

細粒子（白色他）を含

む，砂粒（白色）を若干

含む

外面：横方向のナデ，内面

上部：ヨコハケ・下部：ヨ

コハケ後ナデ

ヨコナデ

外面：タテハケ後ナデ，内

面：ハケ後ナデ

ナデ

弥生時代中津野式？

古噛時代

弥生時代中津野式？

81 214 受 胴部 5 外凹上郡；賭亦I火巴(2.5YR3/l)，

下部：浅黄橿色(7.5YR8/4).外面
突帯下部：にぶい黄褐色(10YR

5/3),内面･器肉：灰白色(2.5Y8/2)

微～細粒子をわずかに，

砂粒（透明）を含む．籾

砂粒（透明・白色他）を

若干含む

ナデ，突帯部付近：ヨコナ

デ

古墳時代

81 215 髭 胴部 5 外面：浅黄燈色(10YR8/3).内面：
淡黄色(2.5Y8/3),器肉：浅黄授色
(10YR8/3)

細粒子（黒色他）を若

干，砂粒（透明・灰色）

をわずかに含む

ナデ，突帯部付近：ヨコナ

デ

古斌時代

81

81

216

217

斐

受

胴部

胴部

5

5

フト皿」二百p・『巽似lT兄巴V､。rKUﾉ4ﾉ，

下部：にぶい褐色(7.5YR5/3).内
面：浅黄色(2.5Y7/3).器肉：樋色
(7.5YR7/6)

外面：燈色(5YR7/6)～灰褐色

(7.5YR4/2).内面・器肉：樋色

(5YR6/6)

微～細粒子・砂粒（透

明・赤色・白色）を多く

含む

微～細粒子を含む，砂粒

～粗砂粒（透明・白色

他）を多く，白色際

(大）をわずかに含む

ナデ，突帝部付近：ヨコナ

デ

ナデ，突帯部付近：ヨコナ

デ

古城時代

81

81

218

219

受

聾

胴部

胴部

5

5

外面：にぶい橿色(7.5YR7/4)-灰黄

褐色(10YR4/2).内面：にぶい褐色
(7.5YR5/3),器肉：にぶい授色
(5YR6/4)

外面：にぶい黄授色(10YR7/2).内
面・外面一部：にぶい橘色

(5YR7/4),器肉：灰白色(10YR8/2)

微～細粒子・砂粒～刺l砂

粒（透明・白色他）を若

干含む

細粒子（透明・白色他）

をわずかに含む

ナデ，突帯部付近：ヨコナ

デ

ナデ？

古墳時代

古墳時代

81

82

220

221

222

斐

髪

蕊

胴部

胴部

胴部

5

5

5

外面：にぶい黄極色(10YR7/3)～樋

色(5YR7/6),内面：にぶい黄栂色
(10YR7/4).黒斑：黄灰色(2.5Y4/I).
器肉：浅黄燈色(10YR8/4)

外面：灰黄褐色(10YR4/2)-にぶい
褐色(7.5YR7ﾉ4),内面：明黄褐色
(10YR6/6),器肉：灰黄褐色
(I0YR6/2)

外面：黄灰色(2.5Y4/1),内面：浅

黄梗色(10YR8/4),器肉：灰白色
(I0YR7/1)

微～細粒子を若干，砂粒

(白色他）を若干含む

微～細粒子を含む，砂粒

(透明・白色）を若干含

む

微～細粒子を含む，砂粒

(白色）・磯（透明）を

わずかに含む

斜め方向のナデ，突帯部付

近：ヨコナデ

ナデ，絡縄突帯

ナデ，突帯部付近：ヨコナ
デ

古墳時代辻堂原～笹貰

式
蒲

外面黒斑：炭化物付

古噛時代辻堂原～笹貰式

古城時代笹貰式

82 223 喪 胴部 5 外面：にぶい褐色(7.5YR5/4).内

面：燈色(5YR6/8),器肉：オリー

プ黒色(5Y3/I)

微～細粒子を若干含む 外面：ヨコナデ，突帯に刺

突，内面：ナデ

古壇時代

82

82

82

82

224

225

226

227

喪

変

受

受

胴部

胴部

胴部

胴部

5

5

5

5

外面：にぶい栂色(7.5YR7/4)･黒色

(2/1).内面：浅黄授色(7.5YR8ﾉ6).
器肉：浅黄栂色(10YR8/3)

外面：灰黄褐色(10YR6/2),内面：
浅黄撞色(10YR8/3).器肉：糊灰色
(10YR6/1)

外面：にぶい褐色(7.5YR6/3),内

面：浅黄糧色(7.5YR8/6).器肉：
にぶい梗色(7.5YR7/4)

外面：にぶい赤褐色(5YR4/4),内

面：橿色(7.5YR6/6),器肉：にぶ
い黄褐色(10YR5/3)

微～細粒子・砂粒（透

明）を若干含む

微～細粒子を若干，砂粒

(透明）をわずかに含む

微～細粒子を含む，砂粒

(透明・赤色）を若干含

む

微～細砂粒を多く，砂粒
(白色）をわずかに含む

ヨコナデ，突帯に刺突

ナデ？，突帯に刺突

外面：ヨコナデ，突帯に刺

突，内面：横方向のナデ

外面上部：ハケ後ナデ，突

帯部付近：ヨコナデ？，突

帯にハケエ具による刺突，

内面：ナデ

古墳時代

古噛時代

古墳時代

古噸時代
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Fig No． 器種 部位 出土層 色調・紬調 胎土・磁胎 調整・施文 備考

82

82

82

82

82

82

82

82

82

82

82

82

82

82

82

82

82

82

82

83

83

228

229

230

231

232

233

234

235

236

237

238

239

型0

241

242

243

244

245

246

247

248

斐

翌

艶

艶

斐

艶

変

聾

艶

艶

艶

麹

受

聾

喪

翌

艶

喪

聾

変

翌

胴部

胴部

胴部

胴部

胴部

胴部

胴部

胴部

胴部

胴部

底部

底部

底部

底部

胴部～底

部

胴部～底

部

胴部～底

部

胴部～底

部

胴部～底

部

胴部～底

部

胴部～底

部

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

外面：樋色(7.5YR7/6)-にぶい黄樋

色(10YR7/3).内面：にぶい掻色
(7.5YR7/4),器肉：にぶい樋色
(5YR7/4)

外面：浅黄授色(10YR8/4),内面：

浅黄燈色(10YR8/3).器肉：浅黄樋
色(10YR8/3)

外面：浅黄燈色(2.5Y7/3).内面：

にぶい樋色(7.5YR7/4).器肉：浅
黄燈色(10YR8/3)

外面：にぶい樋色(7.5YR6/4),内

面：灰褐色(7.5YR6/2),器肉：蹄
灰黄色(2.5Y4/2)

外面：にぶい褐色(7.5YR6/3),内

面：浅黄樋色(7.5YR8/4),器肉：

にぶい糧色(7.5YR7/4)

外面：にぶい糧色(7.5YR7/3),内
面：にぶい黄授色(10YR7/4).器
肉：灰白色(IOYR8/2)

外面：にぶい黄梗色(10YR7/2).内
面：にぶい黄樋色(10YR6/3).器
肉：灰白色(2.5Y7/1)

外面：浅黄梗色(IOYR8/3).内面：

灰黄色(2.5Y7ﾉ2).器肉：灰色
(5Y〃l）

外面：浅黄撮色(7.5YR8/4),内

面：灰黄色(2.5Y7/2),器肉：灰白
色(2.5Y8/2)

外面：浅黄機色(IOYR8/3).内面：
にぶい橘色(7.5YR7/4).器肉：洩
黄燈色(IOYR8/3)

横色(5YR6/6).脚内面：黒色

(2.5Y2/I),器肉：糧色(5YR6/6)

横色(7.5YR刀6).外面一部：浅黄

橿色(I0YR8/4).器肉：浅黄栂色

(10YR8/3)

燈色(5YR7/6).内面：オリーブ鼎
色(7.5Y3/1).器肉：灰白色

(I0YR8ﾉ2)-灰色(7.5Y4ﾉ1)

浅黄撞色(10YR8/3).内面：灰色

(N5ﾉ0),器肉：浅黄糧色(10YR8/3)

外面：灰白色(7.5YR8/2),黒斑：
灰色(5Y5/1),内面：にぶい橿色
(7.5YR7/4).脚内面：樋色

(7.5YR6/6).器肉：灰白色
(7.5YR8/2)

にぶい横色(7.5YR7/4).内面：燈
色(5YR7/6),器肉：浅黄栂色

(10YR8/3)-灰色(5Y4/1)

外面：にぶい燈色(7.5YR7/3).内
面･脚内面：横色(5YR6/6).器肉：
赤栂色(I0R6/6)-にぶい黄褐色
(IOYR5/3)

にぶい役色(7.5YR7/4).内面：灰

褐色(7.5YR4/2).器肉：灰色(N4/1)

外面：浅黄栂色(2.5Y7/3),内面．

脚内面：にぶい黄糧色(10YR6/3),
器肉：樋色(2.5YR7ﾉ6)

外面：糧色(7.5YR6/6),にぶい褐
色(7.5YR6/3),内面・脚内面：に

ぶい燈色(7.5YR7/4),器肉：オ
リーブ黒色(I0Y3/I)

外面：にぶい褐色(7.5YR5/3),内

面：灰黄褐色(10YR6/2),脚内面：
にぶい黄燈色(I0YR7/3),接合面：
燈色(5YR6/6).器肉：灰黄褐色
(10YR4/2)

微～細粒子・砂粒（透

明）・磯をわずかに含む

微～細粒子・砂粒（透

明・白色他）を若干，粗

砂粒（赤色）をわずかに

含む

微～細粒子を多く，砂粒

(透明他）を若干含む

微～細粒子をわずかに，

砂粒（白色・赤色）を若

干含む

微～細粒子を多く，砂粒

～粗砂粒（赤色）を若干

含む

微～細粒子を多く，砂粒

(透明）を若干含む

微～細粒子を若干，砂粒

(透明・白色他）を含む

微～細砂粒（赤色・白色

他）を含む，砂粒～粗砂

粒（白色）を若干含む

微～細粒子を若干，砂粒

(透明）・磯（白色）を

わずかに含む

微～細粒子を若干，砂粒

(透明）をわずかに含む

微～細粒子を含む，砂粒

(透明・赤色・白色）を

若干含む

微～細粒子（赤色他）を

多く，砂粒（赤色・白
色）を若干含む

微～細粒子をわずかに，

砂粒～磯（白色・黒色

他）を若干含む

微～細粒子（赤色他）を

含む

微～細粒子を含む，砂粒

(白色他）・磯（赤色）

をわずかに含む

微～細粒子を含む，砂粒

(白透明・白色・赤色）

を若干含む

微～細粒子を若干含む

微～細粒子（白色他）を

若干，磯（赤色・灰色）

をわずかに含む

微～細粒子（白色他）を

若干含む

微～細粒子を若干，砂粒

(白色・白透明）を含む

微～細粒子・砂粒（透

明・白色他）を若干含む

ナデ，突帯部付近：ヨコナ

デ，突帯にハケエ具による

刺突

外面：ハケ後ナデ，外面突

帯部付近：ヨコナデ？，突

帯にハケエ具による刺突

外面上部：斜め方向のハケ

後ナデ・下部：ナデ，突帯

にハケエ具による刺突，内

面：ヨコハケ後ナデ

ナデ，突帯部付近：ヨコナ

デ，突帯にハケエ具による

刺突

ナデ，突帯部付近：ヨコナ

デ，突帯にハケエ具による

刺突

外面：ヨコナデ，突帯刺突

部に布目圧痕，内面：ナデ

ナデ，突帯部付近：ヨコナ

デ，突帯に刺突

ナデ，突帯部付近：ヨコナ

デ，突帯にハケエ具による

刺突

ナデ？，突帯に刺突

横方向のナデ，突帯部付

近：ヨコナデ，突帯に刺突

ナデ

ナデ，外面脚取付部にユビ

オサエ痕残る

外面：ユビオサエ･ヘラI
一
一
』

よる調整後ナデ，内面：ナ
デ．脚内面：ナデ

ナデ

外面：タテハケ後ナデ，内
面：ナデ

ナデ

ナデ

外面：タテハケ，脚取付

部：ヨコナデ，内面：ナ

デ？，脚内面：ナデ

外面：ナデ，内面：ハケ後

ナデ？(ハケメは見られな

い）

外面：タテハケ，内面：ナ

デ，脚内面：ナデ

内面：ハケ後ナデ(ハケメは

見られない)？，脚内面：ナ
デ

古墳時代

古埴時代

舌砺蒔椛一

舌琉5軒ﾓー ｰ

古城時代

舌琉蒔ft

古墳時代

古墳時代

舌聯珊ー

一一①

一一｡●P

古噴時代

啄獅詞（砺篭野天~ア

弥生時代中泳野式

弥亜爾師所踊野天一

古墳時代

弥生時ｲt稲1

時代

f野弐二舌埴

翫師研r－－ 一…

古噴時代
一『告ゆ●

碗I燕価霧束二舌琉蒔代

古墳時代

時代

古噴時代
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Fig No． 器種 部位 出土層 色調・粕調 胎土・磁胎 調整・施文 備考
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鯛
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３
３

月
８
８
８
８
８
８
ゞ
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８

249

250

251

－
３

－
弧

２

－
郵

一
巧
－
２

お

256

濁7

258

259

260

261

262

263

2“

265

266

267

268

269

艶

落一

炎

翌

艶

艶

髭

受

変

饗

艶

髭

髭

艶

髭

髭

喪

蕊

－ 蔓

鍵

喪

胴部～底

部

胴部～底

部

胴部～底

部

胴部～底

部

胴部～底

部

底部

底部

胴部～底

部

底部

底部

底部

底部

脚部

脚部

脚部

脚部

脚部

脚部

脚部

脚部

脚部

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

外面・脚内面：にぶい橿色

(7.5YR6/4).内面：横色

(7.5YR6/6),器肉：灰色(5Y4/1)

外面：明褐色(7.5YR5/6)･灰色

(5Y4/1),内面：撞色(7.5YR6/6),
器肉：暗赤褐色(5YR3/2)-黄灰色

(2.5Y4/I)

外面：樋色(7.5YR6/6),内面・脚
内面：にぶい樋色(5YR6/4).器
肉：黄灰色(2.5Y5/1)

外面：にぶい黄撮色(10YR6/3),内

面：にぶい黄褐色(10YR5/3),脚内
面：褐灰色(7.5YR5/1).器肉：灰
色(N4/0)

外面：にぶい黄燈色(10YR6/3)-灰

白色(IOYR8/2),内面：にぶい黄橿
色(10YR7/4),脚内面：浅黄糧色
(10YR8/3),器肉：褐灰色
(I0YR6/2)

にぶい樋色(7.5YR7/3).灰黄褐色

(I0YR5ﾉ2),器肉：黄灰色(2.5Y6/1)

明赤倒色(5YR5/6).器肉：浅黄燈

色(10YR8/3)

外面：灰黄褐色(10YR6/2)-褐灰色

(I0YR4ﾉ1),内面：黒褐色

(10YR3ﾉ2),脚内面：黒褐色
(I0YR3/1),略緑灰色(I0GY4/1)

外面：にぶい梗色(7.5YR7/4),内

面：灰白色(2.5Y7/1),脚内面：桧
色(2.5YR6/6),器肉：黄灰色
(2.5Y5/I)

外面：樋色(7.5YR6/6),内面：褐
灰色(10YR4/1),脚内面：横色
(7.5YR7/6),器肉：糧色(7.5YR刀6)

外面：黄褐色(2.5Y5/6),内面：灰

黄褐色(I0YR5/2).器肉：にぶい燈

色(2.5YR6/4)･撞色(5YR6/6)

外面：明褐灰色(7.5YR7/2).内

面：にぶい栂色(5YR7/4),脚内

面：樋色(7.5YR7/6),器肉：燈色

(7.5YR7/6)

外面：浅黄樋色(7.5YR8/3).内

面：樋色(7.5YR7/6),器肉：にぶ
い樋色(5YR7/4)

外面：灰白色(10YR8/2).内面：浅

黄栂色(10YR8/4).器肉：淡橿色
(5YR8/4)

外面：洩黄撮色(IOYR8/3),内面：

栂色(2.5YR7/6).器肉：樋色
(2.5YR7/6)

外面：明黄褐色(10YR6/6) 内

面：明褐色(7.5YR5/6),器肉：褐

灰色(7.5YR4/I)

にぶい黄栂色(10YR6/4),内面一

部：燈色(2.5YR6/8)

外面：にぶい批燈色(10YR6/4),内

面：にぶい燈色(7.5YR6/4),器
肉：黄樋色(7.5YR7/8)

外面：浅繭樋色(10YR8/3),内面：

にぶい黄栂色(I0YR7/4),器肉：燈
色(5YR6/8)

雨下~茂褐匝厄.5
色(7.5YR6/6)

Y5/3),内面：燈

浅黄栂色(10YR8/4),外面一部：灰

黄褐色(I0YR6/2)

微～細粒子を含む，砂粒

(白色）を若干含む

微～細粒子・砂粒を若

干，粗砂粒（赤色）をわ

ずかに含む

微～細粒子を含む，籾砂

粒（白色・赤色・灰色）

を若干含む

微～細粒子・砂粒（白

色・赤色）を含む

微～細粒子を蒋干，砂粒

(白色・赤色）をわずか

に含む

微～細粒子を砦干含む

微～細粒子・砂粒（透明

他）・粗砂粒（白色・灰

色）を若干含む

微～細粒子を含む，磯

(灰色）を若干含む

覆三緬蔽子~re晒他)ぞ
含む，砂粒（白色）をわ

ずかに含む

微～細粒子（白色他）を

若干，砂粒（白透明）を

わずかに含む

微～細砂粒（白色他）を

若干含む

廠冠手誓落菖i畠了葡I粒子
(透明・白色）を多く含

む

微～細粒子（白色他）を

含む

微～細砂粒を箔干，砂粒

(白色）をわずかに含む

微～細粒子（赤色他）を

若干，砂粒（褐色）をわ

ずかに含む

微～細粒子・砂粒（白色

他）をわずかに含む

微～細粒子（透珊･~Ili一

色・黒色他）を多く，砂

粒（透Iﾘj・白色）を蒋干

含む

覇窟了ﾃ促施価を否~‐
む，磯（白色・赤色・灰
色）を勝干含む

微～細粒子

微～細粒子・砂粒（透

明・白色他）を含む

微～細粒子を岩1皇，砂粒

(透明・蝋色他）をわず

かに含む

細粒子・砂粒（赤色他）

を若干含む

外面：ハケ？後ナデ？，内

面：摩滅のため調整不明

外
デ

燕萄両丙六万穫子一
内面：ハケ後ナデ(ハケ

メはほとんど見られない）

外面：ナデ，脚取付部外．

内面：ユビオサエ後ナデ，

内面：ユビオサエ後ナデ，

脚内面：ナデ

外面：ナデ，脚取付部：ユ

ビオサエ後ナデ，内面：ハ

ケ後ナデ？(ハケメは見られ

ない)，脚内面：ナデ

外面底部：タテハケ後ナ

デ・脚取付部：ユビオサエ

後ナデ・脚部：ナデ，脚内
面：ナデ

ナデ

ナデ？，脚取付部にユピオ

サエ痕残る

外面底部：縦･斜め方向の

ハケ，脚取付部～脚部：ヨ

コナデ，内面：ハケエ具？

によるナデ，脚内面：横方

向のﾅデ

外面：ナデ，脚部にユビオ

サエ痕残る，脚取付部：ヨ

コナデ，内面：ナデ，脚内

面：ナデ

外US:ナデ，脚取付部：ユ

ビオサエ痕残る，脚内面：
ヨ コ ナ デ

ユビオサエ後ナデ

外面・脚内面：ヨコナデ，

内面：摩滅のため調整不明

ナデ

横方向のナデ

横方向のナデ

ナデ，脚取付部にユビオサ

エ痕

ナデ

外面：ユピオサエ後ナデ，

内面：横方向のナデ

外曲：ナデ，内面・脚端

部：ヨコナデ

ナデ

ナデ？

古墳時代

古墳時代？

弥生時代中津野式～古墳

時代東原式

弥生時代中津野式，残存

率1/8,底径7.15cm

古噴時代東原式？，残存

率1/2,底徒(9.25)cm

弥生時代中津野式～古墳

時代，残存率1/2,底径
(6.85)cm

弥生時代中津野式，残存

率1/8.底径（8.“）？皿

弥生時代中津野式，残存

率1/2，底径(7.56)cm

古噴時代

古墳時代，残存率1/2.底

径(8.90)cm

古壇時代，残存率1/8，底

径（9.15）？c、

古噴時代，残存率lﾉ3，底

径(9.10)cm

弥生時代後期～中津野

式，残存率1/4,底径
(9.49)cm

弥生時代中津野式～古墳

時代東原式，残存率1/6，

底径(9.80)cm

弥生時代中津野式～古墳

時代，残存率l/4，底径

(9.00)cm

弥生時代中津野式？

弥生時代'!津野式～古墳

時代

弥生時代'1'津野式～古墳

時代

古噛時代
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F19 No． 器種 部位 出土層 色調・粕調 胎土・磁胎 調整・施文 備考

83 270 翌 脚部 5 外面：栂色(2.5YR6/6),内面：に

ぶい黄横色(10YR6/4)
微～細粒子を若干，砂粒

(白色）をわずかに含む

ナデ？

83

83

271

272

喪

変

脚部

脚部

5

5

樋色(2.5YR7ﾉ6),内面一部：灰白

色(7.5YR8/2)

外面：撞色(7.5YR7/6),内面：栂

色(5YR6/6),器肉：にぶい横色
(7.5YR7/4)

微～細粒子を若干含む

微～細粒子（白色他）を

若干含む

ナデ

ヨコナデ

83 273 鉢？ 口縁部 5 外面：にぶい燈色(5YR7/4)-オリー
プ黒色(5Y3/1),内面：灰白色(10
YR8/2).器肉：黒褐色(10YR3/2)

微～細粒子を若干，粗砂

粒（灰色他）をわずかに

含む

ナデ 古墳時代

83 274 鉢？ 口縁部 5 外面：にぶい撞色(5YR6/4).灰黄禍
色(10YR6/2),内面：灰白色(10

YR8ﾉ2),器肉：褐灰色(10YR5ﾉ1)

微粒子を若干，細粒子

(白色他）を多く，砂粒

(灰色）を若干含む

ヨコナデ

83 275 鉢？ 口縁部 5 外面：浅黄澄色(IOYR6/3).内面：
にぶい黄橿色(10YR7/3),器肉：灰

黄褐色(10YR6/2)

微粒子をわずかに，細粒

子を若干，砂粒（白色）

をわずかに含む

ヨコナデ，内面下部：ナデ

84

84

84

84

84

84

84

84

84

84

84

84

84

84

84

84

84

84

276

277

278

279

280

281

282

配3

284

285

286

287

288

289

2”

291

292

293

鉢

壷

壷

壷

壷

壷

壷

壷

壷

壷

壷

壷

壷

壷

壷

壷

壷

壷

胴部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

頚部

頚部

頚部

頚部

胴部

胴部

胴部

胴部

胴部

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

外面：にぶい黄橿色(10YR7/3)-JS

色(5YR6/8).内面：灰黄褐色
(10YR6/2),器肉：にぶい黄樋色
(10YR7/3)

にぶい橿色(5YR7/4),外面：黒
斑：褐灰色(5YR4/1),器肉：灰白
色(2.5Y7/1)

にぶい橿色(7.5YR7/4),器肉：黄

灰色(2.5Y6ﾉ1)

外面：明赤褐色(5YR5/6),内面：

樋色(5YR6/8),器肉：浅黄樋色
(7.5YR8/3)

灰黄褐色(10YR5/2),外面一部：黒
褐色(10YR3/2),器肉：明黄褐色
(10YR7/6)

洩黄樋色(7.5YR8/4),器肉：灰白

色(I0YR7/1)

外面：浅黄橿色(7.5YR8/3)･樋色

(5YR6/6),内面：明褐色
(7.5YR5/6),器肉：燈色(7.5YR7/6)

外面：にぶい燈色(5YR6/4),内

面：オリーブ黒色(7.5Y3/1).脚端

部：灰黄褐色(10YR5/2)

にぶい橿色(7.5YR6/4-7/4)

外面：にぶい撞色(7.5YR7/4),内

面：にぶい橿色(7.5YR6/4),器
肉：灰色(5Y5/1)

外面：浅黄橿色(10YR8/3).内面：

にぶい橿色(5YR7/4),器肉：褐灰
色(7.5YR6/I)

外面：にぶい黄燈色(10YR7/3),内
面：樋色(7.5YR6/6),器肉：褐灰
色(7.5YR5/I)

外面：授色(5YR6/6),内面：浅黄

授色(7.5YR8/6).器肉：灰白色
(7.5YR8/2)

にぶい樋色(7.5YR6/4),器肉：浅

黄栂色(I0YR8/3)

外面：にぶい褐色(7.5YR6/3),内
面：にぶい燈色(7.5YR6/4),器
肉：明褐灰色(7.5YR7/1)

にぶい授色(7.5YR6/4)

外面：浅黄燈色(10YR8/3).内面：

梗色(7.5YR6/6).器肉：灰白色
(2.5Y8/2)

外面：浅黄燈色(10YR8/3).内面：

灰白色(10YR8ﾉ2).器肉：灰白色
(10YR8/2)

微粒子を若干，細粒子

(白色・黒色他）を含む

微～細粒子（黒色他）を

含む，砂粒（黒色・灰

色）をわずかに含む

微～細粒子を多く，砂粒

(褐色）をわずかに含む

微～細粒子・砂粒（白色

他）をわずかに含む

微～細粒子をわずかに含

む

微～細粒子を含む，砂粒

(赤色）をわずかに含む

微粒子を若干，細粒子

(白色・赤色他）を多く
含む

微～細粒子（白色他）を

含む，砂粒（白色・灰

色）をわずかに含む

微～細粒子（白色他）を

若干含む

微～細粒子を含む，砂粒

(赤色・白色）を若干含

む

微～細粒子（白色・赤色

他）・砂粒（赤色）を若

干含む

微～細粒子（赤色他）を

含む，砂粒（白色）をわ

ずかに含む

微粒子を若干，細粒子。

砂粒（透明・赤色・白

色）を含む

微～細粒子を若干，砂粒

(白色）をわずかに含む

微～細粒子を若干，砂粒

～磯（白色・赤色）をわ

ずかに含む

微～細粒子・砂粒（雲母

他）を若干含む

微～細粒子を若干，砂粒

～磯（白色・赤色）をわ

ずかに含む

微～細粒子（赤色他）を

多く含む

外面：ナデ，内面：ハケ後

ナデ

ナデ

ナデ？

外面：タテハケ，内面：横

方向のナデ，口縁端部：ヨ
コナデ

外面：タテハケ．内面下

部：ヨコハケ後ナデ，口縁

堵部：ヨコナデ

ナデ？

ナデ，口縁端部：ヨコナデ

ナデ

外面：斜め方向のハケ後ナ

デ
デ

内面：ヨコハケ後ナ

ロ縁端部：ヨコナデ

外面：タテハケ，内面上

部：ヨコハケ後ナデ，内面

下部：ナデ

外面：タテハケ，内面上

部：斜め方向のハケ後ナ
デ，内面下部：ナデ

外面：タテハケ・上部は後

ヨコナデ，内面上部：ヨコ

ハケ後ナデ，内面下部：ナ
デ

ナデ？

外面：ハケ？後ナデ(ハケメ

は見られない)，内面：ナ
デ，突帯部に格子状刻み

外面：ヨコナデ，突帯にハ

ケエ具による刺突，内面：
ナデ

ナデ，突帯にハケエ具によ

る刺突

外面：斜め方向のハケ，突

帯部付近：ヨコナデ．突帯

刺突部に布目圧痕，内面上

中部：斜め方向のハケ後ナ

デ，内面下部：ナデ

ナデ，突帝の刺突部に布目

圧痕

古填時代

舌砺蒔ft~霞存率頂了萱
径(13.45)cm

舌項蒔一一

甲葎野天~7~一‐弥生時代

舌I蔀軒噌一一一一一

F■画申寺

甲琵野天~7－弥生時代

舌項蒔涜

舌項蒔『肩

啄郵評『甲葎野天画降

舌琉蒔花一一一一

舌砺蒔弼王董原＝悪質茨

舌璃蒔弼王董原＝葱質弐

融
恥
一
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Fig No． 器種 部位 出土層 色調・紬調 胎土・磁胎 調整・施文 備考

84 294
豆 幹

型【 胴部 5 外面：にぶい樋色(7.5YR7/4)．内

面：浅黄極色(7.5YR8/4),器肉：
暗緑灰色(10GY3/1)

微～細粒子（赤色・裳母

他）を含む，砂粒～磯

(赤色）をわずかに含む

外面：タテハケ後ナデ，突

帯部付近：ヨコナデ，突滞

の刺突部に布目圧痕，内
面：ナデ

古噛時代笹貰式

84 295 壷 胴部 5 外面：浅黄橿色(7.5YR8/6).内

面：横色(7.5YR6/6).器肉：浅黄
糧色(10YR8/3)

微～細粒子（赤色他）を

多く，砂粒（赤色）を若

干含む

ナデ，突帯部付近：ヨコナ

デ，突帯にハケエ具による

刺突

弥生時代後期～古墳時代

84 296
寺

璽！ 胴部 5 外面：にぶい栂色(7.5YR7/4).内

面：燈色(7.5YR6/6).器肉：黄灰
色(2.5Y6/I)

微～細粒子（透明他）を

若干，砂粒（赤色・白

色）をわずかに含む

外面：ナデ，突帯に刺突，

内面：風化のため調整不明

84 297 壷 胴部 5 外面：にぶい黄栂色(10YR7/4),内
面：橿色(5YR6/6),器肉：灰白色
(7.5YR8ﾉ2)

細粒子（白色他） 粗砂

粒（白色・白透明）を若

干含む

外面：ナデ，突帯に刺突，

内面：風化のため調整不明

古城時代

84 ”8 壷 胴部 5 外面：横色(5YR7/6),内面：にぶ

い橿色(7.5YR7/4).器肉：灰色
(5Y4/1)

微～細粒子を若干，砂粒

(白色他）をわずかに含
む

ナデ，突帯部付近：ヨコナ

デ，突帯に刺突

古噛時代

４
－
４

８
－
８

84

”9

3m

301

壷

斐？

壷

胴部

胴部

胴部

5

5

5

外面：灰白色(10YR8/2)．内面：橘

色(7.5YR7/6)

外面：灰黄褐色(10YR4/2),内面：

灰白色(10YR8/2),器肉：浅黄樋色
(10YR8/3)

外面：にぶい燈色(7.5YR7/4),内

面：浅黄橿色(10YR8/4).器肉：オ
リープ黒色(7.5Y3/1)

微～細粒子・砂粒（赤色

他）を若干含む

微～細粒子を含む，砂粒

(透明・白色）を若干含
む

微～細粒子を若干，砂粒

をわずかに含む

ナデ，突帯部付近：ヨコナ

デ，突帯に刺突

外面上部：縦方向のハケ後

ナデ，突帯部付近：ヨコナ

デ，突帯にハケエ具による

刺突，内面：ヨコハケ後ナ
デ

外面突帯部付近：ヨコナ

デ

明

他は風化のため調整不

内面：ナデ

弥生時代後期～古墳時代

古蛎時代

弥生時代後期～古墳時代

84 ”2 壷 胴部 5 外面：にぶい栂色(7.5YR7/4).内
面：にぶい黄橿色(10YR6/4).器

肉：黄灰色(2.5Y5/】）

微～細粒子を若干，砂粒

をわずかに含む

外面：縦方向のハケ，突帯

付近：ヨコナデ，突帯に刺

突，内面：ナデ

弥生時代後期～古墳時代

84 303 壷 胴部 5 外面：糧色(7.5YR7/6).内Ⅲj:黒

色(5Y2/1)
微～細粒子を含む，砂粒

(白色）をわずかに含む

外面：縦方向のハケ，突帝

に刺突，内面：ナデ

弥生時代後期～古墳時代

84

85

85

3“

305

3妬

幸 『

i胆

壷

壷

胴部

胴部

胴部

5

5

5

外面：燈色(7.5YR6/6).内iffi:iﾘI

赤褐色(5YR5/6),器I刈：此灰色
(2.5Y5/1)

外面：にぶい燈色(7.5YR6/4).内

面：にぶい黄樋色(I0YR7/3),器
肉：灰黄褐色(I0YR5/2)

外面：にぶい黄栂色mYR7/3),赤

色顔料：明赤褐色(2.5YR5/8).内

面：赤色顔料:m赤褐色(5YR5/8)

微～細粒子を若干，砂粒

～粗砂粒（白色他）をわ

ずかに含む

微～細粒子を含む，砂粒

～粗砂粒（白色）をわず

かに含む

細粒子を含む，砂粒（透

明・白色）を若干含む

ナデ，突帯部付近：ヨコナ

デ，突帯部分に刺突

外面：ハケ？，突帯部付

近：ヨコナデ，突帯部分に

刺突，内面：ヨコハケ後ナ

デ

外・内面：赤色顔料塗付.

ヨコ方向のナデ，突帯部付
近：ヨコナデ，突帯部に刺

突

弥生時代後期～古墳時代

弥生時代後期～古墳時代

弥生時代後期～古墳時代

85 307 壷 底部 5 外面：にぶい樋色(7.5YR7/4),内

面：にぶい黄栂色(10YR7/3),器

肉：黄灰色(2.5Y4/1)

微～細粒子を若干，砂粒

(赤色・灰色）をわずか

に含む

ナデ 古戦時代

85 308 壷 底部 5 外面：にぶい黄栂色(10YR7ﾉ4).内

面：灰黄褐色(10YR6/2).器肉：灰

色(N4/0)

微粒子をわずかに，細粒

子（白色他）を若干，粗

砂粒（白色）をわずかに

含む

外面：ナデ，内面：ハケ後

ナデ(ハケメは見られない）

弥生時代中津野式～古墳

時代

85 3⑬ 壷 底部 5 外面：にぶい栂色(5YR7/4),内
面：にぶい黄褐色(10YR5/3).器

肉：オリーブ黒色(10Y3/1)

微～細粒子（白色他）を

含む

外面：タテハケ，内面：横

方向のハケ後ナデ

弥生時代中津野式～古墳

時代東原式

85 310 壷 底部 5 外面：にぶい桶色(5YR7/4)-灰白色
(5YR8/2),内面：灰色(10Y4/1),器
肉：暗緑灰色(10GY3/1)

微～細粒子を若干，砂粒

(白色他）をわずかに含

む

外面：ナデ？，内面：ナ

デ・ユピオサエ痕が残る

弥生時代中津野式

85

85

85

85

85

311

312

313

314

315

壷

壷

壷

高杯

高杯

底部

底部

底部

杯部

口縁部

5

5

5

5

5

外面：浅黄燈色(7.5YR8/6),黒

斑：暗灰色(N3/0).内面：灰白色
(2.5Y8/1),器肉：灰白色(I0YR8/1)

外面：にぶい栂色(5YR7/4)-オリー

プ黒色(10Y3/I).内面：灰白色
(7.5YR8/2)

外面：にぶい桁色(5YR7/4),内
面：(“)，器肉：暗オリーブ灰色

(2.5GY3/1)

外面：明赤褐色(2.5YR5/8).内
面：にぶい黄燈色(IOYR7/4)-橿色
(5YR6/8)-褐灰色(I0YR5/I)

外面：澄色(5YR6/6).内面：

(7/6)，器肉：明褐灰色(7.5YR7/1)

微～細粒子を含む

微～細粒子を含む，砂粒

～喋（赤色）を若干含む

微～細粒子（白色他）を

含む，砂粒（白色他）を

わずかに含む

微～細粒子（赤色他）を

わずかに含む

徴～細粒子を若干含む

風化のため調整不明

外面：ケズリ（砂粒の動き

は下向き）？後ナデ，内

面：縦方向のナデ

外面：タテハケ，内面：斜

め方向のナデ

外面上部：タテハケ後ナ

デ
デ

外面下部・内面：ナ

外面：赤色顔料

ナデ，口縁端部：ヨコナデ

弥生時代中津野式

弥生時代中津野式

弥生時代後期～中津野式

古戦時代辻堂原～笹貰

式，残存率1/4.口径
(23.65)cm

古域時代辻堂原～笹貰式

85 316 高杯 口縁部 5 灰色(7.5Y4/1).器肉：灰黄褐色
(10YR6/2)-灰白色(10YR7/1)

微～細粒子（透明・白色

他）を多く含む

ナデ，口縁靖部：ヨコナデ 古墳時代辻堂原～笹貰式
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Fig No. 器種 部位 出土層 色調・紬調 胎土・磁胎 調整・施文 備考

85 317 翌 口縁部 5 外面：灰黄褐色(IOYR4/2)･灰白色

(I0YR8/2).内面：橿色
(7.5YR7/6).器肉：灰白色(5Y7/1)

微～細砂粒を若干．砂粒

(透明）・粗砂粒（白

色）をわずかに含む

ナデ，口縁端部：ヨコナデ

85

85

318

319

高杯

高杯

杯部

脚部

5

5

外面：栂色(5YR6/6).内面:(7/6)

外面：赤色顔料：赤褐色

(2.5YR4/8),脚内面：にぶい梗色
(7.5YR7/3),器肉：浅黄橿色
(7.5YR8/4)

微～細粒子（雲母？他）

を含む，砂粒（赤色他）

をわずかに含む

微～細粒子・砂粒（透

明・白色・赤色）を若干

含む

ナデ

ナデ，外面：赤色顔料塗付

古墳時代辻堂原～笹ft式

古墳時代正登頂＝葱f職

85 320 高杯 脚部 5 浅黄橿色(10YR8/3),器肉：黄灰色

(2.5Y5/1)

微～細粒子（白色他）を

若干含む

ナデ 残存率】/2，径(5.40)cm

85 321 高杯 脚部 5 灰白色(10YR8/2)～灰黄褐色
(10YR6/2),器肉：灰白色(2.5Y7/1)

微粒子をわずかに含む，

糟製粘土

外面：ナデ，脚内面：ナ

デ・板状工具による圧痕あ

り

8s 322 高杯 脚部 5 外面：浅黄役色(7.5YR8/6),脚内

面：(8/4）

微～細粒子を若干含む ナデ

85 323 高杯 脚部 5 外面：浅黄樋色(7.5YR8/6),脚内
面：(8/4)，器肉：灰色(N5ﾉ0)

微～細粒子（白色他）を

若干，粗砂粒（赤色）を

わずかに含む

ナデ，脚端部：ヨコナデ 残存率1/8,脚径
(17.00)cm

85

85

324

32s

高杯

高杯

脚部

脚部

5

5

外面：浅黄椴色(7.5YR8/3),内

面：灰黄褐色(I0YR6/2),器肉：黄
灰色(2.5Y5/1)

外面：にぶい樋色(5YR6/4-7/3).

内面：褐灰色(10YR4/1)

微～細粒子を含む，砂粒

(褐色・白透明）を若干

含む

微～細粒子を若干含む，

砂粒（白色）をわずかに

含む

外面：ナデ，内面：ヨコハ

ケ後ナデ，脚端部：ヨコナ
デ

ナデ，脚端部：ヨコナデ

85

85

326

327

高杯

高杯

脚部

脚部

5

5

にぶい栂色(7.5YR7/4)-灰白色
(2.5Y7/1).器肉：灰白色(2.5Y8/1)

外面：樋色(7.5YR7/6).内面：に
ぶい樋色(7.5YR7ﾉ4).器肉：灰色
(7.5Y4ﾉ1)

微粒子をわずかに，細粒

子（赤色）を若干含む

微～細粒子・砂粒（白

色）を若干含む

ナデ

外面：横方向のナデ，内

面：ハケ，脚端部：ヨコナ

デ

内面：剥離

85

8s

328

329

高杯

財

脚部

口縁部

5

5

外面：暗褐色(10YR3/3),内面：黒
褐色(7.5YR3ﾉ1)

外面：赤色顔料：赤色(10R5/6),

内面：橿色(7.5YR7/6)

細粒子（白色他）を若干

含む

微～細粒子をわずかに含

む

ヨ コ ナ デ

ナデ，外面：赤色顔料 … ＝ 悪質
式，残存率lﾉ6，口径

(10.15)cm

＝ ~

85 330 財 頚部 5 外面：栂色(5YR6/8),内面：

(6/6)，器肉：浅黄樋色(7.5YR8ﾉ3)

微粒子・砂粒（白色・灰

色）をわずかに含む

ナデ 古墳時代

86

86

331

332

lit

nr

胴部

底部

5

5

浅黄侭色(I0YR8/3)･灰褐色
(7.5YR5/2).外面赤色顔料：授色
(5YR7/6),器肉：灰白色(10YR8/2)

外面：にぶい樋色(5YR6/4)・暗緑
灰色(5G3/I).内面：暗灰色
(N3/0),器肉：黄灰色(2.5Y6/1)

微～細粒子をわずかに含

む

微～細粒子（白色他）を

若干含む

ナデ，外面上部一部：赤色

顔料

ナデ

古墳時代

舌墳蒔砺王董原三蔽賀
式，残存率1/4.底径
(5.69)cm

~｡

86

86

333

334

翌

髭

口縁部

口縁部

5

5

外面：明赤褐色(5YR5/6),内面：
梗色(5YR6/6),口唇部：にぶい燈
色(5YR6/4),器肉：灰色(5Y5/1)

外面：黄樋色(I0YR8/6),内面・口

唇部：浅黄極色(10YR8/3)

微～細粒子（白色他）を

含む，砂粒（白色）をわ

ずかに含む

微～細粒子を多く，砂粒

(透明・白色）を若干含

む

ヨコナデ？

風化のため調整不明

弥生時代中期

弥生時代中期

86 335 受 口縁部 5 浅黄樋色(I0YR8/4),器肉：灰白色

(10YR8/2)

微～細粒子（白透明他）

を多く，砂粒（灰色）を
わずかに含む

ナデ，口縁増部：ヨコナ

デ？

功､土隣寸1，0fﾒ糊

86

86

336

337

髭

蕊

口縁部

口縁部

5

5

外面：灰黄褐色(10YR4/2),内面：

浅黄橿色(IOYR8/3).器肉：灰白色
(10YR8/1)

にぶい赤褐色(5YR5/4),器肉：淡

糧色(5YR8/3)

微～細粒子・砂粒（灰

色）を含む，磯（白色）

をわずかに含む

微～細粒子を含む，砂粒

(白色他）をわずかに含

む

ナデ，口縁端部：ヨコナデ

ナデ，口縁端部：ヨコナデ

弥生時代中期

蒜至蒔再p~覆可~~…．

86 338
守分才

璽圏 頚部 5 浅黄樋色(10YR8/3),器肉：灰色

(5Y5/1)

微～細粒子を若干，砂粒

～磯（赤色他）をわずか

に含む

外面：タテハケ後ナデ，突

帯部付近：ヨコナデ，内

面：風化のため調整不明

弥生時代中～後期，多粂

突帯

86 339
圭
亜 胴部 5 外面：にぶい樋色(5YR7/4),内

面：橿色(7.5YR7/6).器肉：褐灰
色(I0YR5/1)

微～細粒子・砂粒～磯

(赤色他）を若干含む

ナデ？ 弥生時代中～後期，多粂

突帯

86

86

340

341

壷

砥石

底部 5

5

浅黄樋色(10YR8/3).器肉：褐灰色
(10YR4/1)

使用面：灰褐色(7.5YR6/2),自然
面：褐灰色(10YR5ﾉl）

微～細粒子（赤色・黒色

他）を含む，砂粒・際

(灰色）をわずかに含む

摩滅のため調整不明，底

面：ハケ？

弥生時代，残存率1脚，畷

径（7.55)cm

謬碧要;一夏言図示面rfcs
7.15an.厚み2.3cm.亜蹴

144g

87 342 小杯 口縁～高

台部

6 灰白色(N8/0)/紬調透明 施紬．高台投付：無粕 磁器，上の層からの落ち

込みと考えられる



Fig
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88
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88
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88
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No．

343

344

345

346

347

348

349

350

351

352

353

354

355

356

357

358

359

3“

361

362

363

3“

365

366

367

368

器種

Ⅲ

皿

皿or碗

翌

髭

受

茶家

碗？

碗

碗

碗

碗

碗

碗？

碗

碗

碗

ⅢI？

？
■

碗

受

翌？

喪

尭

髭

受

部位

口縁部

口縁部

底部

口縁部

口縁部

ロ緑部

口縁部～

釣手掛

口縁部

口縁部～

体部

口縁部～

体部

口縁部～

休部

口縁部～

体部

口縁部～

体部

口縁部～

体部

口縁部～

体部

体部～底

部

体部～底

部

底部

底部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部～

胴部

口縁部～

胴部

口縁部～

胴部

胴部

出土層 色調・軸調

灰白色(5Y7/1)/紬調外面：透
明，外面上部～内面：白色：灰白

色(I0Y8/1),貫入

外面：浅黄色(2.5Y7/3),器肉：に

ぶい黄橿色(10YR7/3)/紬調内
面：黄透明：黄褐色(2.5Y5/4)

外面：灰白色(5Y8/1).器肉：灰白

色(5Y8/1)/紬調外面一部・内
面：緑透明：オリーブ黄色

(5Y6/3).貫入

口縁端部上面：にぶい赤褐色

(5YR5/3).器肉：橿色(2.5YR6/6)/
軸調灰色：暗オリーブ灰色

(2.5GY4/1)

口縁端部上面：灰褐色

(7.5YR5/2),器肉：明赤褐色
(5YR5/6)/軸調オリーブ黒色
(7.5Y3/1)

暗背灰色(5B3ﾉ1)/粕調黒褐色：

極略褐色(2.5YR2/3).口縁端部上
面：赤褐色(10R4/3)

極色(2.5YR6/6)/紬調外面：暗

灰黄色(2.5Y5/2),内面：黄褐色
(2.5Y5/3)

灰白色(7.5Y8/1)/粕調緑透明：

明緑灰色(10GY8/1)

灰白色(N8/0)/紬調透明

灰白色(N8/0)/軸調透明，外
面：貫入

灰白色(2.5GY8/1)/軸調透明

灰白色(N8/1)/粕調透明

灰白色(N8/0)/紬調緑透明：明

緑灰色(7.5GY8/1)

灰Iﾖ色(N8/0)/紬調青透明：明

背灰色(10BG7/1)

灰白色(2.5GY8/1)/'紬調緑透

明：明緑灰色(7.5GY8/1)

灰白色(N8/0)/粕調緑透明：明

緑灰色(10GY8/1)

灰白色(5Y8/1)/粕調緑透明：明

緑灰色(7.5GY8ﾉ1),貫入

高台畳付：橿色(7.5YR6/6),器
肉：灰白色(7.5Y8/1)/紬調緑透
明：明緑灰色(10GY8/1),文橡：略
青灰色(5PB3/1)

灰白色(N7/0)/紬調緑透明：明

緑灰色(7.5Y8/1),文様：暗灰黄色
(2.5Y5/2)･青灰色(10BG5/1),貫入

灰白色(I0Y7/1)/軸調緑透明：
オリーブ黄色(5Y6/3)

外面：暗灰色(N3/0),内面：灰色

(N4/0),器肉：灰白色(N加）

外面：明赤褐色(5YR5/8).内面：

にぶい橿色(7.5YR7/3)･灰色(N4/0)

外面：橿色(5YR7/6).内面：灰白

色(7.5YR8/2).器肉：浅黄燈色
(7.5YR8/3)

外面：にぶい燈色(5YR6/4)-にぶい
褐色(7.5YR6/3),内面：樋色

(5YR6/6)

外面：明褐灰色(7.5YR7/1)-褐灰色
(10YR4/1),内面：灰白色

(10YR8ﾉ2).器肉：灰色(5Y4ﾉI)

外面：にぶい赤褐色(5YR5/3),内

面：にぶい桧色(5YR7/4),器肉：
橿色(2.5YR7/6)

胎土・磁胎

砂粒をわずかに含む

微～細粒子（透明・赤色

他）を多く含む

微～細粒子を多く，砂

粒・磯（赤色）をわずか

に含む

微～細粒子を含む，砂粒

(透明・白色他）を若干

含む

微～細粒子・砂粒～蝶

(白色）を若干含む

微～細粒子を若干，砂粒

(透明・白色他）をわず

かに含む

調鮭・施文

施紬

外面：艇紬・回転ナデ，内

面：施紬

外面：無軸・回転ナデ，外

面一部・内面：施紬

施袖，外面口縁部付近：沈

線（一条）・下部：カキ

メ，口縁端部上面：無紬．

回転ナデ

施軸，口縁端部上面：無

軸・カキメ

施軸，口緑端郁上面：カキ

メ

施軸

施紬，外・内面：文様（内

面：澗文）

施柚，外・内面：文棟

施軸，外・内面：文様

施紬，外・内面：文様

施袖，外・内面：文様

施柚，外面：文槻

施軸，外面：文梯（鳥）

施紬，外・内面文様，外面

上部：紬がのっていた部分

あり

施柚，外・内面：文様，高

台畳付：無軸

施紬，外・内面：文橡（草

花・文字） 高台挫付：無

軸

施柚，内面：文橡，高台豊

付：無軸

施軸

無紬

外面：文様，底面：

施軸，外面：文様：片彫り

回転ナデ

ナデ，口縁端部：ヨコナデ

ナデ？，口縁端部：ヨコナ

デ。内面：ナデ

外面：ナデ，突術部付近：

ヨコナデ，突帯にハケエ具

による刺突，内面：ナデ

外面：タテハケ後ナデ，口

縁端部：ヨコナデ，内面：
ナデ

外面：横方向のナデ？，内
面 ： ナ デ

備考

陶器，南北ベルト南側⑤

-.区出土

陶器，南北ベルト南側⑤

-d区出土

陶器,(D-b区ベルト内出
土，残存率1/3.底径
(4.95)cm

陶器（薩摩） 南北ベル

ﾄ南側⑤-d区出土

陶器（薩摩） 南北ベル

ﾄ南側⑤-d区出土，器肉

中央に整形時にできたと

思われる穿孔？

陶器（薩摩） 口縁上端

部に砂目，南北ベルト南

側⑤.d区出土

陶器（薩摩） 南北ベル

ﾄ南側○.区出土

磁器，南北ベルト南側⑤
-.区出土

染付，南北ベルト南側⑤
-.区出土

染付，南北ベルト南側⑤
-.区出土

染付,c-d区表届出土

染付，南北ベルト南側⑤

-.区出土

染付，南北ベルト南側⑤
-dd区出土

染付，南北ベルト南側⑤
.｡区出土

染付，南北ベルト南側⑤

-cd区出土，残存率1純，

口径(9.85)cm

染付，南北ベルト南側⑤
-c･d区出土，底径2.95cm

染付，南北ベルト南側⑤

-c･d区出土，残存率1脚，

底径(3.65)cm

染付，南北ベルト南側⑤
-c･d区出土

染付，南北ベルト南側⑤

．c･d区出土，残存率1/4,
底径(6.58)cm

青磁,c-b区ベルト内出
土

東西

出土

ベルト東側

東西

出土

ベルト東側②③-b区

古墳時代笹貰式，東西べ

ルト東側②③-b区出土

古墳時代笹貰式，東西べ

ルト東側(DCD-b区出土

東西ベルト東側出土

｡c区ベルト内出土

ﾉ27



Fig No． 器種 部位

88 369 受 胴部

88 370 変 胴部

88 371 蕊 胴部～底

部

88 372 翌 胴部～底

部

88 373 喪 底部

88 374 翌 胴部～底

部

89 375 喪 底部

89 376 翌 脚部

89 377 喪 脚部

89 378 尭 脚部

89 379 喪 脚部

89 380 変 脚部

89 381 壷 口縁部

89 382 壷 胴部

89 383 壷 胴部

89 384 壷 胴部

89 385 壷 胴部

89 386 壷 胴部(底部

付近）

89 387 壷 底部

89 388 壷 底部

89 389 壷 底部

89 3” 高杯 口縁部

ﾉ28

出土届 色調・粕調

外面：にぶい黄樋色(10YR7/3),内

面：燈色(7.5YR7/6),器肉：灰黄
色(2.5Y7/2)

にぶい樋色(7.5YR7/4).器肉：黄

灰色(2.5Y5/1)

外面：授色(7.5YR7/6),内面：に

ぶい授色(5YR7/4),器肉：灰色
(7.5Y4/1)

外面：にぶい橿色(5YR7/4),内
面：浅黄燈色(10YR8/3).器肉：灰

色(N4/0)

外面：橿色(2.5YR6/6),内面：に

ぶい黄橿色(10YR7/4).器肉：オ
リープ灰色(2.5GY5ﾉ1)

撞色(5YR6/6)～にぶい橿色(7.5YR
7/4)，脚内面：灰色(5Y5/1),器
肉：オリーブ灰色(2.5GY5/1)

外面：浅黄授色(10YR8/4),内面：

にぶい黄褐色(10YR5/3),器肉：樋
色(5YR7/6)

アト山』・セー々､v･邸唖旦巴(lUIK〃尋Ar1

面：にぶい黄橿色(10YR6/3),器
肉：授色(2.5YR7/6)

にぶい極色(7.5YR7/3)･糧色

(2.5YR6/6)

フト皿・ウーヵ､v･邸1睡巳UUrK〃号乃rl

面：橿色(2.5YR6/6).器肉：にぶ
い赤褐色(2.5YR4/3)

黄樋色(10YR7/8)

外面：極色(5YR6/6),内面：灰褐

色(7.5YR4/2),器肉：にぶい褐色
(7.5YR5/4)

外面：にぶい橿色(5YR6/4).内

面：橿色(5YR7/6).器肉：にぶい
黄樋色(10YR7/2)

外面：にぶい黄橿色(10YR6/4).内

面：灰白色(10YR8ﾉ2),器肉：黄灰
色(2.5Y5ﾉ1)

外面：にぶい黄授色(10YR7/4).内

面：浅黄授色(7.5YR8/3).器肉：
灰色(5Y4/1)

外面：捜色(7.5YR6/6)-灰黄色

(2.5Y7/2).内面：にぶい授色
(7.5YR7/4).器肉：黄灰色(2.5Y4/1)

外面：授色(5YR7/6),内面：にぶい
橿色(5YR6/4),器肉：灰色(5Y5/1)

にぶい褐色(7.5YR6/3)･褐灰色

(10YR4ﾉ1).器肉：灰色(N4/0)

外面：橿色(5YR7/6),内面：黄灰

色(2.5Y4/I)

外面：にぶい橿色(7.5YR6/4).内

面：にぶい赤褐色(5YR5ﾉ4)

外面：浅黄横色(7.5YR8/4)-灰褐色

(7.5YR5/2),内面：灰白色
(10YR8/2),器肉：灰色(10Y5/1)

外面：にぶい褐色(7.5YR6/3)-灰褐

色(7.5YR4/2),内面：浅黄澄色
(7.5YR8/3)

胎土・磁胎

微～細粒子・砂粒を若干

含む

皿～和】心払~丁琶イノヲ〃･0－ゥ

砂粒（透明他）を若干含
む

微～細粒子をわずかに，
砂粒～粗砂粒（白色・赤

色他）を若干含む

微～細粒子を多く，砂粒

～粗砂粒（赤色・白色

他）を若干含む

微～細粒子をわずかに，

砂粒～磯（赤色・白色）

を若干含む

微～細粒子をわずかに，

砂粒（白色）を若干含む

微～細粒子・砂粒～粗砂

粒（透明・赤色）を若干

含む

微～細粒子（白色他）を

多く含む

微～細粒子・砂粒（白

色）をわずかに含む

微～細粒子（透明・白色

他）を若干，砂粒（白
色）をわずかに含む

微～細粒子（赤色・灰色

他）を含む，砂粒（白

色・灰色）を若干含む

微～細粒子（白色）を若

干含む

微～細粒子を含む，砂粒

(赤色・白色）を若干含

む

微～細砂粒を若干，砂粒

(透明他）を含む

徴～細粒子（白色他）を

含む

微～細粒子を多く，砂粒

(赤色）をわずかに含む

微～細粒子（赤色・白色

他）を含む，砂粒（白

色）を若干含む

微～細粒子を若干含む

微～細粒子を若干，砂粒

～磯（白色他）を含む

徹～細粒子・砂粒を若干

含む

微～細粒子を多く，砂粒

(白色他）を若干含む

微～細粒子を若干，砂粒

(透明他）をわずかに含

む

調整・施文

外面：ヨコナデ・下部：ナ

デ．内面：ナデ

外面：ヨコナデ，突帯にへ

ケエ具による刺突，内面：
ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

横方向のナデ，脚端部：ヨ

コナデ

ヨコナデ

ヨコナデ

外面：横方向のナデ，内

面：摩滅のため調整不明

横方向のナデ

外面：ハケ？後ヨコナデ，

内面：ナデ，口縁端部：ヨ
コナデ

ナデ？，突帯にハケエ具に

よる刺突

ナデ？，突帝に刺突

外面：ナデ，突帯にハケエ

具による刺突，内面上中

部：ハケ，下部：ハケ後ナ

デ

外面：タテハケ，突帯部付

近：ヨコナデ，突帯にハケ

エ具による刺突，内面：ヨ

コハケ・上部は後横方向の

ナデ

ナデ，外面上部：ケズ

リ？，内面一部：工具によ

るナデ？

外面：ハケ，内面：ナデ？

ナデ

摩滅のため調整不明

外面：斜め方向のハケ，内

面：タテハケ後ナデ(ハケメ

はほとんど残っていない)，
口縁端部：ヨコナデ？

鋪考

古城時代，束西

側dXD-b区出土

ベルト東

⑤｡b区ベルト内出土

弥生時代中津野式～古埴

時代,R-a区ベルコンの
土台出土

弥生時代中津野式～古墳

時代,(D-a区ベルコンの
土台出土

弥生時代中津野式～古墳

時代，④a区東側ベル。
ン下出土

古斌時代,R-a区ベルコ
ン土台出土

古墳時代.c-c区ベルト
内出土，内面：剥離著し
し、

古墳時代，東西ベルト東

側dxD-b区出土，残存率
1/3,底径(11.85)cm

古城時代.c-c区ベルト
内出土，残存率1/3，底留

(11.15)cm

弥生時代中津野式～古項

時代,c-b区ベルト内出
土

⑤．b区ベルト内

東西ベルト東側，接合面

で剥離

弥生時代中津野式～古頃

時代,c-c区ベルト内出
土

古墳時代，東西

側dXD-b区出土

ベルト東

弥生時代後期～中津野

式.(D-a区ベルコン土台
出土

東西ベルト東側cR-b区
出土

弥生時代後期～中津野

式，東西ベルト東側“’
-b区出土

東西

出土

ベルト東側cR-b区

弥生時代中津野式，③a

区ベルコン土台出土

弥生時代後期～中津野

式，東西ベルト東側“‘
-b区，残存率1脚，底径

(7.30)cm

弥生時代中津野式・古壇

時代辻堂原～笹貫式？頁

西ベルト東側R<D-b区出
土

舌涜蒔稲王董原三種買一

式.R-a区ベルコン土台
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F18 No． 器種 部位 出土層 色調・紬調 胎土・磁胎 調整・施文 備考

89

89

89

391

392

393

高杯

高杯

高杯

口縁部

口縁部

脚部

外面：灰黄褐色(I0YR5/2).内面：
にぶい繭樋色(10YR4/3).器肉：灰

白色(I0YR7/1)

外面：にぶい撮色(10YR7/4),内
面：樋色(7.5YR7/'6).器肉：灰黄

褐色(I0YR6/2)

外面：赤色顔料：授色(2.5YR

6/8)，脚内面：浅黄撮色(10YR
8/3)，器肉：灰白色(I0YR7/1)

微～細粒子（透明・白

色）を含む

撒～細粒子（透明他）を

含む．砂粒（灰色）をわ

ずかに含む

微～細粒子を含む，砂粒

～磯（赤色）を若干含む

外面：横方向のナデ，内

面：斜め方向のハケ，口縁

端部：ヨコナデ？

外面：横方向のナデ，内

面：斜め方向のハケ，口縁

端部：ヨコナデ

外面：横方向のミガキ？，

内面：ナデ

古城時代辻堂原～笹貰

式，東西ベルト東側②③

．b区出土.392と同一個
体の可能性高い

古噛時代辻堂原～笹貫

式，東西ベルト東側②③

-b区出土.391と同一個

体の可能性高い

古墳時代辻堂原～笹貫

式，東西ベルト東側②③
-b区出土

89 394 高杯 脚部 外面：灰白色(10YR8/2).内面：に
ぶい批樋色(10YR7/4)

微～細粒子・砂粒～畷

(透明・赤色・白色）を

含む

摩滅のため調整不明 東西

出土

ベルト東側dXD-b区

”

”

”

395

396

397

皿？

翌

受

口縁部

口縁部～

胴部

胴部 表土

灰白色(10YR8/1)/紬調外面：白
色半透明：灰白色(2.5GY8/1).内
面：緑色：オリーブ灰色(10Y4/1)
に顛似，貫入，赤茶色：暗赤褐色

(2.5YR3/4)

外面：明黄褐色(10YR6/8)-黄燈色

(10YR7/8).内面：にぶい褐色
(7.5YR5/4),器肉：灰白色
(7.5YR5/4)

外面：栂色(5YR6/6).にぶい燈色

(7.5YR7ﾉ3)-灰褐色(7.5YR5/2),内
面：栂色(7.5YR7/6).器肉：灰色
(5Y4/1)

幽一秘！“J‐色イコ1，1咳『里

をわずかに含む

微～細粒子（白色他）を

若干含む

施紬，内面：白色紬で円形

の突起を作り，その上下を

赤茶色の色絵で区画，その

上から緑色の透明紬を帯状

にかける

ヨコナデ

横方向のナデ

磁器.R-c区？撹乱中出
土

古墳時代笹貰式..c-c区
撹乱中出土

古頃時代

恥
Ｉ
Ｉ
術
↑
ボ
ー
満
州
瓶
ｌ
順
Ｉ
伽
１
１
噸
１
噸
ｌ
布
Ｔ
獅
淋
Ｔ
Ｉ
Ｗ
ｌ

翌

聾

受

受

受

翌

蕊

聾

受

？
■

碗

局戸I艶

財

胴部

胴部

脚部

脚部

脚部

脚部

脚部

口縁部

口縁部

口縁部

体部

F碩瓦扉寸胴部

底部

表土

表土

表土

表土

表土

表土

表土

表土

表土

ー－－－－0

外面：褐灰色(10YR6/1),内面：
(5/1)，器肉：にぶい黄横色

(I0YR7/4)

外面：にぶい褐色(7.5YR5/4),内
面：樋色(7.5YR7/6)

外面：栂色(5YR6/6),脚内面：に

ぶい黄役色(10YR6/4)

外面：にぶい黄橿色(10YR7/3),内
面：椴色(7.5YR6/6)

にぶい糧色(7.5YR7/4),器肉：灰
白色(7.5YR8/2)

外面：洩黄極色(10YR8/3),内面：

にぶい樋色(7.5YR7/4),器肉：明
褐灰色(7.5YR7/1)

外面：にぶい糧色(7.5YR6/4),内

面：樋色(7.5YR6/6),口縁端部：
樋色(5YR6/6),器肉：橿色
(5YR7/6)

栂色(5YR7/6)｡にぶい根色

(7.5YR7/4),器肉：浅黄横色
(I0YR8/4)

浅黄燈色(7.5YR8/6)

灰白色(2.5Y8/1)/粕調白透明：

灰白色(N8/0),貫入

灰白色(2.5Y8/I)/紬調白透明：

灰白色(5GY8/1)
催一・一一一一一一-－－ 1

器向：にぶい撞色(7.5YR6/4)-暗灰
ft(N3/0),内面：灰色(N4/0)･浅黄
栂色(IOYR8/3)

外曲：洩黄極色(7.5YR8/4)-灰色

(N7/0),内面：灰色(5Y5/1).器
肉：灰白色(5Y7/1)

微～細粒子を若干，砂粒

(赤色・白色）を含む

微～細粒子（赤色他）を

多く，砂粒・雛（赤色）

を若干含む

微～細粒子・砂粒～磯

(白色他）を若干含む

微～細粒子を若干，砂粒

をわずかに含む

微～細粒子を含む，砂粒

(透明他）をわずかに含

む

微～細粒子（透明・白色

他）を含む

微～細粒子を含む

微～細粒子（赤色他）を

多く含む

微～細粒子を若干，砂粒

(透明・赤色・白色他）

を多く含む

微～細粒子を若干，砂

粒・粗砂粒（透明他）を
含む

微粒子をわずかに含む

外面：ヨコナデ，下方：斜

め方向のハケ後ナデ？，突

帯にハケエ具による刺突，
内面：斜め方向のハケ後ナ

デ？

外面：横方向のナデ，突帯

にハケエ具による刺突，内

面：ナデ

横方向のナデ

横方向のナデ

横方向のナデ

ユビオサエ後横方向のナ

デ，脚端部：ヨコナデ？

横方向のナデ

ヨコナデ

ヨコナデ？

施柚，内面上部：片彫り

施粕

外面：斜め方向のハケ・一

部は後ナデ，突帯部付近：

ヨコナデ，突帯にハケエ具

による刺突，内面：ヨコハ

ケ，下方：ナデ

外・内面：ナデ

古噛時代

弥生時代中津野式，底径

の約1/3がのこる，底径

(6.95)cm

古咽時代，底径の約1/2か

のこる，底径(11.7)cm

古壇時代，底径のl/6がの

こる，底径(12.65)

cm.404と同一個体

古砺時代？

402と同一個体

弥生時代中期

弥生時代中期後半，摩滅

著しい

染付

染付

古職時代辻堂原～笹貰式

古頃時代辻堂原～笹貰式



付編Ⅱ郡元団地0－7区（福利厚生施設

建設地）における発掘調査報告

1調査に至る経過

鹿児島大学では、教育学部に福利厚生施設の建

設を計画している。埋蔵文化財調査室では福利厚

生施設予定地の試掘調査として昭和60年に郡元団

地0-3-4区の調査を行っている1)が、試掘調

査の後、建設地が変更になった。

建設地は昭和59年度に発掘調査が行われた水町

遺跡2)の南側、平成4年度に発掘調査を行った郡

元団地P－4．5区（教育学部音楽美#捌棟)3)の

西側に隣接しているため、両調査区の結果から、

古墳時代を中心とする埋蔵文化財の存在の可能性

が高い地点と推定でき、調査を行った。

2調査の体制

調査は以下の体制で行った。

調査期間平成4年10月19日～12月25日

調査主体者鹿児島大学埋蔵文化財調査室長

上村俊雄

＋､ ＋

SSD2D2

調査担当鹿児島大学埋蔵文化財調査室

室員中村直子・大西智和・黒木綾子・前幸男

発掘調査作業員安倍松伊都子・裳谷可エ子・岩

戸エミ子・岩戸タツ子・岩戸トシ子・岩戸ミ

ツ子・請園アキエ・請園チリ・坂口ミエ子・

寺光ミツ子・末吉ナミ・末吉ミヤ・菅村弘

子・諏訪田フサエ・谷口テル・田野挫昭穂・

中原チヅ子・名越ヒデ子・西庄司・西村チエ

子・野下チリ子・野下ヨシエ・福永シノブ・

福永花江・牧島知子・増満ミエ子・松下ミ

チ・盛満アイ子・柳田キミ子・柳田二三子・

吉永セツ子・脇ツルエ・脇俊子

3調査の経過

今回調査を行った地点は、1.調査に至る経過

でも触れたとおり、水町遺跡と音楽美術科棟に隣

接してる。したがって、両地点で確認できた古墳

時代の包含層の存在が予想された。

施設工事における掘削は、建築物の基礎部分に

a

b

C

．

＋ ＋

e

O 5m

E一一一目

Fig.92遺構平面図S=1/300
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4．肘位

6．7層は粗砂層で、整合的に上下に堆積して

いるのではなく、大きくは同質の層であると考え

られる。

8a層灰黄褐色10YR5/2シルト黄燈色

10YR7/8まじり

8b層黒褐色7.5YR3/2シルト

8c層黒色10YR1.7/1シルト

9層にぶい黄色2.5Y6/3～10YR6/1粗砂層

地山と考えられる9層の砂層は西に傾斜してい

る。調査区東側が微高地になっており，西に向

かって5層と9層との間に6～8層が堆積してい

る状態である。

遺構は5b層上面、5層直下、8b層上面から

検出した。また、2層から8b層までが遺物包含

層である。古墳時代の土器が大半を占めるが，4

層から出土する遺物は，陶磁器、青磁や白磁，土

師器なども多く、5層は古墳時代の土器が主体を

のみとどまる工事であるため、その部分のみを調

査の対象地域とした。調査区は5mごとのグリッ

ドを設定し、東から西へ①～⑧、北から南へa～

eと設定した。

最初に重機によって表土層の除去を行い、プラ

イマリーな層である2層以下の掘削を行った。掘

削は層ごとに遺構を確認しながら行ったが、5層

を除去した時点で溝状遺構とピット群を検出し

た。そのため、これらの写真撮影と実測を行っ

た。調査は8b層上面までを掘り下げ、それ以下

は、層と遺物の包含の有無の確認のため、調査区

西側にテストトレンチを設け、地山である9層ま

での掘り下げを行った。しかし、遺構・遺物は全

く確認できなかったため、調査を終了した。

4層位について
占める。

地表下約2.4mの深さまでの基本層位はl層から

9層までを確認した。遺物の出土層は、この基本

層位の名称に従っているが、層位断面図作成の

際、色調や質が若干異なるものもあった。このた

め、層位断面図では、基本層位の名称に合わない

ものを①層、②層という記述で表し、それぞれの

説明を行った。ただし、基本層位と同一層だと考

えられるものは、それに含めて以下に説明を行

う。

l層表土

2層褐灰色10YR5/1シルト質砂軽石(0.5

cm大）を含む

3層灰色5Y6/1シルト質砂

⑧層7.5YR6/4シルト質砂

4a層黄燈色10YR7/8シルト質砂

4b層黄灰色2.5YR5/1シルト質砂軽石

(1～0.5cm大）を含む

5a層褐灰色砂質シルト

5b層褐灰色10YR4/1砂質シルト～黒褐色

7.5YR3/2シルト質砂

⑥層暗褐色10YR3/4シルト質砂

5c層褐灰色5YR4/1砂層小粒の軽石を含む

⑭層10YR5/2東は砂層だが、西に傾斜する

にしたがって粘質が強い5層の最下層

6層黄燈色10YR7/8～明黄燈色10YR6/8粗砂
層

7層燈色2.5YR7/6粗砂層かたく締まってい

る軽石を含む

一

A

㈹

膝

0 1
堂－－－－一、

Fig.955b層上面検出の遺構SD1S=1/50
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付編Ⅱ郡元団地O－7区（福利厚生施設建設地）における発掘調査報告

5遺構

遺構は、溝状遺構が5条、

ピット373基を検出した。遺構

は、5b層上面、5層直下、8

b層上面の3面で検出してい

る。以下、検出面ごとに説明を

行う。

(15b層上面検出遺

構

溝状遺構が2条検出した。こ

れらは幅、方向、埋土とも異な

るものである。

SD1(FiB.95)

SD1は調査区東側に位置し、ほ

ぼ東西方向に走っているが、西

端が南側に少し蛇行している。

幅約SOcra、深さは10～IScmを測

る。上部は後世に削平されたら

しく、東西端は次第に浅くなっ

て検出不可能な状態である。埋

土は、黄褐色の粗砂層で、検出

ライン周辺は検出面の5b層で

あるが、若干埋土が混ざってい

る。

埋土中から古墳時代の土器と

考えられる破片が4点出土して

いる。いずれも小片で図示でき

ないが、1点は蕊の突帯付近だ

と考えられるものである。

SD4(FiK.96)

調査区北西部に位置し、北西

一南東方向に走っている。幅は

約2.7m、深さ10cmを測り、浅い

ものである。埋土は褐灰色

5YR5/1のシルトで、粘質であ

る。色調は5b・5c層に類似

している。南側延長線上ではSD

4を検出できなかった。
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5．遡構
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付編Ⅱ郡元団地O－7区（福利厚生施設建設地）における発掘調査報告

（2）5層直下の遺構(Fig.97)

層位でも触れたが、地山である9層は西に傾斜

しており、5層と9層の間の層は、西に傾斜しな

がら堆積しているため、5層を除去した面では、

複数の異なる層が露出しているという状況であ

る。また、露出した面に、5層土を埋土とした溝

やピットを検出したため、これらの遺構は検出面

の層は違っても、ほぼ同じ検出面の遺構として捉

えた。この面からは溝状遺構が2条、ピットを

373基検出した。

SD2(Fffi.98)

調査区西側に位置し、北西一南東方向に走って

いる。方向は上層で検出されたSD4の西側に平行

に位置している。幅は南西部が約2.4m、北東部

が約4.5m、深さは約10cmを測り、かなり浅いも

のである。北東部は特に、緩やかにくぼんでい

て、北側の検出ラインは不明瞭である。埋土は、

5c層土である。SD2内部に多数のピットが認

められたが、規則性はなく、関連性は認められな

い。

SD3(Fig.99)

調査区東側に位置し東西方向に走っている。幅

は約40cm、深さ約13cmを測り、断面は台形を呈

する。上層で検出したSD1の南に沿うように位置

し、やはり東西は次第に浅くなって、とぎれてい

る。埋土は5層土であるoSD1に比べ、緩やかに

南西方向に蛇行するが、比較的直線的である。

ピット

373基のピットを検出した。大きさ、埋土等は

一括してTab､8に示した。掘立柱建物等の規則性

が認められるものはなかった。ピットの量は、調

査区の南側と東側に多く検出した。

（3）8層上面検出遺構

8層上面ではSD5と調査区西側に足跡状の遺構

を検出した。どちらも、8b層上面検出である

が、8a-8b層は水平層位による整合的な上下関

係を示すものではないため、8層上面検出として

取り扱う。

SO5(Fig.100)

調査区南西隅に北西一南西方向に位置する。SD
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Fig.995層直下検出の遺構SD3S=l/100

2の西側に平行している。Ill房約2m、深さ約10cm

を測り、幅が広く浅い溝である。埋土は7層土の

粗砂層である。

足跡状遺構

調査区西側に位置する。シルトである8b層に

食い込むように7層土の砂が落ち込んでおり、そ

の範囲がFig.92の網掛けで示した部分である。7

層土が落ち込んでいる平面形が足跡の形であるこ



Tab､8ビット一覧表
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付編Ⅱ郡元団地O－7区（福利厚生施設建設地）における発掘調査報告

ビット埋土長径(an)短径(cm)深き(an)ピット埋土長径<)短径(cm)深き(on)ビット埋土長径(cm)短径(cm)深さ（画）
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6．遺物

6．7は白磁碗の口縁部である。6は玉縁状を

呈するものである。7は端部が外湾している。

8．9は青磁である。8は碗の口縁部である。

端部は丸く、外面の口縁部直下に退化した蓮弁を

施している。9は碗の体部の下半部分である。外

面に縦方向に1条の施文が認められる。

10は須恵器の杯の底部である。底部内面に沈線

が1条認められる。

11～16は土師器の杯か皿の底部である。11は

少し上げ底状を呈し、底面は回転へラ切りであ

る。12～15は平底で、底面からの体部への立ち上

がりがまっすぐなものである。16は底面は剥落し

ているが、平底のようである。立ち上がり部は少

し外へ突き出している。

17は古墳時代の琵形土器の口縁部である。少し

反り気味に直立する形態を呈する。

18は土錘である。胴部が少し膨らむ筒状を呈

し、端部は両方とも欠損している。

2層出土の遺物は、土師器と古墳時代の土器、

土錘が少し磨滅していることが共通の特徴のよう

である。

と、また、深さも数cmから10cm程度であること

から、足跡状遺構とした。範囲はSD5に平行し、

途中から直角に曲がって、北側部分は幅2mほど

の帯状を呈しながら、やはりSD5に平行してい

る。

6遺物

遺構から出土した遺物がSD1以外なく、大半が

包含層出土のものであった。遺物の出土状況は

Tab.9の通りである。このうち、図示できるもの

を層ごとに説明する。

(1)2層出土の遺物(Fig.101)

lから4は陶器である。lは碗の底部である。

外面には磁胎を彫り込んで施文している。2は鉢

の胴部で、低い突帯を有し、その下に張り付け文

様を施しているようである。3は皿の底部であ

る。緩やかな上げ底を呈するo4は陶器の底部で

ある。底面からみると高台の屈曲から、六角形を

呈するようである。外面に鉄絵を施している。

5は染め付けの碗の口縁部である。磁胎は灰色

で、内外面とも大きな貫入が認められる。

（2）4層出土の遺物(Fig.102～109)

4層は4a層から4e層まで細分できるが、遺

Tab.9遺物出土状況

層位陶磁器瓦器青･白磁染付須恵器土師器古墳時代の土器弥生石器フイゴ寛永通宝銃弾土錘
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4a層(Fie.102)

19は土師器の杯の底部である。高台は低く、外

側へ踏ん張るような形態を呈する。断面に高台と

杯部の接合痕が認められる。

20はフイゴの羽口のようである。筒状を呈する

と考えられ、外面端部はガラス質の付着物力認め

られる。
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4b層(FiK.103)

21は須恵器の口縁部である。器種は短頚壷と考

えられる。外湾する器形を呈し、端部は丸く仕上
Fig.1024a層出土の遺物S=1/3
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げている。

22は土師器の杯の底部である。高台は低く、少

し外へ踏ん張るような形態を呈する。

23～25は古墳時代の土器である。23は、尭形

土器の底部である。脚は緩やかに外湾する。脚台

内面の上部にはハケ調整が明瞭に残っている。下

部はその後、ナデ消しているようである。断面に

は脚と胴部の接合痕が認められる。24は蕊か壷の

突帯である。突帯は断面台形状を呈するが、下端

部は突帯下に施したハケエ具の打ち込んだ跡が認

められる。25は財の口縁部である。端部は器壁が

細くなりなりながら、少し外湾する形態を呈す

る。

4c層(Fig.104～107)

26．27．29は磁器の底部である。26は低く、

断面三角形を呈する高台である。27は見込み部分

を削りだし、高台を作り出している。内面には回

転ケズリの跡が低い段状をなしているのが認めら

れる。29は高台を削り取って脚状を呈する。重ね

焼きをしたらしく、内面見込み部分も高台接地部

分と同じ形の粕のはぎ取られた跡が認められる。

30～33．36～42は陶器である。30は鉢の口縁

部で、端部は外湾している。胎土が磁器のようで

もあるが、不透明な灰色を呈しているため、陶器

として扱った。31．32は皿の口縁部である。32

は粕がかなり風化して白濁している。33は鉢の口

縁部である。端部は少し外湾し、飴色の透明粕を

施している。36は短頚壷の口縁部である。端部は

短く直立し、肩部はかなり張る。端部は無粕であ

る。37は備前焼の播り鉢の口縁部である。断面が

三角形様を呈し、内面には6条の沈線を施してい

る。38は鉢の胴部であると考えられる。内面には

回転ケズリによる凹凸が著しい。外面は紬をたら

して文様の効果を出している。39は鉢の底部であ

る。平底で、底面からまっすぐ外開きに立ち上が

る形態を呈する。外面に豆状の粘土が張り付いて

いる。40．41は碗の底部である。40は断面台形

を呈する高台を持ち、外面は高台まで紬が垂れて

いる。41は外面に縦方向の2本の沈線を胎土に彫

り込み、施紬して模様を成している。内面見込み

に蛇の目が認められる。42は鉢の脚である。内面

は施紬されていたようであるが、風化のため白濁

している。

28．43～47は染め付けである。28は碗の底部

で、外面には2条をl単位とした格子状の模様が

施されている。43．44は鉢の口縁部のようであ

6．遺物

る。43は内碗する口縁部で、端部は丸い。44は端

部が外湾する形態を呈する。45．46は小片のため

器種は不明だが、口縁部のようである。47は碗の

見込み付近である。43から46は表面が黄色を帯

び、呉須の色合いも薄い。

48は瓦器で火鉢か風炉のようである。外面の口

縁部直下にはスタンプによる菊花文が施されてい

る。49は素焼きのもので器種は不明である。少し

内碗気味に直立する口縁部で、端部上面は丸い。

50は白磁碗の口縁部である。玉縁状を呈するも

のである。

51から65は青磁である。51は外湾する口縁部

で、端部は丸く、粕が厚い。52は端部が外反する

口縁部で、碗である。53から55．58は碗の口縁

部である。外面に連弁の文様を施しているが、

54．55は退化した文様で、沈線のみである。

56．57は外面の口縁部直下に雷文を施している。

56は内面に横方向の沈線が一条認められる。57の

文様は内外面とも薄く、判別しにくいものである

が、内面にも文様が認められる。59から62は碗の

体部である。59の外面には、10条の縦方向の文様

が施されている。61も外面に細い縦方向の文様を

施されている。60と62は連弁の文様を磁胎に彫り

込んで造り出している。63は碗の底部である。内

面見込みと外面に文様を施している。64～66は底

部付近で、内面見込みに文様を施している。

34．35．67～71は須恵器である。34は短頚壷

の口縁部である。35は尭の口縁部である。口唇部

は断面三角形を呈し、外湾する器形である。67．

68は壷の頚部である。69．70は杯の底部であ

る。69は低く少し踏ん張るような形態を呈する高

台である。70は外面見込みに、ヘラ状の工具で線

刻されている。71は杯蓋の端部である。端部が下

方へ屈曲し、細く収まる形態を呈する。

010釦

一一一一一

Fig.1064c層出土の遺物(3)S=1/3
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72～97．102．103．110は土師器である。72

は皿である。高台は断面三角形を呈し、体部との

接合痕が断面に認められる。73～76は杯の口縁部

であるo73は端部がわずかに外湾し、外面には低

い段を有する黒色土器である。74から76は少し内

湾して直立する口縁部である。76は内外面とも回

転ナデ調整の凹凸が認められる。外面は磨いてい

るようである。

77～95．102．103．110は杯の底部である。

77は非常に低い高台を持ち、外面と内面に赤色顔

料を添付している。高台と体部との接合痕で剥離

している面があり、ハケ状の複数の沈線が体部に

施されている。78と84．86は底部が厚く、体部

の立ち上がりが底面より少し高い位置にある形態

を呈するものである。非常に磨滅している。86は

底面が少し上げ底になっているo79から83．84

は平底で、底面から体部へ立ち上がる形態を呈す

るものである。79は内面に赤色顔料を添付してい

る。83は磨滅のため、不明だが、そのほかは糸切

り底であるo87は少し外湾気味の高台である。,S8

は非常に磨滅しているが、低く、外に開く形態を

呈する高台である。89は断面三角形を呈する高台

を持つ。90は低く、小さい高台を持つが、内面見

込みは高台の直上がくぼんでいる。91．92．

102．103は高台が端部で欠損しているものであ

る。92は体部と高台との接合面でも欠損してる部

分がある。102．103は底面見込み部分に回転ナ

デがみとめられるo103の底面には、赤色顔料.が

添付され、また、胎土内に赤色の砂粒が非常に多

^o93は先端力珊く外開きの形態を呈する高い高

台で、体部との接合面で欠損している。94は低い

外開きの高台で、これも体部との接合面で欠損し

ているo95は、端部を肥厚させ、踏ん張るような

形態を呈する高台で、接合面で欠損している。96

は杯蓋の端部である。屈曲部には内外面とも緩い

稜線を有し、端部は細くすぼむ形態を呈する。

97．110は杯である。両方とも平底で、底面から

体部へ少し外へ開きながら立ち上がる形態を呈す

る。97は杯部の回転ナデの凹凸が明瞭である。底

面は回転へラ切りである。110は口縁部は直立

し、端部は細く収まる。底部と杯部の接合が断面

に認められる。

98～101．104～106は古墳時代の土器であ

る。98．100．101．104．105は尭形土器で、

98．100は口縁部である。98は端部が少し外湾す

るもの、100は直立する形態を呈するものであ

る。101は突帯を有する胴部で、突帯は一部しか

6．避物

残存せず剥落した痕から判断すると、1条の絡縄

突帯で、1周めぐらした連結部をずらして、一部

2条の突帯にみえるものである。104は底部であ

るが、非常にゆがんでおり、胴部の中心と底部内

面の中心がずれている。焼成も悪く、やわらか

い。105は底部の脚で、端部を丸く収めている。

非常に磨滅している。

106は突帯を有する壷の胴部である。断面台形

の突帯で、丸く浅い刻み目を施している。

99．111は高坪である。99は少し外湾する形態

を呈し、端部が細い。口唇部のごく一部に赤色顔

料が付着している。111は脚の上部である。非常

に磨滅しているが、杯部との接合部分と考えられ

る破片の上面に、一文字状の沈線が認められる。

郡元団地出土の古墳時代の高坪では、脚部と杯部

との接合面に刻線をいれたものが確認されてお

り、これも同様なものである可能性がある。

112の器種は不明である。口縁端部が直立し、

丸い形態を呈する。

113～117は弥生土器である。113～115は謹形

土器の口縁部である。113は口縁部の端部であ

る。細かい刻みが施されている。114は上面が水

平で、端部は丸く、粗雑なものである。磨滅も著

しい。115は上面が少し下向きの口縁部で、端部

はヨコナデによって平坦になっている。断面に接

合痕が認められる。116は中期の尭形土器で胴部

に櫛描きの波状文を施しているものである。3条

の沈線が1単位になっているようである。117は

斐形土器の充実した脚台である。破損した面から

外面にわたって赤色で、二次的加熱を受けている

ようである。107～109は平底の底部である。108

は胴部が比較的直立する形態を呈するものであ

る。107．109は胴部が外開きの形態を呈するもの

で、107は胴部へと開く位置が高く、109は底面か

ら開くものである。

118．119はフイゴの羽口である。筒状を呈する

ようで、外面にはガラス質の付着物が認められ

る。

120．121は土錘である。中膨らみの筒状を呈す

る。120は途中で欠損してお

り、また、磨滅も著しい。

'22は銃弾である｡先端が／ユーョ､,“
丸く、29．0頁を測る。12305cm

は寛永通宝である。

4d層(FiK.108)W084d層出土の這
124は土師器の高台であ物S=1/3
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付編Ⅱ郡元団地O－7区（福利厚生施設建設地）における発掘調査報告

る。ハの字に外へ開く形態を呈する。内外面とも

赤色顔料を添付している。

4e層(Fte.109)

125は磁器の皿の口縁部である。若干内湾気味

の口縁部で、大きな貫入が認められるo

l26は須恵器の喪の口縁部である。端部は断面

三角形を呈し、外湾する形態を呈する。

127～129は土師器である。127と128は口縁部

で、外反する形態を呈し、端部を丸く収めるもの

である。128．129は黒色土器で、内面が黒く、

磨いている。129は底部で、高台は太く、少し外

へ開く形態を呈する。

130は壷の突帯である。突帯は細い断面三角形

を呈し、先端に小さな刻みを施している。131は

小型の壷の頚部から肩部の部分である。頚部に1

条突帯をめぐらし、細長い刻み目を斜めに施して

いる。内面には粘土の接合線が認められる。

132は土錘である。少し中膨らみの筒状を呈す

る。端部に紐ずれのようなくぼみが認められる。

（4）5層出土の遺物

5層は5a層・5b層・5c層に分かれるが、

遺物の量は5b層出土のものが多かった。また、

ここで説明できる遺物は5a・5b層のみであ

る。

5a層(Fig.110)

133．134は陶器である。133は鉢の口縁部で、

若干内湾する形態を呈する。134は上面が水平

で、直立する口縁部である。

ン'－弓扇

ア 127

135は瓦質のもので、器種は不明である。口縁

部のようである。

136は須恵器の蕊の口縁部である。口縁端部を

欠損しているが、断面三角形を呈し、外湾する形

態を呈す。

137～139は土師器である。137は杯の口縁部

で、端部が細く、内湾する形態を呈する。外面は

回転へラミガキによって、縞状に磨かれた痕が

残っている。138．139は底部で、断面三角形の

低い高台を有する。139は見込み部を同心円上に

磨いている。

140～150は弥生時代終末期から古墳時代の土

器である。141は斐形土器の胴部で、絡縄突帯を

有する。144は喪形土器の胴部の下部である。

142．143は尭形土器の胴部から底部部分であ

るo142は胴部の径に比べて、脚台の付け根の径

が小さく、脚台内面上部がゆるやかに湾曲してい

る。145は小型の蕊か鉢の底部である。径が小さ

く、低い脚台であるo146～149は壷形土器であ

る。146．147は肩部付近の三角突帯が施されて

いる。148と149は底部である。148は底部が厚

く、平底状を呈する。149は平底で、底面から外

開きに胴部へ立ち上がる形態を呈する。外面に粘

土帯の接合線が認められる。140と150は高坪の

杯部である。140は口縁部で、端部が若干外湾す

るものである。外面に赤色顔料が添付されてい

るo150は杯部の屈曲部である。緩やかに屈曲

し、少し反り気味に立ち上がる形態を呈する。

5b層(Fig.lll-112)

151～155は須恵器である。151は蕊の口縁部で

ある。端部は丸く、内面がくぼんでいる。151～

〆
－

126

〃アー三国三コ
129

､雪。門皇、伽
一“。132

Fig.1094e層出土の遺物S=1/3
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155は先端が細く、断面三角形を呈するものであ

る。

156～160は土師器であるo156は碗の口縁部

で、外反する形態を呈するものである。157．

158は碗の口縁部で端部が若干外湾する形態を呈

し、外面・内面とも回転へラミガキによって縞状

に磨いた痕が認められる。159．160は蓋の端部

である。端部は丸く収めている。161～174は認

形土器である。

16ル162は〈の字に屈曲する口縁部で、161は

端部がヨコナデによってくぼんでいる。163．

164は緩やかに屈曲する形態を呈する。163は外

面にススが付着している。164は少しゆがんだ土

器である。165は内湾気味に立ち上がり、端部が

若干外湾する形態を呈する。166は直立する口縁

部である。外面にススが付着している。167～

169は胴部突帯部である。167と168は絡縄突帯で

あるo167は突帯が下方に屈曲している。169は

断面三角形を呈する。170～174は斐形土器の底

部である。170～172は脚台付け根の径が小さ

く、脚がハの字状に開く形態を呈する。173は胴

部との接合部分で欠損している。174は脚台内面

の天井部中央が、突き出している。

175～179は壷形土器である。175．176は胴部

の突帯である。175は布目圧痕が認められる。

176は低く平たい突帯で、縦方向に細長い刻み目
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6．遺物

を施す。177．178は平底の底部である。177は厚

い底部で、胴部があまり開かない器形のものであ

るo179は凸レンズ状に膨らむ底面を呈するもの

と推定できる。

180～183は高坪である。180は杯部の屈曲部で

ある。181は脚部である。あまり外へ広がらず、

裾部は少し外湾する器形を呈する。182．183は

脚端部で、丸く仕上げている。

184は増の口縁部である。端部は細く、若干内

湾気味である。185は口縁端部を欠損している。

186～188は喪の口縁部で、弥生時代中期のも

のである。

189は小型の壷の胴部で、外面が屈曲し、その

部分に細かい刻みを直接施している。刻みはハケ

エ具で施している。

5b層土に砂混じりの部分を、発掘調査時には

5d層として扱い、そこから出土した遺物を5d

層出土遺物として取り上げたが、検討の結果、5

．層は5b層に含まれると捉えた。190～195は

その部分からの出土遺物である。190～192は嘉

形土器である。190は絡縄突帯で、突帯直下で欠丸底を呈すると推定できる。
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Flail3カクランおよび出士層不明の遺物S=1/3

損している。191は胴部の突帯直下の部分であ

る。突帯に刻み目を施した痕が認められる。192

は脚である。胴部との接合面で欠損している。

193．194は高坪の口縁部である。端部が若干

外湾している。194は外面に低い段を有する。

195は高坪の脚部であると考えられる。少し内湾

する形態を呈する。外面にはユビオサエの痕が顕

著である。

196は財の口縁部である。内湾する形態を呈

し、端部は細くすぼまる。

（5）7層出土の遺物(FiK.112)

197は壷の胴部である。1条突帯を有し、刻み

を施している。

（6）カクランおよび出土層不明の遺

物(FiB.113)

ここでは、表土除去後の、土層が撹乱されてい

る部分で出土したものと表面採集の遺物を掲載す

る。

198と199は陶器である。198は皿の口縁部であ

る。若干内湾する形態を呈する。199は羽釜の胴

部である。突帯以上に柵由し、以下には軸を施し

ていない。突帯以下の外面に、煤が付着してい

る。

200は青磁碗の胴部である。鏑のはいった連弁

を外面に施している。

ﾉ56

201は土師器杯の底部である。低く、踏ん張る

ような高台を有する。

202は高坪の口縁部ではないかと考えられる。

端部は丸く収め、内湾気味に立ち上がる形態を呈，

する。203．204は尭の脚部である。203は端部

が若干内湾し、端部を丸く収める。胴部との接合

部で欠損している。204は少し反り気味に外へ開

く形態を呈する。

7まとめ

（1）層について

本調査区の地形は、地山である9層が西に向

かって傾斜しており、2層までの上層はその傾斜

にしたがって、全体に西に傾斜して堆積してい

る。しかし、5層以上はほぼ水平に堆積してお

り、6～8層が5層と9層の西ほど厚くなる間

に、堆積しているという状況である。そのため、

5層を除去した後の面は場所によって異なるいく

つかの層が露出していた。

層を大まかにみていくと、2層から4層までは

灰色を帯び、また、鉄分やマンガンが浸透してい

るのが確認できたため、数回にわたって営まれた

水田層と判断できる。5層は郡元団地一帯に広が

る、古墳時代を主体とする遺物包含層である。

6．7層は粗砂層で、河川の氾濫によって堆積し

たものと考えられる。本調査区の北方300mに位

置する理学部や工学部で、近世から古墳時代か弥



7°まとめ

(b1)、若干外湾する口縁部で燈褐色を呈

し、回転へら磨きを施しているもの(b2)、

低い三角形状で、若干外側に踏ん張るような形

態を呈する高台をもつ底部で、外面または高台

内面を磨いているもの(b3)があげられる。

c回転へラ切り底の平底の杯。

d低い高台で黄白色を呈するもの。

eハの字に開く高い高台を持つもの。色調は黄白

色だが、赤色顔料を添付しているものもある。

f高台を持つ底部と考えられるが、大型のもの。

内面見込みに赤色顔料を貼付しているものもあ

る。

9糸切りの底部。平底で厚い底部(9iと、薄

い平底の底部（頁2）がある。

h杯蓋。須恵器の杯蓋の模倣品と考えられる。

i高台を持つ皿。

abceRは9，10世紀ごろにあてられる。頁

は12世紀以降と捉えられる。hは須恵器の杯蓋の

模倣品と考えると、8世紀に比定できるだろう。

生時代まで流路を変えながら流れていた河川跡が

検出されており、それらとの関連が考えられる。

8層は粘質のシルト層である。9層は、地山であ

る砂層である。

（2）遺物について

遺物の種類をあげると、陶器、磁器（染め付

け・青磁・白磁を含む）、須恵器、土師器、瓦

器、古墳時代の土器、弥生土器、土錘、フイゴの

羽口、寛永通宝、銃弾、黒曜石の剥片である。

このうち、もっとも量が多かったのは古墳時代

の土器である。また、次いで土師器も多く出土

し、古代から中世の遺物の種類が多かったことが

この調査区の特徴であろう。

陶磁器

陶器や青磁、白磁以外の磁器は小片が多く、量

も少なかったが、近世のものもみとめられる。青

磁は竜泉窯系のものが多く、削り出しの蓮弁やへ

ラ描きの蓮弁などがある。13，14世紀ころのもの

である。白磁は玉縁状のものがあり、11世紀中頃

から12世紀にあてられる。

古墳時代の土器

古墳時代の土器は、謡、壷、高坪、土甘等の器種

が出土しているが、笹貫式と呼称される、古墳時

代でも新しいタイプのものが多い。

瓦器

瓦器は備前焼きの揺り鉢と火鉢らしい口縁部が

出土しており、摺り鉢は15.世紀ごろにあてられ

る。

弥生土器

弥生土器は、中期の時期のものと、終末期の中

津野式がある程度まとまって出土している。器種

は翌と壷である。

須恵器

須恵器尭や杯の高台、蓋形土器が出土してい

る。莞の口縁部は断面三角形状を呈し、外湾する

ものが多かったが時期を特定できなかった。高台

は上部を欠損しているが、だいたい8世紀あたり

に比定できるだろう。蓋は、浅く、端部が三角形

を呈する形態のみで、8世紀に比定できる。

、ー二に二〉
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土師器(Fig.114)

土師器は、全形を知りうるものが少なかった

が、類型化すると以下の通りである。

a黒色土器。本調査区で出土したものは内面黒色

のもののみであった。杯の口縁部(a1)と高

台(a2)がある。口縁部は、わずかに端部が

外湾する器形を呈する。

b黄褐色や燈褐色を呈し、外面または高台内面を

磨き、胎土は硬く締まっているもの。内湾する

口縁部で、内外面とも磨きを施しているもの
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Fig.114土師器の分類S-l/4
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このように、遺物は弥生時代、古墳時代、平安

時代から室町時代、近世まで及んでいる。

各層とも、古墳時代の土器が多く出土してい

る。次に多いのが、土師器だが、これは4層が

ピークになっている。また、5層出土の土師器と

4層出土のものを比べると、4層出土のものはほ

とんどの種類が含まれているが、5層からはb、

f、cの口縁部が出土しており、新しい時期のも

のはなく、その出土状況は層の上下関係と整合的

である。また、4層では瓦器や青磁、白磁、須恵

器など多様な遺物もあるが、5層になると量的に

減少する。一方、古墳時代の土器はほとんど減少

せず、弥生土器は増加している。これらの結果

は、層の上下関係と遺物の時期と整合的である

が、5層中にも陶磁器が残るなど、漸意的な遺物

の時期的な変化を示している。

6層以下は、7層に須恵器が1点と古墳時代の

土器と考えられる破片のみで古墳時代以前の層と

考えて良いだろう。

（3）遺構について

遺構は、溝状遺構とピットを確認している。こ

の中で一番時期が新しいものは、5b層上面で検出

したSD1である。SD1の埋土からは古墳時代の土

器と考えられる破片が数点出土したのみだが、古

墳時代の土器を主体として包含している5a層に

バックされている。古墳時代の遺構の可能性が高

い。

SD2・SD3とピット群は5層を埋土としてお

り、やはり古墳時代の遺構と捉え、SD5と足跡状

遺構はそれ以前のものであると考えられる。

3つの検出面で遺構を確認したのだが、それぞ

れの溝状遺構には共通した連続性が認められる。

SD1とSD3は調査区東側に位置するが、どちらも

だいたい東西方向に走っており、SD1はSD3のす

ぐ北側に位置している。SD4、SD2、SD5は反

対側の調査区西側に北西一南東方向に走ってお

り、新しい時期になるにしたがって、北側へ移動

している。これらはいずれも非常に浅く、遺物も

出土しなかったことから、遺構として捉えられる

か疑問な点があるが、これらに連続性が認められ

ﾉ58

ること、SD5と同じ面で検出した足跡状遺構が、

SD5と方向が平行であることなどから、遺構とし

てとりあげることにした。

遺構が方向が変わらないこと、連続性が認めら

れることから、これらに大きな時間の隔絶がある

とは考えられず、比較的短い時期に連続して営ま

れたと考えられる。

最後に遺構の機能が問題として残るが、住居跡

が立地する微高地と異なり、太い溝が低い場所に

位置することから、水路などが考えられる。ただ

し、郡元団地からは、古墳時代以前の水田などの

農耕に関係する遺構は未検出で、推定の域を出な

い。遺物としては、これまで、鉄製の鋤先や木製

の鋤が出土しており、今後の周辺の調査に対する

この点に関する注意と、郡元団地全体の調査結果

を総合した評価が必要になるだろう。
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財発掘調査報告書一」鹿児島大学教育学部・鹿児島大

学法文学部考古学研究室1987

3）本書付編Iに発掘調査報告を掲載

4）古代・中世の遺物に関しては以下の文献を参考にし

た。

「平泉城跡」大口市埋蔵文化財発掘調査報告書(1)

鹿児島県大口市教育委員会1982

山本信夫「太宰府における古代末から中世の土器・陶

磁器-10～12世紀の資料（1）本文編一」「中近世

土器の基礎研究Ⅳ」1988

菅原正明「「瓦器」は何を語るか」「中近世時の基礎

的研究Ⅵ」1990

山村信栄「太宰府出土の瓦質土器」「中近世時の基礎

的研究Ⅵ』1990

森隆「九州系黒色土器の器形的系譜に関する若干の覚

書一畿内系黒色土器との対比における－」「古文化談

叢』第21集1989

佐藤浩司「北部九州における黒色土器の生産と流通一

豊前北部地域とその周辺一」「生産と流通の考古学」

横山浩一先生退官記念論文集I1989
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Fig No． 器種 部位 出土届 色調・紬調 胎土・磁胎 調整・施文 鋪考

104 I 碗 底部 2
白色の半透明紬，器肉：臼
色．

回転ナデ，凹線，円形の凹
文

磁器，残存率1/2,底径
(4.0)cm.

104 2 鉢 胴部 2

外面：黒褐色10YR3/1.内面：

照褐色5YR2/1～2〃，器肉：赤
色10R4/6.

細粒子（白色）を含む． 突帯，文様あり 陶器．

104 3 皿 底部 2

外面：無紬部分褐色7.5YR

4/3，施紬部分赤黒色10R2/1.
内面：檀色2.5YR6/8～明赤褐
色25YR5/8.

微粒子（白色）を若干含む． 回転ナデ
陶器，残存率1/8.底径
(5.75)cm.

104

104

4

5

不明

碗

底部

口緑部

2

2

透明紬，貰入，器肉：灰白色
5Y8〃．

ｌ灰
肉

I色10Y7/2の半透明紬，器
灰白色N刀～灰色Nげ．

黒色で草木文

内面：一条の圏線

白薩摩？．

染付．

104 6 碗 口緑部 2
ｌ灰

肉
I色7.5Y犯の半透明軸，器
灰白色NⅣ～刀．

微粒子（鼎・白色）を若干含
む．

外面：ヨコナデ 白磁，玉縁口縁．

104 7 碗 口緑部 2 透明紬．器肉：白色． 微粒子（照色）を若干含む． 白磁．

104 8 碗 口緑部 2
緑灰色の半透明紬，貫入，器
肉：灰白色N刀～灰色NⅣ．

外面：簡略化した辿弁文 背磁．

104 9 碗 底部 2
緑灰色の半透明紬，画入，謡
肉：灰白色N刀～灰色N風

外面：蓮弁文？ 青磁．

104 10 杯？ 底部 2 灰白色N刀． 細粒子（肌色）を若干含む．
外面：回転ナデのち？，内
面：回転ナデ

須恵器．

104 11 杯か皿 底部 2 浅歯笹色7.5YR8/4.
砂粒（赤褐色）
を含む．

微～細粒子
底面：へラ切り 土師器，底径:5.15cm.

104 12 杯か皿 底部 2
外面：浅黄橿色10YR8/3.内
面：浅黄柾色75YR8/4.

微粒子をわずかに含む． 土師器．

104 13 杯かⅢ 底部 2 にぶい世柾色10YR7/3.
砂粒（赤褐色）
む．

細粒子を含
回転ナデ．底面；糸切り． 土師器．

104 14 杯か皿 底部 2
外而：浅黄橿色10YR8/3.内
面：浅黄柾色75YR8/4.

細～砂粒（赤褐色）
を含む、

細粒子 外面：回転ナデ，底面：糸
切り

土師認．

104 15 杯か皿 底部 2
外面：浅黄橿色75YR8/4,
内・底面：樋色25YR7/6.

細粒子（赤褐色）

(白色等）を含む．
微粒子

外面：回転ナデ 土師器．

104 16 不明 底部 2 浅批樋色7.5YR8/6.
微粒子（白・黒色）

粒（赤褐色）
多く含む．

細～砂
粗砂粒、蝶を

外・内面：回転ナデ，見込
部：ナデ

土師器．

104 17 翌 口緑部 2 にぶい樋色5YR6/3. 微粒子～蝶を多く含む．
外面：横方向のナデ，内
面：ハケのちナデ

古頃時代．

叩
一
噸

18

19

土鍾

杯 底部

2

4a

浅閃樋色10YR8/4.

外面：樋色5YR7/6.内面：樋
色7.5YR6/8.

微～細粒子を含む．

微粒子～砂粒，赤褐色粒を含
む．

回転ナデ？

長さ；3.2+◎，幅1.45cm

璽さ5.99g.

土師器．

105 20
ふいど

の羽口
4 a

外面：にぶい橿色75YR7/3.
内面：浅黄授色10YR8/3.

細粒子，陳を含む． 付脇物あり．

106 21
短頚

壷？
口縁部 4b 背灰色5B～5PB5/1. 細～砂粒，白色粒を含む． 回転ナデ 須忠器．

106 22 杯 底部 4b 樋色5YR6/8.
微粒子，細粒子（赤褐色）を
含む．

回転ナデ 土師器．

106

106

23

24

喪

翌か壷

底部

胴部

4b5a5b,
SDl

4b

外面：浅黄檀色10YR8/4～黄樋
色10YR8/6.内面：淡樋色
5YR8/4～浅黄極色7.5YR8/4.

外面：明赤褐色25YR5/6～赤
褐色2.5YR4/6.内面：明赤褐
色25YR5/8.

細粒子～陳を多く含む．

微～砂粒（白色）を多く含
む．

外面：ユビオサエのちナ

デ，内面：ナデ，脚内面：
ハケのちナデ？

外面：斜方向のハケ，内
面：ナデ？

古墳時代．底径112cm.

古頃時代．

106

107

25

26

財

碗

口緑部

底部

4b,4c

4c

赤褐色25YR4/8(赤色顔
料）

褐色の半透明紬，器肉：灰臼
色NⅣ．

微粒子，砂粒（赤色）を含
む．

微粒子をわずかに含む．

柵方向のハケのちミガキ 古墳時代，赤色顔料．

磁器，残存率1/8,底径
(6.48)cm.

叩
一
町

27

28

碗か皿

碗

底部

底部

4c

4c

器肉：灰白色．

透明軸，器肉：灰白色m

微粒子をわずかに含む． 回転ナデ

外面：二条の圏線，格子文

磁器，残存率1/6.底径
(6.0)cm.

磁器，残存率1/6，底径
(3.45)cm.

107 29 不明 底部 4c 透明紬，闘入，器肉：白色． 微粒子をわずかに含む． 回転ナデ
磁器，残存率1/2.底径
(3.6)cm,五脚？，目跡

あり．
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Fig

107

107

No.

30

31

器棚

鉢

皿

部位

口縁部

口緑部

出土層

4c

4c

色調・袖渦

灰白色5Y8/1の半透明紬，貫
入，器肉：褐灰色10YR6/1.

晴赤褐色5YR洲～3/6,器肉：
暗赤褐色25YR3/3～弧．

胎土・磁胎

微粒子，白色粒をわずかに含
む．

調彊・施文

回転ナデ？

回転ナデ

備考

陶器．

陶器，残存率1/8，口徒
(10.0)cm.

107 32 皿 口縁部 4c
白色，器肉：灰白色25Y8/1~
8/2． 回転ナデ 陶器．

107 33 鉢 口緑部 4c

外面：褐色75YR4/6.内面：
樫暗赤褐色25YR2/2.飴
柚？，器肉：暗赤褐色
2.5YR3/4.

微粒子（白色）を若干含む． 回転ナデ？ 陶器．

107 34 短頚 口緑部 4c

外面の一部：暗赤褐色

5YR3/6.器肉：黄灰色
2.5Y6/1.

細～砂粒を含む． 回転ナデ 須忠器．

107 35 翌 口緑部 4c
灰赤色25YR4/2.認肉：にぶ
い柾色5YR7/4.

微粒子を若干含む． 回転ナデ 須忠器．

107 36 無頚斑 口緑部 4c
IﾘIオリーブ灰色5GY7/1の半透
IﾘIftil.貫入，器肉：灰白色
2.5YR8/1～8/2.

微粒子（白色）を含む． 回転ナデ 陶器．

107 37 播鉢 口緑部 4c

外面上部：明背灰色5B7/1～青
灰色5B6/1,外面下部：浅黄極
色10YR8/3～8/4,内面：明黄
褐色10YR～2.5Y7/6

細粒子～陳，白色粒を含む． 回転ナデ 備前焼．

107 38 不明 胴部 4c

胤
分
部
肉

褐色75YR3/2.袖の厚い部
:黒褐色5YR2/1.軸の薄い
分：オリーブ色5Y5/6.器
:褐灰色75YR4/1～灰褐色

7.5YR4/2.

細粒子，粗砂粒（白色）を含
む．

回転ナデ 陶器，残存率1/4.胴部晒
大径(6.85)cm.

107 39 鉢 底部 4c

外面：オリーブ黒色7.5Y2/2,
内而：オリーブ灰色10Y4〃～

オリーブ黒色10Y3/2.器肉：
蹄紫灰色．

細粒子（白色）をわずかに含
む．

回転ナデ？
陶器，残存率1/8.底従
(6.65)cm.

107 40 碗 底部 4c

外面：極暗赤褐色75R2/3,紬の
I弘い部分：オリーブ灰色

10Y5/2～4〃，内面：極暗赤褐
色7.5R2/3.器肉：鯖赤褐色
10R鯛．

微粒子（白色）をわずかに合
む．

回転ナデ
陶器，残存率1/6.底掻
(5.4）c､．

107 41 碗 底部 4c
外面：灰オリーブ色75Y5/3,
内而：オリーブ色5Y5/4.器
肉：浅黄極色7.5YR8/3.

微粒子を若干含む．
回転ナデ，見込部：蛇の目
状に紬を拭き取る

陶器，残存率1/4.底径
(532）c､．

107 42 鉢 脚部 4c

外而：黄灰色25Y4/1.内面：
灰白色75Y8〃～泥，陽肉：赤
色10R5/8～4/8.

微粒子を若干含む． 検方向のナデ 陶器．風化している．

107 43 鉢 口縁部 4c 透Iﾘ1紬，器肉：灰白色NⅣ．
外面：二条の圏線，草文
内面：一条の圏線

染付，残存率1/8,口径
(10.0)cm.風化してい

ろ．

107 44 鉢 口縁部 4c

IﾘIオリーブ灰色25CY7/1の半
透明紬，器肉：灰白色NⅣ～
刀．

微粒子（白色）をわずかに合
む．

内面：一条の圏線
染付，残存率1/8,口径
(8.8)cm.

107 45 碗？ 口縁部 4c
Iﾘl緑灰色7.5GY8/1の半透明
紬，器肉：灰白色2.5Y8/2.

内面：一条の閥線 染付．

107

107

107

107

107

46

47

48

49

50

鉢？

碗

火鉢？

不明

碗

口緑部

底部

口緑部

口緑部

口縁部

4c

4c

4c

4c

4c

灰白色25GY8/1の半透明袖，
器肉：灰白色25Y8/2.

IﾘI間灰色10BG7/1に顛似の半透
Iﾘ1軸，器肉：灰白色Nwに額
似．

暗背白色5PB4/1に顛似，器
肉：灰白色5Y7/1.

外面：柾色5YR7/6～洲，内
面：樋色25YR6/8～明赤褐色
25YR5/8.

緑がかった半透明軸，賀入
器肉：灰白色N刀に顛似．

微～細粒子を若干含む．

微～砂粒（白色等）を若干含
む．

微粒子をわずかに含む．

内面：一条の圏線

回転ナデ，見込部：二条の
圏線

外面：菊花文の印版，内
面：横方向のハケ

ハケのちナデ？

回転ナデ

染付．

染付．

瓦器．

衆焼土器．

白磁．

107 51 碗 口緑部 4c 緑灰色，器肉：灰白色N刀． 微粒子をわずかに含む．
背磁，残存率1/10.口径
(13.86)cm.



Fig No. 器籾 部位 出f層

107 52 碗 口緑部 4c

107 53 碗 口緑部 4c

107 54 碗 口縁部 4c

107 55 碗 口縁部 4c

107 56 碗 口緑部 4c

107 57 碗 口緑部 4c

107 58 皿 口緑部 4c

107 59 碗 胴部 4c

107 60 碗 胴部 4c

107 61 碗 胴部 4c

107 62 碗 胴部 4 c

107 63 碗 底部 4c

107 64 不明 胴部 4c

107 65 不明 底部 4c

107 66 不明 底部 4c

108 67 弧 頚部 4c

108 開 聾 頚部 4c

108 69 杯 底部 4c

108 70 杯 底部 4c

108 71 蓋 口緑部 4c

108 72 皿
口～底

部
4c

108 73 杯 口緑部 4c

108 74 杯 口縁部 4c

108 75 杯 口縁部 4c

108 76 杯 口緑部 4c

108 77 杯 底部 4c

色調・紬調

浅黄色7.5Y7Bに釧似の半透明
紬,貫入,器肉：灰色m.

明緑灰色75GY7/1に類似の半
透明紬，器肉：灰色NⅣ．

明緑灰色75GY7/1に類似の半
透明軸，簡入，器肉：灰色
NⅣ．

明オリーブ灰色5GY7/1に類似
の半透明別I.器肉：灰白色
N〃．

明オリーブ灰色25GY7/1に類
似の半透明紬，画入，器肉：
灰白色NⅣ～〃．

明オリーブ灰色2.5GY7/1に類
似の半透明紬，幽入，器肉：
灰白色NⅣ．

明緑灰色75GY7/1に顛似の半
透明紬，器肉：灰色N町．

緑白色の半透明紬，器肉：灰
白色NⅣ～〃．

緑灰色7.5GY6/1に顛似の半透
明紬，貫入，器肉：灰白色

N刀．

明オリーブ灰色25GY7/1に類

似の半透明軸，凹入，器肉：
灰白色N刀．

オリーブ灰色tOY賊に類似の

半透明紬，貧入，器肉：灰臼
色N8/.

緑白色の半透明袖，底部見
込：にぶい橿色25YR6/4.器
肉：灰白色N刀．

灰白色2.5GY8/1に類似の半透
明紬，器肉：灰白色N8/.

明緑灰色7.5GY7/1に顛似の半
透明紬，凹入，器肉：灰色
N田．

明緑灰色75GY7/1に顛似の半
透明紬，薗入，器肉：灰白色
NⅣ．

背灰色5PB6/1～別I

青灰色5PB5/1～暗青灰色

5PB4/1.冊肉：灰白色
25Y7/1.

灰白色N刀～灰色N〃

外面：灰色NⅣ，内面：灰白色
N刀．

宵灰色5PB6/1

外面：黒褐色5YR3/1.内面：
黒色7.5YR2/1.

外面：にぶい黄柾色10YR7/3.
内面：黒色

外面：浅黄橿色10YR8/3.内
面：浅黄橿色75YR8/4.口唇
部：橿色25YR7/6

洩黄植色7.5YR8/4

燈色25YR6/8

浅黄橿色10YR8/3.赤色10R4/8
(赤色顔料）

胎土・磁胎

微粒子を含む．

微粒子を若干含む．

微粒子を若干含む．

微粒子を含む．

微粒子を若干含む．

微粒子を若干含む．

微粒子をわずかに含む．

微粒子をわずかに含む．

微粒子をわずかに含む．

微粒子をわずかに含む．

微粒子をわずかに含む．

微粒子をわずかに含む．

微粒子をわずかに含む．

微粒子をわずかに含む．

微粒子をわずかに含む．

微粒子を若干含む

砂粒を若干含む．

微粒子（白色）を含む

細粒子（白色）を若干含む．

微粒子（白色等）を含む．

微～細粒子（赤・白色等）を
含む．

微粒子を若干含む．

微～細粒子（白・赤褐色等）

を含む．

微粒子（赤褐色等）を若干含
む．

微粒子を若干含む．

微～細粒子を含む．

調整・施文 備考

青磁．

外面：蓮弁文（片彫り） 青磁，風化している．

外面：蓮弁文 青磁，風化している．

外面：蓮弁文 青磁．

外面：雷文 青磁．

外而：雷文，内而：蒐文？ 青磁．

外面：蓮弁文？ 青磁．

外面：蓮弁文 青磁．

外面：蓮弁文 青磁．

外面：蓮弁文？ 青磁．

外面：蓮弁文？ 青磁．

外面：蓮弁文？
青磁，残存率1/5.底径
(558）”．

回転ナデ 青磁．

回転ナデ 青磁．

青磁．

外面：回転ナデ，格子状た
たき，内面：回転ナデ，
たたき

須恵器，残存率1/7，頚部
径(12.85)cm.

外面：回転ナデ，内面上
部：回転ナデ，内面下部： 須恵器．
横方向のナデ

回転ナデ
須恵器，残存率1/6，底径
(958)cm.

回転ナデ
須恵器，残存率lだ，底径
(103)an.

回転ナデ 須恵器．

回転ナデ
土師器，残存率1/6，底径
(1225)cm.

外面：回転ナデ，内面：ミ 黒色士器（内黒） 残存
ガキ 率l〃，口径(125)cm.

土師器．

回転ナデ 土師器．

横方向のミガキ 土師器．

回転ナデ
土師器，残存率l〃，底径
(5.05)an.赤色顔料．
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F.g No． 器樋 部位 出土層

108 78 杯 底部 4c

108 79 杯 底部 4c

108 80 杯 底部 4c

108 81 杯 底部 4c

108 82 杯 底部 4c

108 83 杯 底部 4c

108 84 杯 底部 4c

108 85 杯 底部 4c

108 86 杯 底部 4c

108 87 杯 底部 4c

108 88 杯 底部 4c

108 89 杯 底部 4c

108 90 杯 底部 4c

108 91 杯 底部 4c

108 92 杯 底部 4c

108 93 杯 底部 4c,5b

108 94 杯 底部 4c

108 95 杯 底部 4c

108 96 葱 口緑部 4c

I的 97 杯 完形 4C.4e

no 98 聾 口縁部 4c

110 99 翌 口縁部 4c

no 100 塾 口緑部 4c

no 101 琵 胴部 4c

no 102 杯？ 底部 4c

no 103 杯？ 底部 4c

no 104 聾 底部 4c
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色調・紬訓

浅黄檀色10YR鯛～肌，底
面：にぶい黄柾色10YR7/3.

浅黄橿色7SYR8/3.

浅黄燈色10YR8/3.

浅黄極色75～10YR8/4.

外面：浅黄燈色75YR8/4.内
面：浅黄極色10YR8/4.

浅黄極色10YR8/3

浅黄橿色10～75YR8/3

外面：浅黄樋色10YR8/3～淡黄
色25Y8/3,内面：照色
7.5YR2/1.赤褐色5YR4/8.

浅黄橿色10YR8/3.

浅黄笹色75YR8/6.

浅黄極色10YR胴～Ⅳ4.

橿色5YR7/6.

外面：浅黄檀色10YR8/3.内
而：浅黄橿色7.5YR8/3～8/4.

浅黄橿色75YRa/6.

外面：浅黄樋色75YR剛～
Ⅳ6，高台部分：浅歯柾色7.5～
10YR8/3.内面：にぶい賀柾色
10YR7/2.

浅沈檀色10YR8/3.

外面：浅黄授色10YR8/3.内
面：灰白色25Y7/1.

外面：橿色75YR7/6に顛似，
内面：黄橿色2.5Y鯛～Ⅳ4.

柾色7.5YR7/6.

外面：淡授色5YR8/3.5.内
面：灰白色10YR晩～浅黄柾色
10YR鯛．

外面：にぶい極色5YR6/4.内
面：にぶい橿色SYR刑．

外面：明赤褐色25YR5/6.内
面：赤色10R邪～4/6.

外面：浅黄樋色10YR8/3.褐灰
色10YR5/1.内面：にぶい黄樋
色10YR7/3.褐灰色10YR5/1.

外面：にぶい桜色75YR7/4.
浅黄橿色7.5YR8/3,灰歯褐色
10YR6/2.内面：浅黄檀色7.5-
10YR8/4,にぶい柾色5YR洲．

浅歯極色10YR8/3.

外面：檀色5YR7/6,内面：褐
灰色75YR5/1に近，底部見
込：極色25～5YR6/8.

浅黄極色75YR“～恥．

胎土・磁胎

微～砂粒を含む．

細粒子（赤褐色輔）を含む．

微粒子を若干含む．

微粒子を多く含む．

微～細粒子（赤褐色等）を含
む．

微～細粒子を含む．

微～砂粒（赤褐色等）を含
む．

微～細粒子（赤褐色等）を含
む．

微細粒を若干含む．

細～砂粒（赤褐色等）を多く
含む．

微～細粒子（赤褐色等）を含
む．

砂粒（赤褐色等）を含む．

微～砂粒（赤褐色等）を含
む．

細粒子（臼・赤褐色等）と畷
を含む．

細粒子（赤褐色淳）を含む．

微粒子，細粒子～腺（赤褐色
粒）を若干含む，

微粒子（赤褐色等）を若干含
む．

微～細粒子を若干含む．

細粒子を含む．

細粒子～陳を多く含む．

微～砂粒を多く含む．

微～砂粒を多く含む．

微～際を多く含む．

微～腺を多く含む．

細粒子（赤褐色等）を若干含
む．

微粒子と細～陳（赤色粒

10R4/8)を含む．

細～際を多く含む．

調整・施文

外面：回転ナデ？

内面：回転ナデ

回転ナデ？，底面：糸切り

回転ナデ，底面：糸切り

内面：回転ナデ？，底面：
糸切り？

内面：回転ナデ

回転ナデ，底面：糸切り？

回転ナデ，底面：糸切り

回転ナデ

回転ナデ？

回転ナデ

回転ナデ，底面：糸切り

回転ナデ

回転ナデ

横方向のナデ？

回転ナデ，底面：へラ切り

外面：ユピオサエのち横方

向のナデ，内面：横方向の
ナデ

横方向のナデ

口唇～口縁部:ヨコナデ，外
面：ハケ？

内面：縦方向のハケ？

外面：樹方向のナデ？，見
込部：ヨコナデ

外面：槻方向のナデ，底部
見込：ヨコナデ

備考

土師鵠，残存率1/4.底径
(5.98)an.

土師器，残存率1/3.底径
(5.72)cm.内面：赤色

顔料．

土師器，残存率1/4，底径
(938)cm.

土師謡，残存率1/4,底径
(7.7)cm.

土師潟．

土師器．

土師器．

土師器．

土師器，内面：赤色顔
料．

土師鰯．

土師器．

土師認．

土師器．

土師器．

土師器．

土師器，残存率1/6.底径
(10.0)cm.

土師器，残存率l〃，底径
(6.72)an.

土師器．

土師器．

土師器，口径135an,底
径6.95an.鵠高43an.

古墳時代．

古噴時代．

古填時代．

古唄時代．

古墳時代，残存率lβ，底
径(6.85)an.

古唄時代，残存率l〃，底

径(638)cm,底部見
込：赤色顔料．

古墳時代，底径5.78an.
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色調・軸鋼

外面：灰白色10YR8/2.淡樋色
5YR8/4,内面：浅歯樋色
10YR8/3.

外面：樋色5YR7/6.Iﾘl赤褐色
25YR5/8,内面：樋色5YR7/6.

外面：燈色5YR7/7.洩歯柾色
10YR8/3,暗灰色N3/～蝋色
N〃，内面：浅黄樋色
7.5YR8/3.にぶい樋色
7.5YR7/3.

外面：橿色25YR7/8,灰白色
2.5Y8/2,暗灰色N3/～肌色
N2/,内面：黄樋色10YR7/8~
明黄褐色10YR6/8.

樋色5YR7/6～刀8.

外面：淡植色5YR8/4,内面：
浅黄橿色7.5YR8/6.

浅黄極色75YR8/5.

内外面上部：灰色N5/,内外面
下部：灰白色2.5Y7/1.

灰褐色7.5YR4/2.

外面：灰赤色2.5YR4/2.内
面：にぶい極色7.5YR7/4.

柾色5YR油．

外面：橿色5～7.5YR7/6.内
面：黄灰色2.5Y6/1.

にぶい黄極色10YR7/3.

外面：暗赤褐色2.5YR3/3,内
面：暗赤褐色10R3/2～極暗亦

褐色10R2〃．

外面：黒色N〃，内而：浅歯栂
色10YR8/4.

赤極色10R6/6.

浅黄檀色10YR8/3.褐灰色
10YR6/1,にぶい樋色5YRげ4.

青灰色5PB6/1に顛似．

外面：栂色25YR6.5/8.内而：
赤褐色2.5YR4/8.

緑色を帯びた半透明紬，闘
入．

外面：青灰色5PB5/1.内耐：
背灰色5PB6/1～5/1.

浅黄橿色7.5YR8/4～にぶい樋

色7.5YR7/4.

外面：橿色5YR7/6.内面：黒
色N2/.

外面 栂色5YR7/6.内面：黒
色N2ノ

外面：淡極色5YRM～にぶい
柾色5YR7/4.内而：樋色
SYR加．

外面：にぶい樋色SYRM～黒

色N〃，内面：赤色I0R5/7.

浅黄柾色7.5YR8/6,灰白色
10YR7/1.

胎土・磁胎 調整・施文

細～砂粒を多く含む． 内而：ハケ？

微～細粒子，細～操（赤色
10R4/8)を多く含む．

内面：ユビオサエのち？

細～蝶を多く含む．
外面：ユピオサエ，縦方向
のナデ？

細～陳を多く含む． ハケ

細～螺を多く含む． 内面：ハケ

微～細粒子（赤褐色粒）を含
む．

検方向のナデ

細～砂粒を多く含む（赤褐色

粒も若干含む）
ハケ？

微～粗砂粒を多く含む． 横方向のナデ？

微～細粒子，隙を含む．
横方向のナデ，口唇部に刻
み目

細粒子～陳を多く含む．
外面：ユビオサエ，内面：
ユビオサエのちハケ？

細～砂粒を多く含む． ヨコナデ

細～粗砂粒（日色等）を多く

含む．
外面：櫛描波状文

細～砂粒を含む． 摩滅のため不明．

微～細粒子をわずかに含む．

微～細粒子を若干，隙をわず
かに含む．

微～細粒子（赤・白色粒等）

を含む．
ナデ？

微粒子を多く含む，租砂粒
(赤褐色等）をわずかに含 ナデ？

む．

微粒子，細～利砂粒･(赤褐
色）を含む．

回転ナデ

微粒子（白色）をわずかに含
む．

細～粗砂粒を含む． 回転ナデ

微粒子を若干含む． 回転ナデ

微粒子，粗砂粒（赤褐色）を 外面：回転ナデ，内面：ミ
含む． ガキ

微～細粒子（亦褐・白色等） 外而：回転ナデ，内面：ミ
を含む． ガキ

砂粒を多く含む．
突滞部：横方向のナデ，突
帯上部：縦方向のナデ

細～砂粒を多く含む． 外面：横方向のナデ？

微粒子（赤褐色等）を含む．

備考

古填時代，残存率1/5.IS
径(11.1)cm.

古噛時代．

弥生中津野式，残存率
1/4．底径(6.7)cm.

弥生中期，底径5.42cm.

弥生中津野式．

土師器．

古唄時代．

古畑時代？．

弥生士器前期？

弥生+.器中期．

弥生土器中期．

弥生土器中期．

弥生土器中期．底径
、1．

ガラス質の付箇物あり．

ガラス質の付着物あり．

長さ;2.85+ocm，柵1.75

cm,IBさ4.75g.

長さ;4.05+ocm.(81.5

cm，亜さ7.6g.

長さ;2.7cm,幅13cm,ffl
さ29.0g.

寛永通衡，重さ;3.18g.

土師器，底径；（75）
c､，内面：赤色顔料．

磁器．

須忠器，残存率1/6，口径
(18.15)cm.

土師器．

照色土器（内黒）．

則色土器（内黒） 残存

率鯛，底径(6.65)cm.

弥生土器．

古噛時代，頚部径；68
、 ．

糸捌？，最大径1.4cm.1*
さ3.75cm,璽さ5.67g.
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Fig No． 器極 部位 出土層

113 133 鉢 口緑部 5a

113 134 不明 口緑部 5a

113 135 不明 口緑部 5a

113 136 翌 口緑部 5a

113 137 財？ 口緑部 5a5b

113 138 不明 底部 5a

113 139 不明 底部 5a

113 140 翌 口緑部 5a

113 141 翌 胴部 5a

113 142 翌 底部 5 a

113 143 聖 底部 5 a

113 144 翌 底部 5 a

113 145 小型喪 底部 5a

113 146 壷 頚部 5a

113 147 壷 頚部 5a

113 148 壷 底部 5a

113 149 壷 底部 5a

113 150 高杯 杯部 5a

114 151 翌 口緑部 5b

114 152 蓋 口縁部 5b

114 153 蓋 口縁部 5b

114 154 蓋 口緑部 5b

114 155 蓋 口緑部 5b

114 156 杯 口緑部 5b

114 157 杯 口緑部 5b

114 158 杯 口縁部 5b

114 159 蓋？ 口緑部 5b

ﾉ“

色調・袖調

オリーブ灰色10Y晩～”の半

透明袖，器肉：灰白色N刀に類
似．

外面：オリーブ灰色10Y舵～
”，内面：略オリーブ灰色
25GY4/1～3/1.器肉：黒褐色
7.5YR3/2.

灰白色NⅣ～〃

自然紬，暗オリーブ灰色

2.5GY3/1～照色25GY2/1,器
肉：灰白色N刀に顛似．

赤褐色5YR4/8.浅黄橿色
10YR8/3.

外面：樋色5YR7/8,内面：黄
燈色7.5YR8/8～〃8.

樋色SYR洲～〃8.

外面：暗赤褐色10R3/3(赤色
顔料） 内面：檀色5YR7/6~
旬6．

にぶい黄柾色10YR6/3.

外面：にぶい檀色5YR6/4.内
面：明赤褐色5YR5/6,黒色，
脚部見込：にぶい黄檀色

10YR7/3.

外面：にぶい柾色5YR7/4.脚
部見込：にぶい極色

75YR6/4.

外面：浅黄極色10YR8/3,内
面：浅寅樋色10YR8/3,極色
5YR6/7.

外面：灰白色10YR8/2.橿色
5YR7/6.内而：灰白色
10YR8/2.

外面：黒褐色25YR3/1に類
似，内面：柾色5YR6/6.

外面：にぶい樋色75YR7/4.
内面：褐灰色75YR4/1.

外面

内面
黒色N〃，暗灰色N3/.
歯灰色25Y5/1～4/1.

外面：暗灰賀色25Y魂に類
似，内面：鼎褐色10YR2/3に類
似．

橿色5YR6/8.

青黒色5PB1.7/1に類似．

青灰色5PB5/1.

灰色N5/～4/.

暗青灰色5PB5/1～4/1に類似．

緑灰色5G6/1～副1.

橿色5YR7/6.

明赤褐色25YR5/8.

橿色5YR7/8.

外面：檀色5YR鯛～明赤褐色

5YR5/8.内面：橿色25YR6/8.

胎土・磁胎

微粒子を若干含む．

微粒子を若干含む．

微～細粒子を含む．

微～細粒子を若干含む．

細粒子，粗砂粒を若干含む．

微粒子，砂粒〈赤褐色）を含
む．

微粒子，砂粒（赤褐色）を若
干含む．

綱粒子～陳を含む．

細～粗砂粒を含む．

細～砂粒を多く含む．

紐I粒子～際（赤褐色等）を多
く含む．

細粒子～陳（赤褐色等）を含
む．

微～砂粒を含む．

微～砂粒を含む．

微～砂粒を含む．

微～砂粒を含む．

微～砂粒を多く含む．

微～細粒子（赤褐色等）を含
む．

微粒子をわずかに含む．

微～籾砂粒を含む．

細粒子～畷を含む．

微～砂粒を若干含む．

微～細粒子，租砂粒を若干含
む．

微粒子を若干含む．

微粒子，砂粒（赤褐色）をわ
ずかに含む．

微粒子，細粒子（赤褐色）を
若干含む．

微～砂粒を含む．

調整・施文

回転ナデ

回転ナデ，口唇部軸拭き取
り

回転ナデ

回転ナデ

横方向のナデのちミガキ

回転ナデ？

回転ナデ

横方向のナデ

外面：縦方向のハケ，突帯
部：ユビによるつまみ出し

ユビオサエのちナデ，内面
にモミ痕？

外面：縦方向のへラによる

ナデ，脚部見込：ユピオサ

エのちナデ

外面：ナデ？，内面：ハケ

外面：ユビオサエのちナ

デ？，脚部見込：ヨコナ

デ．

外面：横方向のナデ，突帯
下部：縦のち横方向のナ
デ？，内面：ユピオサエの

ち横，斜方向のハケ？

外面：横方向のナデ

外面：ハケ？，内面：横方

向のハケ

外面：ハケ？，内面：ユピ
オサエのちナデ？

槻方向のミガキ

回転ナデ？

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデのち槻方向のミガ
キ

回転ナデのち検方向のミガ
キ？

外面：ナデのちミガキ？，
内面：回転ナデ

備考

陶器．

陶器、風化している．

瓦質の土器．

須恵器．

古填時代？．

土師器．

土師器．

古填時代，外面：赤色顔
科．

古頃時代．

弥生時代中津野式？，残
存率lB，径(8.0)an.

古墳時代，残存率lB，径
(6.4)cm.

古墳時代．

底径328cm.

弥生十淫？．

弥生土器？．

弥生士器？．

弥生土器？．

須恵器．

須恵鴇．

須恵器．

須恵鰐．

須恵器．

土師鴇．

土師闇．

土師闇．

土師器．
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Fig No． 器棚 部位 出土胴 色澗・紬調 胎土・磁胎 調整・施文 備考

114 160 蓋？ 口縁部 5b
橿色75YR6/6～明褐色
75YR5/6.

微～砂粒を若干含む． 回転ナデ？ 土師謡．

114

114

114

161

162

163

喪

翌

喪

口縁部

頚部

口縁部

5b

5b.(5c,4e)

5b

外面：淡樋色5YR8/4,内而：
浅黄樋色7.5YR8/4.淡概色
SYR剛．

外面：柾色5YR6/6～6/8.灰貿
褐色10YR5/2.内面：栂色
5YR6/6～6/8.

外面：暗赤色10R3/6.内面：
にぶい樋色7.5YR6/4.

微粒子～操（亦色等）を多く
含む．

微～砂粒を含む．

微～砂粒を多く含む．

外面：縦のち樹方向のナ

デ，内面：柚方向のナデ，
ユピオサエ

外面上部：槻方向のナデ，
外面下部：縦方向のハケの

ちユビオサエ，内面：検方
向のナデ

横方向のハケ

弥生土器中津野式．

弥生土器中津野式．

古墳時代．

114

｜
川
一
Ｍ

Ⅷ
一
川
一
Ⅷ

164

165

166

167

168

169

弧

喪

喪

型

翌

翌

口緑部

口縁部

口緑部

胴部

胴部

胴部

5b

5b

5b

5b

5b

5b

外面：灰褐色5YR4/2,照掲色
5YR3/1.内面：にぶい樋色
5YR7/4.にぶい赤褐色
5YR5/4.

外面：にぶい柾色5YR7/4.内
面：にぶい柾色75YR7/4.

外面：黒色7.5YR1.7/1.内ifri:
にぶい樋色7.5YR7/4.

外面：にぶい歯樋色10YR7/4.
内面：浅黄柾色10YR8/3.

外面：照色7.5YR1.7/1.内Ifli:
褐灰色10YR4/1.

外面：褐灰色7.5YR4/1,111
色，内面：黄灰色25Y6/1~
5/1．

微～砂粒を多く含む．

微～粗砂粒を含む．

微～砂粒を若干含む．

微～砂粒を多く含む．

微～砂粒を多く含む．

微～砂粒，陳を含む．

外面：縦方向のナデ，内
面：右下斜方向のハケ

外面：縦方向のハケ？

ユビオサエ

突幣部：ユピつまみ出し，
内面：ユピオサエ，縦方向
のハケ

突帯部：ユピオサエ，ハケ

外面：ユビオサエ，突帯
部：横方向のナデ，内面：
ナデ？

古頃時代．

古頃時代

古填時代．

古填時代．

古峨時代．

古填時代．

川
一
Ｍ
一

114

114

114

114

｜
川
一

114

114

114

1

｜
順
一
服

170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

180

181

182

翌

斑

疑

饗

遜

壷

斑

斑

斑

高杯

尚杯

高杯

底部

底部

底部

底部

底部

胴部

胴部

底部

底部

底部

杯部

脚部

脚部

5b

5b

5b,5c

5b

5b

5b

5b

5b

5b

5b

5b

5b

5b

にぶい樋色7.5YR7/4.

浅黄極色10YR8/3,にぶい樋色
7.5YR7/3.灰白色10YR8/2.

外面：にぶい柾色5YR7/4～樋
色SYR刀6.脚部見込：褐灰色
10YR6/1.

外面：灰白色10YR8/1～8/2.
樋色5～7.5YR7/6.褐灰色

10YR4/1.脚部見込：浅蛍椛色
7.5YR8/3.

外面，脚部兇込：浅歯椛色75

~10YR8/3.内面：褐灰色
7.5YR5/1.

外面：突粥より上；褐灰色

7.5YR6/1.突粥より下；褐灰
色7.5YR4/1.内面：にぶい柾
色5～7.5YR7/4.

檀色5YR7/6.

外面：にぶい樋色5YR7/4,1Q
色5YR7/6.内面：灰黄褐色
10YR6/2.

外面：にぶい赤褐色

2.5YR4/4,内面：浅黄樋色
75YR8/6.

外面：灰褐色7.5YR5/2～褐灰

色7.5YR4/1.内面：にぶい樋
色7.5YR6/4.

外面：檀色75YR7/6.内面：
檀色5YR6/6～6/8.

外面：黒褐色2.5Y3/1～黙色

2.5Y2/1,内面：浅黄樋色
10YR8/3.

外面：歯樋色10YR8/6,内面：
橿色7.5YR7/6～歯橿色
7.5YR刀8．

微～粗砂粒を多く含む．

微粒子～陳を含む．

細粒子～磯を多く含む．

微～粗砂粒を含む．

細～砂粒を含む．

細粒子，蝶を多く含む．

微～砂粒を多く含む．

細粒子～陳を多く含む．

細粒子～陳を多く含む．

細～砂粒を含む．

微～砂粒を含む．

微～砂粒を多く含む．

微～砂粒を多く含む．

外面：ハケ？

ユビオサエのちナデ？

ユピオサエのちナデ

ユピオサエ，ハケ？

外面：ハケ？、内面：ナ

デ，脚部見込：ナデ，ユピ
によって中央に凸部を作り
だしている

外面：突帯より上；ナデ
突帯より下；ハケ，内面：
ナデ？，もみ痕？

外面：横方向のナデ

外面：槻方向のナデ，ユピ

オサエ，ハケ

外面：ハケ，内面：ナデ？

外而：ナデ？，ユピオサ

エ，内面：ハケ？

槻方向のナデ？

ハケのちナデ？

ハケ？

弥生土器中津野式？，内
面：赤色顔料．

弥生土器中津野式？．

弥生土器中津野式？．

古唄時代，残存率1/3．

古頃時代．

古噛時代．

古噛時代．

弥生土器中期？，底径
qn．

古頃時代．

古唄時代．

古頃時代．

古壇時代．

古頃時代．



付編Ⅱ郡元団地O－7区（福利厚生施設建設地）における発掘調査報告

Fig No． 器甑 部位 出土府

115 183 高杯 脚部 5b

115 184 増 口緑部 5b

115 185 地
頚部～

底部
5b

115 186 劉 口緑部 5b

115 187 喪 口縁部 5b

115 188 要 口緑部 5b

115 189 壷 胴部 5b

115 ISO 翌 胴部 5b

115 191 壷 胴部 5b

115 192 喪 脚部 5b

115 193 高杯 口緑部 5b

115 194 高杯 口緑部 5b

115 195 高杯 脚部 5b

115 196 皿 口緑部 5b

115 197 壷 胴部 7

116 198 皿 口緑部 不明

116 199 羽釜 胴部 不明

116 2m 不明 胴部 ｶｸﾗﾝ

116 201 不明 底部 ｶｸﾗﾝ

116 202 翌 口緑部 ｶｸﾗﾝ

116 203 弧 脚部 不明

116 204 聾 脚部 ｶｸﾗﾝ
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色調・紬調

浅黄極色75YR8/6～黄栂色
75YR8/8.

外面：にぶい樋色5YR7/4.内
面：橿色5YR7/6.

外面上部：暗背灰色5B4/1,外
面下部，内面：浅黄檀色
10YR剛～にぶい黄柾色
10YR狐．

照色N2/,にぶい歯檀色
10YR7/3.

洩歯極色10YR8/3.

浅黄橿色10YR8/3.

外面上部：にぶい褐色

7.5YR5/4.褐色7.5YR4/4.外面
下部：黒褐色7.5YR3/1.黒色

75YR2/1,内面：にぶい樋色
75YR7/4～剛．

外面：褐灰色75YR4/1.突帯
部：浅黄橿色75YR8/4,内
面：灰褐色7.5YR4/2.

外面：暗赤褐色5YR3/2,内
面：褐灰色7.5YR5/1～4/1.

外面：黄柾色10YR8/6.内面：
洩歯橿色10YR8/3.柾色
5YR7/6.

柾色5YR7/6(赤色顔料）

明赤褐色2.5YR5/8.

洩歯極色10YR8/3.

外面：暗灰色N3/.内面：灰白
色N刀～灰色NⅣ．

浅歯橿色75YR8/3.

内而：灰オリーブ色7.5Y5/2~
4/2，器肉：暗聞灰色5PB4/1.

施紬部分：暗褐色75～10

YR3/4.外面照施袖部分：褐灰
色10YR5/1.内面照施袖部分：
にぶい赤褐色2.5YR5/3.

オリーブ灰色10Y6/2の半透明
Hi.器肉：明脅灰色5PB7/1.

柾色SYR洲～"8.

外面：にぶい黄柾色10YR
"4，口緑端部：褐灰色

10YR5/1,内面：灰賀褐色
I0YR6/2.

外面：燈色7.5YR7/6～肺，内
面：にぶい柾色75YR6/4.

にぶい黄柾色10YR油～刑．

胎土・磁胎

微～砂粒を含む．

微～砂粒（赤褐色等）を含
む．

微～砂粒を多く含む．

細～砂粒を含む．

微～砂粒，畷を含む．

微～砂粒を含む．

微～細粒子，粗砂粒を含む．

細～砂粒を多く含む．

微～砂粒を含む．

細～粗砂粒を多く含む．

微～砂粒（赤褐色等）を含
む．

微～細粒子（赤褐色等）を若
干含む．

微～細粒子を多く含む．

微～細粒子を多く含む．

細～砂粒を多く含む．

微粒子を若干含む．

微～細粒子（白色等）を若干
含む．

微粒子をわずかに含む．

微粒子，砂粒（赤褐色）を若
干含む．

微～砂粒を含む．

微～粗砂粒を含む．

微～粗砂粒を若干含む．

調擢・施文

縦方向のナデ

外面：ナデ？，内面：横方
向のナデ

横方向のナデ？

ヨコナデ

ヨコナデ，ユピオサエ

ヨコナデ

外面：ナデ

内面：ハケ
へラ刻み目，

外面：右下斜方向のナ

デ？，突粥部：ナデ，内
面：ナデ

外面：ユピオサエ，ナ
デ？、内面：ナデ？

外面：棚方向のナデ？，内
面：ハケ？

横方向のナデ

横方向のナデのちミガキ？

ユピオサエのち横方向のナ
デ

横方向のナデ？

外面：ハケ？，刻み目突
帯，内面：横方向のナデ

回転ナデ

回転ナデ

外面：蓮弁文

回転ナデ

ナデ

ユビオサエのちナデ

ユビオサエのちナデ

備考

古填時代．

古墳時代．

古填時代．

弥生土器中期．

弥生土器中期．

弥生土器中期．

弥生土器後期？．

古頃時代．

古噴時代．

古墳時代．

古噴時代，赤色顔料

古墳時代．

古墳時代．

古噴時代．

弥生士需中津野式．

陶器。風化している．

陶器，残存率1/8.最大径
(1238)cm.

青磁．

土師器．

古墳時代．

古墳時代．

古填時代．



中央図書館南側樹木移植及び撤去

工事に伴う立合調査における出土

遺物について

付編Ⅲ

断面は三角形だが、かなり下向きで突帯端部は

シャープな角をなさず、面になっている。これら

のくせから、古墳時代の尭の突帯であると判断で

きる。

3．4は高坪である。3は少し外側にそりなが

ら直立する杯部の口縁部で、外面には赤色顔料が

添付されている。ミガキを施しているようである

が、磨滅していて、ミガキの単位などはわからな

い。4は脚の上部で、外面には横方向の細かいミ

ガキを施している。5は財の肩部から頚部付近の

土器片で、頚部は少し外側に開くように屈曲して

いる。外面には赤色顔料が付着し、細かい横方向

のミガキを施されている。

いずれの土器も、古墳時代の新しい時期に比定

できるもので、周辺で発見されている住居跡の時

期とも符合するものである。

ここでは、平成4年12月17．18日に実施した立

合調査で出土した遺物について説明を行う。調査

については、埋蔵文化財調査室年報Ⅷで報告を

行っているが、ここで紹介する遺物はE地点とし

て報告した場所から出土したものである。E地点

は教養部文科研究室棟の東側にあり、周辺ではそ

の北側に釘田第1地点として知られる古墳時代の

住居跡が多く検出した遺跡がある。

遺物は、地表下80cmから露出した5層、黒褐色

砂質シルト層から出土している。土器片が多数出

土したが、ここでは図示できるものについてのみ

説明を行う。

lは尭形土器の口縁部で、胴部からまつすぐに

立ち上がる器形を呈する笹貫式と呼ばれるもので

あろう。口唇部は内外面からユビオサエを施され

ており、端部が細くなっている。2は尭形土器の

胴部の突帯で、大きな刻みを施している。突帯は

平
？

心－
１

I＝|謎△
3

/戸計、ヒーーョ。、
Fig.115出土遺物S=1/3

Tab.11遺物観察表
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Fig No． 器棚 部位 出土咽 色鯛・軸調 胎土・磁胎 澗整・施文 備考

IIS

IIS

I

2

兜

髭

口縁部

突 帝

5咽

5脳

外叩；にぶい糊色7.5YR5ノ

4．内面；樋色5YRa6．

外面；にぶい武撞色l0YR6

B・黒色N2ﾉ．内面；にぶい

黄桧色l0YR7ﾉ4．

細砂粒を含む．白色粒，赤色

粒，透明な砂粒を含む．

微靭Iな砂粒を含む．白色粒，

赤色粒，透明な砂粒を含む．

ナデ．

ナデ．

古城時代の土器．

115 3 商杯 口縁部 5脳 外面；にぶい赤褐色2.5YR

5郷（赤色顔料）．摩滅して
いる．内面；灰色5Y6/1．

砂粒を少し含む．白色粒，赤

色粒．

外ifti;ミカキ．内
iii；ハケのちナデ．

古噛時代の土器．外面；

赤色顔料．

115 4 高杯 脚 邸 5咽 外面；赤色lOR4ﾉ6（赤色顔

科）．内面i；灰黄褐色

lOYR5ﾉ1．

微細な砂粒を含む．赤色粒．

白色粒，透明な砂粒．

外im；横方向のミガ

キ．内1m；ナデ．

古城時代の土器．外面；

赤色顔料．

115 5 州 頚部 5層 外面；赤色10R4/6（赤色献

料）．内面；にぶい蛍極色

I0YR7/2．

微紐Iな砂粒を含む．白色粒． ツトIIlI；イ胸万F]のミ刀

キ．内而；ナデ．

古城時代の土器．頚郁径
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PL.1平成4年度立合調査

1．出土遺物1（表）

U

2．出土遺物1（裏）

3．出土遺物2
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PL2教育学部附属養護学校日常生活訓練施設建設地における試掘調査(1)

1 調査地点

2．1トレンチ5．6層検出状況

ﾉ72



PL.3教育学部附属養護学校日常生活訓練施設建設地における試掘調査(2)

鱗》"蕊溌
》
》
〕

電
．

・
画

面
、
口

や
も

§潔蕊蕊盤錘霊

雲
罰

■『

由

聯
戸

ｍ
Ｆ
『
制

戸声e “

翌

5曲.蝿

爵声

§ざ
鳥
溌

鴬
万・Z

鱗
宙

■

華
ひつ

1．1トレンチ西壁

j涯築職
砂電･ロ

h慰翻7準;・狩弓

鋪戸でシ;．､糠ﾐ，
－．や当詫垂

一

患多
凸h画津一

夕

■●つ
ち

▲口

回孟一弓･

'2濠

j~､顧〆

［

一｡

吾｡

争

１

１
１

摩
１

ｰあ B

G詞旬

■垂
白

題 単

b ●

●

ご凸
ロ

畠
■ ■

一
隼

■
○
一

1
－

ザ

寺‘．J・”a｡．，・な
■● ヂーークー90口●｡QDP●

ク ■グ

a ■･〆‐。◆

″‘‘・
幻

.←ﾛ.._･古坐亜'-,.

51

L○

2．2トレンチ西壁

ﾉ73



PL4教育学部附属養護学校日常生活訓練施設建設地における試掘調査(3)
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PL.5郡元団地MN-34区（水泳プール建設地）における試掘調査(1)
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PL.6郡元団地M・N－3‘4区（水泳プール建設地）における試掘調査(2)

1．2トレンチ東壁

2．1トレンチ完掘状況 3．2トレンチ完掘状況

ﾉ76



PL.7平成5年度立合調査(1)
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PL.8平成5年度立合調査(2)

1．出土遺物3（側面）
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2．出土遺物4（表）

11

13

3．出土遺物4（雲）
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PL.9平成6年度立合調査(1)

←

0■QqP1

タ

パタ
、、

'
1

」↑
１

3

4

｡忍
｡F･、 ﾀ

＃．．．

－煎冷、、
。．､，鶴齢雄一伊5 壷＝

8

、毎“鑓“
一

ず馬､． 遥舞
卜

ハ

、

9 －~塔､ミ銀濃 韻

生

1．出土遺物1（表）

‘アマーー
路墓.・・滝・

・ハ'』

g全

2 4
1

8

1

10

2．出土遺物1（裏）

/79



PL.10平成6年度立合調査(2)
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4．5区（教育学部音楽美術科棟建設地）における発掘調査（1）PL11郡元団地P
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PL.12郡元団地P－4．5区（教育学部音楽美術科棟建設地）における発掘調査(2)
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PL13郡元団地P-45区（教育学部音楽美術科棟建設地）における発掘調査(3)

1.3b層上面畝検出状況
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PL14郡元団地P－4．5区（教育学部音楽美術科棟建設地）における発掘調査(4)

1.SK6完掘状況
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PL15郡元団地P-45区（教育学部音楽美術科棟建設地）における発掘調査(5)

1.SD2遺物出土状況
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PL.16郡元団地P－4‘5区（教育学部音楽美術科棟建設地）における発掘調査(6)
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PL17郡元団地P-45区（教育学部音楽美術科棟建設地）における発掘調査(7)
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PL.18郡元団地P－4．5区（教育学部音楽美術科棟建設地）における発掘調査(8)
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PL19郡元団地P－4．5区（教育学部音楽美術科棟建設地）における発掘調査(9)

1．SD8検出状況

2.SD8完掘状況

3.SD9～11.ビット検出状況
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PL.20郡元団地P－4o5区（教育学部音楽美術科棟建設地）における発掘調査(10)
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PL.21郡元団地P－4．5区（教育学部音楽美術科棟建設地）における発掘調査(11)

1．P25．26検出状況

2．P25．26完掘状況
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PL22郡元団地P 4．5区（教育学部音楽美術科棟建設地）における発掘調査（12）

1.SK7完掘状況
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PL23郡元団地P－4，5区（教育学部音楽美術科棟建設地）における発掘調査(13)

1.SD6,SD13検出状況

2.SD6,SD13完掘状況 3．②．③－c区5層遺物出土状況
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PL.24郡元団地P－4．5区（教育学部音楽美術科棟建設地）における発掘調査(14)

1．6層検出状況(P27～51)

2．調査区完掘状況
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PL.25郡元団地P－4．5区（教育学部音楽美術科棟建設地）における発掘調査(15)
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PL.26郡元団地P－4．5区（教育学部音楽美術科棟建設地）における発掘調査(16)
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PL.27郡元団地P－4．5区（教育学部音楽美術科棟建設地）における発掘調査(17)
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PL.28郡元団地P－4．5区（教育学部音楽美術科棟建設地）における発掘調査(18)
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PL29郡元団地P－4．5区（教育学部音楽美術科棟建設地）における発掘調査(19)
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PL.30郡元団地P－4．5区（教育学部音楽美術科棟建設地）における発掘調査(20)
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PL.31郡元団地P－4o5区（教育学部音楽美術科棟建設地）における発掘調査(21)
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PL.32郡元団地P－4．5区（教育学部音楽美術科棟建設地）における発掘調査(22)
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PL.33郡元団地P－4．5区（教育学部音楽美術科棟建設地）における発掘調査(23)

0

141

146
14

150

147 148

149

1.5b層出土遺物2(表）

139138
7

Ｆ
岸
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

146

〃『

150ワー、

148
147

I 149

2.5b層出土遺物2(H)

144

3.5b層出土遺物2(側面）

203



PL､34郡元団地P－4．5区（教育学部音楽美術科棟建設地）における発掘調査(24)
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PL.35郡元団地P-45区（教育学部音楽美術科棟建設地）における発掘調査(25)
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PL.36郡元団地P－45区（教育学部音楽美術科棟建設地）における発掘調査(26)

1.5d層出土遺物3(表）

9

2.5d層出土遺物sm)

盾
唖

1

17 179
177

183

18
182181

18518

3.5f層出土遺物（表）

夢

176 7
8 79

183
82

18118Q

4

’

4.5f層出土遺物（裏）

206



PL.37郡元団地P－4．5区（教育学部音楽美術科棟建設地）における発掘調査(27)
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PL.38郡元団地P－4．5区（教育学部音楽美術科棟建設地）における発掘調査(28)
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PL39郡元団地P－4．5区（教育学部音楽美術科棟建設地）における発掘調査(29)
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PL.40郡元団地P－4．5区（教育学部音楽美術科棟建設地）における発掘調査(30)
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PL41郡元団地P－4．5区（教育学部音楽美術科棟建設地）における発掘調査(31)
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PL42郡元団地P－4‘5区（教育学部音楽美術科棟建設地）における発掘調査(32)
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PL43郡元団地P-45区（教育学部音楽美術科棟建設地）における発掘調査(33)
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PL44郡元団地P－4．5区（教育学部音楽美術科棟建設地）における発掘調査(34)
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PL45郡元団地P－4o5区（教育学部音楽美術科棟建設地）における発掘調査(35)
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PL.46郡元団地P－4．5区（教育学部音楽美術科棟建設地）における発掘調査(36)
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PL47郡元団地P－4．5区（教育学部音楽美術科棟建設地）における発掘調査(37)
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PL.48郡元団地P－4．5区（教育学部音楽美術科棟建設地）における発掘調査(38)
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PL49郡元団地P-45区（教育学部音楽美術科棟建設地）における発掘調査(39)

ムノc

fpi，｡;．
凸■

364

、
ｖ
獄
が

一
峨
知
、零 370

顕369
368

1．層位観察ベルト等の出土遺物2（表）

Ｄ
洲
呼
■
■
ｒ
ｒ

365 366

368 370

2．層位観察ベルト等の出土遺物2（裏）

3

3．層位観察ベルト等の出土遺物3（側面）

白

374 375 376 377

4．層位観察ベルト等の出土遺物4（側面）

2ノ9



PL.50郡元団地P－4．5区（教育学部音楽美術科棟建設地）における発掘調査(40)
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PL51郡元団地P-45区（教育学部音楽美術科棟建設地）における発掘調査(41)

a
利

、ｲノ
ァ

395

3
396崖

398

402
400 401

064403

1．表土・カクラン出土遺物（表）

~ず~1
1

一一

可農ワ
395

6

400 402
401

403

2．表土・カクラン出土遺物（裏）

垂､

。 1
〆

【 ▲

且
Ｆ
一

言

夢 ＝
勺

407＝ 407
408

408

p由

410
41009

3．その他の遺物（表） 4．その他の遺物（雲）

22ノ



PL.52郡元団地O－7区（福利厚生施設建設地）における発掘調査(1)
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PL53郡元団地O－7区（福利厚生施設建設地）における発掘調査(2)
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PL.54郡元団地O－7区（福利厚生施設建設地）における発掘調査(3)

1.SD1完掘状況
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3.SD2完掘状況
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PL55郡元団地O－7区（福利厚生施設建設地）における発掘調査(4)
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PL.56郡元団地O－7区（福利厚生施設建設地）における発掘調査(5)
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226



PL57郡元団地O－7区（福利厚生施設建設地）における発掘調査(6)
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PL.58郡元団地O－7区（福利厚生施設建設地）における発掘調査(7)
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PL.59郡元団地O－7区（福利厚生施設建設地）における発掘調査(8)
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PL.60郡元団地O－7区（福利厚生施設建設地）における発掘調査(9)
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PL.61郡元団地O－7区（福利厚生施設建設地）における発掘調査(10)
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PL62郡元団地O－7区（福利厚生施設建設地）における発掘調査(11)
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PL.63郡元団地O－7区（福利厚生施設建設地）における発掘調査(12)
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PL.64郡元団地O－7区（福利厚生施設建設地）における発掘調査(13)
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PL.65郡元団地O－7区（福利厚生施設建設地）における発掘調査(14)

‘
２

＃
、
‐
Ⅷ
■
旧

懲
健 18 120121122132

120
12118

2．2，4c’4e層出土土錘，銃弾（真上から）1．2．4c・4e層出土土錘，銃弾（側面）

可

125

124

131

130
128

3.4d4e層出土遺物（表）

124

128

129

4．4．．4e層出土遺物（裏）

235



PL.66郡元団地O－7区（福利厚生施設建設地）における発掘調査(15)
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PL.67郡元団地O－7区（福利厚生施設建設地）における発掘調査(16)
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PL.68郡元団地O－7区（福利厚生施設建設地）における発掘調査(17)
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PL69郡元団地O－7区（福利厚生施設建設地）における発掘調査(18)
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PL.70中央図書館南側樹木移植及び撤去工事に伴う立合調査
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SUMMARY

ThisisthereportoftherescueexcavationsandsurveysofthesitesinthecampusesofKagoshimaUniversity.

KagoshimaUniversityArchaeologicalResearchCentermadethemforthedurationfromJanuary1993toDecember

1994.Thisi℃portalsoincludestheresultsoftheexcavationscarriedin1992inthi℃eappendixes.AppendixIreports

theexcavationsofAiEaP-4and5inKorimotocampus,appendix11reportsthoseofAi℃a0-7.AppendixIIIprovides

thereportandtheanalysisofthepotterycollectedontheoccasionoftherescuesurveyofthecentrallibrary.

LOCATIONANDHISTORICALBACKGROUND

KagoshimaUniversityislocatedinthecenterofKagoshimacity,southKyushuIsland.Thewesternpartofthe

cityishighlandandtheeasternpartislowland・ActivevolcanoMt.SakurajimaisinthecenterofKagoshimaBay.

ThisreportincludestheresultsofexcavationsandfieldsurveysatKorimotocampus,Sakuragaokacampusand

HandicappedChildren'sSchoolattachedtoFacultyofEducation.KorimotocampusandHandicappedChildren's

Schoolarelocatedinthelowland,andSakuragaokacampusissituatedinthehighland.

ThesitesatKorimotocampusai℃1℃gisteredtobethoseoflateKofunperiodat500to700AD.,andthoseatSakuragaoka

campusareregisteredtobethesiteofJomonandYayoiperiods.ArchaeologicalsitesofYayoiandKofunperiods

havebeenfoundatandaroundHandicappedChildren'sSchool.

EXCAVATIONSINKORIMOTOCAMPUS

Thecentercarriedsixexcavations,twotestexcavationsandtwenty-sixsurveys.Theywereallrescue

a1℃haeologicalsurveys.Therearetwodifferenthabitationai℃asinKorimotocampus.WefoundhousesineachaiEa,

oneisapithousewithcorridorinAreaL-6,andtheothersaretensquarepithousesandonepithouseswithcorridorin

AreasM-T-7-12.Theymeasurethreetofourbythreetofourmeters.

AlotofpotteryofYayoiperiodwasfoundconcentratedinAreasL-6andP-4．InAreaH-11,anancientriver

wasfound,alongwhichabouttwohundredwoodenpileswerefoundinlines.Eachpileisfiftytotwohundred

centimererslong.Thepilelinesmeasuretwometerswideandfifteenmeterslong.Theywerebuiltforthewatergate

ofirrigationortheriverbankprotection.

EXCAVATIONSINSAKURAGAOKACAMPUS

TwoexcavationsandfivesurveysinSakuragaokacampusrevealedarchaeologicalremainsandlayersinearly

YayoiandearlyJomonperiods・ThreepithousesofYayoiperiodwereexcavatedinArea1-8.Theyaretwocircular

ones,threemetersindiameter,andovaloneofwhichmajoraxismeasuressixmetersandminoraxismeasuresfour

meters.Sherdsandastonespindlewhorlwerecollectedburiedinthehouses.

WealsoexcavatedarectangularpithouseofearlyJomonperiodinAreaG-11andastone-piledfireplacein

Area1-8.Thehousemeasuresthreebyfourmeters,andhavesmallholesontheflooralongthewalls.

EXCAVATIONATHANDICAPPEDCHILDREN'SSCHOOLATTACHEDTOFACULTYOFEDUCATION

Itissituatedat44-5Shimoishiki,Kagoshimacity.OurexcavationfoundapaddyfieldafterEdoera,

pre-modemtimes.

APPENDIXI:AreaP-4and5inKorimotoCampus

ArchaeologicalResearchCentermadearescueexcavationfromJune10toOctober3,1992,beforethe

constructionofabuildingatFacultyofEducation.WeexcavatedtwelveditchesofKofunperiodandafterMeijiera
on,andai℃haeologicallayersthatcontainedartifactsofKofunperiod.Aboutfourthousandandfourhundredartifacts

werecollected・MostofthemaresmallsherdsofKofunperiod.Theyweremovedanddepositedbytheflow.

2ｲノ



APPENDⅨⅡ:Area0-7inKorimotoCampus

ArchaeologicalReseai℃hCentermadearescueexcavation廿omOctober19toDecember25,1992,beforethe

constructionofthestudents'restaurantatFacultyofEducation・Fiveditchesand374pitholeswereexcavatedinthi℃e

stratifiedculturallevels.ThesherdscollectedintheditchSD1showitbelongstoKofunperiod・Otherditchesthat

wereduginthesamedirectionasSD1alsobelongtoKofunperiod.

Ai℃haeologicalremainswei℃foundbetweenthesecondtotheseventhlayers,twoofwhichcontainedmostof

theartifacts・Mostofthemareartifactsofthemedievaltimes,suchassherdsofceladon,whitepoi℃elainandearthem

ware,andthoseofKofiinperiod.
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